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小林 義威  
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Ⅰ．環境に関する調査研究  

（大気、陸）   



Ⅰ－1 大気浮遊塵 中 の 放射・性核種濃度  

放射線医学総合研究所  

本郷昭三、湯川雅枝、前田智子、田中千枝子  

1．緒言  

核爆発実験や原子力平和利用により、大気中に放出された放射性核種に  

よる環境レベルを把握し、国民の被爆線量評価に資することを目的として  

大気浮遊塵中の放射性核種の濃度を調査する。  

2．調査研究の概要   

（1）試料採取  

千葉市穴川にある放医研構内の地上1～1．5mの外気浮遊塵を試料と  

した。ハイポリュウムエアサンプラ一により捕集効率が 0．955以上の  

グラスファイバー濾紙（20．3cmx25．4cⅢ）に連続集塵するが、流量は  

マイクロコンピュータによって一定量（1m8／min）を保つように制御  

されている。濾紙の目づまりは約2か月程度の集塵ではおこらなかっ  

たが、目づまりを生じて流量が下がった場合でも、積算流量は正しく  

表示されるように設計されている。   

（2）分析測定  

浮遊塵を捕集したグラスファイバー濾紙は、所定の大きさに折りた  

たんで、G e（Li）検出器によるガンマスぺクトロメトリを行った。  

ガンマ線放出核種定量後、水酸化ナトリウムと塩酸によりストロンチ  

ウムを抽出し、発煙硝酸法で精製した。  

S r － 9 0はマイクロコンピュータによる自動解析装置付きの低バ  

ックグラウンドベータ線スペクトロメータにより定量を行った。   

（3）結果  

昨年に引き続き、浮遊塵試料の採取及び分析を継続中であるが、今  

回は1993年 4月15日から1994年 2月18日までの採取試料についての結  

果を報告する。表－1にガンマ線放出核種の定量値を示した。また、  

表－2にS r－9 0の未発表の分析結果について示した。  

3．結語  

近年、大気浮遊塵中の放射性核種のレベルは非常に低下し、検出できな  

いことが多い。大気浮遊塵中の放射性核種の濃度変動を経時的に観測する  

上で、放射能の自動モニタリングを行い、放射能レベルの変動を認めた時  

点での浮遊塵サンプルに関して詳細な分析測定を行うなど、異常時対応研  

究のために放射能レベルの非常に低い浮遊塵に関してのモニタリング方法  

の再検討を行う必要がある。  
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表－1 大気浮遊塵中のγ線放射性核種濃度  

大気浮遊塵   通風量   放射性核種濃度（×10▲6Bq′′′′m3）   

採取期間   m3（×103）   137CSSSS 

1993 4／′15 ～ 5／17   31．3   1．7±1．1   

5／17 ～  6／17   31．4  

6／17 ～  7／16   37．6   1．6±0．8   

7／16 ～  8／16   38．6   1．9±0．8   

8／16 ～ 9／17   35．1  

9／17 ～10／18   32．9   1．8±0．9   

10／18 ～11／17   24．9  

11／17 ～12／17   25．5  

12／17 ～19941／17   21．3  

1／17 ～  2／18   23．8  

＝ 検出限界以下  

表－ 2 大気浮遊塵中のストロンチウム濃度  

大気浮遊塵   通風量   放射性核種濃度（×10‾6Bq／′′m3）   

採取期間   m3（×103）   9 O S r 

198811／11～ 12／16   23．4  

12／16～1989 1／20   23．0  

1／20～  2／23   24．7  

2／23～  3／24   30．3  

3／24～  4／21   22．0   0．042±0．021   

4／21～  6／2   20．7   0．022±0．011   

6／2～  6／30   19．1  

6／30～  7／28   19．1  

7／28～ 10／3   35．5  

10／3～ 10／27   8．67   0．385±0．128   

10／27～ 11／24   16．3   0．069±0．035   

11／24～ 12／22   15．9  

12／26′・・19901／26   20．6  

1／26～  3／5   22．2  

3／5～  3／23   17．1  

－一 検出限界以下  
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Ⅰ－2 環境中の＝cの濃度調査  

放射線医学捨合研究所  

井上義和、 鈴木登美子  

1． 括言   

核燃料サイクルに開運して環境に放出される＝c は、 その半減期  

（5730年）の長さ と放出量が相対的に多いが故に集団線量預託への寄  

与は大きいと考えられている。：施設から放出される＝cの彰苧を実  

測によ り評価するためには、 施設の影響のない一般甥＝蓋および運用  

開始前後の施設周辺環境における＝c レベルの長期間の時間推移と  

変動および地域分布な どに関するデー タが不可欠である。 このため  

1‖川年代初頭よ り現在に至るまで、 一般環境において主に植物清油  

と発酵アルコールを測定試料と して＝c濃度（比放射能、dpl／gC）  

を測定してきた。 植物では、 ある年に生育した部分の炭素中の＝c  

濃度は、 その年の大気中の二酸化炭素中の＝c濃度を良く 反映する  

と考えられるので、 測定値は、 飲食物の摂取を通 じて人体に摂取さ  

れろ＝c濃度を推定し、線量評価を行う際の有用なデータと して使  

用出来る と考え られる。   

本詞査研究によ り今までに蓄積された14c濃度の時系列から以下  

のこ とが分かった。1940年代の試料か ら 日本の自然生成レベルが、  

釣13．7 dpl／gCであったが、 大気圏核実験の開始に伴い、 その影響  

が1950年代以降の試料に認められ、＝c凛＝受は急汝に増大し始め、  

1963年には最大値約 25 dpl／gCに達した。 その後、1‖川年代まで、  

濃度は波状的に急速に低下したが、 こ の間特に19TO年前後の日本の  

濃度は、 北半球大気対顔＝圏の予測濃度よ り最大十数％の低下を示 し  

た。 これは、 日本の急速な工業化に伴 う化石燃料の大量消費の結果、  

大気中の炭酸ガス虚＝斐が急汝に増加 し、 比放射能が低下したと推定  

される（Suess効果）。1g80－1990年の間、＝c濃度はゆるやかな＃  

少頼向を示 した。 また、 対流圏予軸濃度と良い一致を示した。  

2． 調査研究の概要   

今年度測定した試料は、1993年に日本で収穫されたブド ウ を原料  

と して発酵醸造されたワ イ ンである。 煮留精製し、 約9ト9g％のアル  

コ ー ルを調製した。 比重を測定して正確なアルコ ー ル濃度を決定後、  

その1011をト ルエ ン シ ンテ レー タ1011と混合 し、 液体シンチ レー シ  

ョ ンカ ウ ンタ ー Packard社製 T‡ICAEB 2250CAで測定した。 バック グ  

ラ ウ ンド（B．G）計測試料は、同量の合成アルコ ールを用いて羽賀し  

た。 この測定法では、1試料に導入でき る炭素量は約4gであ り、 測  

定効率は約62l、 B．G計数率は、 約5．4cplであ った。   

測定結果を表に示す。比放射能で表した日本の各地の＝cホ度は、  
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15．0 ±0．1dpl／gC～15．7 ±0．1dpl／gCの範囲であ った。 平均値は、  

15．3±0．2dpl／gCであ った。 測定誤差を考慮する と、 ぶど う の産地で  

の14c濃度の地域差は認められず、工業地帯を除いて日本の＝c濃  

度はほぼ均一に分布している と考え られる。  

1g80年から1989年までの10年間の＝cの比放射能は、年減少率約  

0．20 dpl／gCで低下してきた。 その後、1g89年から19gl年の最近3年  

間は、15．8 dpl／gC前後の一定レベルで推移していたが、1993年には、  

僅かに下降傾向を示した。  

3． 結語   

大気圏核実験起源の＝c濃度が、波状的に減少する傾向は週去に  

もあ った。 最近数年間も同様の現象が認められたが、 このよ う な現  

象の解明のためには、 本測定調査を＃境し、 デー タ を蓄模する と と  

もに、 植生や海洋が果た している炭酸ガスのリ ザバー と しての容量  

の変化と化石燃料の消真に基づく14cを含まない炭酸ガスの大気中  

濃度の増加による希釈効果の両者の影響について解析する予定であ  

る。 この解析結果は、近年問題となっ ている地球温暖化の原因解明  

に役立つであろ う。 一方、放射性廃棄物の土中埋設処分や核燃料サ  

イクル施設の運転に伴う＝cが環境に放出され、局地的に環境濃度  

を上昇させる可能性があるので、 今後は、施設周辺の環境試料を定  

期的に採取し、その】▲c濃度を測定し、経年変化に関するデータを  

集偏する予定であ る。  

表  日本の19 9 さ年産ワイ ンの＝cの比放射能  

ブドウの産地  ＝c 比放射能 ±1S D  
と銘柄（記号）  （d p m／g C）  

北海道余市a  

北海道余市b  

北海道浦臼  

山形察  

山梨察a  

山梨察b  

山梨県c  

山梨蕪d  

千葉蕪鎌谷＊  
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Ⅰ－3 火山による放射線レベル変動に関する調査（ⅠⅠ）  

放射線医学総合研究所  

古川雅英、松本雅紀、藤高和信  

1．緒言  

生活環境の変化によって環境放射線レベルが変動することを追跡している。変化の  

原因は社会・生活習慣等の人為的要因によるものと、自然条件の変動によるものがある。  

本年度は前年度に引き続き、自然条件の変動の例として伊豆大島の火山（三原山）によ  

る影響調査を実施し、分析を行なった。   

2．機器   

昨年度に雲仙普賢岳の影響調査で使用したのと同一の1’’≠x2”NaI（Tl）スペクトロサー  

ベイメータ（〃Svル表示）とポータブルの3’’≠x3‖NaI（Tl）スペクトロメータ（上限7．2  

MeV、240チャンネル）を用いて線量率および核種寄与スペクトルを人手した。さらに  

球型3－1NaI（Tl）スペクトロメータ（3MeV以上は開放）を用いたスペクトル測定も行ない、  

元素・核種分析用に各測定点の土壌・火山灰試料を採取した。   

3．調査研究の概要   

昨年度は数年前から噴火を繰り返している雲仙普賢岳の周辺地域のバックグラウン  

ドレベルが、噴火によってどんな影響を受けたかという点について調査を行ない、噴火  

前のレベルとの差異を検討した。一般に火山噴出物たるマグマや火山灰の放射線に関す  

る性質はその地質的背景によって規定されるが、雲仙普賢岳の噴火形態からは、その噴  

出物中のSiO2濃度が比較的高く、23Su系列等の放射性核種濃度もある程度高いことが推  

論される。しかしこれを時系列変動中に見つけることは容易でない。実際、島原半島で  

25年前に実施した調査結果と比較しても、明らかなレベル変動があったという結論は得  

られなかった。そこで今年度は雲仙とは地質的背景が異なる伊豆大島の三原山を対照と  

して取り上げ、そこでバックグラウンドレベル調査を実施した。三原山は近年大規模な  

噴火を起こし、溶岩流が集落地まで押し寄せている。その噴出物に覆われた場所と、そ  

れ以外では差異が予想され、また三原山地域全体の平均レベルが普賢岳地域のそれと異  

なることも予想される。これを実測で確認することにした。   

4．調査結果の概要   

表1に1‖≠x2‖NaI（Tl）スベタトロサーベイメータを用いて大島各地で得た計測結果の  

例を示す。地理的なレベルの差異が認められる。大島は太平洋プレート（東側）とフィ  

リピン・プレート（西側）の境界に位置し、火山活動およびその地質にその影響が反映  

していると考えられるが、放射線レベル分布の原因については別途に検討中である。ま  

た他種の機器で計測したデータ解析も別に進行中である。  
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また比較のため、同年度に桜島で同一機器で計測した結果の例を表2に示す。桜島  

の噴火形態は三原山よりは雲仙普賢岳に近いと考えられるが、桜島のデータは三原山の  

ものより高レベルであることが分かる。  

表1．大島三原山周辺の測定値  

屠所  激定点数 指示膚（〟5I畑  

大島南高校  5  

国民宿舎  5  

波浮港近傍  5  

砂漠スコリア流  5  

椿見本公園  5  

三原山外輪山内の溶岩流  5  

大島高校  5  

岡田ゲートボール場  5  

36．39±2．00  

25．33±2．40  

15．05±0．62  

17．32±1．10  

15．77±0．60  

17．98±0．27  

17．05±0．50  

16．59±0．80  

劇足∵平成∂卒3月〃日  

表2．桜島の測定値  

甜定点数 指示盾（〟∫v畑  屠所  

桜島港近傍  

湯の平展望所  

有村溶岩展望所  

5  46．35±2．81  

5  47．61±3．38  

5  57．65±1．51  

劇症∴平成∫牢5月22β   

4．結語   

昨年度に考察したように、火山が環境放射線に対する影響因子であることは間違い  

ないが、その影響を定量的に明らかにするには、さらに多くの火山を調査してみる必要  

がある。そのためには火山の性格を充分検討し、的確に分類しておく必要がある。今後  

浅間山、有珠山、三宅島等の調査を計画している。  
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Ⅰ－4 環境中のラドン濃度の調査  

放射線医学総合研究所  

松本雅紀、古川雅英、藤高和信、  

土居雅広  

1．緒言   

科学技術庁と日本分析センターおよび各道県の共同事業として屋内ラドン濃度の全  

国調査が昨年度後期に開始された。平成5年度には日本分析センターが全国13道県で水  

準調査を行ない、放医研はそれを支援するために必要な技術的検討試験（測定）を行な  

った。また一部において学校のラドン濃度の予備的調査を行なった。測定と解析は平成  

5年度中に終了していないが、予備的な結果を得た。   

2．機器   

全国水準調査では放医研の総括安全解析研究官（付）が開発したプラスチック製の  

ラドントロン弁別モニタを用いている。水準調査自体は放医研でなく日本分析センター  

が自治体と協力して実施するため、測定対象の各道県に1軒づつ選び、そこに放医研と  

日本分析センターがそれぞれ保有するラドントロン弁別モニタを1個づつ持ち込み、計  

測済みフイルムのエッチング処理等はそれぞれが持ち帰って行なう方式で技術水準の整  

合性を図った。さらに放医研はこのプラスチック製ラドントロン弁別モニタのプロトタ  

イプであるステンレススチール製のラドントロン弁別モニタ1個を上記モニタ群と並べ  

て設置し、エッチング処理等を行なって、プロトタイプと量産型の機器性能の整合性を  

チェックした。さらに、ラドントロン弁別モニタの比較リファレンス用として従来の静  

電型ラドンモニタ1台を上記モニタ群と並べて設置し、エッチング等の処理は当研究グ  

ループで行なって結果を比較検討した。また実施期間中にこれらの機器の校正実験を名  

古屋大学のラドンチェンバー等で行なった。なお設置期間はいずれのモニタも2カ月を  

原則とした。   

一方、学校内ラドン濃度の測定は平成4年度から開始したもので、石川県内の高等  

学校10校において、各1箇所でステンレス製ラドンモニタを使用して測定し、そのうち2  

校では静電型モニタも並置して測定した。なおラドントロン弁別モニタについては、平  

成5年度途中からプラスチック製モニタに変更した。   

3．調査研究の概要  

全国水準調査を支援する比較測定は平成5年度中に大半の結果を得たが、いずれの  

結果もほぼ整合していた。比較測定を各自治体の現場で実施したのは気象条件等による  

地域的影響があるかもしれない点を考慮したためであるが、試験結果では地域による差  

異は大きくないことが判明したため、平成5年度をもって各地自治体における比較測定  

は終了することにした。ただし放医研と日本分析センターの技術照合のための比較測定  

は今後も放医研近傍において実施することになった。またプラスチック製ラドントロン  
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弁別モニタの性能確認が進んだため、プロトタイプのステンレススチール製ラドントロ  

ン弁別モニタとの比較測定も平成5年度で終了することになった。なお当プロジェクト  

の数値結果の公開は測定データの検討が済んでからになる。   

学校内の測定は石川県の高等学校であるが、実際の設置場所は保健室の床上であり、  

教室内の濃度ではない。従って待たデータは必ずしも校内濃度を代表するものでない点  

に注意を要する。概略値の推定ができたと考える方が妥当である。図1に平成4年度から  

平成5年度にかけて静電型モニタで得た結果の例を示す。一部に欠測がある。   

学掛こおけるラドン濃度測定例  
Bq′m3  傾度膚における庶剰   

吉成Aの測定時期  

1：■92．5．21－7．20  

2：  7．20－9．20  

3：  9．20－11．19  

4： 11．19－1．21  

5：－93．1．2ト3．21  

6：  3．21－6．30  

7：  6．30－9．14  

8：  9．14－12．16  

8  10回目  2  4  6  

－9屠  冬   ′93夏  

図1．高等学校のラドン濃度   

4．結語   

居住環境のラドン濃度の全国水準調査を支援するための実験（測定等）が進み、ほ  

ほルーチンに測定可能な体勢ができた。そこで次の目標として職業環境を含む色々な環  

境の濃度を調べることを開始した。その手始めに学校内のラドン濃度を測定したが、こ  

れはまだ予備的な測定であり、この結果を測定地の代表的校内濃度と考えるのは早急で  

ある。今後測定例を増す必要があり、各位の協力が望まれる。学校内のラドン濃度測定  

は今までに得られた全ての結果の検討をしたのち、さらに測定例を増やすことが肝要で  

ある。  
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Ⅰ－5 施設内ラドン・トロン濃度測定調査（地下鉄駅構内調査）  

放射線医学総合研究所 総括安全解析研究官付  

小林走喜、土居雅広、藤元意三  

藤高和信、古川雅英、松本雅紀  

1．緒 言  

空気中のラドン及びその娘核種は、自然放射線被曝源のなかで最も線量寄与が大き  

く、近年、特に注目されている放射性物質である。空気中ラドン濃度及び娘核種濃度の  

実態は、全国家屋内ラドン濃度調査等により、一般居住家屋に関しては判明しつつある  

が、公共施設等の屋内環境に関して  

は、これまで充分な調査研究が行わ  

れていないのが実情である。このた  

め、科学技術庁原子力安全局防災環  

境対策室では、全国ラドン濃度調査  

の一環として公共施設・オフィス等  

の屋内環境に於ける濃度測定調査の  

実施を計画しており、その実施手順  

の確立が望まれている。そこで、既  

に全国家屋内ラドン濃度調査で使用  

されているパッシブ型ラドン・トロ  

ン濃度弁別測定器（R－T弁別測定器）  

（図1）を用い、公共施設として東京  測定容器本体  検出器（ホ○リ  

都内の地下鉄駅構内のラドン濃度及 ヵーボ  

びトロン濃度を測定調査した。R－T弁  

別測定器の検出下限は、ラドン濃度  

で4．2Bqm‾3、トロン濃度で6．4Bq  

m－3である（測定期間3ケ月）。検出  

下限を下回る濃度を測定する場合に  

は、測定器を複数個設置し、その平  

均値を以て測定結果とする必要があ  

る。   

フィルタ  

ドン測定用半球  

測定器支持脚  

．
．
 
－
 
ト
 
 
ロン濃度弁別測定器の構造図  図1ラドン・  

2．調査研究の概要  

調査は、東京都内の地下鉄駅構内に於いて、プラットホーム下（列車の進入側の  

端、中央、列車の離出側の端）、配線室及び駅務室にそれぞれ、2個づつR－T弁別測定器  

を設置した。調査駅は、地下3階構造であり、プラットホームは最下階に、配線室及び駅  

務室は地下二階にある。プラットホームは、長さ210m、帽8m、深度25．4mであり、両  

側に発着する「島」式ホームである。駅構内には冷房設備はないが、配線室、駅務室に  

は冷房装置が設置されている。測定期間は、1993年12月から1993年3月までの99日間で  
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ある。調査では、R－T弁別測定器による調査期間中のラドン平均濃度測定に加え、ラドン  

娘核種濃度連続測定装置（WLM－200Plus，独・TracerLab．社製）を用い、ラドン娘  

核種の平衡等価ラドン濃度（EEC）を測定した。測定は、1993年12月16日午後2時より  

翌日午後2時まで駅務室に於いて、1993年12月17日午後2時より午後5時まで列車進入側  

端ホームに於いてそれぞれ実施した。  

3．結 果   

R－T弁別測定器による調査期間中の各測定点に於けるラドン平均濃度を表1に示す。ト  

ロン濃度は、いずれの測定点に於いても検出下限以下であった。駅務室に於ける平衡等  

価ラドン濃度（EEC）の日  

変動を図2に示す。日平均値  

は、6．8±1．OBqm‾3（EEC）  

であり、表1で示した平均ラ  

ドン濃度（12．3±3．2Bqm‾3）  

との平衡比は、0．55±0．16  

であった。1993年12月17日  

午後2時より午後5時まで一  

時間毎の、列車進人側端  
ホームに於ける平衡等価ラ  

ドン濃度（EEC）は、それ  

ぞれ2．7±1．3，3．7±0．6，3．7  

±0．4Bqm－3（EEC）であっ  

た。   

今後の課題としては、測  

定対象駅を数多く選び、プ  

ラットホームやコンコース  

等、一般旅客の通過する地  

点を重点的に測定調査する  

必要がある。特に簡易型測  

定器による平均ラドン濃度  

測定調査に加え、ラドン及  

びラドン娘核種濃度の連続  

測定調査が、各濃度の日変  

動特性を把達するために不  

可欠である。又、エアロゾ  

ル密度や粒径の測定を含め  

た総合調査研究が必要であ  

る。   

測定地点  空気中ラドン濃度（Bqm●3）  

地下鉄駅構内（地下三階）  

プラットホーム  

列車進入側端  

中 央  

列車離出側端  

地下鉄駅配線室（地下二階）  

地下鉄駅駅務室（地下二階）  

9．3 ±2．8  

12．8±3．3  

7．3 ±2．5  

20．6±4．4  

12．3±3．2  

表1東京都内地下鉄駅構内空気中の平均ラドン濃度  

測定期間：1993年12月から1993年3月までの99日間  

（
U
邑
？
∈
b
鏑
 
嘩
頼
∧
L
恥
苧
紳
総
計
 
 

5
 
 

15：00  20：00   1：00  6：00   11：（粕  

Dec．16，1993  Dec．17，1993  

図2 駅務主に於ける平衡等価ラドン濃度（EEC）の日  

変動、測定期間：1993年12月16日午後2時より翌日午  

後2時まで  

－10－  



Ⅰ－6 環境中のトリチウムの測定調査  

放射線医学捨合研究所  

井上義和、宮本霧子、鈴木登美子  

1．括言   

自然環境および原子力施設用辺環境における環境試料中の3H■度を長期  

間継続的に測定し、分布と時間変化に関するデータを集積する。これらの  

データを解析することにより、3Hの施設周辺での環境動塵を明かにし、モ  

ニタリ ング法や線量評価法の改善に役立てる。」特に本世紀末の稼働が予定  

されている青森県六カ所村の再処理施設については、放出が予測される3H  

の環境への影響評価に備えるため、稼儀前に地域の核実験および自然生成  

起源のいわゆるバックグラウンドレベルの分布と時間変動を把握しておく  

とともに、 レベルの変動に大きな影書を及ぼす水圏の水文学的パラメータ  

の地域固有値を推定するための基礎データを収集する。   

週去の調査研究経遇・経緯については、全国の発電所周辺の陸水、海水  

の第1次調査（1969～1980）により、全国における3Hの分布と時間変化に  

関するデータを得た。その結果、3Hの起源の主体が核実験であり、陸水の  

濃度が緯度効果を示すことおよび数年のみかけの半＃期で＃少する事実を  

見出した。一方、茨城県東海村での種々の環境試料の3Hを測定した第2次  

調査（1981～1g92）では、施設から大気中に放出される3Hの陸環境におけ  

る地域分布と時間変化に関するデータを得た。大気、水蒸気、降雨、土壌、  

植物、地下水における3Hの挙動を解析した結果、各環境媒体聞の移行比や  

地域固有の土壌浸透速度および地下水の滞留時間と流動方向などが明らか  

になった。 また、第1次、 2次調査を通じて＃続している千葉市の月間降  

水と茨城察の那珂川と久慈川の3H濃度に関する時系列データは、わが国の  

水文学の分野で利用され大変役立っている。  

2．調査研究の概要   

種々の原子力施設が稼働中の茨城県東海村とその周辺地域については、  

1引用年には3回、河川水、湖沼水、井戸水および沿岸海水を採取し3H■虔  

を測定した。青森県六カ所村についても1‖用年は3回、河川水、湖沼水お  

よび地下水を採取し3H濃度を測定した。また対照地点としての千葉市にお  

いても毎月、降水と水道水を採取し3H■度を測定した。   

測定方法については、水試料を兼官後、10gを10011のテフロンバイアル  

または石英バイアルに入れ、液体シンチレータ A耶ASOレ2 川E－）60tlを加  

え、十分混合し、冷暗室で1日以上放置後、液体シンチレーショ ンカウン  

ター（LSC）Alola LBlまたは LB3で1試料当り、500－1000分計測した。低■  

度試料にいては、25倍程度電解さ♯後、Paclard社製 LSC Tricarb225¢CAで  

測定した。   

結果：1993年の千葉市の降水の3H濃度の年平均箇は、0．5 B q／1で、  
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昨年の0．6B q／1から少し低下傾向を示し、従来と同様に春から夏に  

高く、軟から冬に低い季節変化を示した。日本より1桁高いレベルを維持  

している中国大陸の地表水中の3Hが蒸発し、日本の3H濃度の季坤変化に  

影響を及ぼしていると考えられる。茨城県の那珂川と久慈川のきH濃度の  

1993年の平均値は、昨年と同様の0．85B q／1であった。降水の濃度  

より5 0％ほど高く、年々僅かな減少傾向が認められた。このことは、滞  

留時間の長い地下水中の3Hが河川の■度に対し今なお影響を及ぼしている  

ことを示唆している。一方、東海村の新川の濃度は、久慈川や那珂川より  

5 0％以上高いレベルであった。   

那珂町と東海村の1993年の地下水の濃度については、内陸の地下水の濃  

度が、那珂川や久慈川などの河川と同じであるのに対し、海岸に存在する  

東海村の施設周辺の地下水（井戸水）は、内陸の地下水よりも最大数倍高  

い状態で推移して果た。19g3年にも同様の傾向が確認された。地下水の濃  

度の地域分布が、降水の濃度のそれと一致することと地下水の濃度の時系  

列が、数年遅れで降水の濃度の時系列とバターンが一致することから、東  

海村の施設から大気中に放出された3Hが、降雨により洗浄沈着し、地下水  

に移行していると考えられる。  

19g3年に東海村および鹿島郡大洋村で採放した沿岸海水の濃度について  

は、 4月の観測値は海水の平常レベルを示したが、10月の観測値は平常  

レベルより高かった。青森県六カ所村の汽水朝の対照として選択した茨城  

県渦沼の1g92年およぴ1993年の3H濃度の年平均値は、茨城県の河川と同じ  

であった。   

青森察六カ所村の河川水の1993年の平均値は、0．9～1．4B q／1  

の範囲であり、茨城県より少し高く、内陸部はど高い傾向を示し、また河  

川の規模が大きいはど高い傾向を示した。これらの現象は、フォールアウ  

ト3Hに関する捧度効果（北ほど高い）と地下水の帯留時間の長さによって  

説明できる。また、汽水湖を含む湖沼水の年平均値は、0．6～1．1  

B q／1の範囲を示した。汽水湖と供給水源の河川水の3H濃度の比Iま、尾  

駁沼／二又Jtlおよび厳禁沼／後川の両者とも昨年と同様約0．6であり、  

低濃度の海水が湖沼に混入し、湖沼の3H濃度を低下させていると考えられ  

る。  

3．結語   

観測された全ての3H濃度は、規制値（6Ⅹ10▲B q／1）に比べて釣  

4桁低く、安全上全く間臭が無かった。今後の調査研究計南・方針Iれi）  

日本全国の3Hのバックグラウンドレベルの代表としての性格を有する千葉  

市の月間降水およぴ、茨城県の那珂川、久慈川の3H濃度測定を継続するこ  

と、ii）茨城県東梅村の地下水の高い3H濃度の推移を見守ること、iii）青  

森県六カ所村の環境水の3H濃度の分布と時間変動に関するデータを蓄積す  

るこ となどである。  
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Ⅰ－7 高空にお ける放射能塵の測定  

防衛庁技術研究本部  集1研究所   

遠藤  拡  機材皇道  寺川頼市   

加＃辿彦   

繕書   

19 61年以来、 放射能による環境汚染諷意の一環と して、 我  

が国上空の浮遊卓の放射能に榊する資料を得るため航空機を用い  

て試料を採取 し、 全β放射能濃度及び含有核種の分析を行っ てき  

た。 本稿では、 前報に引 き続いて平成5 年度に得た平常時の測定  

結果について報告する。   

調査研究の概要  

（1）   試料の採取  

北部（宮古東方海上～苫小牧）、 中部（百里一新潟並び  

に茨城県及び福島県神海上）及び西部（九州北部海上）の  
3 空域において航空機（T－4 中等練習機）に装着 し たろ紙  

式集き器によ り試料を採取 した。 採取高度は、 各室械と も  

10k■及び3knであり、 ろ紙は、 東洋濾紙K・K製 No．5Aであ  

る。 図1に使用 し たろ紙式集塵兼の概要を示す。  

図1 ろ紙式集塵器の概要囲  
（2）  測定方法  

試料の処理、 測定方法  

の半分は、 灰化 し全β放  
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機器分析用 とする ため未処  

円板状に圧縮成形 した。  

■1の × 5．5 ■■bの  

全β放射能測定における比較赴泉源にはUさ08を使用 した。  

Ge半導体検出器のピ ーク効率は寒天標準容積横瀬を用い  

て求めた。  

（3）  調査結果  

19 9 3 年4 月 か ら19 9 4年 3 月 ま での間における全  

β放射能濃度の測定結果を図 2 に示す。 本期＝間での高度  
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回 2  全β放射能濃度  

10 k m試料の全測定卓の平均傭は l．5暮8q／■aである。 平  

成3、 4 年虔はそれぞれ 0．85暮8q／■8、1．4■8q／■8であ り、  

気象要因等によ る変動幅内の卓である。 ま た、 今期＝間中に  

採取 した試料の γ 練スペクト ル分析か らは人工的な放射性  

核種は検出されて いない。 γ 緋スペクト ル分析で検出され  

生成核種 ケB eは成層舞に多 く 存在するものと考  緋
 
 

宵
 
 

字
 
 

た
 
 え られるが、 その濃度の変動を固 3 に示す。  
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阿 3  7B e放射慶濃度  
3  括爵  

本舅舞間の上層大気中の全β放射能■よは前年よとほぼ同 じであ   

り、 その事静的変動も少な く なって いる。 これは大気岬内での様   

実♯がな く、 成1＝■に滞留 している放射性鬱＝Fが少な く なっ たた   

めと考え られる。 しか し、 環境放射能汚染監視のため引き続き■   

妻が必要 と考え られる。  

ー14－   



Ⅰ－8 土壌及び米麦子実の放射能調査（平成5年度）  

農林水産省農業環境技術研究所  

駒村美佐子 結田康一 山崎慎一  

1．緒言   

昭和32年以来、農耕地（水田・畑）土壌及びそこに栽培生産された 米麦子実を対   

象に、降下放射性核種による汚染状況とそれらの経年変化を調査してきたが、今回は   

平成5年度に収穫採取した試料について、gOsr・137csの核種分析を行ったのでその   

調査結果を報告する。  

2．調査研究の概要  

1）試料採取と分析法   

前年度と同様、全国15ケ所の国公立農業試験研究機関の特定陣場から、それぞれの   

収穫期に採取された水田・畑作土及びそこに栽培された水稲・小麦子実を分析用に調   

製し供試した。   

gOsrの分析は、土壌は風乾細土200gを1H酢酸アンモニアで抽出し置換態gOsrを、米   

麦子実は、玄麦・玄米1kg、白米3kgをそれぞれ500℃で灰化後塩酸抽出し、発煙硝酸   

法によりgDsr含量を低バックグラウンド2冗ガスフロー検出器で測定した。   

137csの分析は、土壌は風乾細土40～60gを、米麦子実は、玄麦・玄米1kg、白米3kg   

をそれぞれ500℃で灰化後、測定容器に詰め、Ge（Li）高純度半導体検出器により137cs   

含量を測定した。   

2）調査結果   

①農耕地土壌  

平成5年度の収穫期に、畑及び水田圃場からそれぞれ採取した作土（10～15cm）   

中の90sr・137cs含量を表1、2に示した。  

これらの調査結果から、作土中の置換態9Dsrは、全国平均で畑土壊1．66Bq／kg、   

185HBq／km2、水田土串1．27Bq／kg、129HBq／k九2の値を示した。前年度と比較すると、   

畑・水田両土壌とも僅かに減少した。採取地別には畑土壌0．32－4．88Bq／kg、水田土   

壌0．07－3．518q／kgと地域差が大きい。137cs含iは、全国平均で畑土壌11．8Bq／kg、   

1，334HBq／細2、水田土壌12．4Bq／kg、1，360鵬q／km2の値を示した。前年度と比較する   

と、畑・水田両土壌とも僅かに減少した。採取地別には畑土壌5．9～22．8Bq／kg、水   

田土壌2．1－28．5Bq／kgと地域差が大きい。   

②米麦子実  

平成5年度に収穫した小麦（玄麦）及び水稲（玄米・白米）中の90sr・137cs含量   

を衰1、2に示した。  

これらの調査結果から、90srは、全国平均で玄麦0．130Bq／kg、玄米0．039Bq／kg、   

白米0．007Bq／kgの値を示した。前年度と比較すると、米麦子実ともに横ばいであっ   

た。採取地別には、玄麦0．053～0．313Bq／kg、玄米0．012～0．076Bq／kg、白米0．001～   

0．014Bq／kgと著しい地域差が認められた。137csは、全国平均で玄麦0．024Bq／kg、玄米   

0．075Bq／kg、白米0．035Bq／kgの値を示した。前年度と比較すると、米麦子実ともに  
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やゝ減少した。採取地別には、玄麦0．008～0．045Bq／kg、玄米0．010～0．382Bq／kg、   

白米0．001～0．156Bq／kgと著しい地域差が認められた。  

3．結語   

平成5年度に収穫採取した農耕地（水田・畑）土壌及び米麦子実中の90sr・137csの   

核種分析を行った。   

農耕地土壌中の90sr・137csの含量は、僅かな減少を示しながら推移している。また、   

米麦子実中の90sr・137csの含量も、減少傾向を示しながら推移している。  

表1玄麦及び畑作土中の90s r・】37cs含t  

平成 5 年虔  

90sr  l”cs  

試料採取地  

収穫日  品種名           玄麦   畑作土I  玄麦   畑作土  

8q／kg  8q／kg  HBq／k12  Bq／kg  Bq／kg  HBq／k力2   

札l稟（北海道）  7．20  柑シリコムキ◆  0．137  2．14  四   0．033  10．3   1．218   
長 岡（新 潟）  6．28  ユキチャホ●   0．313  4．88  593   0．017  22．8  2．772   

盛 岡（岩 手）  7．10  ナン7●コムキ◆  0．193  3．27  300   0．033  16．9   l，548   
水 戸（茨 城）  6．25  ハ◆ンドゥワt  0．124  1，34   0．O11   9．3   
つくば（茨 城）  6．20  農林61号  0．122  1．39   0．006  5．9   

熊 谷（埼 玉）  6．10  農林61号  0．092  0．40   0．045  6．2   

立 川（東 京）  6．17  農林26号  0．087  0．83   0．032  17．7   1，596   

双 葉（山 梨）  6．12  農林28号  0．053  0．32   0．008  8．l   1，112   
山 陽（岡 山）  6．7  シラサキ●コムキ  0．061  0．39   0．034  8．7   1，475   

平 均  0．130  1．66   0．024  1l．8   1，334   

＊：■換態00s r  

蓑2 玄米・白米及び水田作土中の90sr・13Tcs含t  

平成 5 年度  

90sr  t3Tcs  
試料採取地  

収穫日  品種名            玄米  白 米   水田作土－  玄米  白 米   水 田 作土  

Bq／kg  8q／kg  Bq／kg  ㈹q／kt2  8q／kg  Bq／kg  Bq／kg  MBq／k12   

fL 幌（北海道）  10．14  ユキヒかノ   0．070  0．008  3，51   0．015  0．010  7．7   581   
秋 田（秋 田）  10．8  閂，コマチ   0．064  0．014  2．58  0．242  0．120  28．5  2．780   

大 曲（秋 田）  10．10  奥羽316号  0．028  0．009  1．67   0．107  0．054   5．7   
上 越（新 潟）  9．21  コシヒかJ   0．076  0．013  2．80  0．14l  0．077  25．0  2，642   

金 沢（石 川）  9．20  コシヒかノ   0．047  0．002  1．04   0．022  0．006   8．6   
鳥 取（鳥 取）  9．27  コシヒかノ   0．050  0．010  0．89   0．027  0．016  18．4  2，905   

盛 岡（岩 手）  10．22  アキ，コマチ   0．048  0．002  1．05   83   0．38Z  0．156  18．5   l，468   
名 取（宮 城）  10．18  ササ＝シキ   0．034  0．005  乙51   0．010  0．006  15．5   l．789   
水 戸（茨 城）  10．5  コシヒかノ   0．035  0．010  0．88   96   0．031  0．021  12．3   】，347   

つくば（茨 城）  10．15  日本晴   0，027  0．011  0．87   0．021  0．OZO  6．6   653   

立 川（東 京）  11．10  マンケ◆ヴモチ  0．036  0．001  0．25   田   0．022  0．001  14．5   1．537   
双 葉（山 梨）  9．16  7クヒかJ   0．036  0．002  0．07   0．029  0．005   2．1   
羽曳野（大 阪）  10．12  黄金晴   0．O14  0．005  0．18   0．0‖  0．003  5．3   

山 陽（岡 山）  11．8  アケホ●ノ   0．012  0．004  0．31   0．015  0．002  10．4   1，766   
筑紫野（福 岡）  10．26  ヒノヒかJ   0．012  0．005  0．40   0．077  0．031   6．4   680   

平 均  0．039  0．007  1．27   0．075  0．035  12．4   1，360   

＊：置換態90s r  
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Ⅰ－9 放射性ヨウ素の土壌蓄積性と浸透性の定量的把握  

農林水産省農業喋境技術研究所  

枯田康一・駒村美佐子■山崎慎一  

1緒 言   

核燃料再処理工場等から大気中へ放出されるおそれがある12gI（半減期1700万年）の土壌表層降  

下後の土壌中での挙動、特に土壌蓄積性と下層への浸透性を明らかにする。そのために性質を異に  

する全国の主要土壌を採取し、大気起源で非放射性127Ⅰと放射性12gIの土壌深度別濾度分布を分  

析する。さらに、気候、土壌の種類及び人為的条件と関連させて、蓄積性や浸透性について解析す  

る。  

2 調査研究の概要   

本年度は温帯日本海側の北搾地方と亜熱帯の′J、笠原諸島の土壌を採取し、127Ⅰの土壌中の垂直分  

布を土壌の種類や水分環境と関係づけて明らかにした。  

1）対象土壌と採取法   

採取地、土壌の種類、性質、土地利用等ほ表1、2に示す。  

2）127Ⅰの分析法  

】27Ⅰほ放射化分析によった。日本原子力研究所のJRR－2、3、4号炉の気送管で土壌を熱  

中性子照射後、硫硝酸分解・通気蒸留を行い、留出したヨウ素をヨウイヒ銀の沈でんとし、測定に  

供した。】ZTI（n、γ）＝こロⅠて生成したほ8Ⅰ（半減期25分）の441keVの光電ピークを  

定量指標とし、ゲルマニウム半導体検出器－マルチチャンネルアナライザーで測定した。  

3）分析結果  

12丁Ⅰの土壌深度別濃度を表1、2に示した。   

①30年前まで水田であったスギ林土壌（福井県上中町）の127Ⅰの濃度レベルほ他に比べて1   

～2桁も低く、水田下では127Ⅰは蓄積せず、逆に水田イヒ以前に蓄積した12了Ⅰも溶出・浸透  

してしまうことが示さゴ’tた。   

⑧水田以タけ）土壌の127Ⅰ濃度レベルは数10mg／′′／kg乾土以上（落葉層ほ除く）と高く、   

12丁Ⅰほ土壌中に蓄積することが示されたが、いずれもかなり下層まで高濃度に分布しており、   
同じ大気起源の13TCsや21ロPbに比べると蓄積率が小さいことがうかがえた。  

3 結 語   

さらに詳細かつ定量的なヨウ素の蓄離や浸透性について、分析対象となる土壌の採取地城や種  

類等を拡大していく申で解析を深めていく。  
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表1127Ⅰの土壌深度別濾度（温帯日本海側■北陸地方）  

新潟県佐渡島金井町   石川県輪島市   福井県上中町   

褐色森林土（壊質土）、   黒ポク土（壌質土）、   灰色低地土（壌質土）、   

林地（赤松林）   林地（スギ林）  林地（スギ杯、30年前まで水田）   

深  度  127Ⅰ   深  度  127Ⅰ   深  度  127Ⅰ   

cm  ngルg乾土   cm  月喀血乾土   cm  mg／短乾土   

落葉層4－2 1．7  落葉層 14．3  
租腐植層2－09．6  
0－1 32．7  0－1 81．7   0－1  2．6   
1－2  34．6   1－2  89．3   1－2  2．7   
2－3  37．8   2－3  122．9   2－3  2．1   
3－4  39．9   3－4  39．6   3－4  1．6   
4－5  40．0   4－5  35．6   4－5  1．8   
5－7  49．6   5－7  34．6   5－6．5  1．9   

7－9  65．2   7－9  38．4   6．5－8  1．4   
9－11   53．7   9－11  44．6   8－10  1．0   

11－14  68．0   11－14  60．8   10－13  1．1   
14－17  51．8   14－17  61．3   13－16  0．99   
17－20  63．8   17－20  58．3   16－20  0．87   

表2127Ⅰの土壌深度別濃度（亜熱帯・小笠原諸島）  

小笠原父島コーヒー山（森林総研試験地）   小笠原父島（亜熱帯農業センター）   

赤色土（壌質土）、林地（テリハポク他）  赤色土（強粘質土）、果樹園（プンタン）   

深  度  
127Ⅰ   深  度  127Ⅰ   

cm  ng／厄乾土   cm  喝／鳩土   

落葉層  0．26   
租席裾眉   12．3   
0－1  17．7   0－5  77．3  
1－2  20．6   5－10  84．7   
2－3  16．1   10－15  84．1   
3－4  17．7   15－20  78．9   
4－5  11．3   20－25  82．7   
5－7  18．6   25－30  54．4  
7－9   

9－11  

11－14  

14－17  

17－20  
20－25  

25－30  

30－35  

35－40  

40－45  

45－50  

50－60  

3
7
0
0
4
3
7
7
0
1
8
9
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Ⅰ－10 5年度における牛乳の放射能調査  

農水省畜産試験場（畜試）  

山岸規昭・宮本 進・須藤まどか  

農水省北海道農業試験場（北農試）  

上野孝志・早坂貴代史・田鎖直澄  

農水省九州農業試験場（九農試）  

寺田文典  

1． 緒言  

前年に引き続き，わが国の牛乳中の放射能汚染レベルを知るため，全国9カ所につい   
て90srおよび137 csの経常調査を実施し，地域別変化，季節別変化などを観察した。本   

調査研究は，牛乳を各地から集め，その測定結果を基に種々の課題について検討するこ   

とを基本としている。環境の人為放射能汚染レベルが減少し，測定値の誤差も大きく統   

計的に有意でない数値や検出できない試料も多くなってきた。そのような状況のなかで   

今後の研究方向を模索しつつ従来どおりの規模と手法により調査を行った。北農試，九   

農試についても，例年どおりバックグラウンドとしての土壌，牧草，牛乳などの測定を   

行った。  

2． 調査研究の概要  

（1）牛乳中のgOsrおよび1う7csの経常調査  

前年と同様，経常測定では北海道立新得畜試，岩手県蓄試，秋田県畜試，福島県畜試，   

農水省畜試，静岡県畜試，福井県畜試，香川県畜試および福岡県農総試の9ヵ所から測   

定試料（原乳）を採取した。5年度における牛乳中の90srおよび137csの測定結果を表  

1，2に示す。90srの結果は昨年と異なり秋田が一番高く，北海道，岩手，と続き，次   

いで高いのは福井，香川の順である。全国平均値で前年と比較すると，やや上昇の傾向   

にあった。 157csでは北海道が1番高く次いで岩手は前年のとおりであるが，3番目に   

福岡が高いのはあまり例をみない。しかし，誤差も大きくはっきりした傾向はつかめな   

い。また，両核種の経年変化をみると従来のように減少傾向だけでなく，地域によって   

は増加も認められ，年間平均値でみると横ばい，あるいは増加の傾向にあった。  

（2）牛乳中137csの低減試験  

昨年に引き続き牛乳中の放射能を低減させる方法について検討した。土壌改良材とし   

て知られているバーミキュライトを飼料とともに搾乳牛に給与し，牛乳中の137csを軽   

減させることを試みた。昨年は北海道の新得で予備実験的に2頭の搾乳牛を供試して，   

バーミキエライトを500g（頭・目）を6日間与えた。その結果，牛乳中の137cs濃度が，   

ある程度低下する傾向を認めた。そこで今回は，実験規模を大きく して札幌（北農試）   

で実施した。供試牛は5頭としバーミキュライトは朝夕の給餌時にそれぞれ300g（600g   

／日／頭）7日間与えたところ，やや飼料の食い込みが悪くなる個体も認められた。牛   

乳中の137csの測定結果は5頭の平均値で給与前 72．29±13．2mBq／且，給与後 75．06±  

13．4mBq／£であって，このままでは効果を確認することができなかった。しかし，バ   

ーミキエライト給与後の1う7cs測定値に異常に高い値が1カ所確認されており，この値   

が実験値として意味ある数値なのか，単純に測定器の不調によるものなのか今後確認し  
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なければならない。もし，後者が原因と仮定すれば，この異常値を棄却して計算し直す   

と給与前72．29±13．2ⅧBq／1月，給与後62．41±13．3¶Bq／1月となり，前回の実験結果と   

はぼ同様の効果があったことになる。しかしこれは今後の検討を待たなければならない。  

（4）北農試（札幌）における137csの測定  

核爆発実験など緊急時における牛乳中の放射能調査の全国的調査鮪の一環として，北   

海道地域の牛乳，飼料，また野菜類としてジャガイモの137csを調査した。測定結果は，   

牛乳：0．049Bq／セ，グラスサイレージ：2．177Bq／短（乾物），乾草：2．287Bq／也（乾   

物），ジャガイモ：0．716Bq／也（乾物）であった。牛乳の137csは前年に較べ半減した   

が，ジャガイモが高い値となった。再度検討する必要があろう。  

（5）九農試（熊本）における137csの測定  

緊急時に備えバックグラウンド測定として，熊本，沖縄の土壌と牧草および牛乳につ   

いて測定を行った。土壌（乾燥）の結果は平均値で，熊本が5．37±0．21Bq／短，沖縄は  

1．34±0．17Bq／短であった。熊本の乾草が0．15±0．16Bq／短，牛乳は0．015±0．031Bq／g，   

沖縄の乾草が0．828±1．090Bq／也，牛乳は0．009±0．014．OBq／セであった。いずれの債も   

昨年に比べ減少傾向を示した。  

表1．平成5年度牛乳中90sr  （mBq／£）  

北海道  

岩 手  
秋 田  

福 島  
茨 城  

静 岡  

福 井  
香 川  

福 岡  

59．3±7．4  

59．3±11．1  

85．2±11．1   

3．7±3．7  

25．9±7．4  

33．3±7．4  

37．0±7．4  

40．7±7．4  

67．6±7．4  

53．7±8．3  

70．4±10．2  

15．7±4．6  

16．7±5．6  

24．1±7．4  

35．2±7．4  

31．5±7．4  

21．0±7．4  

77．8±7．4  

51．9±3．7  

48．2±7．4  

18．5±3．7  

22．2±7．4  

29．6±7．4  

37．0±7．4  

44．4±7．4  

18．5±7．4  

63．0±7．4  

37．0±7．4  

74．1±11．1  

18．5±3．7  

11．1±3．7  

29．6±7．4  

44．4±7．4  

25．9±7．4  

29．6±7．4  

70．4±7．4  

66．7±7．4  

74．1±11．1  

22．2±7．4   

7．4±3．7  

37．0±7．4  

22．2±7．4  

14．8±7．4  

14．8±7．4  

表2．平成5年度牛乳中1う7cs  （mBq／セ）  

39．5±11．9  

32．8±12．3  

15．3±12．1  

18．5±13．1  

17．6±11．9  

18．9±12．0   

4．6±11．8  

14．8±12．1  

29．7±12．3  

24．4±11．4  47．1±12．6  

6．4±12．2  49．2±12．7  

32．5±12．3 11．9±11．2  

16．4±12．6  22．8±12．2  

25．0±11．6  5．6±11．5  

1．7±12．2  35．5±11．6  

5．2±12．0  6．9±11．5  

17．3±12．1 11．7±12．3  

53．9±11．8  

22．4±11．3   

8．0±12．4  

14．7±12．5  

18．9±12．1  

10．4±12．1  

1．6±11．8  

15．3±12．0  

41．2±12．1  

北海道  

岩 手  
秋 田  

福 島  
茨 城  

静 岡  

福 井  
香 川  

福 岡  

32．7±11．9  

53．1±13．0   

8．8±12．5  

20．0±12．8  

20．7±12．5  

27．8±12．0  

15．g±12．1 21．0±12．2 11．1±12．7  

3． 結 語  

最近では牛乳申の放射能が上昇するようなアクシデントもなく，全体に落ち着いた状   

態にある。そのため，一部の特殊な研究を除いて，通常の調査研究はあまり注目される   

こともなくなった。専従する研究員も少なく一定の測定体制を維持することが困難な場   

合もある。しかし，チェルノブイリ原発事故を参考にすれば，かなりの人貞と器材が必   

要になったのは記憶に新しい。したがって，今後の予期せぬ何らかのアクシデントに対   

し即応できる十分な人貞と測定技術，牛乳の安全を確保するための研究が必要である。  
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Ⅰ－11家畜の骨中90sr鳩度調査（1993年度）  

農林水産省家事衛生拭験坊北海道支楊  

第2研究室 宮本 亨 近山之雌  

1 緒言  

1957年以来、家畜の飼養環境における放射能汚染を、家畜の骨  

中00sr濃度測定により継続調査している。馬、牛等の草食家事は  

フォールアウトにより汚染された飼料を直凄摂取するため、00sr  

を測定することは汚染状況を知るよい指標となる。今年度も前年  

度と同様に馬及び牛の骨中00sr濃度の測定を行った。  

2 調査研究の概要  

（1）材料と方法   

測定材料と して、1993年 5月から10月 までの間に、北海道各地  

から採取した馬32例、牛19例の中手骨を用いた。測定方法は、拭  

料を乾式灰化後、シ●－（2－エチルへキシルトリン酸による00Y溶媒抽出法によ  

った。  

（2）測定結果   

馬の骨では 0．180±0．119Bq／g・Ca（4．87±3．22pCi／g・Ca）、また  

牛の骨では 0．080土0．037Bq／g・Ca（2，20±0．97pCi／g・Ca）という結  

果が得られた（表1，2）。これらの値を前年度と比較しても有  

意な変化はみられなかった（図1）。また例年同様、牛よりも馬  

の方が高い値を示した。  

3  結語   

骨の00sr濃度は1965年を頂点として次第に減少し、ここ数年は  

低い水準で推移しているが、本年度は馬、牛ともに測定開始以来  

最低の値であった。ただ、馬では他に比べて高値を示すもの（H－  

21，H28）もあり、局地的な汚染土壌の存在を示唆している。馬が  

牛よりも高値を示すのは飼料の違い（馬の場合牧草が多いのに対  

し、牛では濃厚飼料が多い）を反映しているものと考えられる。  
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表2 牛の分析結果（19例）  表1 馬の分析結果（32例）  

No 年齢  的／ポa  No 年齢  Bq／gCa  

C－18 1  0．048  

C－10  2  0．020  

C－ 8  2  0．129  

C－12  2  0．110  

C－2  2  0．048  

C－19  2  0．026  

C－ 3  3  0．106  

C－1  4  0．035  

C－11 4  0．103  

C－14  6  0．103  

C－13  6  0．069  

C－4  6  0．079  

C－9  6  0．068  

C－ 7  6  0．117  

C－6  8  0．044  

C－5  8  0．069  

C－15  8  0．108  

C－16  8  0．157  

C－17  9  0．083  

平均  0．080   
標準偏差  0．037  

H－14 2カ月  0．164  

H－16  2  0．146  

H－12  2  0．192  

H－31  2  0．094  

H－30  2  0．086  

H－29  2  0．144  

H－25  2  0．078  

H－2  2  0．079  

H－15  2  0．118  

H－32  2  0．189  

H－11  2  0．114  

H－10  2  0．122  

H－7  3  0．250  

H－5  3  0．375  

H－1  3  0．072  

H－8  3  0．256  

H－17  4  0．171  

H－19  4  0．082  

H－28  4  0．545  

H－27  4  0．204  

H－3  5  0．232  

日－4  5  0．125  

日－9  5  0．195  

H－24  5  0．117  

H－6  5  0．179  

H－21  5  0．596  

H－23  7  0．124  

H－13  7  0．217  

H－20  7  0．142  

H－18  7  0．125  

H－22  7  0．117  

0．113  H－26  14  
平均  0．180   
標準偏差  0．119  
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図1骨中90srの年次的推移  
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Ⅰ－12 っくばに於ける最近のプルトニウムの降下量について  

気象研究所   

広瀬勝己、五十嵐康人  

緒言   

核実験等に由来する放射性降下物の内、プルトニウムは長寿命であり、同時に  

化学的及び放射能毒性も高いことから、環境中の挙動を明らかにすることは重要  

課題である。大気中に放出されたプルトニウムは降水等により地上に降下する。  

降下物中のプルトニウムの含王の経時変化や地域特性を知ることがプルトニウム  

の起源や降下の機構を解明する上で重要である。今回は、つくばに於ける最近の  

プルトニウムの降下主について報告する。  

調査研究の概要   

つくばの気象研究所露場で4m2の採水器を用いて月間降下物を採取した。降下物  

試料は蒸発乾固後、酸に溶解し陰イオン交換法により分離精製後、α － スベタト  

ロメトリでプルトニウムを定量した。   

図1に1986年から1992年宋までの、つくばに於けるプルトニウムの月間降下量  

の経時変化を示す。春期に高い降下量が見られるが季節変化は一様ではない。従  

って、この季節変化を単純に成層圏フォールアウトの特徴であるスプリングピー  

クと言うことはできない。1992年の4月にやや高い降下王が観測されたが、原因  

は不明である。   

図2に1958年から1gg2年までのプルトニウムの年間降下土の経時変化を示す。  

1980年の中国第26回大気圏核実験の後、1981年にプルトニウム降下王の極大を観  

測した。その後、1984年までプルトニウム降下王は成層蜜滞留時間に従って減少  

した。しかし、この年以降は成層圏滞留時間から予想される降下王より観測値は  

高くなり1986年から1988年までは殆ど同じレベルであった。1989年にはやや減少  

したが、1990年には僅かではあるが増加を示した。更に、1992年は前年に比べや  

や増加した。全体のレベルは低いものの、この値は1985年以降最も高い値であっ  

た。   

この結果は、現在観測されている降下物中のプルトニウムの大部分は中国の大  

気圏核実験により放出された放射能の成層圏フォールアウト由来ではないことを  

示している。この原因は現在検討中であるが、一度地上に降下したプルトニウム  

の舞い上がり等によるものではないかと推定している。  

－23－   



（
N
．
∈
b
g
∈
）
月
コ
竜
S
ト
l
d
コ
d
－
O
u
O
葛
O
d
賃
こ
i
l
U
O
≡
 
 

87  88  89  90  91 92  93  

YEAR  

図1、つくばにおけるプルトニウムの月間降下土  

（
N
．
∈
b
監
迂
≡
l
d
⊃
d
O
卑
系
N
－
O
U
O
葛
O
d
省
一
彗
u
U
＜
 
 

0．001  
195519601965197019751980198519901995  

YEAR  

図2、気象研究所（つくば、東京）に於けるプルトニウムの年間降下王  

－24－   



ト13 最近の90Sr、137Cs降下量について  

五十嵐康人、広瀬勝己  

気象研究所地球化学研究部  

1．緒言 大気圏内核実験は1980年の中国核実験を最後に行なわれておらず、人工放  

射性核種の降下量は1985年に最低となった。1986年のチェルノブイリ事故により一時的  

に降下量は増大したがその後は急激に低下して、最近では1985年に記録したレベル以下  

となって推移している（図1）。ここでは茨城県つくば市の気象研究所で観測された最   

近の90srおよび137cs降下量について述べる。   

2．調査の概要 毎月1日に気象研観測露場に設置した大型水盤（2m2または4m2）  

に捕集された降下物を採取した。これを蒸発濃縮し、まず、Ge半導体検出器により  

137csを測定した。次いで放射化学分離により90srを精製し、最終的に炭酸ストロンチ  

ウムとして固定した。数週間放置して90srと90Yとが放射平衡に達した後に、低バック   

グラウンド2汀ガスフロー検出器で測定した。なおこれらの測定については、先に 

報告した標準試料調製を通じた各機関との相互比較により、精度と正確さを確保してい  

る（第30回理工学における同位元素研究発表会要旨集）。   

3．結果 図2に1992年に観測されたつくぼ市での月間降下量の変動を示す。90sr、  

137csは春季および秋季に降下量の増大を示す。春季における降下量の増大は従来のい   

わゆるスプリングピークに相当するようにも考えられる。しかし、チェルノブイリフォ   

ールアウトより5年経過しており、また、1992年の年間の総降下量は成層圏滞留時間か  

ら予想される量を大きく上回っている。このことを年間降下量の減少傾向より、137cs   

について示す（図3）。このほか、90sd安定Sr比および137cs／安定Cs比についての検討、  

90sr／137cs放射能比についての検討より、現在降下している放射能のほとんどは、成層   

圏由来ではなく土壌よりの舞い上がり起源であると推定された。  

4．結語 今後上述したような降下量の変動要因および土壌粒子の発生源などについて   

さらに調査研究を進める。  
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Ⅰ－14 空間放射線の地、理的分布 につ いて  

石川県保健環境センター   

中谷 光・橋本 桂輔・酒井 道則・矢鋪 満雄  

1 はじめに   

人が受ける空間放射線には、地面からの地殻ガンマ線、上空か  

らの宇宙線、さらに家屋内では建築材中の放射能によるものがあ  

る。本研究は、県内の空間放射線のレベル及び地理的分布を地形  

や地質そして土地利用の環境の変化との関連で調査し、環甥放射  

線による県民の外部全身線量当量把撞のための基礎資料を得るこ  

とを目的と している。   

なお、測定はモニタリ ングカー搭載の空間放射線測定♯により  

実施したが、調査に先立ち測定器が車ルーフに上向畠に装着して  

あることから、車体による遮へい効果を検討した。  

2  調査方法   

モニタリ ングカーの車体による遺へい効果の測定と車両による  

走行測定を実施した。前者には可搬型Ge半導体検出半、また後者  

には車載の 3in¢ × 3inの NaI（Tl）シンチレーショ ン検出器を使  

用した（図1）。  爪 ふ  ②  
① ②  

風向風速計  

①川且Ⅰシンチレーション検出韓  

②：Ge半導体検出韓  

モニタリングカー  

図1測 定 辞  

表1 比 較 測 定   

測 定 器   
車による  

▲」享．  U系列  Tb系列  良一10  Csr13T   

Ihlシソチレーシきン検出器   有り   35．4  

Ge半導体検出韓   
有り   23．2   8．5   8．8   11．1   ND  

無し   88．5   8．T   13．9   17．7   ¢．2   

（注）NDは検出されす（Cs－187：0．14nGy／b未満）  

3  祐乗及び考察   

3・1 車体による速へい効果  

まず、車のルーフ上に固定した NaI（Tl）検出器の真横に可搬型  

Ge半導体検出器を並べて、両検出器による線量率を同時に測定し   

た。次に、車を移動させた跡に可搬型Ge半導休検出器を地上高約   

2．35mと車載の NaI（Tl）検出器と同じ高さの空中にセット した形   

で測定した（図1、衰1）。  
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表1の可搬型Ge半導体検出器による測定結果から、・車体による  

速へい効果は（1－23．2／（38．5－0．2））×100 ＝39％となった。  

一方、車体により地殻ガンマ線束の通られる割合は、車のかげを  

円に近似した時の半径と文献値1）とから約6割と推定された。こ  

こで、上記の可搬型Ge半導体検出器の測定結果と′比較して約2剖  

の善がある■から、この差分は車体を通過して測定される分と考え  

られる。   

次に、車載の NaI（Tl）検出器と可搬型Ge半導体検出器の同時測  

定した結果（表1）、 NaI（Tl）検出器が可搬型Ge半導体検出兼の  

35．4／23．2＝1．5倍となった。この違いは、検出＃の種類や位置  

の違い以外に、車構造物による適へい及び散乱線が大き く 関わっ  

ているためと考えられる。  

3・2  走行測定   

走行測定は、国道、主要地方道で実施した。測定結果は、線量  

率を走行距離との関係でまとめてみた。ただし、測定値は3・1  

で述べたよう に相対値のまま取り扱う ことと した。   

まず、測定結果を総括的にみると季節で変化することはなく、  

傾向と してはト ンネル通過時に約2倍高く、逆に河川の上で低く  

なる傾向があった。   

測定地点周辺のガンマ線エネルギー情報を得る試みと して、線  

量率のほかにDBM通過率についても検討した。  

測定ルートの一部に田植えが終わり、1。。  

水田に水がはったところがあったが、  

水のはられてない時期と比較して線量  

率の低下がみられず、致cm～10cm程度  

の湛水状態では、河川におけるような  

はっき り した適へい効果がみられない  

結果となった。また、道路工事のため  

にアスフ ァルト舗装が剥がされていた  

と ころがあったので、アスフ ァルト舗  

装の有無による結果を比較したが、両  

者には余り差がなかった。本報では線  

量率を地形（ト ンネル、河川）や環境  

の変化（湛水、道路舗装）の面から検  

討したが、更に地質との関連で調査を  

進めている。  

参考文献  

1）阪井英次、寺田博海、片桐政樹  

：日本原子力研究所報告書  

JAERI－M 6498（1976）  
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Ⅰ－15 福井県における環境水中のトリチウム調査（1993年虔）   

福井県衛生研究所  

徳山秀樹、泉 昭夫  

1．はじめに  

1993年4月から1994年3月までに、福井県で行った環境水中のトリチウム調査結果について報告する。  

この調査は、福井県の原子力発電所から放出されているトリチウムによる影響を把握するために、19  

75年から行っているものである。  

2．調査方法  

1）試料ならびに調査地点：海拝関係では、各発電所放水口と放水口付近で年2回調査した。陸上関係で  

は水道水を6地点で3ケ月毎に調査したほか、大気中水分と雨水も採取した。  

2）測定：試料水を蒸留精製した後、40mlテフロンバイアルに移し、液体シンチレーション検出器Aloka  

LSC－LB3で500分測定した。検出限界値は約0．6Bq／1である。  

3．調査結果   

以下の表の中で、「－」は検出限界以下を、空白は欠測を示す。  

（1）海水、水道水   

海水では、「もんじゅ」と高浜周辺以外の濃度はハ◆ッククりウンドレへサルであった。「もんじゅ」はまだ臨  

界に達しておらず、川チウムが放出されることはない。これは、他の施設から管理放出されたトリチウムが海  

流により「もんじゅ」放水口付近まで拡散したためであるが、施設を特定することはできなかった。  

また、高浜1、2号放水口付近でハ●ッげラウンドレへ○ルの10倍以上の濃度が検出された。これは、試料採取時  

に発電所の廃液タンクからトリチウムが放出されたためである。水道水では、0．6～1・7Bq／lの濃度が検出さ  

れ、いずれの地点においてもハ◆ヅクウラウンドレでルであった。  

（2）大気中水分、雨水   

ハ●ッげラウンドとしての福井では、これら2種類の試料から平均すると1Bq／1の濃度が観測されている。  

この値と比較すると、白木を除いたいずれの地区でもこれより高い濃度が検出されている。敦賀地区  

では、「ふげん」発電所（ATR）と日本原電2号機（門R）の影響が考えられる。「ふげん」は重水を減速  

第1表 海水中のトリチウム濃度  単位：Bq／1  

採取地点   4月   10月   採取地点   4月   10月   

原電放水口  0．8  美浜3号   1．6   1．3   

浦底湾口   0．6   0．8   ／／ 沖  0．6   1．4   

ふげん  0．9  大飯放水口  0．6   

立石岬   0．7   1．0   ／／沖  0．6   

もんじゅ   9．4   1．5  高浜1、2号  15．6   2．4   

〝  沖   9．8   1．4  高浜3、4号   1．5   2．0   

美浜1、2号   1．3   1．4  高浜沖   1．9   2．7   

／／ 沖   0．9   1．3  小丹生  
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材としている原子炉で、（n、γ）反応で炉内でトリチウムが生成される。川R型の炉は、一次冷却材中にボロン  

（B）を添加しており、B剛型よりもトリチウムの生成が多い。トリチウムはその大部分が使用済み燃料プールから  

の蒸発により大気中に放出されるので、その形態はHTOである。ATRやPYRからは年間1～4TBqのHTOが放  

出されている。美浜、大飯、高浜の3地区には関西電力のPWR型の炉が設置されて、敦賀地区と同様に  

これらの炉からの影響が考えられる。発電所から放出されたHTOは、大気中を拡散して大気中水分に検  

出されるとともに、降雨時に、洗浄されて雨水とともに落下するという挙動をとるので、雨水中にも  

検出される。  

第2表 水道水中のトリチウム濃度  単位：Bq／l  

地区  採取地点   6月   9月   12月   3月   

敦賀  浦底   1．1   1．7   1．2   1．4   

白木   白木   0．9   1．0   1．0   1．2   

美浜  丹生   0．6   1．4   1．3   1．2   

大飯  宮留  1．0   1．9   0．9   

高浜  青海   0．7   1．1   1．1   1．1   

福井  衛研  1．3  0．9   

第3表 大気中水分のトリチウム濃度  単位：Bq／l  

地区  地点  4   5   6   7   8   9  10  皿  12  口   2   3   

敦賀  

白木  2．8  1．5  1．7  1．4  

美浜   

大飯  宮留  1．7  3．8  3．5  3．8  4．9  3．3  3．1  2．1  1．6  2．5  2．6  7．2   

高浜  青海  1．4  1．7  1．4  1．5  1．9  1．6  2．1  1．1  1．4  2．0  1．6  1．3   

福井  衛研  0．8  1．8  0．9  0．7  0．6  1．2  1．9  0．7  0．7  1．2   

第4表 雨水中のトリチウム濃度  単位：8q／l  

地区  地点  4   5   6   7   8   9  10  11  12  口   2   3   

敦賀  1．4  

白木  1．0  0．7  1．1  1．2  

美浜   2．1   

6．1  

高浜  小黒  3．1  4．3  3．5  4．1  4．4  7．5  15．4  7．0  5．0  8．2  7．8  5．4   

福井  衛研  0．7  0．8  0．9  0．6   
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Ⅰ－16 原子力発電所から放出されたHTOの降雨による洗浄沈着率の評価  

福井県衛生研究所  

徳山秀樹、大西勝基、泉 昭夫  

1．はじめに   

原子力発電所から放出される3Hは大部分が水蒸気状（HTO）であると言われており、拡散する間に降雨  

による洗浄作用でその一部が地表面に沈着する。日本は降雨量、降雨時間とも多く、降雨の洗浄作用  

により大気中の3Hが除去（scavenging）される割合が高い。したがって、地表面に3Hが沈着する経路は  

大部分が降雨をとおしてである。このことから、3Hがどの程度沈着するかを評価することは環境31tの  

挙動を知るうえで重要である。ここでは、洗浄沈着の程度を表わす洗浄係数を評価するとともに、3H  

沈着量を実測値と洗浄係数から計算した結果を比較した。  

2．方法  

（1）対象施設：日本原電敦賀1号（B剛）、2号（ⅢR）、動燃ふげん（ATR）の3施設である。  

（2）試料採取：これらの、3施設から南東方向約1．5kmの地点で、雨水と大気中水分を1ケ月毎に採取し  

た。大気中水分は市販の除湿器で採取し、相対湿度と気温から単位体積（m3）あたりの大気中3II濃度を  

計算した。また雨水は採取面積0．2m2の水盤で採取し、沈着量を求めた。福井市（福井衛研）でも採取  

した。このデータはバックグラウンドとした。  

（3）3Ⅵ測定：Aloka製低バックグラウンド液体シンチレーション検出器LSC－LBlで500分測定した。計数  

の異常値はx2検定で処理した。3Hの検出限界値は約1Bq／lである。  

（4）計算：（1）式で洗浄係数を算出した。（1）式中のHerfは（2）式の拡散式で計算した。  

血）  

…－－（1）  ∧＝   

〃e′′・ズ0   

弼′＝三信・  
5＝A  

・・二・・  
“I－－－（2）   

ここで、W（Bq／m2sec）：3H沈着皇、Xo（Bq／n3）：地表面の大気中3H濃度、Heff（m）：拡散による鉛直  

方向の有効高さ、X。．‥1（Bq／m3）：大気拡散式により算出した地表面の大気中3H濃度である。（0とx  

。はそれぞれ雨水と大気水分中3H濃度から求めた。  

3．結果   

計算の結果、洗浄係数は降雨強度2．0爪m／hrで6．8×10‾55eC‾1となった。Jacobl）は理論的考察により  

降雨強度4．Omm／hrで3．6×10．ヰsec－1と報告している。また、Chanberlain2）は洗浄過程の詳細な理論的  

解析から洗浄係数を10‾ヰと述べている。   

ところで、洗浄係数は年間降雨量（りに比例するとして、その比例定数で示すことが多い。その結果  

を他の研究者の報告値とあわせて表1に示した。   

良く一致しているデータもあるが、1桁小さい値もある。排気筒から放出された水蒸気状3H（t汀0）は  

雨滴中の水分（H20）と接触した陽に交換される。この同位体交換反応は降雨強度、雨滴の径等に依存す  

る3）。これらの因子を考慮しないと単純に比較できない。井上とBrenkの結果と良く一致したのは、こ  

れらの条件がほぼ同じであったためと思われる。   

次に、洗浄沈着真の実測値と洗浄係数により計算した結果を比較し、我々のモデルが実際の洗浄沈  
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着に適用できるかどうかを美浜地区と大飯地区で検討した。これらの地区には関西電力の加圧水型原  

子力発電所が設置されており、年間で1基あたり2×1012Bqの3Hを放出している。その結果を図1に示  

す。差が大きい時期もあるが、ほぼファクター2の範囲内に入って、一致の度合いは良いと言える。  

参考文献  

1）Jacob，T．：飴8ノf力′九y5ノc5，23．37，（1973）  

2）A．C．Chamberlain，et al．：Jnt．J．Air拍t．Pol］．，8，135，（1964）  

3）IAEA：Safety Series No．50－SG－S3，（1980）  

衷1 洗浄係数の比例定数  

比例定数S（amm‾lsec‾1）   References   

3．4×10‾8   Brenk．1Ⅰ．D‥et al．（1976）   

3．0×10‾○   l！ubsch嘩nn．W‥etal．（1978）   

（1－2）×10‾9   Papadopoulos．D．，et al．（1982）   

2．6×10‾8   Inoue，Y．．et al．（1985）   

3．1×10‾8   Our result（1994）   

洗浄係数は年間降雨丑に比例するとした（A＝S・Ⅰ）  

孜々の結果以外は、つぎの文献から引用した。  

井上義和：原子力施設周辺のトリチウム測定とその変動解析、環境トリチウムの変動測  

定とその解析（高島良正編）、163、（1988）   

Bq／m2   M浄沈着景の実測値と折井植の比較  

【芝≡∃実測値  

租計井旭   

2 4 6 8 1012141618 20 22  

測定番号  
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Ⅰ－17 平成5年度ラドン濃度全国調査（一般家屋内）  

財団法人 日本分析センター  

佐々木 潤，松田 真千子  

真田 哲也，宮野 敬治  

1．緒言  

日本分析センターでは、科学技術庁の委託による環境放射能水準調査の一環で、平成   

4年度から日本国内の生活環境中のラドン濃度を把握する事を目的とし、ラドン濃度水   

準調査を行っている。平成5年度は、全国47都道府県のうち14道府県（北海道，青森県，   

福島県，茨城県，新潟県，石川県，福井県，静岡県，京都府，島根県，岡山県，愛媛県，   

佐賀県，鹿児島県、以下「県」と略称）の一般家屋内におけるラドン濃度を1年間に亘   

って調査した。   

2．調査研究の概要  

本調査は、放射線医学総合研究所（以下「放医研」と略称）で開発されたラドン・ト   

ロン濃度弁別測定器（以下「ラドン濃度測定器」と略称）を用い、また放医研で検討さ   

れた分析・計数方法に準拠して実施した。なお、調査一般家屋は、14県の窓口課（県の   

原子力関係担当課又は衛生公害研究所等）が家屋種の構造および地域についてそれぞれ   

4カテゴリーを考慮して選定（1県当たり合計20家屋）した。   

（1）ラドン濃度測定器  

本調査に使用したラドン濃度測定器は、パッシブ方式のプラスチック製カップ型＝で   

あり、検出部はポリカーボネート製のフイルム（以下「測定フイルム」と略称）を2枚   

装着しラドンとトロンを弁別可能としたモニタである。  

（2）ラドン濃度測定器の配付・回収  

ラドン濃度測定器の一般家屋への配付は県の窓口課が行った。平成5年4月から平成   

6年3月まで3ヵ月毎、連続性を確保しつつ、4期に亘って設置した後、窓口課が回収   

した。実施にあたって本調査結果の評価・解析に必要な情報は、設置家屋に対して、23   

項目からなるアンケート形式で「ラドン濃度測定器を設置した家屋の構造、設置場所の   

状況等」を調査した。  

（3）分析・計数方法  

ラドン濃度測定器を回収後、測定フイルムを取り出し、日本分析センターが整備した   

装置を使用して電気化学エッチング処理を行った。測定フイルムの計数作業は電気化学   

エッチング処理した部分の1cぱ当たりのトラック数を、光学顕微鏡と画像処理装置とコ   

ンピュータで組み合わせた装置を用いて読み取った。次に、そのトラック数に名古屋大   

学の実験装置で決定した効率（0．0275±0．0059［tracks・C皿‾2］／［Bq・m‾3・day］）を   

用いて3ヵ月間の平均ラドン濃度を算出した。  
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3．調査結果   

調査対象家屋敷は280家屋であり、調査および分析作業の過程での取扱いの不備とな   

ったものを除いたデータ（第1四半期は277データ、第2四半期は280データ、第3四   

半期は278データおよび第4四半期は280データ）について検討を行った。なお、一部   

調査期間中に継続調査が不可能となった家屋については、途中から家屋を変更して調査   

を続行した。   

下表に、各四半期と年間のそれぞれの幾何平均値、および家屋種については大きく3   

種（木造，コンクリート，その他）に分類し同様にそれぞれの幾何平均値を示す。   

図1～図4に、ラドン濃度と家屋敷の相関を各四半期毎にヒストグラムとして示す。  

4．まとめ   

平成5年度の調査結果から、季節変動は各家屋種共に第1，2，4四半期が、第3四   

半期より低い傾向であった。家屋種別の特徴は、木造およびその他の家屋種が、コンク  

リート家屋種より低い傾向であった。この家屋種等に依存する原因としては、建築材料   

は勿論のこと、それらの家屋内の空気の密閉度および空調の使用状況にも大きく影響し   

ているのではないかと推定する。また、平成5年度の夏期の気象が平年に比べ特異的で   

あったが、年単位で評価した気象の変動による影響については、今後の謝査結果および   

関連する種々の研究結果と合わせて比較・検討していく必要がある。  

表 平成5年度ラドン濃度全国調査（一般家屋内）結果  
（家屋種別幾何平均値）  

単位：上段（Bq／d），下段（戸）  

項  目  第1四半期  第2四半期  第3四半期  第4四半期   1年間   

全  家  屋   9．4   10．5   15．2   11．9   11．6   

調  査  数   2 7 7   2 8 0   2 7 8   2 8 0   1115   

木 造 家 屋   8．2   9．6 13．4   10．4   10．3   

調  査  数   19 8   19 9   19 8   2 00   7 9 5   

コン川－ト家屋   15．2   15．8   25．0   2 0．4   18．7   

調  査  数   5 7   5 8   5 7   5 7   2 2 9   

その他の家屋種   9．1   8．0   13．1   9．7   9．8  

1）小林、土居、森元：屋内外のラドン等による披曝線量調査（3）、第34回環境放射能調査結  
果成果論文抄録集・PP．89－90（1992年）  
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Ⅰ－18 降下物、陸水、海水、土壌及び各種食品試料の放射能調査  

財団法人 日本分析センター  

福嶋 活人， 庄子 隆  

1．緒  日   

日本分析センターは科学技術庁の委託をうけ、放射能水準調査の一環として、日本各   

地で採取された環境試料（降下物、陸水、海水、土壌及び各種食品等）について80sr   

及び187cs分析を行っている。今回は、平成5年度に採取された環境試料の調査結果   

を報告する。  

2．調査の概要   

平成5年度に47都道府県の各衛生研究所等で採取され、所定の前処理を施した後に送   

付を受けた各種環境試料、及び千葉県と北海道で購入したドライミルクについて、平成   

5年9月から平成声年10月までに90sr及び137csの核種分析を行ったo  

（1）分析対象試料  

降下物、浮遊じん、陸水」海水、海底土、土壌、日常食、精米、牛乳、ドライミル   

ク、野菜、茶、海産生物及び淡水産生物  

（2）分析方法  

科学技術庁放射能測定法シリーズ2「放射性ストロンチウム分析法」（昭和58年改   

訂）及び同シリーズ3「放射性セシウム分析法」（昭和51年改訂）に準じた方法で行  

った。  

3．調査結果   

調査結果の概要を種類別に以下に示す。また、各種試料中の90s r、137csの地域   

別平均値を表に示す。なお、nは分析試料数である。  

（1）降 下 物  

47都道府県の月間降下量の平均値及び最小、最大値は次の通りである。  

gOs r：0．025（0．0000～ 0．49）MBq／km2（n＝574）  

137cs：0．028（0．0000～ 0．33）M8q／k皿2（n＝574）  

（2）浮遊じん  

35府県で四半期毎に採取した試料の平均値及び最小、最大値は次の通りである。  

POs r：0．00045（0．00000～0．0023）m8q／m3（n＝140）  

1＝cs：0．00036（0．00000～0．0049）m的／m3（n＝140）  

（3）陸  水  

上水（蛇口水、源水）は47都道府県で年1～4回、淡水については9道府県で年1   

回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次の通りである。  
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（0．000 ～5．6）mBq／ゼ （n＝111）  

（0．000 ～0．36）mBq／ゼ （n＝111）  

（0．068 ～4．0）mBq／ゼ （n＝ 9）  

（0．000 ～1．8）m8q／ゼ （n＝ 9）  

上 水  90s r：1．9  

】37c s：0．065  

淡 水  90s r：2．2  

187c s：0．39  

（4）海水、海底土   

13道府県で年1～2回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次の通りである。  

海 水  90s r：2．1（1．8 ～2．6）mBq／B  （n＝14）  

137cs：2．7（1．7 ～3．7）mBq／B  （n＝14）  

海底土  90s r：0．14（0．020～0．57） Bq／kg乾土 （n＝14）  

137cs：2．4（0．10 ～6．6） 8q／kg乾土 （n＝14）  

（5）土  壌  

47都道府県で年1～2回採取した試料（探さ0～5cm、5～20cmの2種類を各1試   

料）の平均値及び最小、最大値は次の通りである。  

0～5cm 90s r：130 （5．5 ～ 660 ）MBq／km2 （n＝48）  

4．1（0．10 ～ 26 ） Bq／kg乾土  

137cs：640 （8．8 ～2300 ）MBq／km2 （n＝48）  

20 （0．23 ～ 88 ） Bq／kg乾土  

5～20cm 9Os r：290 （10   ～1500 ）MBq／km2 （n＝48）  

2．7（0．085～  9．9） Bq／kg乾土  

137cs：840 （8．3 ～5100 ）MBq／km2 （n＝48）  

7．4（0．079～ 47 ） Bq／kg乾土  

（6）日 常 食  

47都道府県で年4回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次の通りである。  

90s r：0．062（0．013 ～0．17）Bq／人／日 （n＝188）  

0．12（0．033 ～0．33）Bq／gCa  

】37cs：0．046（0．0048～0．21）Bq／人／日 （n＝188）  

0．023（0．0043～0．12）Bq／gX   

都市部  POs r：0．059（0．013 ～0．17）Bq／人／日 （n＝94）  

137cs：0．042（0．0048～0．13）Bq／人／日 （n＝94）   

農漁村部 9Os r：0．066（0．019 ～0．17）Bq／人／日 （n＝94）  

137cs：0．050（0．018 ～0．21）8q／人／日 （n＝94）  

（7）精  米  

46都道府県で年1～2回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次の通りである。  

80s r：0．0089（0．0000～0．031）Bq／kg生  （n＝51）  

0．33 （0．00 ～1．5 ）Bq／gCa  
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】37cs：0．030（0．0000～0．16）Bq／kg生  （n＝51）  

0．032（0．0000～0．17）Bq／gK  

（8）牛乳（原乳，市乳）   

47都道府県で年1～4回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次の通りである。  

90s r：0．033（0．0059～0．16）Bq／B   （n＝136）  

0．030（0．0060～0．15）Bq／gCa  

187cs：0．032（0．0000～0．20）8q／ゼ   （n＝136）  

0．020（0．0000～0．12）Bq／gK  

（9）ドライミルク  

2道県で購入したドライミルクまたはスキムミルク12試料の平均値及び最小、最大   

値は次の通りである。  

90s r：0．21（0．036 ～0．95 ）Bq／kg粉乳 （n＝12）  

0．023（0．0095～0．067 ）Bq／gCa  

】37cs：0．60（0．054 ～2．9 ）Bq／kg粉乳 （n＝12）  

0．044（0．0092～0．17 ）8q／gK  

肌）野   菜   

46都道府県で採取又は購入した根菜類（主にダイコン）及び葉菜類（主にホウレン   

ソウ）試料の平均値及び最小、最大値は次の通りである。  

根菜類（主にダイコン）  

90s r：0．14 （0．0056 ～1．7 ）8q／kg生 （n＝48）  

0．67 （0．039 ～7．7 ）Bq／gCa  

187cs：0．023（0．0000 ～0．33）Bq／kg生 （n＝48）  

0．011（0．0000 ～0．15）Bq／gX  

葉菜類（主にホウレンソウ）  

90s r：0．15 （0．0016 ～1．9 ）Bq／kg生 （n＝49）  

0．22 （0．004 ～1．7 ）8q／gCa  

】37cs：0．083（0．0000 ～2．5 ）Bq／kg生 （n＝49）  

0．027（0．00000～0．93）Bq／gK  

仁山 茶  

9府県で年1～2回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次の通りである。  

90s r：0．72（0．22 ～2．3 ） Bq／kg乾物 （n＝17）  

0．27（0．062 ～0．96） Bq／gCa  

lき7cs：0．48（0．035 ～1．3 ） Bq／kg乾物 （n＝17）  

0．025（0．0019～0．073） Bq／gX  
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q辺 海産生物   

33都道府県で年1～5回採取した試料（魚類、貝類、海藻類）の平均値及び最小、   

最大値は次の通りである。なお、魚類及び貝類は筋肉部のみ、小魚については全体の   

値である。  

魚 類  90s r：0．0074（0．0000 ～0．028）Bq／kg生 （n＝32）  

0．0074（0．00000～0．053）Bq／gCa  

137cs：0．14 （0．028 ～0．45）Bq／kg生 （n＝32）  

0．040（0．013 ～0．12）Bq／gK  

貝 類  80S r：0．0026（0．0000 ～0．011）Bq／kg生 （nニ 9）  

0．0075（0．0000 ～0．040）Bq／gCa  

187cs：0．033（0．0099 ～0．060）Bq／kg生 （n＝ 9）  

0．013（0．0057 ～0．018）Bq／gK  

海藻類  90s r：0．026（0．0086 ～0．042）Bq／kg生 （n＝ 8）  

0．033（0．015 ～0．060）Bq／gCa  

＝7cs：0．030（0．020 ～0．040）Bq／kg生 （n＝ 8）  

0．0045（0．0026 ～0．0069）Bq／gK  

㈹ 淡水産生物   

10道府県で年1回採取した試料（コイ、フナ、ワカサギ、ニジマス）の平均値及び   

最小、最大値は次の通りである。なお、対象部位は筋肉部のみ、小魚については全体   

の値である。  

90s r：0．44 （0．003 ～2．2） Bq／kg生 （n＝10）  

0．075（0．018 ～0．23） Bq／gCa  

137cs：0．19 （0．035 ～0．71） 8q／kg生 （n＝10）  

0．057（0．013 ～0．19） Bq／gK  

4．結  

平成5年度に採取された各種環境試料についての種類別平均値は、全ての種類につい  

て、9Os r、 137cs共に平成4年度の値と同程度またはやや低い値であり、野菜を除   

いて年々減少する傾向が続いている。野菜の平均値はDQS r、 137cs共に平成4年度   

と同程度の値であるが、平成3年度と比べると1．3～3倍の値となった。この原因は昨  

年度と同様に、数試料の90s r、137csが高い値（根菜類1試料と葉菜類2試料の   

90s rがそれぞれ、1．7、1．0、1．98q／kg生、根菜類1試料と葉菜類2試料の137cs  

がそれぞれ、0．33、0．48、2．5Bq／kg生）を示したためである。  
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表  各種試料中の90Sr、137Csの地域別平均値（1）  

降 下 物  上  水  海  水  海 底 土  日 常 食  

MBq／km2  mBq／ゼ  mBq／ゼ  Bq／kg乾土  Bq／人／日  
80Sr  137Cs  90Sr  137Cs  βOSr  137cs  90Sr  1＝Cs  80Sr  137cs   

北海道  0．015  0．026   1．5   0．10   1．9   3．7   0．034   0．73  0．086  0．065   

青  森  0．039  0．038   1．0   0．31   2．3   3．2   0．30   3．4   0．076  0．034   

岩  手  0．010  0．031   1．2   0．047  0．060  0．059   

宮  城  0．013  0．026   1．7   0．000  0．047  0．070   

秋  田  0．032  0．044   2．8   0．055  0．060  0．055   

山  形  0．011  0．034   2．0   0．000  0．069  0．026   

福  島  0．028  0．042   2．7   0，0055  2．1   2．4   0．064   0．27  0．064  0．043   

茨  城  0．012  0．053   1．3   0．034   2．0   2．8   0．028   0．21  0．072  0．041   

栃  木  0．016  0．051   0．44  0．043  0．047  0．042   

群  馬  0．016  0．044   1．7   0．13  0．067  0．047   

埼  玉  0．012  0．035   0．94  0．055  0．057  0．041   

千  葉  0．013  0．021   2．1   0．083   2．2   2．5   0．27   4．8   0．065  0．03g   

東  京  0．014  0．027   1．4   0．19  0．045  0．055   

神奈川  0．030  0．044   0．47  0．050   2．1   2．9   0．089   3．0   0．047  0．036   

新  潟  0．11   0．068   2．9   0．18   1．8   2．8   0．13   2．2   0．071   0．060   

富  山  0．021  0．057   1．8   0．060  0．055  0．040   

石  川  0．026  0．045   2．0   0．16  0．066  0．074   

福  井  0．061  0．035   0．70  0．0080  0．070  0．044   

山  梨  0．012  0．020   1．1   0．000  0．057  0．035   

長  野  0．0080  0．017   0．93  0．018  0．049  0．040   

岐  阜  0．022  0．012   0．99  0．011  0．049  0．043   

静  岡  0．024  0．028   1．1   0．000  0．052  0．044   

愛  知  0．021  0．021   2．0  0．13  2．2   2．3   0．33   4．3   0．054  0．083   

三  重  0．016  0．071   2．6   0．019  0．071  0．031   

滋 賀  0．020  0．026   4．0   0．042  0．079  0．061   

京  都  0．016  0．0099  3．5   0．031  0．072  0．042   

大  阪  0．037  0．013   3．2   0．091   2．3   1．7   0．074   3．7   0．065  0．037   

兵  庫  0．0097  0，012   2．5   0．085  0．070  0．036   

奈  良  0．019  0．011   2．8   0．043  0．057  0．044   

和歌山  0．042  0．021   1．4   0．085  0．074  0．024   

鳥  取  0．066  0．032   2．0   0．0055  0．085  0．045   

島  根  0．024  0．047   2．8   0．068  0．12   0．059   

岡  山  0．019  0．019   2．2   0．000  0．11   0．048   

広  島  0．025  0．012   2．0   0．000  0．042  0．023   

山  口  0．011  0．023   2．4   0．019   2．0   2．8   0．18   4．5   0．054  0．054   

徳  島  0．014  0．014   1．7   0．012  0．051   0．032   

香  川  0．012  0，015   2．4   0．052  0．051  0．033   

愛  媛  0．012  0．015   1．6   0．034  0．031  0．019   

高  知  0．077  0．024   1．6   0．014  0．095  0．058   

福  岡  0．016  0．025   2．2   0．057   1．9   2．6   0．020   2．1   0．034  0．031   

佐  賀  0．017  0．017   1．7   0．000  0．054  0．022   

長  崎  0．018  0．013   1．7   0．048  0．056  0．049   

熊  本  0．015  0．012   0．049  0．000  0．063  0．058   

大  分  0．027  0．014   0．95  0．26  0．050  0．047   

宮  崎  0．057  0．013   1．2   0．047  0．068  0．11   

鹿児島  0．049  0．026   0．70  0．12   1．8   1．9   0．038   1．2   0．043  0．037   

沖  縄  0．014  0．013   5．1   0．030   2．1   3．2   0．059   0．22  0．057  0．040   

平均値  0．025  0．028   1．9   0．065   2．1   2．7   0．14   2．4   0．062  0．046   

地域別平均の  地域別平均の  地域別平均の  地域別平均の  地域別平均の  

備  考  データ数  データ数  データ数  データ数  データ数  

n＝10～24  n＝1～ 4  n＝1～ 2  n＝1～ 2  n＝ 4   
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表  各種試料中の90S r、137C sの地域別平均値（2）  

土 壌 （MBq／km2）  牛  乳  野 菜 （Bq／kg生）  
0 ～ 5 cm  5 ～ 20 cm  Bq／ゼ  根 菜 類  
80Sr 137Cs   9Dsr 187cs   ＝sr  187cs  90Sr  1ユ7cs   

葉 菜 類  

80Sr  137Cs  

北海道  370  1100   920  1800   0．050  0．10   0．23   0．0056  0．15   0．015  
青  森   98   380   240   220   0．11   0．11   0．0080  0．059  0．19   0．075  
岩  手  660  2200   870   350   0．022  0．038  0．12   0．0029  0．18   0．0096  

宮  城   83   180   170   160   0．025  0．017  1．7   0．038  0．11   0．017  

秋  田   130   380   570  3700   0．039  0．039  0．036  0．0097  0．073  0．0098  

山  形  170  1100  150   0．029  0．0091  0．13   0．00gl  0．05g  0．00g5  

福  島   330   56   0．019  0．025  0．080  0．0000  0．11   0．016  
茨  城  四  2100   940   880   0．031   0．8051  0．071  0．0060  0．09g  0．035  

栃  木  四   200   210   0．028  0．041  0．13   0．016  0．37   0．068  
群  馬   84   210   160   320   0．030  0．0038  0．071  0．0858  0．22   0．023  
埼  玉   50   220   96   98   0．017  0．0099  0．11   0．016  0．12   0．057  
千  葉   5．9  110   46   280   0．032  0．068  0．24   0．024  0．035  0．061  

東  京   30   170   350   0．060  0．061  0．085  0．0087  0．03g  0．031  

神奈川  210   650   890  1500   0．023  0．018  0．023  0．0065  0．034  0．019  

新  潟   49   930   150  1600   0．026  0．023  0．026  0．021   0．30   0．010  
富  山  210   360   850   110   0．021  0．020  0．061  0．0012  0．079  0．0005  

石  川  460  1500   1600  5100   0．044  0，18   0．02g  0．062  0．042  0．047  

福  井   5．5  390   0．024  0．026  0．16   0．MO  0．039  0．018  

山  梨  340   960   710  1200   0．023  0．010  0．16   0．0000  0．10   0．0004   

長  野   四   1400   230   370   0．020  0．0086  

岐  阜  29   480   190  1300   0．035  0．022  0．0056  0．0037  0．13   0．00g7   

静  岡  14   158   10   110   0．020  0．032  0．15   0．097  1．0   0．48   

愛  知  23   170  40 320  0．040  0．0065  0．022  0．0000  0．023  0．0045   
三  重－  54   130   120   0．023  0．012  0．090  0．024  0．038  0．0830   

滋  賀  38   500   29   19   0．026  0．012  0．28   0．014  0．068  0．0060   

京  都  25   360   170  3600   0．027  0．014  0．25   0．010  0．051   0．046   

大  阪  39   200   170   0．038  0．025  0．027  0．0057  0．074  0．0053   

兵  庫  910   37   890   0．021  0．0069  0．078  0．0043  0．11   0．014   

奈  良  76   360   110   490   0．040  0．017  0．020  0．0049  0．16   0．021   

和歌山  7．9  150   16   140   0．018  0，0072  0．20   0．012  0．15   0．014   

鳥  取 8．5  120   31   72   0．034  0．039  0．掴6  0．∝旧0  0．12   0．039   

島  根   390  1000   640  1800   0．043  0．048  0．22   0．33   1．9   2．5   

岡  山  8．8   17   17   0．019  0．038  0．028  0．0027  0．16   0．031   

広  島  8．8  16   340  2100   0．027  0．013  0．015  0．0851  0．049  0．0038   

山  口  87   0．021  0．017  0．12   0．0003  0．Og6  0．0059   

徳  島  34   200   490   0．025  0．051  0．035  0．0000  0．076  0．0077   

香  川  100   830   160   89   0．020  0．012  0．36   0．015  0．024  0．0011   

愛  媛  38   840   28   950   0．031  0．024  0．0040  0．011   

高  知   360  1500   710  1600   0．051  0．020  0．20   0．0000  0．036  0．027   

福  岡   320   260   110   0．028  0．012  0．025  0．0077  0．058  0．0042   

佐  賀  13   63   79   470   0．039  0．0094  0．040  0．0000  0．030  0．0050   

長  崎  50  1800   190  1300   0．025  0．018  0．067  0，023  0．083  0．020   

熊  本   180  2300   390   660   0．023  p．0095  0．044  0．018  0．084  0．0040   

大  分  71   1100   1200   0．026  0．089  0．051  0．0079  0．068  0．052   

宮  崎  53   320   110   680   0．019  0．070  0．26   0．062  0．11   0．014   

鹿児島  52   59   220   0．031  0．027  0．080  0．016  0．054  0．12   

沖  縄  350   860   0．032  0．0048  0．083  0．0008  0．0885  0．0000   

平均値   田   0．033  0．032  0．14   0．023  0．15   0．083   

地域別平均のデータ数  
地域別平均の   

備  考  データ数  
地域別平均のデータ数  

n＝1～ 2  n＝1～ 2   n＝2～6  
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Ⅰ－19 チェルノブイルにおける環境放射線調査  

Ⅰ．調査計画の概要  

日本原子力研究所  

長岡 鋭、斎藤公明、坂本隆一、堤正博、森内 茂  

1．緒言  

1986年のチェルノブイル事故後、事故施設及び施設周辺環境を対  
象とした広範な研究の推進のため、IAEAと旧ソ連邦との合意の下に  
チェルノブイル国際研究センター（CHECIR）を拠点とした国際的な  

協力研究のための包括協定が締結された（1990年10月）。日本にお  
いても、この構想の趣旨に沿い、チェルノブイル発電所周辺の汚染  

環境下における放射線影響の評価・解析研究を行うという観点から、  
原研とCHEICIRとの間に研究協力協定が締結され（1992年6月）、  
その1つとして「原子力事故後の環境における外部被曝の測定及び  

評価に関する研究」を開始した。この研究では、汚染環境における  
環境放射線の測定と解析により、一般公衆への外部被曝の評価手法  
を確立することを目的として、高精度・詳細汚染地図の作成、家屋  
の遮蔽効果に関する研究、事故後の集団線量評価手法の開発研究、  
汚染環境放射線場の特性解析等を実施する。現地における環境放射  
線調査は1992年から開始し、1994年までに3回の現地調査を実施し  
た。本報告では、調査計画の概要について述べる。本調査はいくつ  

かの調査・測定項目からなるが、これらの成果についても、併せて  

続報として報告する。   

2．調査研究の概要   
本研究は、チェルノブイルにおける環境放射線データの測定と解  

析により、公衆への放射線影響を評価する技術的、理論的手法を確  
立することを目標としている。そのため、汚染地域における放射線  
レベルや放射線場の実態及び特性を実地調査し、解析する。また、  
住民の集団線量評価手法の検証も行う。そのために実施する調査・  
測定の概要を表1に示す。   

調査実施計画（平成6年度までは実績）を表2に示す。なお、現  
協定の有効期間は1995年（平成7年度）までとされているが、現在  
これを数年延長し、とくに調査範囲の拡大と経年変化の追跡に重点  
を置いた調査を実施することを検討中である。   

3．結語   

平成4年から開始したチェルノブイルにおける環境放射線調査研  
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究の概要について述べた。この調査で得られたデータ・解析結果は、   
放射能汚染された極めて特異な環境における貴重なものであり、今   
後、原子力事故時における集団線量の迅速評価、緊急時モニタリン  
グ、線量低減技術の開発などに利用していく計画である。   

表1 調査・測定の概要  

調査・測定項目   内  容   目  的   測定器   

住民居住区域にお  住民の積算線量の測定   公衆の集団線量評価、手法の検  ガラス線量計  

ける線量（率）分  王正  

布調査   

部落サーベイ   Sl川G、D8l  

布の詞査  （脚注）   

線量平分布特性の解析  

家屋遮蔽効果実験  屋内外線量率分布  家屋の被曝低減効果の評価   S耶NG、DBH  

スペクトル測定  N8Ⅰ，Ge検出器，  

家屋の実効厚さ測定  波高分析器   

自動車サーベイ  広域線量革分布の粛査   詳細線量率マップの作成   自動車トヽ◆ィ泊  

迅速モニタリング手法の確立   テム（S†川G，DBH，  

＋GP5）（脚注）   

放射線物理実験  放射線場の高度分布測定  Sl川G、DBH、  
線量率分布，スヽ●クⅢ測定  N8Ⅰ，Ge検出器，  

実効線量当量測定  波高分析器   

土壌試料採取   核種濃度の深度分布  

（脚注）   

S†川G、D8H：N8Ⅰ（Tl）シンチレーシぎン検出器とG（E）関数法を用いた携帯型高精度線量率測定器   

GPS：GlobalPositioning SysteL；人工衛星からの信号を利用した位置測定システム  

表2 調査実施計画（平成6年産までは実績）  

調査時期   調 査 項 目   

平成4年度  研究計画立案、現地予備調査、実験サイトの選定   

平成5年度  

自動車サーベイ  

平成6年度  

自動車サーベイ  

平成7年度   
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Ⅰ－20 チェルノアイルにおける環境放射緑調査  
ⅠⅠ．自動車サーベイによる広域の線i率分布調査  

日本原子力研究所  
坂本隆一、長岡 鋭、斎藤公明、堤 正博、森内 茂  

1．緒言   

チェルノブイル国際研究センター（CHECIR）－原研闇国際研究協力  
協定に基づく、現地環境放射線調査の一環として、同地域の線量率  
を広域に把握する目的で自動車サーベイを実施した。事故後、8年  
が経過した同地域での主要放射性核種は137C s，134C s，90S r  
などであるが、汚染された地域での正確な空間γ線線量率調査は周  
辺住民の健康影響評価及び今後の事故サイト周辺の広範な復旧のた  

めの対策立案の基礎データとして現時点でなお非常に重要である。   
過去に同地域でのホットスポット調査の目的で同様のサーベイ法  

を用いた例があるが、広範な線i率マップ作成を目的としての調査  
例は無い。本調査は現地調査用に整備された小型低消費電力（数十ワ  
ット）のサーベイシステムを普通自動車（ランドクルーサ◆タイフ○）に載せ、チェ  

ルノアイル原子力発電所を中心とした半径30k皿濱の内外地域で約1  
週間にわたって実施された。   

半径30k皿圏内地域は事故後避難が実施され、その後使用されなく  
なった為、地図上の各種生活道路の大半は状態が悪く、一部の作業  
用道路を除いて通行不可能箇所がかなりあった。その結果、今年度  
の調査は主に整備状況の比較的長い道路沿いに限って行なわれた。  
取得された全てのデータをもとに図1．に示すようなメッシュデー  

タを作成した。本報告ではコース毎の時系列データの特徴やチェル  
ノアイル国際研究センター（CHECIR）が所有するデータと走行サーベ  
イデータとの比較等について行なう。  

2．調査研究の概要   
2一¢球形ⅣaI（Tl）検出器を自動車の後方（後端から1m、地上高2皿）  

に固定し、また、G P Sアンテナを屋根に取り付け、チェルノアイ  
ル周辺にて走行サーベイを実施した。使用されたサーベイシステム  
は2，¢球形ⅣaI（Tl）スへ○クトル荷重関数方式線量計、G P S（Global  
Positioning Syste皿）及びパーソナルコンピュータで構成され、デ  

デ
ス
 
 

置
イ
 
 

位
デ
 
 

夕をシリアルポートを経由  一夕は10秒毎に線i率データと  
してコンピュータに取込まれ、  クに書込まれた。データ取得  

中は自動車の走行軌跡がディスプレイに表示されるため、走行中に  
現在位置を推測できる。また、同機能を活用し、狭い地域での局所  
的変化を調査するサーベイ（スキャンサーベイ）も発電所から約15血  
南方の草原（ザポリエ）にて実施された○  
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測定の結果、従来から高濃度汚染の認められている西方地域、北  
方地域では30k皿圏の外側にまで高い線量率を示す地域が存在するこ  
と、例え圏内であっても比較的低線量率地域が存在するものの高線  
量率地域と隣り合っていること、路上での測定値とその周辺の草原  
や森林内の測定値との比較では2倍或いはそれ以上の遠いがあるこ  
と等を確認した。また、スキャン測定は線量率分布が比較的均一で  
あると考えられる1k皿四方の広さで行なわれたが、線量率の高い場  
所と低い場所では2倍程度の差があることがわかった01990年にチ  
ェルノブイル周辺における土壌の系統的な測定調査が現地研究機関  
によって行なわれたが、このデータから、土壌中の深度分布を指数  
関数で仮定して線量率を求めた0  
3．結語   

短期間の30k皿圏周辺走行サーベイによりチェルノブイル周辺の線  
量率分布の傾向がある程度把握できたことから、事故により汚染さ  
れた地域における環境調査の方法の一つとして、小型でシンプルな  

本サーベイシステムを用いた調査の有効性が確認された0   
将来的には、30kn圏内に含まれる白ロシア側についても走行サー  

ベイを実施し、チェルノブイル周辺における高精度線量率マップを  

作成させるとともに、圏外のスポット的に高い汚染がみられる地域  
についても線量率調査を進める予定でいる0  

‾一‾■‾■■■■■■■●●●‾●‾●‾■‾■‾■‾一‾■‾‾‾●‾■■●‾●‾‾－●‾一‾ 
1  

1  

1  

l  

CHERNOBYL1994  

（100k皿，80km）  

！卜110k皿，一60k皿）  

【  

l  

3 0 k m圏  

図 1．チェルノブイル周辺での線量率分布  
l  
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Ⅰ－21チェルノブイルにおける環境放射線調査  

Ⅲ．住民居住地域における線量率分布  

日本原子力研究所  

堤正博、長岡鋭、坂本隆一、斎藤公明、森内茂   

1．緒言   

原研では、平成4年度からチェルノブイルにおいて汚染環境にお  

ける放射線調査を実施している。この調査の一環として、集団線量  
評価手法を検証することを目的として、現地の居住地域においてγ  
緯線量率分布の調査を行った。住民の集団線量を評価する場合には、  

生活環境中の線量率分布および生活形態の調査が必要である。今回  
は、チェルノブイルの30km立入制限区域内で働く現地職員および住  
民を対象とした平成5年度の調査について報告する。  
2．調査研究の概要   
実際の生活環境場における線量率分布の測定には、携帯型線量率  

計を用いた。また住民の積算線量は、ガラス線量計を使って測定し  

た。  

1）ガラス線量計による住民積算線量測定   

ガラス線量計は、測定精度が高く繰り返し読みとりができるなど  
優れた特性をもつため、最近用いられ始めている。ここでは東芝硝  

子社製のガラス線量計システムを用いた。   

30k皿圏内のCHECIR（チェルノブイル国際研究センター）職員および  

一般住民合わせて約100人にガラス線量計を配布した。被曝線量に  
与える積雪の影響をみるため、秋と冬に2回同一人を対象に調査を  
実施した。配布期間は、30日とした。住民への装着は、お守り袋に  
入れ首からぶら下げてもらった。図1に、住民の季節による被曝線  

量の遠いを示す。冬季における積算線量の減少は、0～30％の範囲で  
ばらついた。ただ測定期間中の積雪は少なかったことから推測する  
と、冬季には家屋内の滞在時間が長くなることによる線量の減少も  
無視できないと考えられる。戸外の線量率レベルが高くても、家屋  

内での滞在時間が長いため、積算線量は家屋内線量率に強く依存し  
た結果を示した。  

2）NaI（Tl）検出器による家屋内外測定   

ガラス線量計で得られた積算線量を裏付けるため、NaI（Tl）検出  

器を用いた携帯型線量率計を使ってより詳細な測定を行った。図2  
に家屋内外の線量率の測定結果を示す。一般に汚染した環境場では、  
家屋建材による遮蔽の効果と家屋の床下は汚染を免れているために  
家屋内の方が線量は低い。屋内線量は屋外に比べて低く約1／2～1／5  

であった。戸外の線量率レベルが比較的不均一であるのに対して、  
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屋内の線量率はほぼ一定であった。例外として、藁葺き屋根の家で  
は逆の傾向を示すことが分かった。藁葺き屋根の家屋では、事故時  
の放射能が降雨等により洗い流されずに、屋根自体が非常に高い線  
量率を示した。   

また家屋の遮蔽効果に関しては、比較的単純な地形に立地したモ  
デル家屋を題材にして、計算シミュレーションとの比較検討も同時  

に進めている。  

3．結語   
平成5年度に実施した住民の積算線量およびその居住地域におけ  

る線量率分布の特徴について述べた。今後は、ガラス線量計による  
調査地域を拡大するとともに、対象人数を増やし、居住地域による  
集団線量の評価および手法の検証などを進める計画である。  
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Ⅰ－22 チェルノブイルにおける環境放射線調査  

ⅠⅤ．汚染環境におけるγ線場の特性  

日本原子力研究所  
斎藤公明、長岡 鋭、坂本隆一、堤 正博、森内 茂   

1．緒言   
チェルノブイルにおける環境放射線調香の一環として、汚染環境  

におけるγ線場の特性を調査した。原子炉事故あるいは核曝発実験  
により汚染した地域は日本国内にはないため、汚染地域に特有のγ  
線場の性質を実測により確認することは難しい。ここでは、チェル  

ノブイル発電所から10～15 km 離れた平坦な地域を3カ所選び、  
環境γ線場の基礎特性を調査した0   

2．調査の概要  

1）狭域における線量率変化の詳細調査   
平坦な汚染地域を選び、20 m 四方程度の狭い場所での空気吸   

収線量率の変化を詳細に調べた。NaI（Tl）検出器とG（E）関数法   
により線量率を求めた。地上1m の線量率に関しては水平方向   
の変動はそれ程大きくなく、平均値から1…の範囲にほとんどの   
測定値が含まれることがわかった。また、汚染地域の特長である、   

垂直方向の線量率の減少が観測された。図1は地上高度と線量率   
の関係を示している。地上数 m の高さでも、明らかに線量率が   
減少していることが分かる。地中に穴を掘って検出器を挿入し調   
べた地中の線量率も、この図に示されている。   

2）ピーク法による線量率測定法の検討   
Ge検出器を用いた波高分布をピーク法により解析し、核種毎の   

線量率を求めた。観測された波高分布の例を図2に示す。多種の   
人工放射性核種からのγ線ピークが見られるが、解析結果から、   
地上の線量の大部分は137cs及び134 csによることが確認された。   

ピーク法を適用する際に仮定する、地中核種の指数関数分布のパ   
ラメータの影響について考察した。また、土試料の分析により得   
た核種の地中分布との比較・検討を行なった。地中核種の濃度分   
布はほぼ指数関数分布を示したが、深度は比較的浅いことがわかっ   

た。   

3）実効線量当量検出器による測定   

実効線量当量検出器を用い、実効線量当量率相当億（Sv／h）の直   
接測定を実施した。実効線量当量率と空気吸収線量率（Gy／h）の   
比率が汚染地域特有の高い億を示した。これは、水平方向からの   
γ線成分が大きな割合を占めることに起因すると考えられる。  
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（nGY／h）  3．結言   
線量率が高度ととも  

に急激に減少する、水  

平方向からのγ線成分  
が大きい、等の汚染地  

域特有のγ線場の性質  
を確認した。これまで  

自然放射線を対象に整  
備してきた線量率測定・  

評価法が、人工放射線  
にも容易に適用可能で  
あることが検証できた。   

図1平坦地における線量率の高度変化  

400  800  1200  1600  2000  2ヰ00  2800  3200  380（）  1000  

チャネル番号   

図2 Ge検出器を用いて測定したγ線波高分布の例  
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ⅠⅠ．環境に関する調査研究  

（海洋）   



Ⅰ卜1外洋の解析調査  

放射線医学総合研究所   

山田正俊、青野辰雄、平野茂樹   

中村 清、長屋 裕  

1．緒言  

外洋の海水・懸濁物・海底堆積物の放射性核種濃度を明らか  

にするとともに、その経年変化と水平及び鉛直方向の分布の様  

相から、海洋におけるこれら核種の挙動の解明に資するデータ  

を得ることを目的と している。今年度は日本海の海水及び相模  

灘の海底堆積物について239＋240 pu． 137csを分析した。  

2．調査研究の概要  

1）試料採取及び分析方法  

海水試料は東京大学海洋研究所「白鳳丸」KH－84－3次航海に際  

し、AN－21（380 40．6′ N，1320 47．8′ E，水深2829m）において大  

量採水器を用いて採取したものを分析に用いた。試水tは1層  

270リ ットル程度である。海底堆積物試料は東京大学海洋研究所   

「淡青丸」KT－90－04次航海に際し、Stn．1（350 00．1′ N，1390  

20．3′ E，水深1508m）においてボックスコアラーを用いて採取し  

た。分析は陰イオン交換法、ÅMP法等を用い、分離・精製し、測  

定用試料と した。   

2）結果  

図1に日本海海水中の239＋240 puの鉛直分布を示す。園2、図  

3、図4、園5にはそれぞれ相模灘海底堆積物中の含水率（％）、  
239＋240 

puの鉛直分布（Bq／kg－dry）， 137csの鉛直分布（Bq／kg－  

dry），Pu／Cs比を示す。  

海水中の239＋240 puは表層で0．9mBq／1001．であり、500m層で  

2．9mBq／1001と極大となり、底層で1．2mBq／100Aとなる鉛直分布  

を示 した。  

相模灘海底堆積物中の239＋240 puは、堆積物表面から16Gmまで  

6～8Bq／kg－dryとほぼ一定であり、その後深さとともに急激に  

減少するという分布を示した。また137csは表面で7Bq／kg－dry  

であり、8～10cmで17Bq／kg－dryと極大値となり、その後減少す  

るという分布であった。Pu／C＄比は0．5～1．1の範囲でありこの値  

は北太平洋堆積物にく らべ極めて大きい。またフォールアウト  

にく らべて、堆積物中でのPuの存在tも多く、隆起源Puの流入、  

堆一積が顕著であることが考えられる。  
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3．結語  

次年度も引き続き、外洋において海洋試料を採取し、放射性  

核種濃度を測定して、海洋における挙動の解明のための基礎デ  

ータの蓄積及び経年変化を把握する。  
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止－2 沿岸海域試料の解析調査（1）  

放射線医学総合研究所  

青野辰雄、山田正俊  

平野茂樹、中村 清  

1．緒言  

日本沿岸における放射性物質の動向や放射性核種の分布の経時   

変化の調査を行い、これらをもとに、試料相互間の汚染の関連を   

解析し、将来の汚染を予測するためのデータを得ることを目的に、   

原子力施設周辺の沿岸海域における海産生物、海水、海底堆積物   

等の放射性核種濃度を測定した。  

2．調査研究の概要  

1）試料採取及び分析の方法  

試料は、茨城県沿岸及び青森県沿岸より海産生物（魚類、軟  

体類、海藻等）を採取したものを用いた。採取した試料は各部  

位に分別し、1100cで乾燥後、4500cで灰化を行った。この灰化  

試料を硝酸で溶解し、陰イオン交換法、A M P法等により  

23g・240pu， 137csを分離・精製し、測定用試料と した。   

2）結果  

表1に1993年1月採取の茨城県沿岸産魚類及び1993年8月採  

取の青森県沿岸産魚類の 239・240pu， 137cs濃度を、表2に1993  

年7月から8月に採取した茨城県沿岸産軟体類及び海藻類及び  

青森県沿岸産軟体類の 239・240pu， 137cs濃度を示す。  

137cs濃度は魚類筋肉中に50～290mBq／kg生、軟体類は50～  

270，海藻は120～210の範囲であった。一方239・ 240pu濃度は魚  

類筋肉、内臓で低いが、タコやイカの軟体類で4～5mBq／kg生、  

海藻で4～9の範囲であった。採取した場所の違いによる  

239・240puや137cs濃度の差は特に認められず、前年度と同様の  

傾向であった。  

3．緒言吾  

次年度も引き続き、沿岸海域、特に原子力周辺海域において  

海洋試料を採取し、放射性核種濃度を測定して、汚染予測のた  

めの基礎データの蓄積及び経年変動を把握する。  
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表1   茨城県及び青森県沿岸魚類の 
239, 240 

pu，137cs濃度  

魚種  部位  239・240pu  137cs  

茨城 イナダ  

／′  アカエイ  

筋肉   

筋肉  

骨  

エラ  

肝臓  

卵巣   

筋肉  

287 ± 22   

238 ±15  0．10 ± 0．02  

0．06 ± 0．03  

0．12 ± 0．04  

0．14 ± 0．04  

186 ± 20  

359 ± 57   

177 ±13  

97 ±  9   

58 ±12  

210 ± 22   

78 ±11  

／／ スズキ  0．07 ± 0．02   

0．04 ± 0．02  

0．25 ± 0．07   

0．24 ± 0．05  

0．26 ± 0．05  

JJ マコカレイ 筋肉  

内臓   

青森 マコカレイ 筋肉  

内臓  

（単位：mBq／kg－Wet）  

表2 茨城県及び青森県沿岸軟体類、海藻類の239・240pu， 137cs濃度  

種類  
239, 240 

pu  137cs  

120 ± 35   

207 ± 28   

314 ± 36  

54 ±12   

53 ± 23  

50 ±12   

84 ±15  

59 ±14   

97 ±15   

265 ±14   

54 ±  9  

4．52 ± 0．71   

9．08 ± 0．47   

6．21± 0．71   

10．3 ± 0，29  

20．8 ± 0．67   

1．72 ± 0．10   

2．85 ± 0．22  

0．58 ± 0．05   

4．90 ± 0．18  

茨城 アオサ  

／／ ヒジキ  

／／ コトジツノマタ  

′′ ヤツシ口臭 筋肉  

内臓  

／／ ツブ鼻  筋肉  

内臓   

筋肉  

内臓  

J／ マダコ  

青森 スルメイカ 筋肉  

内臓  4．10 ± 0．11  

（単位：mBq／kg－Wet）  
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Ⅱ－3 沿岸海域試料の解析調査（2）  

放射線医学総合研究所   

中村良一、中原元和、   

石井紀明、松葉満江  

1．緒言  

沿岸海域生物の放射能汚染機構解明を目的とする調査研究の  

一環と して、海産魚による放射性核種の消化管吸収について検  

討した。  

2．調査研究の概要  

海産魚が環境から放射性核種を体内に取り込む経路と して海  

水からの直接の取り込みと餌を介しての消化管からの取り込み  

が主要な経路と考えられる。海水からの取り込みに関しては今  

まで多くの実験結果が得られているが、それに比較して餌から  

の取り込みについては実験例もあまり多く ない。今年度は食物  

連鎖を通じての海洋生態系における放射性核種の移行を推定す  

る為に必要な情報を得る目的で、海産魚による放射性核種の消  

化管吸収について検討した。海産魚と してはク ロソイ   

（Sebastes schlegeIi）36尾（平均体重44．1g）を、放射性核種は  

54Mn， 57co， 65zn， 85sr，95mTc， 103Ru， 137cs， 141ceの  核
ビ
 
 

8
 
ワ
 
 

種を用いた。これらの8核種を同時に取り込ませたク  ア
 
 

ロ
 
 の内臓部分をク ロソイの体重の1％見当で36尾に経口投与し、  

経時的に2尾づつ解剖して消化管内の授与餌の消化の状況と放  
射性核種の各部位の濃度変化を観察した。またこれとは別に残  

りの9個体は連続測定用と して汚染餌1回授与後の全身の放射  
能の変化を200日以上追った。飼育水温は150cに調整し、汚染餌  

投与後48時間目から非汚染の人工餌料（ペレット）を適宜与え  
た。  

3．結語  

投与した餌は、投与後3時間目にはまだ胃内にほぼ原形を残  

したまま存在したが、7．5時間目には大半はかゆ状になっており、  

一部は胃から腸にも移動していた。24時間目には胃から腸に大  

部分が移り、48時間目までには旺門から体外に排泄されるのが  

観察された。一方、放射性核種は投与後3時間目には既に体内  

の各部位に分布しているのが観察された。表1に57coの体内各  

部位の濃度変化を各解剖時の血中濃度を基準と して経時的に示  
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した。胃や腸は未消化の消化管内容物を取り除いて測定した。  
投与後、初期の時点で消化吸収の部位である胃及び腸の放射能  
濃度が高いのは当然と考えられるが、投与後7・5時間から13時間  
目にかけて他の放射性核種濃度がピークに達し、その後急に減  
少するのが見られ、脆からの放射性核種の排出が示唆された。   

一方、汚染餌1回投与後の連続測定の結果のうち137c＄と  
57coについて園1に示した。汚染餌投与直後の魚全身の放射能  
を100％として表わしたものである。投与後2～3日間で放射能  
が急激に減少するが、これは解剖による汚染餌の消化の観察か  
らも推定されるように、胃や腸で吸収されなかった核種が排泄  
物と共に魚体から排出されたものと考えられる。また、その後  
の比較的ゆっく りとした減少は、消化管から吸収された核種の  
魚の代謝の流れにのっての排出を示していると思われる。  

表1 汚染餌1回投与後の57coのクロソイ体内濃度の  
緯時変化（血液中濃度を基準として計算）  

3時間 7．5時間 13時間 24時間 48時間 72時間 5日   

エラ   6．83  28．3  43．7  1．86  0．61  0．73  0．48   

ヒ レ   0．40  1．77  4．46 1．53  0．52  0．64  0．39   

筋肉   0．07  0．35  0．28  0．21  0．09  0．05  0．05   

肝臓   0．92  ト98  4．07  2．26  0．23  0．29  0．21   

胃   95．6  42．4  43．9 19．7   1．41 1．00  0．64   

腸   38．1  36．9  58．7  59．3  12．5  8．84  7．98   

腎臓   1．80  3．95   1．68  2．83  0．85  1．15  0．80   

血液   1．00  1．00  ト00  ト00  1．00  1．00  ト00  

0  45  90  135  180  225  

Days  

図1 汚染餌1回投与後のクロソイからの放射性核種の排出（水温150c）  
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1卜4 三陸沖合海域（北緯40度）における深海性ソコダラ類の分布と放射能  

水産庁中央水産研究所  

吉 田 勝 彦  

1．緒言   

深海性ソコダラ類を深海生態系を代表する指標生物として、日本列島沿いの海溝近傍域  

及び沖合海盆域の数海域を選定してその分布圭と放射能調査を、昭和62年定から開始し本  

年度は6年目である。三陸宮古沖合域、北緯40度線に沿って、水深5，00鵬～5，3（Xhの2  

海域（Ms：謂●58′N，146●58′E．Mf：40●11′N，149●43′E．）と水深4，2（Xh～  

4，30伽の海溝近傍域（Hs－4：41●20′N，144●30′E．）を調査海域として実施したソコダ  

ラ類の分布と放射能調査の結果を報告する。  

2．調査研究の概要  

（1）調査兢海；平成4年6月13日から7月13日まで水産庁調査船蒼∬丸を用いて行った。  

（2）試料採取：前年度までと同様に「蒼鷹丸式深海籠網漁法」により、試料を採集した。  

（3）試料保管：試料は全て船上で体長・体重等の計測を行った後、一尾ずつビニール袋に入  

れて－20● 以下で凍結した。  

（4）放射能分析：1．前処理：深海性底魚類の肝臓は極めて油分に富み、そのままでは沃化  

できないので、肝臓を含めて内臓を取り除いた全体、および筋肉につい  

て、乾燥・炭化・灰化を行い分析試料を調整した。  

2．分析：ソコダラ類を種類別・体長別に分けて、ゲルマニウム半導体  

検出器によるガンマー線スベクトロメトリーによって行った。  

（5）結 果  

1．分布について：本年度調査したMs：Mf：l随一4で得られた、深海性ソコダラ類の  

分布喜等の資料と酢こ調査されている三陸沖日本海溝近傍域（My：My－4）のそれを表1  

に示した。水深4，00鵬の海底ではC．ar舶tuSの大型個体が主に成育し、C．yaquinaeは極く  

低密度で少数分布することが確認された。水深5，00鵬以探の海底ではC．yaquinaeのみが成  

育しその分布密度は日本海溝近傍域が最大であり、北緯40度削こそって東方沖合域にい  

くはど漸減する傾向があるが、分布密度の最も低いMf点でも、8．8kg／籠（13．2尾／籠）  

であり、三陸沖合海域は日本周辺海域ではソコダラ類の成育密度の高い海域であることが  

明らかになった。  

2．放射能濃度：表2に深海性ソコダラ類2種の大きさと放射能を示した。検出された核  

種は137cs濃度のみであった。深海性底魚類の大きさとl”cs濃度の関係は概ね正の  

相関があり、前年度までに報告した結果と大略で一致している。しかし、小笠京海溝周辺  

海域にくらペて、全体としては有為に低い傾向が染められる。  

3．結語   

当面は北太平洋西部の日本近海に調査海域は職定されるが、将来は北太平洋東部（アメ  

リカ大陸側）に比べて、調査の究めて少ない北太平洋西部海域全体を網羅できるような調  

査を行いたい。また、本調査で得られた結果は日本海の深海蟻での調査の対象区として重  

要な意味をもつと考えられる。  
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表1．三陸宮古沖（北緯40度線）におけるソコダラ類  

水深（m） 屋敷／籠 生垂尊／籠 平均個体  海域  種類  

（g）  垂喜（g）  

13，240   1，500  

11，470   1，900  

14，840  Fj05 

10，719  435  

臥839  669   

My－4（刃－55N，143－57E）4100～4H氾  8．8  

Hs－4（41－20N、144－30E）4200～4300  5．8  

My （89－46N，144－51E）5700～駕00 為．4  

Ms （39－58N，146一三濾E）5200～㍊00 24．6  

Mf （40－11軋149－43E）別00～5200 13．2  

（C．ar舶tuS、C．γaquinae）  

（C．amattJS、C．yaquinae）  

（C．yaquinae）  

（C．yaquinae）  

（C．yaquinae）  

表2． 探離ソコダラ類の大きさと放射簾（Ms・Mf・Hs－4．1渕2）  

体長   体 重   b－・1訂錮  

ト5，3∞  訂0－ざ73  7潔）－7知  0．働±0  

5訂一柳  9弧－9甜  0．脱±0  

6弐）一隊7  102㌃10缶  0．（杖）±0  水沫 四          （T．L．■）  伊．両．d  恥悔．叫                         拉 
（蹴）－692  1湖－1弧）  0．α73±0  

0．Ⅳ7±0  ト5，a腑  ーーーーー・－－一十－ 8随一（溺  1g7L1湖   18一膳）  1彷－1淵）  0．耶6 ±け  

試料名   ‾脚月日  

1  「  M  採集海嶺「  C．y叫ui脱e Ⅵ  平鹿4年（1渕2）  Ms点    5  筋肉 Ⅶ  月7－8日  刃●訂Ni   
Ⅶ  146●刃ノE  

Ⅸ X  （蹴）－692  1湖－1弧）   

ーーーーー・－－一十－  副題－㈲  1彷－1弧）       5，000－5，a腑   8随一（溺  1g7L1湖   1702  1弧）  
705－7a）  1400一16測  

745   21（氾  

755   Z7潔）  

餅）5   茄讃）   

4，200－4，：耕）  5朗一別2  弧7勒  

57－ヨ蔦  臥㈲  

溜－5！避  琵犯－ぬ5  

615一腿  事1㈱－11（追   

Mf点   

40●  

C．y叫ui旧e X  

N
 
 
 

1
 
 

1
 
 

0．（好7±0．008  

0．個5±0．∝r7  

0．1α）±0．010  

0．12±0．∝冶  

0．1罰±0．∝冶  

149●亜′  E  

0．（貯7±0．町7  

0．（旭8±0．∝r7  

0．（黒）±0．（瓶  

0．（澱）±0．（X黒  

0．m±0．（X方  

0．腫±0．∝B  

O．1鵬±0．（X黒  

0，（方9±0．006  

0．245±0．（X冶  

0．165±0．∝r7  

0．1別±0．∝r7  

0．1㍊士0．007  

0．216±0．008  

0．缶2±0．町7  

V
Ⅵ
Ⅶ
Ⅶ
Ⅸ
X
⑪
⑫
⑩
⑭
鋸
鋸
⑱
⑩
 
 

2
 
3
 
 
1
4
 
1
5
 
1
6
 
1
7
 
1
8
 
1
9
 
劫
 
2
1
 
2
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Ⅱ－5 海底土中の人工放射性核種の水平及び鉛直分布に関する調査  

水産庁中央水産研究所  鈴大頴介  

水産庁 日東海区水産研究所  平井光行、長田  宏、片桐久子  

1．＃言  

日東周辺海域の海底土に蓄積された人工放射性核種の分布傾向   

を知るために、昭和6 0年度から 日大周辺の沿岸、近海及び外洋   

域の海底土の核着分析を行ってき た。平成4年度からは従来の結   

果を考慮して幾つかの定点を設定し、核雀の軽時的な変動の把握   

を行う こ とに した。今回は平成4年度の調査結果を報告する。  

2．調査研究の概要  

海底土試料の採取は、定点と定めた相模汚、茨城具沖、駿河清   

及び新潟県沖の地点から、平成4年度に柱状擦泥睾を使用して行   

った。放射能の測定は、G e検出睾を用いた γ線スぺクトロメト   

リ ー に よ っ た。分析括果を表に示す。  

検出された人工核種は、近年に∴おける調査結果と同様、137Cs   

と 2078iの 2核種のみであった。鉛直分布では、最大濃度が表居   

と表居よ り やや深い居とにある 2つのタイプが存在するが、概し   

て後者のタイプは水深の浅い地点に多く、堆壊居の深い部分にま   

で核種の分布が及んでいる。最近において核種が蓄積された表居   

城の壊度を比べてみる と、何れの地点もその海域の従来の調査で   

測定された濃度の範囲内にあ り、放射能の備に特に異常な変化が   

あ っ た と は思われない。  

3．今後も定点に∴おける讃仁査を錮＝続し、放射饉上水準の変動の把握に   

努める。  

表  海底土の核種分析蕪果（Bq／kg一転土）  

深さ（cA）   137Cs  207Bi  深さ（cJL）   137Cs  207Bi   

1992．10．19  薪転県沖  

37048．0’N、13a031．8’E  5201   

1992．6．14 相模汚Ⅰ  

34056．7’N、139026．6■E 14901   

U・－ 2   

2一－ 4   

4～ 6   

6一－ 8   

8一、・10  

10一－12  

12一－14  

14一－16  

14．65士0．71   1．05土0．42  

14．18±0．33  1．32士0．15  

11．29±0．26  0．99±0．12  

1U．08±8．24  1．20±0．12  

6．39士0．21  0．74±0．12  

3．03±0．19  0．41＊0．11  

＊  ＊  

0．95±0．18  ＊  

0一－ 2   

2一－ 4   

4一－ 6   

6一－ 8   

8一－10  

10一・－12  

12一－14  

14・－16  

16一－18  

18一－20  

6．68±0．24  

7．41士0．22  

8．56土0．24  

9．20±0．24  

7．33±0．20  

5．49土0．18  

4．47±0．18  

0．94±0．11  

＊  

＊  

3．35±0．15  

3．64士D．15  

4．20±D．15  

4．03±0．14  

2．79±0．12  

2．08士0．11  

1．㈲士0．11  

0．33土0．07  

＊  

＊  

16一、18  ＊  ＊  

18一－20  ＊  ＊  
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表（続） 海底土の核種分析結果（Bq／kg一乾土）  

深さ（cl）  137Cs  207Bi  
深さ（cl）   137Cs  20アBi  

1992．6．14  相模汚ⅠⅠ   1992．6．17  茨城県沖Ⅰ   

34059．6’N、139024．2●E 15001   36016．8’N、141007．1’E  694暮   

0一－ 2  9．03土0．21   4．98±0．13   0一－ 2  4．09土0．15   1．15士0．09   

2・－ 4  8．08±0．20  3．96士0．12   2一－ 4  5．12±0．15   1．16士0．09   

4・－ 6  6．19士0．18  2．81±0．11   4一－ 6  6．18土0．17   1．46士0．09   

6一－ 8  4．40士0．15  2．08±0．09   6一－ 8  5．83±0．16   1．45±0．09   

8へ・10  2．44土0．13   1．36±0．09   8′－10  4．54士0．17   1．85士0．10   

10一－12  ＊  ＊   10一－12  3．12±0．16  0．62士0．09   

12′、・一14  ＊  ＊   12・－14  1．71土0．12  0．28±0．08   

14一－16  ＊  ＊   14一－16  0．78±8．12  ＊  

16一－18  ＊  ＊  

1992．6．14  瀬越考Ⅲ   18一－20  ＊  ＊  

35010．6’H、1390 26．6’E 9701   20一－22  ＊  ＊   

0一－ 2  6．73士0．23  3．43士0．14   1992．6．17  茨城県沖ⅠⅠ   

2一－ 4  8．66±0．23  4．27±0．14   36017．0－N、141042．4－E 17201   

4一－ 6  8．77±0．21   4．21±0．13  

6一－ 8  8．66±0．21   5．02士0．13   0′－ 2  3．34±0．15  0．76±0．09  

8一－10  9．30±0．22  6．01±0．14   2一－ 4  0．67±0．12  ＊   

10一－12  9．75土0．23  6．47±0．14   4一－ 6  ＊  ＊   

12一－14  11．16士0．22  7．18±0．14   6・－ 8  ＊  ＊   

14一－16   11．25±0．21   6．83±0．13   8一－10  ＊  ＊   

16一－18  6．56±0．18  3．44土0．11  

18・、20  4．74±U．16  2．70士0．10   19g2．6．15  駿河湾  

20一－22  4．94土0．15  2．52±0．09   34051．7－N、138026．8●E 809t   

22一－24  2．87土0．14   1．39±0．U9  

24一－26  0．95±0．12  0．53±0．08   0一－ 2  5．34±0．22  0．g3士 0．13  

26′－28  0．81±0．12  0．28士0．08   2・－ 4  5．39士0．20   1．02士8．12   

28′－30  0．37±0．12  ＊   4一－ 6  5．12士0．18   （）．98±0．10   

30一－32  0．37±0．10  ＊   6一－ 8  5．93士0．18   1．66士0．10   

32一－34  ＊  ＊   8一・一10  5．83±0．16   1．52士0．09   

34一－36  ＊  ＊   10一－12  2．12±0．13  0．76±8．08   

36一－38  ＊  ＊   12一－14  2．04士0．13  0．41士0．08  
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Ⅱ一6 近海海産生物放射能調査（北海道周辺海域）  

水産庁中央水産研究所  青田勝彦、南追洋子  

水産庁北海道区水産研究所 葛西広海、斉藤宏明、田口 哲  

1．緒 言   

日本近海の漁業、漁場と水産資顔の安全性を確認するために・、日本周辺海域に生息する  

主要海産生物の放射能水準を長年にわたり調査を鍵続している。今回は主として北海道周  

辺海域で得られた放射能水準の経年変化を報告する。  

2．網査研究の概要   

平成5年度までの調査では、北海道周辺海域の主要海産生物として、魚類4鍾（シロサ  

ケ、ホッケ、スケトウダラ、アブラガレイ）、垂足類1鍾（ミズダコ）、貝類1者（ホタ  

テガイ）と海藻類1鍾（ナガコンプ）の計7種類を固定種として年1固、及び新たな指標  

生物を見つけることを一つの目的とした選択者1種類を北海道区水産研究所が採集し、中  

央水産研究所がγ接種分析を行った。   

ミズダコ、ホッケ、シロサケで検出された人工放射性核種の経年変化を付図に示した。  

Csに関してはチェルノブイリ事故直後にCs－1鋤かホッケ、アブラガレイ等の底魚類に検出  

されたが、間もなく検出限界以下に減少した。Cs－137は全ての試料から検出されるが、概  

ね減少傾向にある。注目されるのはミズダコ肝臓に検出される毎である。チェルノブイリ  

事故から数年閣、Ag－11（ゝが検出された。平成3年度からは現在までは検出限界以下に減  

少した。Ag－108■はチェルノブイリ事故に集関係で、0．18q／kg．暢t前後のはば一定のま  

度で検出されている。  

3．結 語   

本調査で得られた結果は日本周辺海域の水産尊顔の定常時における放摘水準を把握し  

不＃の尊意に常に備えるものとして、必要性は益々増加すると考えられるので、調査内容  

を更に充実して継続し実施する。  

ミズダコ（北水研）  

□筋肉Cs＿137  

皿肝臓Cs＿137  

日肝臓Ag－110m  

白肝臓Ag－108m  

．
1
む
声
．
浮
こ
b
鏑
 
 

黒塗りは検出限界  

以下を示す   

S．‘O S．‘1S．‘2 S．‘3 H．1H．之 H．3 H．4 H．5  

1985  1990  
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ホッケ  

■全体Cs＿137  

日全体Cs＿134  

日筋肉Cs＿137  

国内鹿Cs＿137   
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Ⅱ－7 日本近海の海水及び海底土の放射能調査  

海上保安庁水路部海洋調査課汚染調査室  

茂木由夫、三浦幸広、吉川貴子  

1、緒  

本調査は、日本近海における海水及び海底土の放射性核種  

の分布及びその経年変化を明らかにすることを目的とし、海  

水の調査は昭和34年より、海底土の調査は昭和48年に開始し  

、以降毎年継続して実施している。  

今回は平成4年の調査結果について報告する。   

2、調査研究の概要  
試料の採取は海上保安庁水路部並びに一部管区海上保安本  

部が分担し海水試料は黒潮海域、親潮海域、日本海の各海域  

で年4回表面海水を採取し、海底土は沿岸域で年1回表面堆  

積物を採取している。  

試料の放射能測定は、水路部汚染調査室において放射化学  

分析法による核種分析を行い、海水については90sr，1＝cs，  

144ce の3 核種、海底土については10sr，137cs，144ce，80co  

23g・240pu の5核種を分析測定を行った。  

平成4年に採取した試料の放射能測定結果を表1（海水の  

測定値）、表2（海底土の測定値）に示す。  

3、結語  

我が国周辺海域の海水及び海底土中の放射能濃度は長期的  

にみて減少傾向にある。  

今後も調査を継続し日本近海における海水及び海底土中の  

人工放射性核種を調査測定し、その濃度分布及び経年変化を  

把捉する。   

日本近海放射能調査結果一海水  義一1  

測点  謂 ■・・  分析核種・測定値（m8q／g）  

番号   年月日  1きTcs   1＝ce   

黒 潮 流 域   

口  28－40Ⅳ  133－40 E  1992．1．13  2．8 ±0．6  2．7 ±0．4   2．9±0．5   
2  30－00N  126－25 E  1992．1．16  2．4 ±0．6  2．0 ±0．5   2．4±0．5   
3  35－40N  141－30 E  1992．3．11  2．8 ±0．6  1．7 ±0．4   0．4±0．7   
4  30－10Ⅳ  132－20 E  1992．3．13  2．3 ±0．7  2．2 ±0．4   2．9±0．5   
5  32－20Ⅳ  138－01E  1992．5．23  2．6 ±0．7  1．6 ±0．4   1．6±0．4   
6  29－02Ⅳ  135－30 E  1992．5．25  4．2 ±0．7  2．2 ±0．4   1．5±0．4   
7  32－02N  141－30 E  1992．6．8  3．2 ±0．7  3．0 ±0．5   2．0±0．4   
8  30－55Ⅳ  130－50 E  1992．6．18  3．6 ±0．8  1．9 ±0．4   1．9±0．8   
9  30－20N  132－44 E  1992．6．20  3．2 ±0．7  2．2 ±0．4   1．7±0．4   

10  32－40Ⅳ  135－20 E  1992．6．20  3．1 ±0．7  2．2 ±0．4   1．1±0．4   
11  30－52N  131－38 E  1992．8．27  4．1 ±0．7  1．さ 士0．4   1．0±0．9   
12  31－20N  133－40 E  1992．10．18  2．8 ±0．6  2．9 ±0．4   1．4±0．6   
13  33一一30N  137－58 E  1992．11．10  4．2 ±0．7  2．6 ±0．4  －0．1±0．5   
14  33－00N  135一一00 E  1992．11．24  4．8 ±0．7  2．1±0．4  －0．1±0．5   
15  30－55Ⅳ  130－50 E  1992．11．26  2．7 ±0．6  2．4 ±0．4   0．9±0．6   

平 均  3．2   2．2   1．4   
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日本海近海放射能調査結果一海水  表－1（続）  

測点  採  取 分析核種・測定値（m8q／g）  

15Tcs   1＝ce   
番号l   年月日l  
親 潮 流 域   

16  3さ－20Ⅳ  142－■00 E  1992．3．3  2．0 ±0．6  2．0 ±0．4  －0．3±0．7   
17  38－20N  144－30 E  1992．3．3  3．0 ±0．6  1．7 ±0．4   2．5±0．5   
18  40－00N  145－20 E  1992．5．7  3．5 ±0．6  2．5 ±0．4   1．1±0．4   
19  38－30N  142－30 E  1992．5．9  2．8 ±0．6  1．8 ±0．5   2．3±0．4   
2 0  38－00N  144－30 E  1992．8．24  2．7 ±0．6  2．1±0．4  －0．9±0．6   
21  3さ－00N  142－00 E  1992．8．24  2．9 ±0．7  1．4 ±0．5  －1．0±0．6   
2 2  42－45Ⅳ  144－15 E  1992．10．20  4．6 ±0．7  1．5 ±0．4   0．4±0．5  

99．   ＋   ＋   

4．3 ±0．7      2 4  38－30Ⅳ  142－00 E  1992．11．27   1．9：ヒ0．6  －0．2±0．5   
2 5  38－30Ⅳ  145－00 E  1992．11．29  4．1±0．7  1．9 ±0．4   1．3±0．6   

平 均  3．0   1．9   0．6   

日 本 海   

2 6  37－30Ⅳ  138－00 E  1g92．3．4  4．0 ±0．7  0．5 ±0．4   2．0±0．5   
2 7  38－51N  134－30 E  1992．3．5  2．7 ±0．7  2．4 ±0．4   1．4±二0．5   
2 8  40－30Ⅳ  135－10 E  1992．3．8  1．8 ±0．6  2．3 ±0．4   1．6±0．4   
2 g  36－40N  135－50 E  1992．3．23  4．2 ±0．7  2．2 ±0．5   1．1±0．4   
3 0  37－40N  134一一56 E  1992．3．23  3．1±0．6  0．6 ±0．4   1．0±0．4   
31  3丁－30N  138－00 E  1992．4．22  2．2 ±0．7  1．5 ±0．5   1．0±0．4   
3 2  38－50Ⅳ  134－28 E  1992．4．23  3．3 ±0．丁  1．6 ±0．5   2．1±0．4   
3 3  36－40Ⅳ  135－51E  1992．5．16  2．8 ±0．6  1．6 ±0．4   1．5±0．4   
3 4  37－40Ⅳ  134－54 E  19g2．5．16  3．7 ±0．6  2．3 ±0．4   1．4±0．4   
3 5  42－30Ⅳ  137－30 E  1992．6．13  2．9 ±0．7  2．5 ±0．5   1．4±0．4   
3 6  41－10N  140－00 E  1992．6．13  3．7 ±0．9  3．2 ±0．5   1．2±0．4   
3 7  36－40Ⅳ  135－51E  1992．8．6  4．0 ±0．7  2．3 ±0．4   2．3±0．8   
3 8  37－40Ⅳ  134－54 E  1992．8．6  4．6 ±0．7  2．2 ±0．4   2．さ±0．9   
3 9  41－25Ⅳ  139－55 E  1992．8．13  2．9 ±0．8  2．4 ±0．5   1．8±1．0   
4 0  43－30N  138－00 E  1992．8．14  4．8 ±0．7  1．6 ±0．4   0．3±0．6   
41  37－30N  138－00 E  1992．8．23  2．2 ±0．7  2．7：±0．4   0．4±0．6   
4 2  39－50Ⅳ  134－16 E  1992．8．25  2．2 ±0．7  2．8 ±0．5   0．9±0．7   
4 3  34－10N  129－50 E  1992．8．29  2．g ±0．7  2．4 ±0．4   0．3±1．3   
4 4  34－25N  130－10 E  1992．8．31  3．4 ±0．7  2．7 ±0．5   0．8±1．0   
4 5  34－00N  129－30 E  1992．9．1  3．3 ±0．7  2．3 ±0．5   1，3±0．6   
4 6  33－40N  129－50 E  1992．9．1  3．3 ±0．7  2．2 ±0．5   0．4±0．6   
4 7  37－30N  138－・01E  1992．11．14  4．6 ±0．7  2．2 ±0．4   0．7±0．7   
4 8  39－00N  134－00 E  1992．11．16  4．3 ±0．7  2．2 ±0．4   0．7±0．6   
4 9  42－30N  137－30 E  1992．11．19  3．7 ±0．7  2．1±0．4   1．3±0．5   
5 0  36－40Ⅳ  135－50 E  1992．11．22  2．8 ±0．7  2．1 ±0．4  －0．4±0．5   
51  37－40Ⅳ  134－50 E  1992．11．22  3．2 ±0．6  2．4 ±0．4   1．0±0．5   

平 均  3．3   2．1   1．2   

日       果一海底土  
義一2   

採取  分析核種・測定値（恥／随一乾土）  

月日   lOsr   1＝飴   1＝馳   
lOα）   ＝・＝l餌   

1 Ⅳ  E  

円  4    35－32    1罰ト53   悶  0．07 ±0．02  3．2±0．1  －0．13±029  0018＋0008  乙8 ＋02  2  616  35 
／  －35  135－20  58  0．045±0．003  4．0±0．1  0．06±023  0013＋000さ  056＋002  3  819  43 
／  －12  14ト10  26  0．010±0．003  1．0±0．1  1）．04±020  0002＋0007  055＋002  4  821  37 
／  －57  1馴2  20  0．015±0．003  0．39±0．鵬  －0．16±021  0004＋0（拍7  017＋001  5  8／別  31－30  
1頚卜謂  217  0．19 ±0．01  1．6±0．1  －㊥．05±020  0081＋0008  16 ＋006  6  910  34 
／  －13  132－19  18  0．078±0．㈱  乙9±0．1  一刀．07±0．19  0007 ＋0007  070＋003  7  1014  35 

－32  1紗－53  悶  0．34 ±0．11  38±01  0024 ＋0007  乙0 ＋006   
8  10／H）  38－16  141－11  25  0．（耕）±0．007  2．8±0．1  一刀．24±017  0021＋0（抑7  L4 ＋005  9  1115  34 

／  －44  136－41  32  0．柑 ±0．02  2．2±0．1  0．27±017  0017 ＋0（抑7  094－「003   
10  11／18  朗－28  135－13  22  0．12 ±0．02  3．0±0．1  一刀．03±0．16  0．0却±0．（氾7  0．94±0．03   

平 均      0．11   a5   0   0．021   1．2   
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Ⅱ－8 深海の海水・海底土の放射能調査  

海上保安庁水路部海洋調査課汚染調査室  

茂木由夫、三浦幸広、吉川貴子  

1、緒 言  
本調査は放射性固体廃棄物の試験的海洋処分に先立ち処分   

候補海域の放射能バックグランドを把握することを目的とし   

て始まり、海上保安庁では昭和47～49年度にA，B，C，D，の4海   

域、52～54年度にA，B の2海域、55～58年度はB海域、更に   

59年度からはB海域及びその周辺海域において放射能調査を   

実施してきた。現在は日本海の放射能レベル及び全世界の深  

海の放射能レベルとの比較するための調査と位置づけている。  

今回は平成4年の調査結果について報告する。  

2、 調査研究の概要  

試料採取は海上保安庁所属測量船「昭洋」により実施した。  

採淑した試料は海上保安庁水路部において放射化学分析に  

よる核種分析を行った。  

〔分析項目〕海水は90sr，137cs， 239・240puの3核種、海底土  

は10sr，137cs，80co， 238・240pu の4核種である。  

放射能測定結果を表1及び表2に示す。   

（1）海 水  

海水試料は0血，10m，100m，250m，500m，750m，1000血，1250皿，150  

0m，2000皿，4000m及び底上10m，100mの13層において各層100  

ゼ採水し分析に供した。  

測点1における90sr，137csは500m層付近にそれぞれ1900FL  

Bq／ゼ及び3700〝Bq／gの極大値が有る。  

2＝・＝Opu は750皿付近に顕著な極大値がある。   

（2）海底土  

海底土の試料はスミス・マッキンタイヤー型採泥器で採取  

し表層泥2c皿を分取して分析に供した。  

前年度は太平洋の南北方向についての調査を実施し、高緯  

度になるにつれ放射能濃度が高くなる傾向が観測されたので  

今年度は東西方向の調査を行ったが、経度変化による放射能  

濃度変化は見られなかった。ただ水深の浅い測点3が各核種  

とも比較的、高い値を示す。  

3、結語  
水深の深い太平洋海域と水深の比較的浅い日本海海域の放  

放射能濃度分布を比較をするため現在、日本海全域の海水・  

海底土の分析を急いでいるところであり、将来も調査を継続  

する計画である。  
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測  放射能感度（〟軸／β）  実用  P  Si  

点  水 温  頭   〝g▼  

軋   
1＝cs  230・240 餌   塩分  at扉β  

1！柑2  N  E  

6  6／9   30－（氾    147－1M   0  

10  1！耕）±卸  3諷±蹴）  4．9±0．9  盈63  鋸．797  8．23  0．00   0  

100  1帥±諷  罪00±70  さ．0±0．9  18．75  34．き蛤4  8．24  0．14   

200  1200±20  35∝）±70  7．7±0．9  17．32  34．798  8．25  0．22   2  

491  1冥X）±40  3700±70  29 ±2  12．69  84．455  8．10  1．02   18  

7詭  980±21  3謝土60  43 ±3   5．89  朗．1減3  7．87  a26   63  

985  400±10  2∝氾±鋭）  30 ±2   4．11  朗．249  7．72  2．88  106  

1249  62±15  3王犯±30  17 ±2   3．16  34．393  7．66  3．08  1a4  

1447  77±15  3甜±30  23 ±2   2．62  34．471  7．69  3．06  146  

2002  64±13  840±37  14 ±2   乙00  鋸．591  7．74  2．抑  154  

4087  別±14  1400±40  13 ±1   1．52  34．675  7．88  2．56  146  

附  47±16  三治±27  20 ±3   1．65  34．髄旧  7．76  2．29  135  

6140  36±12  43±27  16 ±2   1．63  34．691  7．64  2．28  136   

瀾  試料厚  （馳／馳一乾土）  

点  水辣  

恥   （（h）  
…sr   1＝cs   ●l血   28l・川伽   

1！冷2  N  E  

口   6／10   …    147－01   

2  6／11  卸－イ粕  144－－00  5餓）  0～2  0．肪3±0．∝M  0．43±0．04  0．∝略±0．008  0．037±0．004   

3  6／12  …  1紗－01  ；狐40  0～2  0．20±0．01  乙2 ±0．1  0．054 ±0．008  0．25±0．01   

4  6／13  …  13㌻00  46讃）  0′－2  0．002±0．005  0．66 ±0．04  0．012 ±0．∝汀  0．004±0．007   

全弛点の表層【0～2cm】の平均値  0．（髄   0．89   0．019   0．11   
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Ⅱ－9 日 本海の海水 一 海底土調査  

海上保安庁水路部海洋調査課汚染調査室  
茂木由夫、三浦幸広、吉川貴子  
岩本孝二、小田勝之、猿渡了己  

1、緒 言  
海上保安庁水路部は旧ソ連・ロシアの放射性廃棄物海洋投  

棄に関する日本海の放射能調査を平成5年8～9月に行い分  
析、測定結果がまとまったので報告する。なお4月にも日本  
海の中央部い卜1～Ⅳ－7）で調査を行っているが昨年度に報告は  
終了している。   

2、調査研究の概要  
試料の採取は海上保安庁測量船「昭洋」により実施した。  
調査点は日本海の旧ソ連・ロシアの放射性廃棄物海洋投棄  

海域の南西方海域及び北東方に7測点（N－8 ～Ⅳ－14）展開し  
た。図－1（日本海放射能調査測点図）  

採取した試料は海上保安庁水路部において放射化学分析に  
よる核種分析を行った。  
分析項目は海水・海底土とも90sr，137cs，60co， 239・240pu  

の4核種である。放射能測定結果を表1（海水の値），表2  
（海底土の値）に示す。  

（1）海 水  
海水試料はOm，200皿，500皿，1000皿，以下500皿間隔、及び底上  

20皿 の各層で100 ゼを採水した。  

（2）海底土  
海底土の試料はスミス・マッキンタイヤー型採泥器で採取  

し表層泥2皿のみを海底土試料とした。  
なお、Ⅳ－10，Ⅳ－14 測点の測定値は4核種とも他の測点より  

高い値を示した。   

3 結語  

今回の調査は4月の調査が投棄海域付近にとどまったのを  
補足し、日本海全体の放射能濃度分布を明らかにするために  
行ったものである。  

図－1 日本海放射肯巨調査視り点図  
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日本海放射能調査結果一海水  義一1  

測点  分析核種・測定値（〝Bq／β）  

番号  採 取 位 置   皇．ざ  享【ミき     緯度Ⅳ  経度E    ＝sr   1＝cs   10co   2さl・240pu   

Ⅳ－8  44－00  139－01  8．27   0  2498±52  3230±130  130．5 ±61．2  8．0±0．8  
198  2550±37  2880±140  －1．6 ±23．7  27．1±1．8  
494  1489±37  2500±120   7．6 ±22．8  54．1±3．1  
990  1270±25  1840±110  －1．6 ±23．0  45．8±2．6  
1519  ●  1030±120   7．0 ±23．6  41．2±2．6  
2010  336±19  310± 95   3．9 ±23．3  39．4±2．9  
2456  205±17  300±84  1．4 ±20．4  24．9±1．8  
2963  189±14  51．7 ±23．8  30．1±2．2  
180±76                         3353  157±13   30．2 ±26．5  2臥5±2．0   

N－9  42－35Ⅳ  138－10  8．28   0  2046±30  3130±130  －6．5 ±21．7  5．6±0．さ  
205  1821±29．  2920±130  －38．7 ±28．5  20．0±1．5  
504  1731±30  2610±140  34．7 ±28．8  37．7±2．3  
997  1235±24  1810±110  16．4 ±26．3  44．6±2．6  
1499  716±19  990± 93   9．さ ±33．1  33．2±2．1  
1977  294±16  460± 92  13．9 ±35．1  31．7±2．2  
2460  212±14  310± 82  －23．8 ±33．8  28．9±1．8  
2959  223±14  520± 89  27．8 ±38．6  23．0±1．8  
3653  238±16  400± 85  －15．0 ±32．1  25．6±1．7   

Ⅳ－10  41－27  137－26  8．29   0  1849±27  2640±130   8．9 ±26．9  3．2±0．6  
201  1828±32  3030±130  28．6 ±26．6  25．9±1．7  
494  1653±39  2730±140  －5．4 ±26．9  40．5±2．7  
1010  1186±23  1650±120  16．6 ±26．6  41．0±2．8  
1500  518±20  860±100  －11．0 ±25．3  41．0±2．9  
1998  250±14  320± 91  27．6 ±26．5  36．0±2．7  
2487  203±15  240± 85   1．7 ±25．5  30．4±2．2  
2967  206±15  280± 79   6．1±26．3  24．6±1．5  
3630  171±14  330± 81  28．2 ±33．1  31．1±1．9   

Ⅳ－11  38－54  137－32  8．30   0  1815±38  2280±130  一－20．5 ±43．7  14．6±1．3  
194  1868±27  2450±120  －37．2 ±27．4  18．6±1．5  
493  1349±27  1560±110  －32．3 ±26．5  40．5±2．7  
997  627±19  790± 95  51．4 ±31．2  35．3±1．8  
1504  390±20  360± 82   6．9 ±35．0  37．4±2．6  
2237  185±14  280± 82  －3．8 ±2臥6  27．2±1．8   

Ⅳ－12  37－27  135－20  9．3   0  1864±33  3260±130  －4．2 ±31．7  5．9±0．8  
199  1386±29  3140±130  －13．3 ±28．4  23．6±2．0  
494  1276±29  2110±110  52．7 ±29．8  41．6±2．5  
998  683±21  1420±100  37．9 ±36．3  41．0±2．4  
1497  331±20  700± 93  －18．8 ±40．2  32．4±2．0  
1984  208±15  440± 90  －2．9 ±28．8  15．3±1．6  
2883  1さ5±14  270± 8g  19．1±29．1  31．1±2．1   

Ⅳ－13  3さ－23  133－05  9．6   0  1936±29  3420±140  －・3．4 ±33．9  7．7±0．9  
193  1583±29  3050±140  10．2 ±28．1  26．7±2．1  
473  1490±25  2340±130  －26．2 ±26．8  35．3±2．4  
990  967±20  1780±110   －5．5 ±27．7  36．0±2．1  
14さ0  665±20  850± 92  －2．8 ±2臥3  14．5±1．2  
1978  304±16  440± 88  16．8 ±27．0  26．7±1．6  
2730  197±17  340± 80  －27．9 ±30．7  28．7±2．1   

Ⅳ－14  36－34  131－30  9．5   0  1979±32  4420±180  －19．2 ±28．5  5．6±0．8  
189  2132±31  2230±110  19．3 ±32．7  14．1±1．1  
488  1716±29  2560±130  13．4 ±29．0  29．8±1．5  
964  1037±23  1760±110  ●      ●  31．2±1．7  
1461  4さ4±17  330± 80  24．9 ±30．4  32．1±1．7  
1950  329±17  790± 96  11．6 ±27．1  27．5±2．0   

日本海放射能調査結果－－海底土  表一2  

測点  分析核種・測定値（■Bq／Eg）  

番号   187cs   ＝co   28l・＝Opu   

N－8  8／27  44－00Ⅳ  139－01E  33701   7±4   6±25  －2．7 ±7．6  2．5±1．3   

Ⅳ－9  8／28  42－35Ⅳ  13さ－10 E  3680l  10±3   16±26  一臥2 ±7．2  2．9±1．2   

Ⅳ－10  8／29  41－27Ⅳ  137－26 E  3650 t■  339±7  3279±60  35．4 ±8．3  401±20   

N－11  8／30  38－54Ⅳ  137－32 E  2270 ■  12±3   43±28  －12．0 ±7．4  12．5±2．2   

Ⅳ－12  9／3  37－27Ⅳ  135－20 E  2920 t■  79±21  87±27  7．0 ±7．0  23．3±2．9   

Ⅳ－13  9／6  38－23Ⅳ  133－05 E  27501   6±3   12±26  11．5 ±7．4  7．6±1．7   

Ⅳ－14  9／5  36－34N  131－30 E  19701  51き±10  196き±50  49．1±7．7  861±41   
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Ⅱ－10 原子力発電所温排水等により飼育した海産生物の放射能調査  

（財）温水養魚開発協会  

千原 到 高橋正弘  

床嶋純孝 中野良志  

1．緒言  

前年度に引き続き、原子力発電所等周辺の海域における主要な漁場の放射能調査等の   

総合評価に資するため、原子力発電所からの温排水等（発電所長期定期検査により主に   

自然海水）により飼育した海産生物の放射能調査を実施した。  

2．調査研究の概要   

（1）実施場所等  

調査は、茨城県那珂郡東海村の日本原子力研究所東海研究所構内の当協会東海事  

業所において実施した。試験地は12面（720m2）を使用し、飼育水は日本原子力発  

電（株）東海発電所から18Ⅲf／分、第2発電所から114d／3ケ月を取水して使用した。  

また、福井県敦賀市浦底地先の日本原子力発電（株）敦賀発電所から放水される  

温排水拡散海域に設置した桐生箕を使用した。   

（2）飼育海産生物  

飼育海産生物の種類はクロダイ、マダイ、スズキ、クロソイ、ヒラメ、メジナ、  

クルマエビ、アワビの8種類である。このうち、前年度よりクロダイ、マダイ、ス  

ズキ、クロソイ、ヒラメ、メジナを継続飼育したほかクルマエビ、アワビを補充し  

て第2発電所温排水で飼育した。また、マダイ、ヒラメの種苗を生産し幼魚まで飼育  

した。さらに、浦底地先海域でも、メジナを継続飼育した。   

（3）飼育海産生物等の放射能測定  

放射性核種測定用試料のうち海産生物としては、温排水拡散海域で飼育したもの、  

試験地で育成した幼魚を含めて飼育海産生物の全種類および別途、温排水で長期飼  

育しているウナギ（ヨーロッパ産ウナギ）を、餌飼料としてはアワビの餌料のアオ  

ノリ、魚用及びクルマエビ用の配合飼料を、砂泥は試験地外の排水路の定点に沈殿  

したものを、飼育水は4月1日から6月30日、7月1日から9月30日、10月1日から12月3  

1日の3期に毎日3史採水し3試料としたもの、雨期と乾期に各240史採水したもの、第  

2発電所温排水240立を（財）日本分析センターへ送付し放射能を測定した。  

放射能の測定は全体を対象としたが、マダイの2年魚は筋肉とその他に分けて測  

定した。また核種毎に蓄積部位が異なる傾向にあることから天然魚と飼育魚の筋肉  

組成の相違についても検討した。  

分析方法は、γ線スペクトルメトリ，により13Tc s、54Mn、60c o、144c e  

の4核種を分析したが、一部試料については239‘240 p u分析を実施した。  

放射性核種分析結果は、真の通りである。   

（4）飼育水の放射能測定  

試験地の注水口に水モニターを設置し、放射能監視装置（シンチレイション10‾7  

FL Ci／舶検出可能）によって常時放射能を測定記録した。平年の値は35～55cps  

の範囲であったが、年間を通じ40cps以下であった。  

3．結語  

飼育海産生物、餌飼料、砂泥、飼育水等の放射性核種分析の結果、γ線スペクトルメ  

トリー分析核種のうち検出されたものは、184c sのみであり、その値は、魚種、飼育期   

間、飼育場所等に関係なく、異常は認められなかった。 
28g－240 

p u分析についても異常   

は認められなかった。  

また、飼育水の放射能モニターによる測定値も通常の値であり異常は認められなかっ   

た。  
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表 飼育海産生物等の放射性核種分析結果  

もIMn  試料  

試料名   測定年月日  1さ7cs  pu  重量  備 考   ‖    ＝co ＝lc．e   （二kg）   

クログイ   6・2・22（γ線）さ0・20！0・059  ‡   5．0  弓625   S．58．了．26  

～H．5．11．25   
【   

マダイ（親魚）   ‡  

筋肉   6．2．25（Pu）   ＊   20．0  1330   
【マダイ（親魚）   ‡   ‡  ～H．5．12．8   

その他   ‡  

マダイ（2年魚）  6．2．16（γ線）   ‡ ‡  5．2   1248  
～H．5．12．23  

2マダイ（幼魚）  6．2．22（†線）  0．14！0．036   ‡  5．0   H．5．6．12  

～H．6．1．11   

スズキ  6．2．17（†娘）川．23！0．024   ‡  5．0   H．4．4．22  
！  

～H．5．12．23  

クロソイ   
6．2．17（†線）   ‡   ＊  5．1  1275  S．61．10．17  

へH．5．12．16  

メジナ（東海）  6．2．17（γ線）  ＊   5．0  H．3．4．4  

≧   ‖ ‖  
r   

～“．5．12．12  

メジナ（敦賀）  6．2．16（†線）  0．18！0．027  L ‡  ⊆4・9i245   H．3．7  
ヒラメ（親魚）  6・2・17（†線）  0．073！0．022  ‡  5．2   1300   S．63．6．15  

へH．5．12．16  

jヒラメ（幼魚）  6．2．22（†線）  0．11！0．022   ＊  5．0  41  

ワ■喜：…二て．11  
クルマエビ   6．2．21（γ線）   ＊   ＊  5．5  

15     H．5．6．17 へH．5．12．5  10／1か2号炉 温排水飼育   
アワビ  6．2．16（γ線）  0．047！0．015  ‡  5．0  227     H．5．9．1 放義時  

アワビ   6．2．21（γ線）   ‡   ‡  5．0  2（〕8     H．5．9．1  10／1か2号炉  

へH．5．12．6   温排水飼育   

ウナギ   6．2．21（†親）  0．10！0．011   ‡  5・7  1425s・62・2・6  

へ H．5．12．23   

アオノリ ‖  

6・2・1（γ線） 川   

＊  ‡  5．0  屋外池自生   

牒拍個料   6．2．23（γ線）  0．54！0．075  ＊  2．0  購入配合飼料   

（魚用）   6．2．25（Pu）  ‡  ～H．5．12．18   

配合飼料   6．2．23（γ親）   ＊  ＊  2・O  LH・5・6・29  購入配合飼料   

（エビ用）  ん H．5．11．27   

砂泥   6．2．23（γ簸）   ♯   5．0  H．6．1．12      排水路定点  

6．2．24（Pu）  O．33！0．031  

2号炉温排水  6・1・31（γ娘）2・㌍0・77  240妃  

6．1．21（P。）  用．015！0．0032  

6．2．25（Pu）  0．012！0．0024  

（注）1．放射性核種分析億の単位は、海産生物、飼餌料はBq′／k g生、砂泥はBq／k g乾土、飼育水はmBq／／である。  

2．分析結果の表示は、計数値が、その計数誤差の3倍を越えるものについて有効数字2桁、それ以外のものについては＊で表示し、  

誤差は計数誤差のみを表示した。  

3．分析結果は試料採取日に換算した。  
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Ⅱ－11平成5年度原子力発電所等周辺海域の漁場における海洋放射能調査  

（財） 海 洋 生 物 環 境 研 究 所  

長屋  裕、山 田 耕 司、石川 雄介  

丸茂恵右、笠松不二男、井場敏行   

1．緒言  

科学技術庁の委託を受けて、同庁が行う海洋環境放射能の総合評価に   

資するため、原子力発電所等周辺海域の漁場における放射能レベルとそ   

の変動傾向を調べた。  

2．調査研究の概要  

北海道、宮城、福島第1・第2、茨城、新潟、石川、福井第1・第2、   
静岡、島根、愛媛、佐賀及び鹿児島海域の各海域4測点で、海水112   
試料（表面水・下層水）、海底土 56試料（海底土表面から深さ3皿ま   
での表層土）を5～7月に採取した。海産生物試料は当該海域で漁獲量   
が多く、定着性が強い魚種を各海域3種類ずつ年2回（5月前後と10月   
前後）、合計 84 試料購入した。  

海水試料の gOsr及び187cs は化学分離を行い、海底土は乾燥し、   
海産生物（筋肉部）は灰化した後、放射能を計測した。  

3．結語  

海水、海底土及び海産生物の分析結果は、それぞれ表1、2、3に示   
した。これらの値は前年度の調査結果と同程度であった。  

表1 平成5年度海水試料の 90sr、13Tcs 濃度範囲  

単位 mBq／ゼ  
80sr  137Cs  

調 査 海 域  採取層         最小値   最大値   最小値   最大値   

北  海 道   表 面   2．1   2．7   3．0   3．4  
下 層   1．5   2．0   2．0   2．5   

宮城、福島1・2  表 面   2．0   2．6   2．8   3．7   
茨城、静岡   下 層   1．1   2．5   1．7   3．5   

新潟、石川   表 面   1．8   2．8   3．0   3．6   
福井1・2、島根  下 層   1．6   2．6   1．8   3．6   

愛  媛   表 面   2．2   2．6   3．1   3．2  
下 層   1．9   2．5   3．2   3．2   

佐賀、鹿児島   表 面   2．0   2．4   3．0   3．5  
下 層   2．0   2．5   3．1   3．5   

沿岸全域平均   表 面   2．3 ± 0．2  3．2 ± 0．2  

下層  

200m絹   
2．3 ± 0．2  3．2 ± 0．3   
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表2 平成5年度海底土試料の13Tcs濃度範囲  

単位 Bq／短乾燥土  

最大値  最小値   調査海域  最大値  最小値   調査海域  

石  川  2．2   

福井1・2  2．0   

島  根  ND   

愛  媛  ND   

佐  賀  ND   

鹿 児 島  ND  

北 海 道   1．7   

宮  城   1．5   

福島1・2   1．3   

茨  城   1．5   

静  岡   1．2   

新  潟  3．5  

ND：検出下限値未満  

表3 平成5年度海産生物試料の13Tcs濃度  

単位 Bq／短生鮮物  

最小値  平均値■   試料数  生  物  

68  0．20  0．05  0．39   

2   0．30  0．28  0．31   

3   0．04   ND  O．07   

7  0．01   ND  O．05   

4   0．08  0．05  0．12  

硬骨魚類の全試料   

軟骨魚類：アカエイ   

イカ類：コウイカ、スルメイカ  

タコ類：ミズダコ、マダコ  

エビ類：ホッコクアカエビ、アカエビ  

サルエビ  

ND：検出下限値未満  

＊：NDを0として計算  

－72－   



Ⅱ－12 若狭湾周辺における放射性核種濃度の鉛直分布  

（財）海洋生物環境研究所  

笠松不二男・長屋裕・山田耕司  

石川雄介・丸茂恵右・井場敏行  

1．緒言  

若狭湾口下層水中で観察された放射能濃度変動（J．Oceanogr‥50：589－598）の解釈に資す  

るため、及び放射性核種の移流・拡散を検討する基礎資料を収集するために、若狭湾及び  

その周辺海水中の放射性核種濃度の鉛直分布と海洋構造との関連を調べた。  

2．調査研究の概要  

1993年5月28～31日若狭湾口及び沖合で新たに設けた測点5、6（図1）において放射性  

核種濃度90s r、13TC s、 239＋240 
pu及び3H濃度と海水特性の鉛直分布と調べた。  

1350【  30′  1光OE  

3．結語  

調査測点6における放射性核種濃度と海水  

特性値の鉛直分布を図2に示した。   

90S rと137C s濃度は、表面から永年  

躍層下部までほぼ同じ水準であるが、日本  

海固有水中の特に水温0．50c以下の海水中  

では低い濃度を示した。これらの傾向は、  
380H  

今まで観察されたものと同様であった。   
23⊆＋240 pu濃度の鉛直分布は、上記2  

核種とは異なり、深度200mを越えると増  

加し、深度250m付近で極大値を示した。  

本核種の海水中の分布は、海水中の沈降  

粒子によるPuの吸着スキャベンジング  

により、中層で極大層を形成することが  

示唆されている。広瀬ら（第35回環境放  

射能調査研究成果論文詳録集：86－87頁）  

は、日本海中央部の本核種の鉛直分布を  

調べ、水深200m以深で増加し、深度  

500皿で極大値を示すと報告したが、対馬  

噴流系の影響下の若狭湾口及びその周辺  

での極大値の深度は、これより浅い可能 水  

性があるが、今後更に調査が必要である。   

3H濃度の鉛直分布には特に明瞭な傾  
澤  

向を見ることは出来なかった。Watanabe（・）  

ら（1991，J．Oceanogr．，4了：80－93）が  

示した日本海での本核種の鉛直分布は、  

深度500m付近までははぼ同じ濃度水準  

を示しているが、本調査結果もはぼ同じ  

傾向と考えられた。  

30′  

13r【  卸′  1苅○【  

図1 調査測点位置図  
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Ⅱ－13 若狭湾周辺海底土層別試料の放射性核種濃度  

（財）海洋生物環境研究所  

長屋 裕、山田耕司、石川雄介  

丸茂恵右、笠松不二男、井場敏行  

1．緒 言  

海底堆積物中の放射性核種の鉛直分布・全量、及びその変動を調査し、  

海底堆積物中での蓄積・拡散混合を検討した。  

2．調査研究の概要  

福井第一海域（若狭湾口）において、測点2、測点5及び測点6の柱状  

試料（採取面積113．1cm2）を採取した。柱状試料は、海底堆積物表面から  

30cm毎に10分割し、直ちに凍結保存した。  

137Cs、23g十24OP u濃度の分析は、科学技術庁放射能測定法シリーズに準  

じて行った。 210Pb濃度の分析は、必要な化学分析を行った後、硫酸鉛を  

分離・精製し、210Pbの娘核種である210Biのβ線を測定した。  

3．結 語  

分析結果を表1に示した。また、層別放射性核種濃度を基に測点2、測  

点5及び6における137Cs全量と23い2ヰOPu全量を算出し、表2に示した。  

各測点における第1層の 210Pb感度 ＝］然放射性核種、ウラン系列）を  

比べると、測点2が一番高い値を示し、順次測点5、測点6となった。こ  

れは、陸に近い傾でもある。仮に、海底に沈降する堆積物の堆積速度とし  

て考えると、陸に近い測点2が他の測点より堆積沈降速度が大きいことに  

なる。 また、放射性核種全量を各測点でみると、13てCs全量では、国連報  

告の値より全測点とも低値を示し、 23g十2ヰOPu全量では、測点2の値が国  

連報告値 36班Bq／km2より一桁高い値を示した。これは、一般に23g十2ヰOPu  

は137Csより堆積速度が大きいことが知られていることと、陸に近い測点  

2が他の2測点より陸起源の寄与を大きく受けていると考えられる。  

調査測点が少ないため、以上の様な海底堆積物中での蓄積・拡散混合に  

ついて簡単な考察をしたが、海洋での複雑な糸をもつ物質の沈降堆積につ  

いて、今後さらに検討が必要である。  
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表1 各測点における層別放射性核種濃度  

単位：Bq／kg乾燥土  

測点   層  深度（00）   lユ7cs   ！川Pb   
2ユl◆2－1 pu  ㍗トト＝＝＝ 

pu／1ユーcs   

第1   0－3   7．2±0．7   560±32   2．9 ±0．2   0．40  

第2   3－6   8．5±0．7   570±32   3．6 ±0．2   0．42  

第3   6－9   10 ±1   460±30   3．7 ±0．2   0．37  

第4   9－12   7．7±0．6   370±26   3．3 ±0．2   0．43  

2  第5   12－15   2．9±0．5   250±22   1．2 ±0．1   0．41  

第6   15－18   （0．1±0．5）   180±20   0．40 ±0．03  

第7   18－21   （0．0±0．5）   89±16   0．16 ±0．02  

第8   21－24   0．6±0．5   64±14   0．11±0．02  

第9   24－27   （0．0±0．5）   54±14   0．057±0．008  

第10   27－30   （0．1±0．5）   67±15   0．042±0．011   

第1   0－3   4．8±0．6   320 It 25 1．5 ±0．1   0．31  

第2   3－5   3．3±0．5   250±23 1．4 ±0．1   0．42  

第3   5－7   1．0±0．5   190±27   0．99 ±0．08  

第4   7－9   1．0±0．5   130±18   0．49 ±0．04  

第5   9－11   1．3±0．5   100±16   0．37 ±0．04   
「‾  

第6   11－13   （0．4±0．5）   74±15   0．14 ±0．02  

第7   13－15   0．5±0．4   69±14   0．13 ±0．02  

第8   15－17   （0．0±0．4）   66±16   0．046±0．010  

第9   17－18．5  （0．0±0．4）   55±13  （0．003±0．004）  

第10  18．5－20．5  （0．0±0．5）   47±13   0．018±0．007   

第1   0－3   2．7±0．6   290±25   1．3 ±0．1   0．48  

第2   3－6   0．9±0．5   110±18   0．31±0．02  

第3   6－9   0．5±0．5   60±14   0．015±0．004  

第4   9－12   （0．1±0．5）   45±14   0．007±0．004  

第5   12－15   （0．0±0．5）   36±13  （0．000±0．002）  
6  

第6   15－18   0．6±0．5   55±15   0．007±0．003  

第7   18－21   （0．0±0．5）   68±15   0．007±0．003  

第8   21－24   （0．0±0．5）   94±16  （0．000±0．002）  

第9   24－27   （0．1±0．5）   69±15  （0．000±0．001）  

第10   27－30   （0．0±0．5）   65±15  （0．000±0．001）   

測定値で計測誤差未満の場合は、（）をもって示した。  

表2 海底堆積物の放射性核種全量  

単位：MBq／km2  

測 点  水深（m）   深度（血）   11†cs   
2ユI◆！」t Pu  L＝い＝＝‖ pu／llIc   

2   261   0～30   450   200   0．44   

5   324   0～20．5   67   53   0．79   

6   414   0一〉30   42   27   0．64   

GlobalFa1lout．   

30－400N  
2，065   36   0．017   

＊ UNSCEAR（1977、1982）、COrreCted forJan．1990．  
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Ⅱ－14 マダイの成長に伴う1＝c sおよび安定C sの筋肉中濃度の変化  

（財）海洋生物環境研究所  

石川雄介、長屋 裕、山田耕司  

丸茂恵右、笠松不二男、井場敏行  

1．緒言   

海洋環境放射能調査において、海塵生物試料の人工放射性核種濃  

度は、生物種、成長段階、雌雄など生物自体の原因によっても変動  

する ものと考えられる。ここでは、マダイの成長に伴う1＝cs濃度の  

変化について検討するため、18Tcsと安定Csの両者を測定し、それら  

の濃度と体長との関係を比較した結果について述べる。  

2．調査研究の概要  

1993年5月、佐賀県玄海漁連魚市場に水揚げされたマダイを購入し、  

体長により7群に分けた。各群から10個体前後を抽出し、中性子放射  

化分析で個休別に安定Csを測定した。残りの個体は群別にま とめた  

コ ンポジット試料と し、γ線分光分析により＝＝csを測定した。（た  

だし、全長約20cm以下の最小個体群では、10－20個体をまとめた小  

群を1試料と して安定Cs測定に供した。）個体別試料については鱗に  

より年令査定を行い、試料マダイの成長式を推定した。  

1）試料マダイの成長式：VOn 8ertalanffyの成長式   

Lt＝L00（1－eXp（－k（t－t。）））において、L∞＝72．5、k＝0．155、t。＝  

0．112を得た。ただしLt：年令tにおける標準体長（cm）、L∞：t＝00と し  

たと きの標準体長漸近値（cm）、k：成長係数、t。：定数。  

2）体長と安定Cs濃度の関係：図1に示したように、マダイ筋肉申  

安定Cs濃度は、体長の増加に伴って高く なっている。両者の関係は  

C：5．34LO・＝B（C：安定Cs濃度、〟g／kg生、L：棟準体長、Cm）と表される。  

3）体長と1＝cs濃度との関係および比放射能：表1に、群別の安定  

Cs平均濃度、18Tcs濃度およびこれらに基づいて算出した比放射能を  

示した。大型の第6、7群では全個体を安定Cs測定に用い、18Tc＄測定  

値がないが、比放射能は平均0．012（Bq／〟g）で、成長に伴う変化はみ  

られない。 したがって体長と18Tcs濃度の関係は、図1に示したもの  

と同様であると考えられる。  

3．結語   

上記のように、マダイ筋肉中l＝cs濃度は成長とともに増加するこ  

とがわかった。これまで当所では同様な調査を行って、アカガレイ  

では成長とともに濃度低下、スズキではほとんど不変ないし微増と  

いう結果を得ている（図2）。放射能調査結果における濃度変動の  

原因について検討するため、今後も主要魚種について調査を行う こ  

とが必要である。  
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表1 安定Cs濃度と13TCs濃度および比放射能  

個 体 別 分 析 試 料  群 別 分 析 試 料  

比放射能  

群  全長 棲準体 尾叉長 休重  安定Cs   全長 標準体 尾叉長 体重  lさ1cs  

個体数  個休数  （恥／〟g）  

（cⅦ）長（cm） （cm）（G）  （〟g／kg）  （cm）長（cm）（cm） （g）  （馳／短）   

17．7  13．9  16．2 102   15．3    16．4 13．2 15．8  81   0．16  0．010   

2   26．5  20．3  24．2 338   13．6   23．5 18．6  22．4 241   0．16  0．012   

32．8  25．3  26．9 552   15．6   34．1 26．8  32．2 586   0．22  0．014   

38．4  29．3  34．2 823   16．7   38．4  30．1 36．1 778   0．24  0．014   

43．933．539．11210  19．2  43．7  34．2  41．01143   0．23  0．012   

48．13丁，743．61613  19．0  
7   66．353．760．54086  23．6   
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Ⅱ－15 核燃料サイクル施設海洋放射能調査  

（財）海洋生物環境研究所  

富沢 利、前田 頒、河村広巳  

稲富直彦、斉藤良司  

1．緒言   

本調査は核燃料サイクル施設の沖合漁場を中心に海洋放射能調査を実施し、   

当該海域における放射能レベルとその変動傾向を調査して、科学技術庁が行う   

海洋環境放射能の総合的評価に資することを目的とする。  

2．調査の概要  

（1）調査方法  

平成5年度は、施設沖合に16測点を定め、海水試料（表面水と下層水）と   

海底土試料（表面から深さ約3cmまでの表層土）を2回（第1回は5月中旬   

から下旬に、第2回は10月中旬から下旬に）採取した。海産生物試料は当該   

漁場で水産業上重要で、当該漁場に生活する期間の長い魚種を10種類ずつ   

年2回、計20試料を購入した。  

海水試料については3H、90s r、 239＋240 
pu及びγ縁故出核種を、海   

底土及び海産生物試料については90s r、239＋240 pu及びγ線放出核種を   

分析した。  

（2）調査結果   

① 海水  

l   調査した表面水と下層水、それぞれ計32試料が示した人工放射性核種   
（γ線放出核種の内検出された人工放射性核種は137c sのみであった）の   

濃度範囲は表1に示した。  

下層水については、3H、90s r及び137c s濃度は深度約900m以深で   

検出下限値未満であった。  
23g十240 pu濃度は深度1000m前後で最高値を示した。   

② 海底土  

調査した計32試料の人工放射性核種（γ線放出核種のうち検出された人   

工放射性核種は137c sのみであった）の濃度範囲は表2に示した。90s r、   
…＋… pu及び1＝c sの濃度はシルト成分が多いほど高い値を示す傾向が  

みられた。   

③ 海産生物  

魚類14試料、イカ類2試料、タコ類2試料及びカニ類2試料合計20試   

料の筋肉部の人工放射性核種（γ線放出核種のうち検出された人工放射性核   

種は137 C sのみであった）の濃度範囲は表3に示した。  
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3．結語   

平成5年度の本調査は当該海域における第3回目の海洋放射能調査である。   

当該海域における放射能レベル及びその変動傾向を把握するために引き続きデ   

ータの蓄積を図ることが必要である。  

表1平成5年度海水試料の放射能濃度範囲  

単位：mB射ノ′β  

試料名  試料数   さH   ＝sr   
23g＋240 pu   137「1√1   ヽ．ノーノ   

表面水   32   140～350   1．7～2．7   ND■～0．014   2．2～3．6  

＊：NDは検出下限値未満を示す。  

表2 平成5年度海底土試料の放射能濃度範囲  

単位：Bq／kg乾燥七  

試 料 数   90sr   
2さ9＋2＝O pu   137cs   

32   ND■′－1．3   0．3 ～4．8   ND ～7．7   

＊：NDは検出下限値未満を示す。  

表3 平成5年度海産生物試料の放射能濃度範囲  

単位：恥／kg生鮮物  

試 料 名   試料数   90sr   
28gト←24（ Pu   187Cs   

魚  類   14   ND事   ND   0．09～0．51   

イカ・タコ類   4   ND   ND～0．0011   ND ～0．〔7  

＊：NDは検出下限値未満を示す。  
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Ⅱ－16 放射性廃棄物の拡散に関する解析研究  

財団法人 原子力環境整備センター   

落合 健一l）、森下倖、煽 義康  

1．緒言   

海洋に投棄された放射性廃棄物が海洋環境に及ぼす影響を把握する目的で、コンピュ  

ーターシミュレーション海水流動、核種の長期的な海水濃度分布を求めて披ばく線土を  

井定する。  

2．研究の概要   

本調査概要は、放射性廃棄物の拡散をシミュレーショするにあたり海洋をいくつかの  

領域（コンパートメント）に分割し、放射性核種の海水流動及び海水中拡散による輸送  

をコンパートメント間の海水交換王で表現し、それに海水中の粒子及び海底堆棟層中の  

粒子への核種の吸着・脱着挙動の影響を加え、各コンパートメントでの核種濃度を算出   

し、この凛皮を用いて披ばく線王を算定するものである。図－1に実際の調査手順を示  

す。   

平成5年度は、各種モデルの整備に主  

眼をおくとともに、日本海及びその周辺  

海域の海洋・気象データを例にとり、コ  

ンパートメント（海域）の分割、並びに  

流動モデルの妥当性を評価した。  

1）モデルの整備   

コンパートメント流動モデル及びコン  

バートメン 

年のOECD／NEAのサイト適合性再評価等で  

使用されているものと同一であるが、モ  

デル計算における境界部の取り扱い方、  

初期条件の与え方等が日本海に適合する  

ように整備した。   

被ばくモデルは、基本的には原子力安  

全局で用いられたものを使用する。  

図－1．影響評価の調査フロー  

2）コンパートメントの分割   

コンパートメントの分割は、日本海に関する海洋調査データを基に①海流分布の均一  

性、②水温・塩分の均一性（水平・鉛直方向）、③海底地形の均質性、④海洋投棄地点  

⑤披ばく評価の均等性を考慮して行った。  

1）現所属 動力炉核燃料開発事業団  
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3）コンパートメント流動モデルの妥当性の検討   

レビタス・データ［1● メッシュで（鉛直方向にはOmから5，5qO mまでの33層）  

日本海の水温・塩分・溶存酸素等の値を整理したデータ］による水温・塩分濃度（観測  

値）とコンパートメント間の海水交換流王から逆算して得られた水温・塩分濃度（計算  

値）を比較してコンパートメント流動モデルの妥当性を検討した。  

3．結 果  

1）モデルの整備   

安全評価モデルの整備については、コンパートメント流動モデル、コンパートメント  

拡散モデル、核種溶出モデル、被ばくモデル等が一応整備され、放射性核種iとよる海洋  

環境安全評価が可能となった。  

2）コンパートメントの分割   

分割されたコンパートメント（海域）と海底地形との関係を図－2に示す。   

日本海の海洋調査データを解析し、水平方向に4つの境界海域を含めて全体で18の  

コンパートメントに分割した。鉛直方向の区分は、水温・塩分鉛直分布から0－20，  

20～50，50～100，100－200，200～500，500～1，000，1，000－2，000，2．000m以深の8層  

に分割した。  

3）流動モデルの妥当性   

観測値と計算値との差は、  

水温で2－3℃（200m以浅）  

の範囲内、塩分濃度で0．1％程  

度であり、いずれの海域でも  

よく再現されているということ  

ができる。このことから、コン  

パートメント間の流動は妥当で  

あり、核種の物理的流動拡散は  

、正しく再現できる。  

図－2．海域区分と海底地形  
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ⅠⅠⅠ．食品及び人に関する調査研究   



Ⅲ－1 人骨中の00s r らこつしヽて  
放射線医学総合研究所  

河村日佐男・白石久二堆  

1．緒言   

人骨中の90srは，環境中に放出された放射性核種からの体内被曝線量推定上の指標核種  

として重要であるとともに，超ウラン元素の環境から人体への移行機作の解明のための参  

照核種としても重要性を持っている。日本における人骨中の00sr漉虔の分析測定は1962年  

より継続して行い，その年齢別濃度水準の年次変化，年齢別差異などに加えて，比放射能  

の観点により骨中天然安定Srについても随時報告してきた。  

2．調査研究の概要   

（試料の収集および放射能分析） 骨試料は，主として東京地区および北海道地区にお  

いて関係各機関の協力のもとに，脊椎骨を中心に可能な限り長骨，肋骨，骨盤骨なども含  

め，多骨種サンプリングの方針に従って収集してきたが，脊椎骨が大部分であった。今回  

は主に，1993年死亡例を中心に分析を実施した。   

90srの放射化学分析は，骨試料のCa含有率が高いため，発煙硝酸法を用い，クロム酸バ  

リウム共沈などにより精製後，最終的にシュウ酸イットリウム沈澱法によるミルキングを  

行い，9DYの放射能を測定した。測定には，更新機種として導入したTennelec／Oxford LB  

4100型低バックグランド・ベータカウンタを使用した。   

（分析測定の結果と考察） 既報の1992年死亡例の平均骨中90sr濃度は0～4才群で37±  

2，5～19才群で17±8および成人群で14±3mBq90sr／gCaであった。1993年死亡例について  

は放射能測定を終了していないため，次回にまとめて報告する予定である。  

1991－92年における骨中90srからの骨線量推定のため、UNSCEAR（1982年）のP45を標準日本  

人に適用して，成人の赤色骨髄および骨表面に対する年吸収線土を井出した。その結果は，  

それぞれ6±1およぴ14±3〟Gy a‾lであった。   

また、骨中の主要な天然放射性核種である22らRaからのアルファ線による骨組織に対する  

年線量当主を参考のため表3にかかける。  

3．結語   

人骨中90sr濃度は全体としては緩慢に減少し掛ナており，この傾向は変わっていない。  

また，1986年のチェルノブイリ事故により放出された00srの影響は明瞭には認められない。  

しかし1988年では，いずれの年齢群でも，ごくわずかではあるが平均濃度が上昇する傾向  

が認められたが，1989年にはほぼ前々年の備にもどっている。   

人骨gOsr濃度水準の調査研究を進めることは国民線i（集団線量）推定の観点から重要  

であるばかりでなく，Pu等超ウラン元素の骨組織への蓄積傾向との比較解析を可能にする  

ので，検討を続行する。また、天然核種もあわせて検討したい。  
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表1年齢別人骨中の00sr濃度  

血Bq00sr／gCa  

死亡年  

0－4yr  5－19yr  ～
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2（9）  
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＊）合併後の試料数に相当する。括弧内は合併前の試料数  

表2 骨組織における00srからの年吸収線量（成人）  

吸収線i （〟Gy a‾l）  

赤色骨髄  骨表面  死亡年  

表3 成人の骨中220Raおよび娘核種からのアルファ線による  

年線土当土（〟Sv a‾1）  

220Ra  220Raおよび娘核種  

赤色骨髄  骨表面  赤色骨髄  骨表面  

3．9  53  10  145  
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Ⅲ－2 人体月蔵暑暑 中 の 23い240 P u 濃度  

放射線医学総合研究所  

湯川雅枝、田中千枝子、佐藤愛子  

秋田大学  

阿部享、滝澤行雄  

1．緒言  

核爆発実験等によって生成したプルトニウム等超ウラン元素は広範囲に  

大気圏内に拡散し、徐々に降下して地球上に蓄積されている。  

また、原子力平和利用の進展に伴い、環境中の超ウラン元素濃度が増加  

するおそれがある。国民の健康安全に資するため、人休臓器や環境試料中  

のプルトニウムの濃度を測定し、その循環移行経路を把握することを目的  

とする。  

2．調査研究の概要   

（1）試料の前処理  

プルトニウムなどの分離定量に先立ちし、臓器試料は湿重量を測っ  

た後、凍結乾燥して乾重量を測り水分含有量を求めた。凍結乾燥した  

試料は硝酸により湿式灰化した。   

（2）プルトニウムの分離定量  

科学技術庁編の「プルトニウム分析法」に従って、灰化試料から陰  

イオン交換樹脂（Dowexlx8）を用いてプルトニウムを分離し、ステ  

ンレス坂上に電着した。23g■240pu の定量はα線スぺクトロメーター  

により実施した。   

（3）結果  

今年度は昨年度に引き続き、四体分の主要臓器についてプルトニウ  

ムの定量を行った。結果を表－1に示す。臓器中のプルトニウム濃度  

は試料の保存時や解凍時に失われる組織水を考慮して乾燥重量当りと  

した。また、湿重量当りへの換算を可能にするため水分含有量も併記  

した。しかしながら、試料の採取時に湿重量のみしか記録されなかっ  

たものもあり、その場合は湿重量当りの濃度として示した。  

4．結語  

人体臓器中のプルトニウム等超ウラン元素の濃度測定を継続する。  

また、環境から生体への移行を把握するために、必要に応じて大気浮遊  

塵、食品等の分析と、他元素との相関関係などについても検討していく。  
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真一1 人体臓器中のプルトニウム濃度  

検体；男  7 6才  採取日：1989．2．25  

湿重量（g）  乾重量（g）   水分（％）  239’ 240Pu Bq／g・Vet   

肺   144．38   不明   不明   （0．344×10‾5）   

肝 臓   42．30   不明   不明   （2．23 ×10‾5）   

腎 臓   36．01   不明   不明   （9．93 ×10－5）   

膵 臓   34．40   不明   不明   N．D．   

牌 臓   18．63   不明   不明   （3．15 ×10‾5）   

筋 肉   25．53   不明   不明   （1．51×10‾5）   

骨   9．18   不明   不明   測定中   

検体；男  61才  採取日：1988．11．25  

湿重量（g）  乾重量（g）   水分（％）  289－24OPu Bq／g・dry   

肝 臓   159．1   31．3   80．3   6．14 ×10－5   

腎 臓   95．4   17．4   81．8   0．798×10‾5   

膵 臓   23．0   4．0   82．6   1．45 ×10■5   

脾 臓   30．2   6．0   80．1   1．17 ×10‾5   

筋 肉   45．8   18．5   59．6   N．D．   

20．3   9．5   53．2   未処理   

検体；女 5 8才  採取日：1989．2．1  

湿重量（g）  乾重量（g）   水分（％）  239’240Pu Bq／g・Wet   

肺   61．4   不明   不明   （1．02×10【5）   

肝 臓   109．1   不明   不明   （3．12×10‾5）   

腎 臓   29．57   不明   不明   （5．49×10▲5）   

膵 臓   16．51   不明   不明   （4．62×10‾5）   

脾 臓   14．56   不明   不明   測定中   

筋 肉   25．44 不明   不明   測定中   

骨   19．18   不明   不明   測定中   

検体；男  7 0才  採取日：1989．3．5  

湿重量（g）  乾重量（g）   水分（％）  239’240Pu Bq／g・Yet   

肺   126．33   不明   不明   測定中   

肝 臓   105．28   不明   不明   （0．506×10‾5）   

腎 臓   49．24   不明   不明   （0．591×10‾5）   

肺 臓   16．43   不明   不明   測定中   

生殖器   10．95   不明   不明   （1．99 ×10‾5）   

－－；検出限界以下 （）； 湿重量当り  
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Ⅲ－3 原子力施設周辺住民の放射性及び安定元素摂取量に関する調査研究  

村松康行、柳沢啓、坂内忠明  放射線医学総合研究所   

1．緒言  

原子力施設から環境中に放射性物質が放出された場合、その経口摂取量を予測  
することが必要である。そのためには、地域住民の食品摂取量及び食品中に含ま  

れる放射性核種及び安定元素濃度を把握しておくことが大切である。われわれは、  
以前より茨城県沿岸住民を中心に、食品消費量に関する実態調査及び食品中に含  
まれる放射性核種や安定元素の分析を実施した。今年度は、種々の安定元素につ  
いて今までに得られたデータをまとめ、新たに分析値を加え、各食品群ごとの元  
素濃度の代表値を設定することを目的として調査研究を行った。放射性物質のみ  
でなく安定元素元素も調べる理由は主として次の2点である。つまり、現在のと  
ころ食品中の放射性物質の濃度が低く、多くの場合検出限界以下であるため、安  
定元素元素を調べることにより放射性核種の食品への濃縮を予測することが必要  

である。また、体内における放射性核種の挙動や吸収は、共存する安定元素の量  
に影響されるため、食品中の安定元素濃度を把握しておくことが重要である。   

2．調査研究の概要   
食品試料は、東海村、那珂湊を中心に市場や農家で購入したり、一部の農作物  

については放医研東海施設（又は東海圃場）で栽培した。分析結果の一部は以前  
の放射能調査報告書で報告した。今回は、これらの値と新たに得られた分析借お  

よび文献値ををもとに、国民栄養の現状（厚生省）の食品群に従って分析値をま  
とめ、各食品群別に元素の代表的な濃度を設定した。   
食品群ごとの種々の元素濃度の代表値について得られたデータを表－1に示す。  

（ただし、CoやCsなど分析したが検出限界以下の値が多い元素は除いてある。）  
この表より明らかになった食品群別の元素濃度の特徴は以下の通りである。Asは  
海藻に非常に多く含まれている。Caは海藻、牛乳および緑黄色野菜に多い。Cd、  
Cu、肋侶海藻や米に多い傾向にある。Fe、Xg、K、Pbも海藻に多いが、そのうち  
Kは他の食品群にも多く含まれている元素である。Pは、豆、海藻、卵に多い。  
Seは魚介類および卵に高い値が見られた。   

これらの備に、各食品群の消費量をかけ合わせることにより、それぞれの元素  
の巌口摂取量を推定することが可能となる。  

3．結語   

多くの元素に関して食品群別の代表値を設定することができた。これらの値は、  
放射性核種のクリティカル経厳になる可能性のある食品を同定する上で役に立つ。  
また、放射性核種の体内での挙動は共存元素の量とも関係するので、これらのデ  
ータが参考になる。今後は、食品の分析データをさらに増しデータベースとして  
まとめ、被曝線量評価に結び付け解析する予定である。また、食品の消費実態調  
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査のデータも増やし（年齢別調査等）、放射性核種及び安定元素の巌口摂取量を  

算定する。  
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Ⅲ－4 環境から食品への放射性セシウムの移行に関する調査研究  
－ キノ コ菌糸への移行－  

国立公衆衛生院  

杉山 英男・寺田  宙  

1． 緒  言   

環境か ら食品への長寿命放射性核種の移行特性  

と く にキノ コを対象と して放射性セシウムに閲す  

して き た。 キノ コ について は、 欧州各地な ら びに  

種々の食品に比べて放射性セ シウ ムの濃度 レベル  

されて いる。 しか し、 その移行特性に関する知見  

ている状況にはな く、 特性解明の方法と しては、  

生キノ コに関する調査研究に加えて、 実験室内に  

を把握する ため、  

る調査研究を継続  

わが国にお いて も、  

の高い こ と が認識  

は十分に確立され  

環境中における野  

おける培養キノ コ  

を用いたト レーサ実験を行う こ とが有効 と考え られる。 このため、  

前回は、 腐朽惟キノ コの ヒ ラ タ ケを用いた 1a7csト レーサ実験の結  

果につ いて報告 し た。 本年度は、 温度、 湿度あ る いは光な どの外部  

環境要因によ り キノ コの子実体が形成される以前の、 栄養成長期に  

あた る菌糸に着 目 し、 液体培養に よ り 菌糸を増殖させる方法を用い  

て、 培地中にKな ら びに安定Csを添加 した条件における187csト レー  

サ実験を行っ た結果について報告する。  

2． 調査研究の概要  

（1）方  法：液体培地は、 YHG培地（酵母エキス4g、麦芽エキス  

10g、グルコ ース4g／1）に137csト レーサな ら びに実験条件に応 じて  

安定Csな らびにⅩの添加濾度を変えて調整し、121℃15分間高圧滅菌  

した。 培地を冷却後、 ヒ ラ タ ケ種菌（肋ntw躍如（Fr．）Ku＝er Y－  

1号株；山梨県森林総合研究所保存株） を接種して25℃で撮と う培  
養を行っ た。 菌体主の増加が一定となる培養開始 7 日後に、 液体培  

地中に増殖した菌糸をセルロース ろ紙上にろ過捕集 し、 蒸留水で洗  

浄 した後、 ろ紙上の菌糸をGe半導体検出器を用いて測定 した。  

（2）結  果：液体培養に よる菌体iの増加曲線を求めた結果、 培  

養開始後 5 日間か ら 7 日間で菌体皇が一定となっ た。 これよ り、 本  

実験での培養期間は 7 日間と した。  137csの取 り 込みを評価する方  

法と して、 前回と同様に、 培地に対する菌糸の1さ7cs濃度比（菌糸  

中の187cs凛度（vet）／培地中のl”cs濃度（vet））を求めた。 その結  

果、 Kおよび安定Csと も に添加 しない条件における ＝7cs濃度比は2．  

7± 0．4を示 し、 前回の子実体の凛度比1．7よ り やや高い億が得られ  

た。  Rある いは安定Csを添加 した培養条件におけ る結果を表1に示  
した。  Rのみを添加 した培地（ただ し、 培地書式発か らのRO．02％を含  

む）では、 Kの浪度の増加に従っ て187cs濃度比は0．8± 0．1まで低下  

した。 ま た、 安定Csのみ添加 した培地では、 安定Csの増加につれて  
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1a7cs洩度比はやや減少 し、 漆加壌度 0．2％では、 その濱度比は1．2  

±0．1となっ た。 なお、 Kを添加 した培地では2％韻度を超える と菌体  

皇は著 し く 小さ く な り、 一方、 安定Csの場合は涛加濁度0．5％で菌糸  

の増殖はみられなかった。 さ らに、 安定Csと Kの両元素が共存する  

条件、 こ こでは、培地中の安定Cs濾度を0．1％と し、 Ⅹの漆加濃度を  

変えた培地では、 Ⅹの涛加濃度の増加につれて187cs濃度比の低下が  

みられた。 その濃度比の低下は、 さ きの Ⅹのみを添加した培地で得  

られた結果と同様な傾向を示 した。  

3． 結  語   

本実験における培地中の R濃度は、項上境中の生息基質のレベルに  

近い億と したが、 菌糸の＝7cs浪度比はⅩの凛度の増加と とも に小さ  

く なる傾向が明らかとなった。 また、生息基質中の安定Cs濃度（1  

～10mg／kg）に比べてきわめて高い安定Csを含む培地では、187csの  

凛度比の顕著な低下はみられず、前回の子実体と同様に、菌糸への  

移行度が高いレベルにある こ とが認められた。 しかし、安定CsO．2％  

濃度では137cs洩度比に大きな変化がみられ、 また、0．5％濃度では  

菌糸が増殖しないことから、キノ コの生育とCs凛度との何らかの関  

わりが推察された。安定Csと Ⅹの共存時においては、 Ⅹの濃度によ  

り137csの移行が影苧を受けるこ とが示唆されるが、 さ らに種々の  

共存条件下における詳細な検討が必要である。今後、 Ⅹあるいは安  

定Csの損度比との関係も考慮した上で、菌糸ならびに子実体への取  

り 込み実験を重ねてい く 予定である。   

本調査研究にご協力いただいた東邦大学薬学部加藤文男氏ならび  

に山梨県森林総合研究所の柴田尚氏に深謝いたします。  

表1 ヒラタケ菌糸と培地との187cs濃度比  

培地濃度（篤）  培地濃度（％）  

1き7cs濃度比  187cs濃度比   

Ⅹ   安定Cs  R   安定Cs   

0．02   ND   2．66± 0．38   0．02   ND   2．66± 0．38   

0．12   ND   1．64土 0．10   0．02   0．01   2．27± 0．48   

0．27   ND   1．36± 0．26   0．02   0．1   1．92± 0．26   

0．52   ND   1．16± 0．11   0．02   0．2   1．15± 0．12   

1．02   ND   0．75± 0．08   0．02   0．5   菌体未生成   

※187cs損度比は菌糸中の187cs濃度（wet）／培地中の137cs凛度（Yet）   
で表し、平均値±標巨準偏差（試料数は3から 8件）を示す  
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Ⅲ－5 ヒト永久歯中の90s rに関する研究  

国立予防衛生研究所口腔科学部  

樋出守世、 山本 実、 井上一彦、 今井 奨  

1．緒言  

過去の核実験によって大量の00srが大気圏に放出された。本  

核種は骨指向性元素であるので骨や歯に蓄積される。   

歯は、形成が完了するとそれ以後の代謝は非常に少ない。従って、  

歯の形成中に取り込まれた90srは、そのまま歯に蓄積される とい  

われている。それ故、歯が形成された時期に環境が00srで汚染さ  

れている と、歯にはそれに比例 した量の90srが蓄積されるものと  

考えられる。この事から、歯は環境汚染の指標物質として利用が可  

能であると思われる。それを検討する目的で、ヒトの第三大白歯を  

指標物質と して、90srの蓄積量を逐年的に測定してきた。  

2．研究調査の概要  

ドナーの生年が1900～1973 年までの第三大日歯の全歯（歯  
冠部と歯根部）中の90sr量の年次推移はすでに本抄録集に報告し  
た。   

今年度は、環境などとの関係をよ り鮮明にさせる目的で、第三大  

日歯の歯冠部（ほぼ11～12歳の一年間に大部分が形成される）の  
みを試料として90sr量の年次推移を調べた。   

試料と して、 20歳代で抜歯された第三大臼歯を、ドナーの生年  

別に分け、一群10～20の歯冠部をひとま とめに した。これを清掃  

し、電気炉で 5500Cで灰化 したのち、発煙硝酸法で90srの分離を  

行った。計測には、BECKMAⅣ YIDEBETAIIを用いた。検出限界は  

2mBqである。現在までに得られた結果を図1に示す。   

第三大白歯歯冠部中の90sr量の年次推移は従来の全歯を用いた  
ものよ り もはるかにシャープな推移を示した。ドナーの生年で  

1925～1937年は検出限界以下であった。 90sr量は1940年頃  
よ り上昇し、1943～1944年、1949年に小さなピークを示した  

のち、急激に上昇し、1953年に最大の174mBq（g・Ca）に達  

した。以後、1960年に小さな山を示したのち、1961年頃まで  

急減した。その後は1970年にかけてジグザグしながら次第にゆ  

るやかに減少した。  

3．結語  

歯の歯冠部を試料とすることによって、全歯を使用するより も  

はるかにシャープな90srの年次推移の曲線が得られた。  
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Ⅲ－6 食品の放射能水準調査  

財団法人 日本分析センター  

早野和彦、津吹知代、虻川成司   

1．緒言  

日本分析センターは科学技術庁の委託を受け、環境放射能水準調査の強化拡充の一環  

として流通食品を対象とした食品の放射能水準調査（以下調査）を平成元年度から実施  

している。本調査は食品中の放射能レベルを把握し、国内の原子力施設からの影響の有   

無を確認するとともに、食物摂取による年間実効線量当量の推定評価に資するデータを  

蓄積することを目的としている。  

今回は、平成5年度に実施した90sr、137Cs、1●C、ウラン、トリウム及び228Raに  

ついて、放射化学分析による調査結果を報告する。   

2．調査の概要   

1）食品の選定と人手  

①9CSr、137Cs放射化学分析用食品：平成4年度に実施したγ線スペクトロメトリー  

の結果を参考にして、1食品群から複数の食品を選定し、平成4年度のγ線スベク  

トロメトリー調査済試料及び新たに購入した食品の計83食品を分析した。なお、  

購入地については、原子力施設に近い2地域（北陸及び南九州）と施設から離れた  

2地域（北海道及び関東Ⅰ）を選び、原子力施設からの影響の有無を確認できるよ  

うにした。   

②1■C放射化学分析用食品：再処理施設が建設される青森県を含む東北地域及び比較  

対照として関東Ⅰ地域から、摂取量が多い40食品を分析した。   

③ウラン、トリウム及び228Ra放射化学分析用食品：平成4年度までに実施したγ線  

スペクトロメトリーによる調査結果から、ウラン、トリウム系列核種が検出され、  

かつ摂取量が多い28食品を分析した。  

2）分析方法  

入手した食品の調査対象部位は可食部とした。  

90 sr、13TCs、14C、ウラン及び226Ra放射化学分析は科学技術庁の放射能測定法  

シリーズに準じて行った。＝srは発煙硝酸を用いて分離後、また13Tcsは塩化白金酸  

塩として分離後、低バックグラウンドβ線測定装置でβ線計測を行った。14Cは二酸   

化炭素吸収法及びベンゼン合成法を用い、液体シンチレーションカウンターでβ線計  
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測を行った。ウランはTBP－CCB．抽出法により分離・精製後、電着して表面障   

壁型シリコン半導体検出器でα線計測を行った。 228Raは硫酸バリウムとして共沈分   

離し強リン酸分解後、ラドンをトルエン抽出し液体シンチレーションカウンターでα  

及びβ線計測を行った。トリウムは、陰イオン交換樹脂カラムにより分離・精製後、   

電着して表面障壁型シリコン半導体検出器でα線計測を行った。  

3）調査結果  

①90sr、137cs放射化学分析：結果を表1に示す。gOsrは83食品中41食品から検  

出され、その放射能濃度は0．036～10Bq／kgの範囲であった。また、13TCsは83  

食品中58食品から検出され、その放射能濃度は0．021～8．8Bq／kgの範囲であっ  

た。  

②14C放射化学分析：ベンゼン合成法の結果を表2及び二酸化炭素吸収法の結果を表  

3に示す。これらの結果から放射能濃度は3．11～110Bq／kgの範囲であった。また炭  

素量は12．2～409g／kgの範囲であり、比放射能は14～17dpm／g炭素の範囲であっ  

た。  

③ウラン、トリウム及び226Ra放射化学分析：結果を表4に示す。238u、234u及び  

235uは28食品中それぞれ15、17及び8食品から検出され、その放射能濃度は  

それぞれ0．0013～9．7、0．0017～11及び0．0031～0．36Bq／kgの範囲であった。また、  

230Th、232Th及び228Thは、28食品中それぞれ16、13及びすべての食品か  

ら検出され、その放射能濃度は0．0016～0．11、0．0011～0．27及び0．0036～7．OBq／kg  

の範囲であった。さらに、228Raは、28食品中9食品から検出され、その放射能  

濃度は0．10～4．8Bq／kgの範囲であった。   

3．結語  

これらの調査結果から、食品中の90sr及び137csについては乾燥等の処理を行ってい  

ない食品の大部分が1Bq／kg以下であること及び14Cについては比放射能が食品の種類  

に関係なくはぼ一定であることを確認できた。ウラン、トリウム及び226Raについては  

放射能濃度レベルを把握することができた。   

平成5年度は全国4地域から購入した同一食品について、放射化学分析を主体に調査  

を行ったことで、より正確な放射能濃度レベルを把握することができた。 また原子力施  

設に近い2地域と施設から離れた2地域から購入した食品中の放射能濃度レベルには、  

明確な差は認められなかった。  
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表1  90s r及び137c s放射化学分析の結果  ［1／3］  

購  入  放 射 能 濃 度  購入状態  
食   品   群  食 品 名  

地  域  90Sr   13TCs   単位  

その他の噂好飲料  コ ー ヒ ー  北陸地域  0．16 ±0．016  0．12 ±0．012   

乾燥・豆  

恥／鹿乾  

コ ー ヒ ー  関東Ⅰ地域  0．34 ±0．022  0．15 ±0．013  

紅  茶  北陸地域  4．5 ±0．18  0．72 ±0．065   

紅  乾燥・葉  

紅  茶  北海道地域  10  ±0．3   】丸／鹿乾  

紅  茶  関東Ⅰ地域  2．2 ±0．12  0．23 ±0．044   

豚  肉  豚肉・肝臓  北陸地域   ＊   0．073±0．0094   

豚肉・肝臓  南九州地域   ＊   生  

豚肉・肝臓  北海道地域   ＊   馳／鹿生  

豚肉・肝臓  関東Ⅰ地域   ＊   0．079±0．012   

その他の緑黄色野菜  か ぼ ち ゃ  北陸地域  0．12 ±0．014   ＊   

か ぼ ち ゃ  南九州地域  0．038±0．0092  0．16 ±0．011  生  

馳／鹿生                か ぼ ち ゃ  北海道地域  0．19 ±0．016  0．026±0．0067  

か ぼ ち ゃ  関東Ⅰ地域  0．14 ±0．017   ＊   

いか、たこ、かに  く るまえび  北陸地域   ＊   0．17 ±0．013   

く るまえび  南九州地域   ＊   生  

く るまえび  北海道地域   ＊   馳／鹿生  

く るまえび  関東Ⅰ地域   ＊   0．11±0．011   

牛  肉  牛肉・肝臓  北陸地域   ＊   0．030±0．0072   

牛肉・肝臓  南九州地域   ＊   生  

牛肉・肝臓  北海道地域   ＊   Ⅰ丸／短生  

牛肉・肝臓  関東Ⅰ地域   ＊   0．14 ±0．012   

その他の菓子類  チョコレート  北陸地域  0．13 ±0．018  0．14 ±0．013  板・生  

馳／短生  

（関東Ⅰ  

だけり封＼－  

ス入り）  

注）1．北陸及び南九州地域は原子力施設の近傍から、北海道及び関東Ⅰ地域は遠隔から食品を購入した。   
2．分析結果は、計数値がその計数誤差の3倍を越えたものについて有効数字2桁で、それ以下のものは＊で示した。  
3．誤差は、計数誤差のみを示した。  
4．結果は試料採取日に補正した値である。  
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購 入  放 射 能   濃度  購入状態  
食   品   群  食 品 名  

地 域  90sr  137cs  単位  

魚 介 練 製 品  か ま ぼ こ  北陸地域  0．047±0．013    0．24±0．014  

か ま ぼ こ  南九州地域   ＊  0．0餌±0．0092生  

か ま ぼ こ  北海道地域   ＊  0．021±0．0060馳／短生  

か ま ぼ こ  関東Ⅰ地域   ＊  0．11±0．011  

き の こ 類  しいたけ・生  北陸地域   ＊  0．43±0．021  

しいたけ・生  南九州地域   ＊  0．078±0．0084生  

8．1±0．09恥／鹿生  

8．8±0．09  

えのきたけ  北陸地域   ＊  0．13±0．010  

えのきたけ  南九州地域   ＊  0．24±0．013 生  

えのきたけ  北海道地域   ＊  0．058±0．011恥／短生  

えのきたけ  関東Ⅰ地域   ＊  0．070±0．0078  

し  め  じ  北陸地域   ＊  0．066±0．011  

し  め  じ  南九州地域   ＊  0．46±0．019 生  

し  め  じ  北海道地域   ＊  0．0鵬±0．0076恥／鹿生  

し  め  じ  関東Ⅰ地域   ＊  0．20±0．013  

き く ら げ  北陸地域  0．19 ±0．017    o・12±0・014  

0．11±0．012乾燥  

3．3±0．06恥／鹿乾  

0．52±0．023  

なめこ水煮缶詰  北陸地域   ＊  0．048±0．0079  

なめこ水煮缶詰  北海道地域   ＊  0．046±0．0075生  

0．35±0．020馳／短生            なめこ水煮缶詰  関東Ⅰ地域  0．089±0．016  

あじ、いわし類  さ  ん  ま  北陸地域   ＊  0．072±0．011  

さ  ん  ま  南九州地域   ＊  0．038±0．0073生  

さ  ん  ま  北海道地域   ＊  0．0鎚±0．0092馳／鹿生  

さ  ん  ま  関東Ⅰ地域   ＊  0．070±0．0093  

その他の野菜  え  だ  豆  北陸地域   ＊  ＊  

0．078±0．011 生  

え  だ  豆  北海道地域  0．036±0．010  ＊ 馳／鹿生  

え  だ  豆  関東Ⅰ地域  0．079±0．012  ＊  

北陸及び南九州地域は原子力施設の近傍から、北海道及び関東Ⅰ地域は遠隔から食品を購入した。  
分析結果は、計数値がその計数誤差の3倍を越えたものについて有効数字2桁で、それ以下のものは＊で示した。  
誤差は、計数誤差のみを示した。  

1
2
3
4
 
 

結果は試料採取日に補正した値である。  
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購 入  放 射 能 濃 度  購入状態  

食   品   群  食 品 名  
地  域  00Sr   187Cs   単位  

腐  と  う  ふ  北陸地域  0．059±0．014   ＊   

と  う  ふ  南九州地域  0．093±0．011   ＊  生  

と  う  ふ  北海道地域  0．084±0．011   ＊  馳／鹿生  

と  う  ふ  関東Ⅰ地域  0．060±0．011   ＊   

し  ょ  う ゆ  し ょ う ゆ  北陸地域   ＊   ＊   

し ょ う ゆ  南九州地域  0．19 ±0．062   ＊  液体  

し ょ う ゆ  北海道地域   ＊   ＊  恥／短生  

し ょ う ゆ  関東Ⅰ地域   ＊   ＊   

大豆、その他大豆製  豆  北陸地域  0．46 ±0．051   ＊   
ロ  
ロロ   

大  乾燥  

大  豆  北海道地域  0．69 ±0．065   ＊  ＊  軌乾  

大  豆  関東Ⅰ地域  0．94 ±0．062  0．18 ±0．030   

海   藻   類  わ  か  め  北陸地域   ＊   ＊   

わ  か  め  南九州地域  9．8 ±0．34   ＊  乾燥  

わ  か  め  北海道地域   ＊   ＊  】丸／短乾  

わ  か  め  関東Ⅰ地域  10  ±0．3   ＊   

乾めん、マカロニ  そ う め ん  北陸地域   ＊   ＊   

そ う め ん  南九州地域  0．073±0．021   ＊  乾燥  

そ う め ん  北海道地域  0．048±0．014   ＊  恥／鹿乾  

そ う め ん  関東Ⅰ地域  0．051±0．017   ＊   

貝  類  は ま ぐ り  北陸地域   ＊   0．032±0．0076   

は ま ぐ り  南九州地域   ＊   生  

は ま ぐ り  北海道地域   ＊   ＊  恥／短生  

は ま ぐ り  関東Ⅰ地域   ＊   ＊   

注）1．北陸及び南九州地域は原子力施設の近傍から、北海道及び関東Ⅰ地域は遠隔から食品を購入した。   
2．分析結果は、計数値がその計数誤差の3倍を越えたものについて有効数字2桁で、それ以下のものは＊で示した0  
3．誤差は、計数誤差のみを示した。  

4．結果は試料採取日に補正した値である。  
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表2  14C放射化学分析の結果  （ベンゼン合成法）  

購  入  
食 品 群  食 品 名  14C放射能濃度  

地  域   （Bq／kg）   

その他の  アスパラガス・グリーン  東北地域  7．50±0．056   28．9   15．6 ±0．12   

緑黄色野菜  生  
アスパラガス・グリーン  関 東 Ⅰ   5．33±0．045   21．0   15．2 ±0．13   

生めん、  中華生そば  東北地域  76．3 ±0．67   297   15．4 ±0．14   
ゆでめん  生  

中華生そば  関 東 Ⅰ  68．9 ±0．52   261   15．8 ±0．12   

じゃがいも  じゃがいも  東北地域  22．1±0．18   84．9   15．6 ±0．12   

生  
じゃがいも  関 東 Ⅰ  19．2 ±0．14   73．9   15．6 ±0．12   

豚  肉  豚 肉 も も  東北地域  50．3 ±0．48   190   15．9 ±0．15   

生  
豚 肉 も も  関 東 Ⅰ  41．7 ±0．31   158   15．8 ±0．12   

は く さ い  は く さ い  東北地域  5．24±0．039   20．4   15．4 ±0．11   

生  
は く さ い  関 東 Ⅰ   3．11±0．025   12．2   15．4 ±0．12   

し ょ う ゆ  し ょ う ゆ  東北地域  23．9 ±0．18   93．8   15．3 ±0．12   

液体  
し ょ う ゆ  関 東 Ⅰ  23．5 ±0．17   89．3   15．8 ±0．12   

パ  ン  食 パ  ン  東北地域  77．4 ±0．57   290   16．0 ±0．12   

生  
食 パ  ン  関 東 Ⅰ  76．6 ±0．57   293   15．7 ±0．12   

いか、たこ、  102   15．9 ±0．12   
かに   生  

く るまえび  関 東 Ⅰ  26．7 ±0．27   108   14．8 ±0．15   

た ま ね ぎ  た ま ね ぎ  東北地域  9．65±0．088   37．6   15．4 ±0．14   

生  
た ま ね ぎ  関 東 Ⅰ   8．31±0．079   32．8   15．2 ±0．14   

味  喧  味  噌  東北地域  50．7 ±0．51   197   15．4 ±0．15   

生  
味  噌  関 東 Ⅰ  52．2 ±0．46   203   15．4 ±0．14   

注）1．分析結果は、計数値がその計数誤差の3倍を越えたものについて有効数字3桁で示した。  
2．結果は試料採取日に補正した値である。  
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表3  14C放射化学分析の結果  （二酸化炭素吸収法）  

購  入  
食 品 群  食 品 名  14C放射能濃度  

地  域   （Bq／短）   

ビ ー  ル  ビ  ー  ル  東北地域  11 ±0．3   37．5   17  ±0．5   

ビ  ー   
液体  

ル  関 東 Ⅰ   9．4 ±0．30   38．3   15  ±0．5   

ほうれん草  は う れんそ う  東北地域  4．6 ±0．14   16．7   17  ±0．5   

生  
ほ う れんそ う  関 東 Ⅰ   4．1±0．14   15．8   16  ±0．5   

日 本 酒  日 本 酒  東北地域  18  ±0．6   73．7   14  ±0．5   

液体  
日 本 酒  関 東 Ⅰ  19  ±0．5   73．5   15  ±0．4   

たくあん、   19．6   15  ±0．5   

つけもの   生  
きlういっけもの  関 東 Ⅰ   7．0 ±0．25   30．1   14  ±0．5   

き ゃ べ つ  き ゃ べ つ  東北地域  5．9 ±0．20   25．0   14  ±0．5   

生  
き ゃ べ つ  関 東 Ⅰ   5．6 ±0．15   20．9   16  ±0．4   

い も 類   373   15  ±0．5   

加工品   乾燥  
は る さ め  関 東 Ⅰ  97  ±2．7   369   16  ±0．4   

その他のいも  やまのいも  東北地域  14  ±0．4   57．1   14  ±0．4   

生  
やまのいも  関 東 Ⅰ  29  ±0．9   116   15  ±0．4   

に ん じ ん  に ん じ ん  東北地域  9．3 ±0．30   36．7   15  ±0．5   

生  
に ん じ ん  関 東 Ⅰ   8．2 ±0．29   34．3   14  ±0．5   

鶏  肉  鶏  肉  東北地域  47  ±1．5   174   16  ±0．5   

生  
鶏  肉  関 東 Ⅰ  45  ±1．4   173   16  ±0．5   

その他の菓子  400   17  ±0．4   

類   生  
わコレート（拉）  関 東 Ⅰ  100  ±3   409   15  ±0．5   

注）1．分析結果は、計数値がその計数誤差の3倍を越えたものについて有効数字2桁で示した。  
2．結果は試料採取日に補正した値である。  
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表4  ウラン、トリウム及び…Ra放射化学分析の結果  

ウ ラ ン系 列  Ⅲu   トリ ウ ム系列  

軋憾  
食品群  食品名  肌棚  α線スぺクトロメトリー  掛勅】淵底法   α線スベタトロメトリー  

…u   2いU   …Th   …u   228Th   
単位  

…Ra  …Th  

柵  ＊   ＊   ＊   ＊   ＊   lりy；llll；●  n∝mほ虫00遮   

野菜   
南九州   ＊   ＊   ＊   αゼ±0．腫   ＊   ＊   生  

北海道   ＊   ＊   α0016i鳳∝価2   ＊   ＊   恥旬庄  

関東Ⅰ   ＊   ＊   ＊   ＊   ＊   ＊   lllli llll   

豆 腐  とうふ  北 陸  l叫冥Il‖il  a00朗±瓜m  llly：lい6▲   ＊   ＊   ＊   aOn：畑．00通   

南九州  0．00迫：弧∝【俊  lリンIllHほモ  0．00詔1カ．仙1  alO±0．019   ＊   生  

北海道  lll舅F司Illit  lll】l．1111；j  n00認：弧∝庸2   ＊   ＊   輌生  

関東Ⅰ  n00迅ゴ）．（00缶  0．∞17i丸職〕防  llll■Illlモl   ＊   ＊   ＊   aO12！丸0014   

しょうゆ  しょうゆ  北 陸   ＊   ＊   ＊   ＊   ＊   ＊   n17 ±＝剋   

南九州   ＊   n00巴：畑．0016   ＊   ＊   ＊   ＊   榎本  

北海道   ＊   α011：弧∝偽   ＊   ＊   ＊   ＊   ぬ旬窪  

関東Ⅰ   ＊   ＊   ＊   ＊   ＊   ＊   0．0認ゴ）．00亜   

大豆  ＊   a00便：弧0017  0．∞氾：弧0019  0．亜±0．m   ＊   0．00n±n∝19  0．u ±）．m   

そ功也  
大壷謹品   南九州   ＊   ＊   ＊   0．刀±0．∽   ＊   ＊   乾操  

北海道   ＊   ＊   aO15劫∝伝   ＊   ＊   ぬ旬乾  

関東Ⅰ  lll川 llll  0．∝雌日出∝灯71   ＊   0．亜±0．通   ＊   ＊   n14：畑．∝冶   

海藻類  わかめ  北 陸  9．7 出）．亜  11 ±0．6  0．（茂：弧∝坊   ＊   0．器 』．0彷  q㌘ ＝畑．019  l；l  llく一   

南九州  a3 劫遁   a7 劫孔  α低Zゴ）．∝汀6  之0 ±0．狙  m毘 ±針山  a（好7ゴ）．010  43 ゴ）．耶  煉  

北海道  Z2 ：亀山   之5 ±カ．16  ll貞  一Ill了；   ＊   aO齢±皿皿3   ＊   軌乾                                             19 塊巧  

関東Ⅰ  已5 ±丑㌘   a4 ±0．乱  M止 ±鋸刃  48 ±n訂  a2：弧m5  α17 ±0．mO  7．0 ：弧〔6   

軌  そうめん  北 陸  llI堪Illl●   ＊   ＊   ＊   ＊   宰   鋸お ニゴ）．購   

マカロニ  

南九州   ＊   ＊   ＊   ＊   ＊   ＊   三8芽  

北海道  α0017地肌9・  0．00n＝弧∝伝   ＊   ＊   ＊   ＊   ：●．：三  

関東Ⅰ   ＊   ＊   n00㌘：弧m  0．詑±0．m   ＊   ＊   鋸沿：』．011   

且 類  はまぐり  北 陸  aO鋸］弘∝佗  虹u：弧（鶏  M舶：弧（X芝）   ＊   l‖巾 l‖l  a佗7±瓜∝灯  虹は：弧0肪   

南九州  仏力：弧m9  mヨ］改正1  α0防：弧00娼   ＊   生  

輌生  

関東Ⅰ  αu：弧∝冶  ・・・・  ＊   lり111日●一  l叫y；lllli！  0．∝訂7±カ，∞u   

瀞1．北陸及び南九州地域は原子力施設の近傍から、北海道及び関東Ⅰ地域は遠隔から食品を購入した。   
2．分析結果は、計数値がその計数誤差の3倍を越えたものについて有効数字2桁で、それ以下のものは＊で示した。   

3．誤差は、計数誤差のみを示した。   
4．結果は試料採取日に補正した値である。  
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Ⅳ．分析法、測定法等に関する調査研究   



Ⅳ－1 陸上試料の調査研究  

場境中におけるテクネチウム等長半減期核種の挙動に関する研究  

放射線医学総合研究所  

田上恵子、内田滋夫、横須賀節子   

1．緒言   

本調査研究は、日本の主要な地域におけるテクネチウム等長半減期核種の  

放射能レベルを調査研究し、その蓄積状況を把握すること、さらに、得られ  
たデータを放射生態学的に解析し、人体被曝線量の算定に資することを目的  

とする。   

テクネチウムー99は物理学的半減期が2．1×105年と長く、原子燃料サイク  
ル施設からの放出や99mTc（99nTc（Tl′2＝6・01h］→ 99Tc）の医学利用に伴い、  

環境中へ移行・蓄積されていく核種として重要である。そのため、この核種  

に着目して調査研究を実施している。  

2．調査研究の概要   

平成5年度も前年度に引き続き、土壌試料中の”Tc分析測定法に閲し、各  
分析操作について検討を行った。すなわち、  
1）風乾後、直径2n皿のふるいを通した土壌試料を、電気炉で450℃で8時間  

加熱し、土壌中に含まれる有機物を分解する。  
2）燃焼装置を用いて、灰化した土壌からTcを拝散させ、捕集溶液中（希炭  

酸カリウム溶液を使用）に回収する。  

3）捕集溶液中のTcを溶媒抽出法（溶媒にイオン会合系の抽出剤であるシク  

ロヘキサノンを使用）により分離する。  

4）有機相の誘電率を変えるために四塩化炭素を加えてTcを純水中へ逆抽出  

する。  

5）得られた水溶液を用いて99Tcの定量を行う。  

という一連の分析操作について検討している。   

昨年度は上記の分析法において、3）および4）の溶媒抽出に閲し、炭酸  
カリウム（K2CO。）溶液とシクロヘキサノン（CyClo血exanone）を用いた系  

におけるTcの抽出条件と、四塩化炭素（CC14）添加量による逆抽出促進条件  
の2点について検討を行った。特に、K2CO3 SOlution－CyClohexanone系で  

は、水溶液中のKzCO3濃度が0・5M以上であれば、容積比が水相：有機相＝4：  

1、振とう時間3分という条件で、ほぼ100％のTcを有機溶媒中に抽出できる  

結果が得られた。しかし、土壌試料を燃焼し、揮散したTcを捕集した溶液中  
には、Tc以外の元素（例えばヨウ素など）も混入しているため、前年度の溶  

媒抽出実験で用いたような、KzCO3溶液（純水使用）に比べ、Tc抽出の際に  

抽出率の低下等が考えられる。また、前年度の実験において、トレーサーと  
して使用した95血TcはTcO。‾の化学形で添加されているため、燃焼装置で拝散  
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させた捕集溶液中のTcの化学形との相違についても検討を行う必要がある。   

本年度は、95mTcを添加した土壌を供して、燃焼装置を用いてTcを拝散させ  

て得られた捕集溶液からのTcの抽出率の検討を行った。溶液のK2CO3濃度を  

1Mに設定し、振とう時間、水相と有機相の容積比は前回と同様の条件で抽出  

を行った。結果を表1に示す。有機溶媒へのTcの抽出率は、土壌を燃焼して  

得られた捕集溶液に対して、試薬を添加せず、加熱も行わない場合では、  

66％と低かった。この理由として、捕集溶液中にはTcの抽出を妨害する元素  

が存在していること、前  

述した様に土壌に添加し  

たTcを燃焼装置により挿  

散して得られた溶液であ  

るため、捕集溶液中のTc  

の一部が、有機溶媒に効  

率良く抽出される時の化  

学形（TcO。‾）ではない  

こと等が考えられた。そ  

こで、同様に得られた捕  

集溶液に、過酸化水素水  

を数滴加え、ホットプレー  

ト上で90℃で3～4時間加  

熱後、溶媒抽出実験を行っ  

た。この操作を行うこと  

により、前年度の実験に  

おける純水中にTcO。‾を  

添加した結果と同様に、  

高いT cの抽 出率（約  

98％）が得られた。  

表1捕集溶液からシクロヘキサノンへの95mTcの抽出率  

抽出率  

（％）  

65．6±0．2  

捕集溶液に試薬を添加せず、  66．2±0，2   

また、加熱もしない場合  66．0±0．2  

平均値  65．9±0．5  

98．1士0．2  

97．8士0．2  

98．4±0．2  

98．1±0．5  

捕集溶液にH202を添加し、   

3～4時間加熱した場合  

平均値  

虎主）各条件において3連で実験を行なった。  

±は計数の誤差、平均値の標準偏差を示している。   

3．結語   

我が国のように門・Tcの汚染レベルの極めて低い環境試料では、定量を行う  

ために多量の試料からの分離濃縮操作が必要である。さらに、99Tcを測定す  

るためには、分離濃縮後の測定試料中における他の元素の汚染の程度が極め  

て低いことが要求される。これまでの調査研究により、土壌試料に関しては、  

燃焼装置を用いることにより妨害元素の混入をかなり低減できること、また、  

実験で使用した溶媒抽出法は、Tcに対する選択性が高くかつ迅速にTcを分離  

できることがわかった。   

今後の調査研究では、原子燃料サイクルの安全評価上問題となる種々の環  

境試料について99Tcの分析を試みるとともに、土壌や植物等の試料を用いて  

我が国のバックグラウンドレベルの情報を得ることに重点を置く予定である。  
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Ⅳ－2 自然放射線の擬似実効エネ．ルギー調査  

放射線医学総合研究所＝、輝度極地研究所2）、＊‡島根県立衛生研究所3）   

中島敏行1）、神tj＿蔓草吉2）、藤井理行2）、本山秀明∠）、托角照一一3｝  

1．緒 表  

白黙放射線にはエネルギーおよひ線塵率などの物理憎輔も含まれている。しかし、これ   

らの情報は地域における地質学的、地理学的な条件などによって変わる。自然放射線の線   

蛍率と擬似実効エネルギー掘削こば、草丈曲線関数で夷せることを先に示した。この間係式   

かlう、大地からの自然放射線の擬似実効エネルギーの最小値と緯度、海抜高度で定まる宇   

描線線巌蕃山最小値が推定できた。しかし、宇宙鋲の擬似実効エネルギーの最大値と大地   

の自然放射性核種による線竜率の最大値とは推測するのみで、その根拠となるデータは全   

くなかった。特に、覇者を実測す引こほ大地及び海水中の自然放射性核種による放射線の   

最三響がない場を連ぶ必要がある。そこで、1（Jlll以上の厘い氷で広く覆われた南極大陸の   

氷原を実験の場として選定し、測定した。この結果か－う、自然放射線山線量率と擬似実効   

エネルギーとの相関筒偶における宇宙線の擬似実効エネルギーを推定もできた。本調査で   

ば、南極大略における芋樹線の線塗薬と東根実働エネルギーの高度分布の実測結果から、   

南極大陸での自然放射線は宇宙線が主体であることをも示せた。ここに結果を報告する。   

なお、本軸告をもって、本調査の最終報告とする。  

2．調査研究の概要  

厳しい自然環境条件および電源設偶などの不備からして、南極大陸のモニタリング地点   

に長時間滞在し一、放射線測定しながら、、渡り歩くことば困難である。そのため、長期間放   

窟でき、放射線被曝効果が長期間、厳しい温度条件下でも稼働し、電源設備が不要な線量   

計が有用である。そのためには小型、高感度で、取り扱いが容易、しかも、多くの線量計   

が一度に使用でき、長期間被曝の平均値が得られる積算型の測定器が必要である。そのた   

め、太実験では、CaSO4（Tm）－T川を使用し、南極の昭和基地をベースとし、各モニタリン   

グ地点に15から24偶のTLDを設置した。和様でのモニタリング地点を選定およびTLD O）設   

置にあたって、次のことを配直した。   

1）モニタリング期間中夏期でも、氷の厚さは10m以下にはならない地点。  

2）高度が 数10（〕mから約4ぐ）00汀1程度の範囲にある地点。  
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これをもとにモニタリング地点の被曝緑黄率とその放射線の擬似実効エネルギーを求め  

た。線量は机Coγ線相当の線量で表した。   

厚い氷で、広く覆われた南極大陸の自然放射線の擬似実効エネルギーは高度に依存せず  

、その平均値は10．1±1．02 MeVqであった。脚1は緯度25¢Nにおける宇宙線の電離  

成分の線量を0，BrienのMonteCarlo法で計算し求めた藤高の値と緯度69’’Sから770S  

までの宇宙線の電離成分線量の実洲直を示した。図1が示すように、Mo－－teCar10法で計  

算した結果と実測した本結果とは共に、線量はが高度により増加する傾向を示めした○し  

かも、高緯度では、高度に対す線量率の増加割合は高度と共により急激に増加した。これ  

は高緯度域では、地磁気の影響で宇宙線の線量が増加することよるものと思われる0  

3．結 語   

南極大陸の自然放射線線量率と擬似実効エネルギーを測定し、次の結果を得た。  

1）高緯度域では、宇宙線線量審と高度との相関は2倍則の経験則は適用できず、寧ろ、  

3倍則に近かった。  

2）南極大陸での自然放射線の擬似実効エネルギーは約10MeV。であり、その値は観測   

点の海抜高度に依存せず、この値は宇宙線の鮒以実効エネルギーとみなせた◇  

3）これらの結果から、南極大陸の氷原での自然放射線ほほとんどが字嘗線である0  

囲1690sから770S間の南極大陸における自然放射線線量率の高度依存性。  
「0，Brien，s equation」ば中緯度における藤高の計算結果。  
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Ⅳ－3 緊急時被曝線量評価法に関する研究  

放射線医学総合研究所   

中 島  敏 行、 白 石  久二放  

l．捨 昔   

広島、長崎での原爆被爆やチェルノブイリ事故にみられるように一般住民が放射線に被  

曝する事故等が起こっている。このような人々への医療、健康影響を考えたとき、その被   

曝線量を推定することば重要なことである。  

本課題は、チェルノブイlノ事故以後、急遽設定された課題の一つである。われわれは電  

子スピン共鳴（ESR）現象を被曝線量評価に利用することを1972年、世与郎こ先掛ナ   

提唱してきた。前述の事故以後、この方法に最適な物質の発見と特性研究をし、その実証   

別として、チェルノブイ り事故時に住民が避難し、プリピアチ市の屋内に蝿っていた砂糖  

8試料から屋内線量を推定した。その結果、避難市民の被曝線量について、我々の結果と   

旧ソ連の結果とは良い一致をみた。これにより、本方法の実用性が証明できた。  

2．訴圭研究の概要  

本年胤まこれまでの調査研究結果の中間的まとめとして、143ページの報告書と20   

ページの「一般人閂緊急時個人モニター」マニュアル（案）を作成した。  

3．結 語  

砂糖による個人の緊急時被曝線垂評価法は数々の利点があることを見いだした。即ち、  

携帯により個人の被曝線量計に、また・、砂糖が置かれていた場の放射線線量が計測できる   

、しかも、世界の殆どの家塵、職場にある材料で、その普及性、汎用性、経済性および放   

射線特性の優秀性とその普遍性、携帯時と計測時の簡易性と利便性などがある。   

本システムに必要なESR装置は我が国では少なくとも各県に1台の普及状況にある。   

そのため、緊急時の即応体制がとれる機器の配置状況にある。また、稼働出来ない場合で   

も、被曝砂糖の集中的計測が、ぞき、個々の砂糖の 線量構成が不要なのも木方法の特徴で  

ある。今後ば、歯牙のエナメル質のESR法について、基礎的研究を行う予定である。  
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Ⅳ－4 放射能迅速評価システム（ERENS）  

（EnviromentalradiatIionEstimationNetworkSystem）   

放射線医学総合研究所本郷昭三、竹下 洋、内田滋夫、大野潔  

1 はじめに  

放射能迅速評価システム（ERENS：EnviromentalradiationEstimationNetworkSystem）の導入を昭  

和63年度から5ケ年計画で行ってきた。表1に整備経過の概要を示した。平成3年度に機器整備を終え、  

平成4年度にソフトウエアの整備を終え、現在は、運用段階である。  

イ ルサーバ等システムの基本部分を本所に  昭和63年度 ネットワーク、ファ   

平成元年度  那珂湊支所にネットワーク、ファイルサーバを設置  
平成2年度  那珂湊支所、東海施設をISDNを用いてLAN間接横  
平成3年度  計測機の増接、電話回線、無線によるデータの通信  
平成4年度 広域ネットワーク（l′1N）による通信試行、線量計算ソフト等の整備  

表1：ERENS整備経過  

2 ERENS概要  

世界規模の通信に参加したり、研究者がそれぞれのコンビュターで解析するようなオープンなネットワー  

クを目標として。ERENSではエンジニアリング・ワークステション（El†rS）を要とし、パーソナルコン  

ビュタ（PC）を統合する、分散処理型の電算機ネットワーク ローカルーエリア ネットワーク：LAド）  

を導入した。分散処理型のネットワークでは異なるオペレーティング・システムでデータを供用すること  

ができるため、既存の機器や・ソフトウエアを無理なく統合することができる。表2に主なERENSの機器  

を示した。表2ほか、放射能調査研究者のコンピュータが約30台、さらに、放医研全体のLAN、放医研  

置容量2．4Gバイト  ファイルサーバ（本所）  

Ge半導体検出器接続装置  
データ処理ステーション  

ファイルサーバ（支所）  

Ge半導体データ転送装置  

ISDN－LAN間接続装置  
β線アナライザー接続装置  
空間γ線アナライザー  
ポータブルGe半導体測定器  

ポータブル空間γ線アナライザー  

大気浮遊塵放射能モニター  

錮
錮
H
。
1
H
。
1
H
。
1
 
 
 

GPIBTCP／IPによる接続  
EⅥrS4800／20記憶素子1甜Jバイト  

外部記憶装置容量1．2Gバイト  
東海施設支所電話回線接続  
本所、支所、施設  
GPIBTCP／IPによる接続  
GPIBTCP／IPによる接続  
公衆回線接続  
公衆回線接続  
フィルタ交摸機能ネットワーク制御  

表2：主な整備機器  

外のネットワーク（TISN）とも接続されているため、必要があれば、外国にもデータを送信することが出  
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来る。ERENSはUNIX，MSDOSの二つのOSの共同でなりたっており、ファイルの実体はUNIXで管理  

されている。 このため、スタンド・アロンのパーソナル・コンピュータでは扱うことが出来ないような  

大きなファイル・システムがれ・ISDOSからも利用できる。また、許可さえ与えれば他のステーション（国  

内外を 

3 計測例  

すでに、幾つかの計測例を報告しているので、ここでは、常時監視している空間γ線スペクトルのモニ  

タープログラムの一つについて紹介する。  

図1：アイコンによる空間γ線スペクトルの監視   

図1はUNIXのⅩウインドウ上でプログラムされた放射線監視プログラムのメニューでこの一番上のメ  

ニューから実行されたのが右のアイコンである。指定された放射線のレベルを越えると、ペルをならして、  

不快な顔に変わるようにプログラムされている。図1で二番目を指定すると、図2のように、放射線の経時  

図2：空間γ線の経時変化（，94／05～，94／08）  

変化が表示され、三番目のメニューからはエネルギースペクトルをみることができる。この監視画面はネッ  

トワークに対応しているので、IP接続された国内外の複数のステーションに表示することが可能である。   

4 おわりに  

現在、省際ネットワーク、STAネットワークの整備が進められており、これらのネットワークに参加す  

ることにより、例えば、上記監視を各地区で行い、それらを、お互いに表示して全地域の監視をお互いに  

行うことも、可能である。このようにネットワークの拡大により、さらに、高次の通膚、資源の共有化、放  

射能調査研究の能率化、統合的な解析も可能となるものと期待される。  
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Ⅳ－5 高速液体クロマトグラフィ ーによる   

環境試料中147pm及び151S皿の迅速分離法の開発  

動力炉・核燃料開発事業団 東海事業所  

吉田美香、住谷秀一、渡辺 均、飛田和則  

1．緒言  

純軟β線放出核種であるプロメチウムー147（＝Tp皿）及びサマリウ   

ムー151（151sm）は、ともに半減期が比較的長い核種であり、生物試   

料に濃縮されやすく、また、核分裂収率は比較的大きい。これらの   

理由から当事業団では、環境試料中＝Tpm及び151SInの分析手法の開   

発、環境中の放射能濃度及び移行係数の調査についての研究を進め   

ている。  

本報では、高速液体クロマトグラフ装置（HPLC）を用いた環境試   

料中Pm及びSmの迅速分離法の開発と環境試料中147pⅡl及び151SⅡl分析   

への適応について検討した結果を報告する。  

2．調査研究の概要  

＝7pm及び151Smは、純軟β線放出核種であるため妨害元素の共存   

下での放射能の定量は困難である。また、Pm及びS皿等の希土類元素   

は、その化学的挙動が類似ているため、環境放射能分析に通常用い   

ている溶媒抽出法やイオン交換法では分離が難しい。このため、分   

離能を高め迅速にこれらの元素を単離することを目的と して、HPLC   

を用いた分析手法の検討を行った。   

（1） HPLCにおけるPm及びSInの分離条件の検討  

① P皿及びS皿のフィ ード条件の検討  

Pm及びSmのHPLCへの導入は、ミニカラムで濃縮することと  

した。ミ ニカラムへのフィ ード条件について、ミ ニカラムか  

らのSm及びPnの溶出率に対する濃縮速度及び酸濃度の関係の  

検討を行った。  

② 溶離条件の検討  

濃縮されたPm及びSm元素の分離について、0．2M－α－ヒドロ  

キシイソ酪酸のpH段階溶離法による他ラ ンタノイド元素との  

分離条件、不純物混入率（除染係数）、保持時間の再現性等  

の検討を行った。   

（2） 環境試料への適用  

環境試料と して、妨害元素の多く含まれる土壌試料について  

検討を行った。  

P皿及びSm等の希土類元素は、環境試料中Am分析法を応用して、  
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精製・分離した。その後、HPLCによるpH段階溶離法によりSm及  

びPmを分離し、147Pm及び151Smを液体シンチレーショ ンカウン  

タにより定量した。分析回収率は、分析試料中147s皿をICP－MS  

により定量して求めた。  

3．結語  

（1）HPLCにおけるPtB及びStnの分離条件の検討  

① Pm及びS皿のフィード条件の検討  

濃縮速度、酸濃度に対するミニカラムからのSm及びPmの溶出  

率との関係について検討した結果、濃縮速度1ml／min、酸濃度  

0．川、溶液量10mlの条件においてそれぞれの溶出率は、0．01％  

未満であった。  

② 溶離条件の検討  

PⅡl及びSmは、HPLCによる  
Eu   計II  Pm一川7  1咄   

0．2M－α－ヒドロキシイソ酪  

酸のpH4．6及びpH4．8のpH段  

階溶離法により迅速かつ効  

率的に分離できた。   

溶離パターンに対するP皿  

及びSmの溶離曲線を図1に  

示す。この溶離条件におけ  

る除染係数は、Pm分取液に  

おいて1000以上、S皿分取液  

において500以上であり、  

乳酸系溶離液の勾配溶離法  

による分離より 2～3倍高  

1  
0  10  20  30  40  50  60  70  

5．0   

4．8   

4．6   

4．4   

4．2   

4．0  
20  30  40  50  60  70  

時間（分）  

0   10  

固10．2M－HIBAのpH段階清離パターン及び清♯曲線  

い値が得られ、分離時間も大幅に短縮できた。また、保持時間  

の再現性については変動係数として2％以下であり、分離回収  

率は約99％と良好な結果が得られた。  

（2） 環境試料への適用  

土壌試料200gを用いた分析の結果、分析回収率は約80％であり、  

14TPm及び151Smの検出下限値は、液体シンチレーションカウンタ   

による500分測定において約0．1Bq／kg－dryであった。  

以上の結果から本分析法は、環境試料中低レベル ‥7pm及び  

151Smの定量への適用が十分に可能であることが分かった。  
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Ⅳ－6 海洋モニタリ ングシステム整備調査  

日本原子力研究所  
小林義威、中井茂幸  

1．緒言   

本訴査の目的は、海水中及び海底土の放射能を迅速に把撞するた  

めの水深2 0 0mまでの運用可能な「海洋放射能測定システム」（以  
下「測定システム」という）を製作し、梅洋試験を通して原子力施  
設周辺の海洋モニタリングの充実に資することであろ。本報告では、  

測定システムの機能・性能を確認するため平成5、6年度に実施し  

た海洋試験の成果について報告する。   

なお、本調査は電源開発特別会計による科学技術庁からの受託研  

究と して実施しているものである。  

2．調査研究の概要   

海洋試験ほ、青森県関根浜  
ケーブルウインチ  

港及び関根浜沖、茨城県東梅  

村沖において行った。原研む  

つ事業所所属の曳船‘「みづほ  

丸」（190トシ）を母船とし  
て使用した。   

図1に測定システムの概念  

図を示す。海洋試験では、母  

船の位置保持をしながら、無  

人浄水機（以下「R O V」と  
いう）を運航させ海水及び海  

底土の放射能を直凄測定し、  
併せて採水・採泥も行った。  

γ線スペクトル、水温・塩分、スラスタ  
洗向流速、位置（G．P S、音  

クレーン  
シープ  

mセンサ   

ステルカメラ  

カラJⅣカメラ  

響測位）データの収録につい  

ては、制御室内に設置されて  

いるデータ収録処理装置を用  

いて行った。  

白黒Ⅳカメラ  

放射能センサ  採水券  斬藷  高度計  

囲1 測定システムの概念図  
1）測定システム  

R O Vには、推進系（スラスタ）、航海通信系（高度計、音響   

測位）、調査観測系（放射能検出装置、C T D、流向流速計、白   

黒・カラーT Vカメラ、スチルカメラ、採水器、採泥券）を搭載   

しており、これら機器についての機能・性能を確認した。採水・   

採泥された試料は研究室に持ち帰り、Ge検出器による室内測定   

を行った。  
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船上装置の制御室、着水接収用クレーン、ケーブルウインチ、   
シー プについては、一部改造を加えながら、機能・性能が正常に   

作動する こ とを確認した。  

データ収録処理装置については、試験中正常に作動し、γ線ス   

ペクトル、水温・塩分、流向流速、位置データをリアルタイムに   
収録処理することができた。  

2）測定結果  
流速、流向、塩分、水温データの収録処理の一例として、関根   

浜沖における鉛直分布図を図2に示す。流速、流向については、   
対R O Vの相対データであるた  

i寒 t■加  諷 疇肌   】 ム■ 分Il／MI  
めR O Vの航行中は評価するこ  
とは難しい。塩分・水温につい  

ては、表層では水温23．1℃、塩  

分34．0から、水深60mでは水  

温16．4℃、塩分34．4に変化し、  

水深170mの海底付近では水温  
11．6℃、塩分34．4となり、水  

温躍層の存在を確鹿することが  
できる。この■ような躍層の存在  

は拡散現象を把達する上で重要  
である。   

放射能データの収録処理の一  

例として、東海村沖15kmにおけ  

る海底でのγ線スペクトルを  

図3に示す。図よ り検出された  

のは40Ⅹ（1．46keV）のみであ  

る。海底土の放射能は、関根浜  
港の方が東海村沖に比べて40K  
の放射能レベルが低かった。こ  

のことは、採取された海底土の  

Ge検出器による室内結果からも  
確認する ことができた。  

・
イ
●
′
l
r
．
 
 

翁島位■  

H E SIH t0  2¢  30  
0水凛l℃事   

図2 流速、流向、塩分、  

水温鉛直分布図  
（関根浜沖12km）  

■■■Dlnlt■■■1．一  l‡■Ⅶ ■－1  ■■Ⅶ■ ■■lll 伽t■断た芸者■■■■  
■■■I＋；T師Ⅰ偶∝l t第一．●．巷  間TⅧl∝l p■  

図3 γ線スペクトル  
（東海村沖15km海底）  

3．結語   

平成5－6年の海洋試験において、計32回の潜航を行い、水深  
210mまでほほ仕様に基づいた機能・性能を有していることが確  
認できた。今後、これらの経験を活かしさらにシステムの高度化を  

計っていく予定である。なお、本海洋試験は、原研むつ事業所海港  

管理室の協力のもとに進めた。また、測定システムの製作に当り、  

海洋科学技術センターの協力を待た。  
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V．都道府県における放射能調査   



Ⅴ－1 ゴヒ音毎道乙こ車う乙ナ る放身寸青色吉岡査  

北海道立衛生研究所生活科学部放射線科学科  

福田 一義、奥井 普代、小林 智  

l． 緒 言  

前年に引き続き、科学技術庁委託による平成5年度の北海道にわける環境放   

射能水準調査の概要を報告する。  

2． 調査の概要  

（1） 調査対象  

降水（定時採取）については全ベータ放射能の測定、降下物（大型水盤によ  

り1月間採取）・陸水・海水・海底土・土壌・農畜水産物・日常食については  

Geガンマ棉スペクトロメータによる核種分析を行なった。あわせて、牛乳の   
131Ⅰならびに牛乳・野菜・海産生物の90srおよび137csの核種分析を行なっ  

た。また、空間放射線主宰調査を行なった。   

（2） 測定方法  

測定は、科学技術庁編「全ベー タ放射能測定法」、「Ge（Li）半導体検出器等  

を用いた機器分析法」、「放射性ヨウ素分析法」、「放射性ストロンチウム分析  

法」、「放射性セシウム分析法」に準拠して行なった。なわ、空間放射線量率  

は、モニタリングポストによる連続測定およぴシンチレーションサーベイ  

メータによる月に一度の測定を行なった。  

（3） 測定装置  

GH計数装置；アロ声TDC－103（GH」札B－2501）  

Geガンマ緑スペクトロメータ； ORTEC GEN－25185P  

低バックグラウンド放射能自動測定装置； アロカ LBC－471Q  

モニタリングポスト； アロカ HAR－11  

シンチレーションサーベイメータ； アロカ TCS－121C  

原子吸光分光光度計； 日立180－50   

（4） 調査結果  

月毎の降水（定時採取）の全ベータ放射能調査結果を表Ⅰ、90srおよぴ137cs  

の放射化学分析結果を表ⅠⅠ、牛乳中の131Ⅰ分析結果を表IIl、Ge半導体検出器  

による核種分析測定結果を表Ⅳ、垂間放射緑主宰測定結果を表Vに示す。  

牛乳の90srおよび＝7csの測定値には従前と同様な地域差が認められた。   

3．結語  

本年度の調査において、測定値は昨年とほぼ同等のレベルであり、特に異常   

は孟忍められなかった。  

〉：く平成6年4月、放射能科を放射緑科学科に改称。  
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1定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果  

II放射化学分析結果  
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l！t 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

）k前年度まで過去3年間の情  
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Ⅳ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定楷果  

u 1試料名  
㌍棚所  l採取年月   I検体  いく過去の債  l単 位 t  

数   

l  札幌市   毎 月   ND   o・089  m〕－0．39  MBq／km2 l降下物  貞  i   l12   N口   ND－0．36  mBq／l  
l陸 ・雷諾1  l札幌市，  平57月，平61月  12  lN口  】  l     稚内市  平5 6，12月  2  ND  ND  ND － N［）  mBq／1   
l水l淡 水  t  石狩町  l平5 7月  11  ‖  10．53  l川〕－1．0  lmBq／l l   

札幌市  

札幌市  

0 － 5 cm  

平5 8月  

平5 8月   

3
 
 
】
 
 

3
8
日
l
‖
1
4
…
 
 

Bq／kg乾土  

GBq／km2  

Bq／kg乾二I二  

GBq／km2  

■
1
一
は
9
－
 
 

l －1．4   

8 －10．ろ  5 － 20 cm  

1．5 －1．6  

Nl）－N口  Bq／k8精米  

11  

■米  ■消 李苧地   一札幌市  平5】1月  l石狩町  l平5 8月   ND  ND －ND  Bq／k8精米   

旧  l大 根        11  l  1ND  113－39  】mBq／kg生  lm   ND → 30  mBq／kg生  

lほうれん草   1石狩町  l平5 8月   

札幌市  5，8，11，2月  4   生産地・仰0   l      0．066  t o．26  0．060－0．30  Bq／l   消費地   旦些市  l平58月，平62月  12  ND  】ND  0．064－0．13  nq／Ⅰ   
1   0・061  10・064－0・20  lBq／k6生 

淡水塵生物！鮒    i石狩町  l平5 7月   2  0．043  0．13  0．065－0．23  Bq／人・日  

都市部   

Ⅷ  l   ；    l  

l  一札幌市  平5 6，12月   I            鰐漁村部  ；岩内町   
l平5 6，12月   12  10・018  」0．050  10．043－0．24  lBq／人・日  

海 水  j空町  平5 7月   N【）   ND －ND  mBq／1   

余市町  平5 7月   o・87   Nロー0・85  Bq／k吊乾土 

河町  平5 9月   l海底土  1   0・10  o・13－0・36  tBq／kg生   

）；く前年度まで過去3年間の値  

V 空間放射線豊率測定結果  
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Ⅴ－2 輌県Ⅰこおiナる蜘  

青森県榔健センター   

佐脚、工榊、庄司博光   

ふ村秀諒、外噂久美子、竹ケ原仁   

安達大介、田口直子、佐々木守  

1．緒 言  

前年度に引き続き、平成5年度に科学技術庁の委託により実施した放射能調査の概要を報告   

する。  

2．調査の概要  

1）調査対象   

降水、降下物、上水、土壌、日常食、農畜遵物、海水、海底土、海産生物、空間線量率  

2）測定方法   

試料の前処理及び測定は、科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（昭和51年改訂版）」   

r放射性ヨウ素分析法（昭和52輔丁版）J、「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器   

分析法（平成2輔丁版）」、「連続モニタによる空間ガン瀾定法（昭和57年）」及   

び「放射能調査委託実施計画書（平成5年度）」に準拠して行った。  

3）湘定装置  

①全ベータ放射能  低バックグラウンド放射能自動測定装置  

（アロカ製Ⅰ．BC－481Q型・472p型）  

②ガンマ梼スぺクトロメトリー ゲルマニウム半導体検出器  

（セイコー EG＆G製）  

③軸率  陶Ⅰ（Tl）シンチレーションサーベイメータ  

（アロカ製 TCS－121C型）  

モニタリングポスト  

（音土電機製 TG－72968型）   

4）調査桔莱  

①青森市における定時降水試料中の全ベータ放射能掛吉果をⅠに示す。  

②牛乳申の131Iの分析結果を‡1に示す。  

③各種試料中のゲルマニウム半導体検出舅引こよる核種爛吉葉をmに示す。  

④青森市におけるモニタリングポストとサーベイメータの調査結果をⅣに示す。  

3．紹’語  

平成5年疫の調査結果において、測定俄ま昨年度とはば同じレベルであり、特に異常な蝕ま   

認められなかった。  
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降 水 の 定 時 採 取（定時降水）  
採取  

降水量  放 射 能 濃 度（恥用）  月間降下t  

年月   
（勘）  用軸／加2）    測定敷  最低値  最高債   

5年 4月   ち了∴号   8   ND   0．88   22   

5月   74．0 ／／ユ、二し   10   ND   2．7   40   

8月   58．5   9   ND   1．9   4・0   

7月  117．0   9   ND   0．40   2．8   

8月   82・0   7   ND   ND   ND   

9月   81，0   11   ND   0．80   2．7   

10月   80．0   12   ND   2．1   52   

11月   58．0   11   0．94   49   

12月   87．5   17   ND   1．8   93   

8年1月   77．5   16  0．32  1．9   142 , 

2月   59．5   18   ND   3．4   138   

3月  1 47・016   u ！ND  3．1  93   

年間億  847．5  u 1142 】   ND  3．4   ND～142   

前年度までの過去3年間の債  ND   8．5  聞 ～124   

ⅠⅠ牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場所  青森市   〝   〝   〝   〝   〝   前年度までの過去3年一鞄鳩   

採 取 年 月 日  E5．6．24  E5．8．2  且5．臥27  E5．9．16  E5．1（）．13   

放射能搬仙川）   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   
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i  

j  

妄   

l試料名  
f  

‡  数  
‡   

降 下 物  

l  

睾  ー 青森市  斑5．4～E8．3  12 n   H ND事8・28    ‖ ” ND！0．0泌  n  
陸水   上水（蛇口水）  ‡青森市   l エ5．8，‡5．12i2   u   ！NDをND l 士   丹D  ‡0・33‡  ‖  

室 

青森市  H5・7 1．5  ‖ ‡1．6  5．8  ；l 変  1  

l   

ー 
53   t 59 M  凶  拍   

L   

i土  四   u 18 F 20  
l  l   0～5cm  

l   鋸0 ‖  7亜 川  i脇q／kl庁 川   

胞q／k【庁  

5～20cm  

惟q／kl正  

地場精米‡  ND！ND ≧ ND   

む つ 市 … 鮎．7  【1ヨ ー・lO・072†0・12：0・15  
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Ⅳ 硯率測定結果  
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前年度までの過去3年間の値  28～46  

注）モニタリングポスト（DBM方式）による空間線量率測定は、平成4年度より開始した。  
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Ⅰ大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取（定時降水）     大型水盤による降下物  
採  取  降水量  

放 射 能 濃 度（Bq／l）  月間降下量  月間降下量  
年  月  （mm）  （Mβq／k¶2）  （M8q／k¶2）  

測定数   最低値   最高値   

平成 5 年 4月  32．1   5   N．D   3．0   11．0  

5月  114．4   8   N．D   N．D   N．D  

6月  129．6   5   N．D   N．D   N．D  

7月  196．8   8   N．D   2．0   9．l  

8月  130．9   6   N．D   N．D   N．D  

9月  103．0   8   N．D   N．D   H．D  

10月   69．5   3   N．D   N．D   N．D  

11月   77．9   4   N．D   N．D   N．D  

12月   36．7   2   N．D   l．9   31．2  

平成 6 年 1月   40．6   3   N．D   N．D   H．D  

2月   33．1   3   N．D   N．D   H．D  

3月   53．8   4   N．D   l．8   37．5  

年  間  値  1，01臥4   59   N．D   3．0   N．D・－37．5  

前年度までの過去3年間の値  328   N．D   3．6   N．D一－140  

Ⅱ 空間放射線塵率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  
測 定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平 成 5 年  4月   7．1   12．9   8．2   36   

5月   7．1   10．8   8．2   36   

6月   7．1   14．8   8．2   33   

7月   7．0   11．8   8．3   35   

8月   7．l   12．9   8．2   34   

9月   7．1   11．6   8．4   39   

10月   7．3   13．9   8．5   35   

11月   7．0   13．0   8．5   36   

12月   7．2   12．1   8．5   39   

平 成 6 年 1月   7．1   12．4   8．2   37   

2月   7．0   12．7   8．0   34   

3月   7．3   10．5   8．0   36   

年  間  値   7．0   川．8   8．3   33・－ 39   

前年度までの過去3年間の値   6．8   17．2   8．5   32一－ 38   
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Ⅲ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  
137cs  前年度まで   その他の検出きれた  

≡式 科 名   採取場所  採取年月   体  過去3年間の値    人工放射性核種   単 位  

数                     最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん  盛岡市  四半期毎  ロ  N．D  N．D   H．D   H．D   なし   MBq／mう   

降下物  盛岡市   毎月   12  N．D  0．23  N．D   0．12   なし   MBq／km2   

上水 源 水  
陸  

蛇口水  盛岡市  H5．6・12  2  N．D  H．D   N．D   N．D   なし  
水  

鵬q／l  

淡 水  

67  65   86   なし   Bq／kg柁土  

0－ 5elⅥ  滝沢村  l】5．8   
土  2200  2100   2500  MBq／kl〔2  

蟻  3．9  3．4   5．5   なし   8q／kg柁土  

5－20e†n  滝沢村  H5．8   
360  300   600  MBq／kIn2   

精米  滝沢村  H5．11   0．17  N．D   0．38   なし   Bq／kg精米   

野  玉山村  H5．10   N．D  N．D   N．D   なし   
8q／kg生  

菜   玉山村  H5．10   H．D  N．D   0．033   なし   

茶  Bq／kg乾物   

牛乳  滝沢村  H5．8・H6．2  2  N．D  N．D   N．D   0．12   なし   Bqハ   

淡水産生物  Bq／kg生   

日常食  盛岡市 岩泉町  H5．6・12 H5 
．6・11   

0．13   なし   Bq／人・日   

摘水  m8q／l   

沌底土  Bq／kg托土   

海  山田町  H6．2   H．D  N．D   0．061   なし   

産  

生  
Bq／kg生  

物   
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Ⅴ－4 宮城県aこおらナる放男寸青ヒ書周「査  

宮城県原子力センター  

小川 武  菊池 格  

1緒  言   

前年度に引き続き、平成5年度に科学技術庁の委託を受けて宮城県が実施した「環境   
放射能水準調査」の結果を報告する。   

2 調査の概要   

（1）調査の対象   

定時降永については全べ一夕放射能の測定、降下物、陸水、土壌、日常食、農畜産物、  
海産生物、及び牛乳についてはゲルマニウム半導体検出器による核種分析を行った。   

また、サーベイメータによる空間線量率を毎月1回、モニタリングポストによる空間線   

量率を周年連続で測定した。   

（2）測定方法  

全ベータ放射能は科学技術庁編「全ベータ放射能測定法」（昭和51年改訂）、核種分  
析は同庁絹「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法」（昭和54年改訂）、サー  
ベイメータ及びモニタリングポストによる空間線量率は「放射能測定調査委託実施計画書  
（平成5年度）」に基づいて行った。   

（3）測定装置  

①全ベータ放射能   

②核種分析  

オートサンプルチェンジャー付GM計数装置  
（アロカ製JDC－163）  

プリンストンガンマテックGe半導体検出器  
オルテックG e半導体検出器  
セイコーEG＆G多重波高分析装置   

③サーベイメータによる空間線量率  
NaI（Tl）シンチレーション式サーベイメータ  

（アロカ製TCS－131）   
④モニタリングポストによる空間線量率  

NaI（Tl）シンチレーション式モニタリングポスト  
（アロカ製MAR－11）   

（4）調査結果  

表－Ⅰに定時降水の全ベータ放射能測定結果を示す。   
真一‡に牛乳（原乳）の131Ⅰの分析結果を示す。   

表－Ⅲに降下物、陸水、土壌、農畜産物、日常食及び海産生物の核種分析結果を示す。   
真一Ⅳにサーベイメータ及びモニタリングポストによる空間線量率の測定結果を示す。   

3 結  語  

平成5年度に実施した全ベータ放射能及び空間線量率の測定結果は、例年と同レベルで   
あった。また、昭和63年度から開始した核種分析結果についても、特に異常な値は経め   
られなかった。  
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義一Ⅰ定時降水試料中の全ベータ放射能測定結果  

採  取  

年  月   （mm）   測 定 数  最 低 値  最 高 値   

平成5年 4月   16．4   N D   N D   

5月   129．2   6   N D   N D   

6月   155．9   6   N D   1．8   

7月   233．4   10   N D   N D   

8月   177．0   9   N D   N D   

9月   272．7   10   N D   0．2   

10月   119．9   6   N D   N D   

11月   149．5   3   N D   N D   

12月   27．2   2   N D   N D   

平成6年1月   16．4   3   N D   N D   

2月   58．1   4   N D   N D   

3月   118．9   3   N D   N D   

年  間  植  1474．6   63   N D   1．8   

前年度までの過去3年間の値  231   N D   5．3   

真一： 牛乳（原乳）中の13】Ⅰ分析結果  

採 取 場 所   宮 城 県 畜 産 試 験 場  （岩出山町）  前年度王で過去3年間の値   

採 取 年 月 日  5．5．27  5．6．16  5．7．7  5．8．12  5．9．16  5．10．7  最 低 値  最 高 値   

放射能濃度（Bq／1）  ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   
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真一Ⅲ ゲルマニウム半導体検出器による抜種分析測定調査結果  

前年度まで  
過去3年間の植   紺地の検出さ独  

試  料  名  採取場所  採 取 年 月  単 位  
人工放射性接種        歎  最低値  最高僧  最低値  最高値   

降   下   物  女 川 町  H5．4～i旧．3  12  N D  0．080  N D  0．（裕2  なし   HBq／d   

陸水（蛇口水）  仙 台 市  H5．7，H5．10  2  N D  N D  N D  N D   なし   虚8q／‘   

土壌（0－5c℡）  岩出山町  H5．9   5．8  5．8  3．4  6．3   なし   8q／短乾土   

土壌（5－20ct）  岩出山町  H5．9   1・5  1．5  2．3  2．9   なし   8q／也範士   

精  米  石 巻 市  H5．11   ロ  ND   N D  N D  0．063  なし   Bq／短生   

野 菜（大 根）  仙 台 市  H5．10   0・024  0．024  0．11  0．11   なし   8q／鹿生   

野菜（ホウレン草）f  仙 台 市  H5．5   0．029  0．029  N D  N D   なし   8q／短生   

牛乳（市販乳）  仙 台 市  H5．5，H5．10  2  Nl）  N D  N D  N D   なし   1Bq／且   

日  常  食  石巻市、他  H5．7，H5，11  4  0．039  0．14  0．024    0．15   なし   Bq／人・日   

海産生物（カレイ）  仙 台 市  H5．6   0．083  0．083  0．062  0．096  なし   Bq／短生   

精米の前年度での過去3年間の値は田尻町で採取したものの値である。  

真一Ⅳ 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト （cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月 日  
最低値  最高値  平均値   （nGy／h）   

平成5年  4月   8．7  12．1   9．6   51   

5月   8．8  13．5   9．5   53   

6月   8．8  13．1   9．5   53   

7月   8．7  13．9   9．4   4．9   

8月   8．5  16．0   9．5   52   

9月   8．9  14．0   9．7   49   

10月   8．6  15．0   9．7   5 0   

11月   9．0  13．0   48   

12月   9．1  14．9   9．9   48   

平成6年  1月   9，0  13．3   9．9   52   

2月   9．0  18．7  10．0   52   

3月   9．0  12．9   9．8   53   

年   間   惜   8．5  18．7   9．7   4 8 ～ 53   

前年度主で¢過去3年間の借  8．0  17．3   9．6   46 ～ 57   
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Ⅴ－5 秋日ヨ県乙こおらナる放射肯巨調査  

秋田県衛生科学研究所  

村上恭子  杉野 哲  武藤倫子  

1．緒 言   

平成5年度（平成5年4月～6年3月）に実施した科学技術庁委託による秋田県におけ   
る環境放射能水準調査の結果について報告する。   

2．調査の概要   

（1）調査対象  

定時降水、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水、淡水）、土壌、農畜産物（精米  

ダイコン、キャベツ、牛乳）、水産生物（コイ、タイ）、日常食、空間線量率（モニ  

タリングポスト、サーベイメータによる）。  

（2）測定方法  

試料の調製および測定は、科学技術庁編「放射能測定調査委託実施計画書（平成5  

年度）」、「全ベータ放射能測定法（昭和51年度）」、「放射性ストロンチウム分  
析法（昭和52年）」、「ゲルマニウム半導休検出器を用いた機器分析法（平成2年  
改定）」等に準じた。  

（3）測定装置  

（D低バックグランド自動測定装置 ：Alo ka LBC－451型  
②シンチレーションサーベイメータ：Alo ka TCS－121型  
③モニタリングポスト  ：Alo ka MAR－21型  
④ゲルマニウム半導体検出器付波高分析装置：SEIKO EG＆G NCA －7800型  

O RT E C GEM－15180－P  

（4）調査結果  

①定時降水中の全β放射能結果を表Ⅰに示した。年間の降水量は1928．3mm、定時採水  

の測定回数が146回であり、全β放射能濃度の最高値は、5月に5．9Bqであった。  
年間総放射性降下量は、1482M馳／lⅧ2で、昨年度と同レベルであった。  

②放射化学分析によるgOSrとゲルマニウム検出器による137Csの測定結果を、表  

Ⅱ、表Ⅳに示した。各試料に於いて異常値を示したものはなかった。  

③牛乳中のIalIの分析結果を表Ⅲに示した。全ての測定結果が、検出限界以下であ  
った。  

④空間線量率の結果を表Vに示した；今年度から、DBM方式を採用したNaI（Tl）シ  

ンチレーション検出器で測定したため（nGy／h表示）、前年度（cps表示）  
と比較は出来ないが、異常値を示したものはなかった。   

3．まとめ   

今年度、新たにDBM方式を採用したⅣaI（Tl）シンチレーション検出器による空間線量   
率調査を開始したが、その測定値および各試料全般において異常値は認められず、過去3   
年間の調査結果と比較しても低いレベルであった。その他、4月にロシア・トムスクー7   

事故に関する緊急時調査においても、異常値は測定されなかった。  
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Ⅰ 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取   （定時降水）  

採  取  

降水量  放射能濃度（Bq／射  月間降下量  
年  月  

（mm）  測定数   最低値   最高値   （MBq／km2）  

平成5年 4月   102．3   N．D   3．2   130   

5月   158．4   N．D   5．9   100   

6月   147．8   N．D   3．4   46   

7月   255．5   N．D   0．83   86   

8月   189．5   10   N．D   0．72   44   

9月   148．7   10   N．D   0．88   49   

10月   151．8   N．D   2．4   150   

11月   270．9   N．D   2．7   2（】0   

12月   176．6   17   N．D   4．7   320   

平成6年 1月   152．0   14   N．D   4．1   200   

2月   93．1   N．D   3．1   

3月   81．7   15   N．D   2．8   90   

年  間  値  1928．3   146   N．D   5．9   44 ～ 320   

前年度までの過去3年間の値  458   N．D   8．6   6．0～ 470   
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Ⅱ 放射化学分析結果  

採取  90Sr  

試 料 名  検休数  単 位  

年月  最 低 値  最 高 値  過去の値   

6．7  4．9′～12．8  

土  

220  190′）370   軌2  

5．9  5．3～9．2  

壌   

880  540～1400   

穀類（精米）   5年10月   N．D  N．D～0．056  肋精米   

野  5年10月  0．067  0．085～0．28  

兢生   

菜   5年10月   0．11  0．071～0．33  

牛   乳  5年8，12月   2   0．048   0．054   N．D～0．072  馳／ゼ   

淡水産生物（コイ）   5年 8月   2．4  1．7～3．7  馳／k生   

日  5年7，11月  2  0．089 o．17  N‘D～0．24  

常  軸／人・日   

食   5年7，11月  2   0．096  N．D～0．20  

海産生物（州  5年 8月   0．049  N．D√－0．12  馳／短生   

過去の値は、前年度までの過去3ケ年間の値  

Ⅲ 牛乳中の1ユ1Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  秋田市  秋田市  秋田市  秋田市  秋田市  秋田市  前年度まで過去3年間の値   

採 取 年 月 日  5、4、19  5、6、29  5、8、5  5、10、20  5、12、14  6、2、18  最低値   最高値   

放射能濃度（馳／ゼ）   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   
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Ⅳ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  前年度まで  
採取  

体  
137cs  過去3年間の値   その他の検出された  

試 料 名    場所   年 丹  
人工放射性核種   

単 位  

数                    最低値  最高値  最i封直  最高値   

大気浮遊じん   秋田市   4回／年   4   N．D  N．D  0．8069  勅3   

降  下  物   秋田市  4月～3月  四  N．D  0．10   N．D  0．14  級レb¶2   

陸  蛇 口 水  秋田市  5年7月12月  2   N．D  N．D  

水  淡  水  秋田市  5年8月   0．46  0．55～0．88   
胞レゼ  

23  41  63  恥／短乾土  
0－ 5cm  秋田市   5年9月   

土  490  1500   2600  蜘2  
壌  

〝   
49  16  57  

5－20cm  
恥／kg乾土  

5年9月  6  
4100  2380   6000  蜘2   

精  米   秋田市   5年10月  6   N．D  N．D  恥／kg精米   

野  大   根  秋田市   5年10月  6   軋D  N．D  0．04  

菜  キャベツ  〝   5年10月  1   N．D  N．D  0．06   
恥／kg生  

牛   乳   秋田市  5年8月12月  2  N．D  0．050  N．D  0．060  軸／ゼ   

淡水産生物（コイ）   秋田市   5年8月  口   0．10  0．11  0．40  恥／kg生   

秋田市  5年7月11月  2  N．D  0．066  0．064  0．34  
日  常   

食  
馳／人・日  

海産生物（タイ）   天王町   5年8月  6   0．14  0．18  、0．24  馳／短生   

Ⅴ 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（融）    サーベイメータ  
測 定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （鵬y几）   

平成5年  4月   34．2   50．3   36．1   62．8   

5月   34．4   51．1   36．2   64．7   

6月   34．6   50．9   36．6   63．1   

7月   34．9   5き．0   37．2   63．8   

8月   35．3   49．4   37．1   61．8   

9月   35．2   50．4   37．5   63．1   

10月   35．0   53．5   ，37．7   62．0   

11月   35．0   60．7   38．3   65．5   

12月   33．1   65．1   37．8   60．1   

6年 1月   30．2   55．0   36．3   64．4   

2月   29．0   55．3   34．9   60．8   

3月   34．7   47．2   36．5   62．1   

年  間  値   29．0   65．1   36．8   60．1～ 85．5   

前年度までの過去3年間の値  10．5（c因）  35．0（c膵）  14．6（c膵）  55．0～ 68．7   
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Ⅴ－6 山 形 県iこ お 古ナ る 放射骨巨 調 査  

山形県衛生研究所  

笠原義正  

1．緒言  

平成5年度に山形県が実施した科学技術庁委託環境放射能水準調査結果   

の概要を報告する．  

2．謝査の概要  

1）調査対象  

定時降水の全β放射能および降下物・陸水（上水）・土壌・精米・野菜  

牛乳・日常食・海産生物（魚鞍，貝類，海藻類）の各々γ放射能，並び  

にサーベイメータ，モニタリングポストによる空間線量率を測定した．   

2）測定方法  

試料採取，前処理，全β，γ放射能測定及び空間線量率の測定は，科学  

技術庁縮『環境試料採取法（昭和58年）』，『全ベータ放射能測定法（昭和  

51年）』，『ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメト  

リー（平成2年）』及び平成5年度放射能測定調査委託実施計画書により  

行った．   

3）測定装置  

a．全β放射能  GM自動装置（Aloka製JDC－163）  

b．γ線核種分析  Ge半導体検出器（セイいEG＆G製 ORTEC GEM15180）  

c．空間操車量  シンチレーションサーベイメータ（Aloka製 TCS－131）  

モニタリングポスト（Aloka製 MAR－21，MAR－11）   

4）謝査結果  

a．定時降水試料申の全β放射能調査結果を表Ⅰに示した．  

b．γ線核種分析調査結果を蓑Ⅱに示した．  

C．空間線量串測定結果を表Ⅲに示した．  

3．結 語  

平成5年度の山形県の環境放射能レベルは，前年度の本県における放射   

能レベルと同程度であった．  
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（Ⅰ）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料申の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取  （定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  
降水量  放 射 能 濃 度 （Bq／1）  月間降下量  月間降下量  

年月  （MBq／km2）  （MBq／km2）  

（m爪）  測定数   最低値   最高値   

平成5年4月   26．4   6   N．D   N．D   N．D  

5月   114．1   9   N．D   N．D   N．D  

6月   93．2   N．D   N．D   N．D  

7月   222．0   N．D   N．D   N．D  

8月   181．2   10   N．D   N．D   N．D  

9月   75．7   N．D   N．D   N．D  

10月   77．8   N．D   N．D   N．D  

11月   66．2   N．D   N．D   N．D  

12月   64．5   N．D   N．D   N．D  

平成6年1月   38．6   N．D   N．D   N．D  

2月   71．2   N．D   N．D   N．D  

3月   37．1   N．D   N．D   N．D  

年 間 値   1068．0   117   N．D   N．D   N．D  

前年度までの過去3年間の傾  341   N．D   N．D  N．D  
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（□）ゲルマニウム半導体検出鮨による核種分析測定鍋査結果  

137cs  前年度まで   その他検出された  
試  料  名   採敢為所  採取年月  検体数  過去3年間の偵    人工放射性核種   単 位  

最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊 じ ん   山形市  5．4・～6．3  4   N．D   N．D   N．D   0．020  mBq／m3   

降  下  物  山形市  5．4′｝6．3  四   N．D   0．21   N．D   0．16  MBq／km2   

上水 顔 水  
陸  

舵口水  山形市  5．5，12  田   N．D   N．D   N．D   0．36  mBq／1  
水  

淡 水  

20   37  Bq／kg乾土  

0～5cm   山形市  5．7   

土  1200   1000   1800  MBq／km2  

壊  2．2  2．4   6．7  Bq／kg乾土  

5′－20cm  山形市  5．7   
270   240   865  MBq／km2   

精 米  山形市  5．11   N．D   N．D   N．D  Bq／kg精米   

野  山形市  5．10   N．D   N．D   0．1  
Bq／kg生  

菜   山形市  5．10   N．D   N．D   N．D  

茶  Bq／kg乾物   

牛 乳  山形市  5．8，6．2  田   N．D   N．D   N．D   N．D  Bq／1   

淡水産生物  Bq／kg生   

日常食  山形市  5．5，6，11  田   N．D   0．053  0．028  0．18  Bq／人・日   

海 水  mBq／1   

海底土  Bq／kg乾土   

海  酒田市  5．6   N．D   N．D   0．081  
産  

生  酒田市  5．6   N．D   N．D   0．11  Bq／kg生  
物   
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（Ⅲ）空 間 放 射 線 量 率 測 定 結 果  

モニタリングポスト （nGy／h）  サーベイメータ  
測  定  年  月  

最低値   最高値   平均憤   （nGy／h）   

平成 5年 4月   39   51   40   62．2   

5月   38   53   67．1   

6月   39   52   66．3   

7月   39   61   61．9   

8月   40   61   42   70．1   

9月   40   56   42   69．1   

10月   40   53   42   69．2   

11月   40   67．4   

12月   35   60   67．0   

平成 6年 1月   39   58   42   70．1   

2月   33   76   40   59．0   

3月   40   51   63．2   

年  間  傾   76   61．9～ 70．1   

前年度までの過去3年間の値   7．0＊   23．0＊   12．7＊   59．1 ～ 75．7   

＊平成4年度までの測定結果は，モニタリングポスト（Aloka製【AR－11）で測定し，CPS   
単位で表示．  
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Ⅴ－7 福 島 県 に お け る 放 射 能 調 査  

福 島 県  原子力センター  

佐藤 魁雄 佐久間守人 柳沼 和文  

菜花 雅美 蛭田 真史 小迫ゆかり  

1．緒 言   

平成5年度に福島県が実施した科学技術庁委託環境放射能水準調査結果を報告   

する。  

2．調査の概要  

1） 調査対象  

①全β放射能……定時降水［大熊町コ  

②1ヨ1Ⅰ分析 ……牛乳（原乳）［大熊町］   

⑧核種分析 ……大気浮遊じん、降下物、陸水（上水蛇口水、淡水）、土壌、  

精米、野菜（大根、ほうれん草）、牛乳（市販乳）、淡水産  

生物（鯉）、日常食、海水、海底土、海産生物（あいなめ）。  

［福島市、相馬市、大熊町コ  

⑥空間線量率……モニタリングポスト、サーベイメータ［大熊町］  

2） 測定方法   

①全β放射能測定は、科学技術庁マニュアルに従った。   

②牛乳中の1ヨ1Ⅰ分析は、直接ゲルマニウム半導体検出器で測定した。   

⑧核種分析は、直接、または試料乾燥後450℃で灰化して、または蒸発乾固し  

てゲルマニウム半導体検出器で測定した。   

④空間線量率は、委託調査実施要領に従った。  

3） 測定装置   

①全β放射能……GM計数装置   

⑧1き1Ⅰ分析 ……ゲルマニウム半導体検出器   

⑧核種分析 ……ゲルマニウム半導体検出器   

⑥空間線量率……N aI（Tl）シンチレーシぎン検出器、シンチレーシぎン  

サーベイメータ  
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4） 調査結果   

①定時降水中の全β放射能調査については、平成5年9月に検出された。   

②牛乳（原乳）申の131Ⅰ分析については、検出されなかった。   

⑨核種分析測定調査については、137Csが降下物、淡水、土壌、牛乳、淡水産生  

物、日常食、海底土、海産生物から検出された。   

⑥空間線量率については、モニタリングポストが36 － 65n G y／h（年  

間平均値41n G y／h）の範囲で、サーベイメータが45．7～53．3  

nGy／h（年間平均値49．8n G y／h）の範囲で、前年度までの過去  

3年間の値とほぼ同程度であった。  

3．結 語  

いずれの調査項目においても、例年度とはぼ同程度であった。  
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（1）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取（定時降水）     大型水盤による降下物  

採 取  

降水量  放射能傾度（馳／1）  月間降下量  月間降下量  

年 月  

】弓  （HB心血2）  （恥q几皿2）  

平成5年  4月   53   5  

5月   109   7  

6月   127   12  

7月   247   14  

8月   212   
／   

9月   264   10  5．3   427   

10月   90   7  

11月   260   5  

12月   30   9  

平成6年 1月   20   8  

2月   63   6  

3月   122   5  

年 間 値   1597   99  5．3  一一－427   ～   

前年度までの過去3年間の値  348  72  －ノー4．3   ～   

（注） － は検出されず  

（2）牛乳中の1ヨ1Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  大熊町  大熊町  大熊町  大熊町  大開町  大熊町  前年度まで過去3年間の値   

採取年 月 日  5．4．8  5．6．8  5．8．5  5．10．15  5．12．10  6．2．4   最低値   最高値   

放射能洩度（8q／1）  

（注） － は検出されず  
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（3）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  

取  
柑TCs  前年度まで  

試料名  採取場所    年  過去3年間の値  

月   単．位  

数  

大気浮遊じん   大開町  4半期  4  0．0α7  咄／■3   

降 下 物  大熊町  毎月  12  0．17  0．18  晰k暮2   

陸  
5．6  

2  
5．12  拙1  

水   淡 水  福島市  5．9  口  0．28  1．0  

2．2   5．7   22  馳ルg乾土  

土  

59   177   687  陥q／k㌔  

壌   15  7．3  馳ルg乾土  

5ノ・′20cm  福島市  5．6  口  

775  29  陥q／k12   

精  米  福島市  5．12  口  馳几g精米   

野  根   福島市  5．12  口  

馳几g生  

菜   

牛  乳  5．8  

福島市   6．2   2  0．02  0．04  
（市販乳）  

馳／1   

淡水産生物  

（鯉）  福島市  5．9  口  0．加  0．07  0．21  的几g生   

5．6  

福島市   5．12   2  0．0＄  0．瓜  0．05  0．＄3  
日 常 食  

馳／人・日  

大網町   
5．6  

2  0．02  0．00  0．0＄  0．14  
5．12  

海  水   相馬市  5．8  口  咄1   

海 底 土  相馬市  5．8  口  0．42  0．04  0．96  馳几g乾土   

海産生物  

（あいなめ）  相馬市  5．9  口  0．18  0．17  0．26  馳ルg生   

（注） － は検出されず  
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（4）空間放射線線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

測 定 年  月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平 成 4 年  4 月   89   53   41   50．2   

5 月   39   50   41   49．0   

6 月   40   52   42   53．3   

7 月   40   58   42   47．5   

8 月   40   53   42   46．0   

9 月   39   65   42   50．1   

10月   38   56   40   49．5   

11月   37   45   39   45．7   

12月   37   49   40   51．6   

平 成 5 年   1月   37   51   40   51．9   

2 月   86   49   40   52．4   

3 月   88   50   40   50．3   

年  間  値   36   65   41   45．7 ～ 53．3   

前年度までの過去3年間の値   33   67   42   43．3 一－ 68．7   
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Ⅴ－8 茨城県における放射能調査  

茨城県公専技術センター  

平井保夫 滝口修平 橋本和子  
松本周一 市村雄一  

篠崎克己 江原 孝   

1緒 言  

平成5年度に茨城県で実施した科学技術庁委託の環境放射能調査の結果について報告する。   

2 調査結果の概要  
1）調査の対象  

定時降水，降下物，大気浮遊塵，陸水（蛇口水．淡水），農畜産物（精米，大根，ホウレン草，原乳，  

市販乳），日常食，土壌．水産生物（コイ，シラス），海水，海底土，空間放射線皇率。  

2）測定方法  

試料の前処理，全β放射能測定及び核種分析は，主として科学技術庁のマニュアルに従って  

実施した。  

使用した測定器は．全β放射能はGM計測装置．核種の測定は低バックグランドガスフロー型  

β線計測装置及びゲルマニウム半導体検出器，空間放射線量率は車載エリアモニター（NaI（Tl））  

である。  

3）測定結果  

（1）表1に定時降水の全β放射能を示した。特に異常値は認められなかった。  

表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  （採取場所：水戸市）  

採取年月   降水量   放射能濃度（Bq／8）  月間降下量  

（m皿） 測定数 最低値 最高値 （MBq／Km2）  
平成5年 4月  78．0  

5月  78．0  

6月  95．0  
7月  222．5  

8月 159．5  

9月  139．0  

10月  136．0  

11月  100．5  

12月  68．5  
平成6年 1月  35．0  

2月  69．5  
3月 137．5  

8  

6  

14  

12  

12  

13  

10  

4  

9  

8  

6  

9  

N．D．  1．5  

N．D．  2．7  

N．D．  0．6  

N．D．  0．5  

N．D．  0．8  

N．D．  1．4  

N．D．  1．1  

N．D．  0．4  

N．D．  1．2  

N．D．  0．9  

N．D．  1．9  

N．D．  0．8  

40．0  

16．2  

4．5  

年盟＝㌍  

2．2  

10．3  

12．2  

5．0  

4．4  

13．3  

4．5  

5．8  

年  間  値  111  N．D． 2．7   2．2 ～40．0  

前年度までの過去3年間の債  N．D． 3．3   N．D．～44．5  

（2）表2に原乳中の181Ⅰの分析結果を示した。全試料検出限界以下であった。   

表2 牛乳中の1＝Ⅰ分析結果  

採取場所  水 戸 市 見 川  過去3年間の値  
採取年月日 5／4／22 5／7／9 5／9／24 5／10／8 6／1／18 6／3／4 最低値最高値  

放射能濃度  

（Bq／史）  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D． N．D．  
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（3）表3にゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果を示した。＝Tcsが検出された降下物，   
土壌，農産物，水産生物，日常食及び海底土は例年とほぼ同レベルであった。また，その他の人   

工放射性核種は検出されなかった。   

表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採取 検   13Tcs  前年度まで  その他検出 単 位  

試料 名 採取場所  体  過去3年間の催 された人工  

年 月 数 最低値 最高値 最低値 最高値 放射性核種  

大気浮遊塵 水戸市1匝け3カ月 4  N．D． N．D． N．D． N．D．  ⅧBq／m8  

降 下 物  〝 1回／月12  N．D．0．16   N．D． 0．16  MBq／km2  

陸 蛇口水  〝  6月．12月 2  N．D． N．D． N．D． N．D．  mBq／史  

水 淡 水 霞ケ浦  5月 1  N．D． N．D． 0．69  

0－ 5cⅦ 東海村  〝   1  56  28  73  Bq／kg乾  

土  － 3，100 2，300 3，600  姐Bq／km2  

壌 5－20cm  〝  〝   1  10   3．8   11  Bq／kg蒐  

55050 220 1，200  MBq／km2  

精  米 水戸市  
大  根  〝  

ホウレン草  〝  

相
川
″
 
 

l
 
l
 
 

2  N．D． 0．11   N．D．  N．D．  

1   － 0．019  N．D． N．I）．  Bq／kg生  

N．D．  N．D O．060  

原  乳  〝  8月，2月 2  N．D． N．D． N．D． N．D．  Bq／史  

市 販 乳  ′′  〝  2  N．D． N．D． N．D． 0．022  

コ  イ  霞ケ浦  5月 1   －  0．67  0．32  0．78  Bq／kg生  

シ ラ ス 大洗町沖  〝   1   －  0．10 0．073  0．12  

日 常 食 水戸市 6月，12月 2 0．039 0．053   N．D．0．043  Bq／人・日  

〝  東海村  ′′  2 0．053 0．061   N．D．0．025  

海  水 東海村沖 7月 1  N．D  N．D． N．D．  mBq／史  

海 底 土  〝  〝   1   －  0．36   N．D． 0．41  Bq／kg乾  

（4）表4に空間放射線量率を示した。特に異常値は認められなかった。  

表4 空間放射線量率測定結果  （測定地点：水戸市）  

測 定 年 月  モニタリンク●ステーション（nGy／h）   サーベイメータ  

最低値 最高値 平均値  （nGy／h）  

平成5年 4月  

5月  

6月  

7月  

8月  

9月  

10月  

11月  

12月  

平成6年1月  

2月  

3月  

40．0  59．2  42．2  

40．0  53．2  41．邑  

39．9  50．4  41．6  

39．9  52．0  41．7  

39．8  6g．7  41．2  

39．7  55．1  41．7  

40．1 54．7  42．2  

40．5  62．2  42．4  

40．7  49．0  42．4  

40．6  55．6  43．2  

42．0  59．0  44．0  

41．8  69．7  44．3  

57  

57  

57  

55  

57  

56  

56  

56  

55  

56  

56  

58  

年 間 値   39．7  69．7  42．4  55～58  

過去3年間の値  44～58  

3 結 語  

平成5年度の環境中の放射能濃度は，例年とほぼ同レベルであった。  
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Ⅴ－9 栃木県6こおiナる放射台巨調査  

栃木県公害研究所 大気騒音部  

須釜安正 江面郁子  

土橋洋司 池田浩三  

1．緒  口   

平成5年度に実施した科学技術庁委託による環境放射能水準調査について、そ  

の結果を報告する。  

2．調査の概要  

1）調査対象  

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、精米、野菜（大  

根及び白菜）、牛乳、土壌、日常食の各種試料及び空間線量率  

2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は科学技術庁の放射能測定法マニュアル及び平成   

5年度放射能測定調査委託実施計画書に従い行った。  

3）測定装置   

a 全β放射能   

b †線核種分析   

c 空間線量率  

GM式全β自動測定装置（アロカJDC－163型）  

Ge半導体核種分析装置（キャンベラGC1518型）  

NaI（Tl）シンチレーションサーベイメータ   

（アロカTCS－131型）  
モニタリングポスト（アロカMAR－11型）  

4）調査結果  

a 全β放射能  結果を表1に示した。年間測定数90検体中7検体から検  

出された。  

b γ線核種分析 結果を表3に示した。降下物、土壌、精米、白菜及び日常  
食からC s－137が検出された。  

C 空間線量率  結果を表2に示した。サーベイメータ、モニタリングポス  

トの値ともはぼ一定の水準で推移した。  

3．結  語   

各種環境試料中の放射能濃度は、前年度までの調査結果とはぼ同程度で、全般  
に低レベルで推移しており異常は認められなかった。  
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表－1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

放 射 能 濃 度（Bq／1）  
採   取   年   月  降水土（mm） 月間降下量  

（MBq／Km2）    測 定 数  最 低 値  最 高 値   

平成 5年 4月   22．6   N．D   3．73   8．73   

5年 5月   109．8   7   N．D   N．D   N．D   

5年 6月   276．7   N．D   N．D   N．D   

5年 7月   226．4   N．D   N．D   N．D   

5年 8月   226．2   N．D  N．D  N・D  

5年 9月   222．7   N．D   0．35   1．15   

5年10月   66．6   N．D   0．20  0．45   

5年11月   107．1   4 EN．D  N．D   N．D  

5年12月   29．2  4， N・D  N．D   N．D  

6年1月   30．8   N．D   0．27  0．60」  

6年 2月   48．9   N．D   0．18   1・27  

6年 3月   77．5  5  N．D  N．D   N．D  

年  間  値   1444．6   90   N．D  巨 3・73ミ N・D～8・73 

前年度までの過去3年間値  N．D   4．27  N．D・－72．3   
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′  

義一2 ゲんマニウム半導体検出轟による接種分析測虎ポ査結果  

l‖c8  前年よまでゐ遇去3年間の★■  
賦 科 名   煤叡嶋祈  採取年月  ■れ件数  単  位  

■  低  櫨  ■  高  ▲  暮 低 ▲  t ホ ♯   

大気浮遊じん   宇鴨宮市  5．4  Ⅳ三D   札D   N．D   N．D   m8q／mI   
・－8．3   

降  下 物   幸♯宮市  5．3  N．   1．2±0．080   N．D   1．2±0．0050  M8q／Km2   
・－8．2   

陸水蛇口水   宇＊富市  5．6  2   N．D   軋D   H．D   札D   mBq／1   
5．12  

土  52±1．4   45±1．3   89±5．6   
0・－5c■   

Bq／Kg乾土  

！t′H匂±29  師0±2l  2200±140  MBq／KmI  

下 ■  3．5土0．58   9．0士1．2   22±1．＄   
5一－20cn   

Bq／Kgた土  

壌   200±33   50¢士70   1800士130   MBq／Km量   

精  米   字♯宮市  5．12   0．14±0．037   N．D   N．D   Bq／Kg精米   

白  乱心   札D   N．D   Bq／Kg生  

葉   0．058士0．81l   覿D   0．0舶±0．012   

牛  乳   準那卿町  5．8 － 2   N．D‾   札D   軋p   N．D   
6．2  

Bq／l   

日  甘 食   宇＊富市他  5．6  札D   0．㈹5±0，b18   札D   0．0駁±P．01T  Bq／人・日   
．5．12   （3）  
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表一3 空間放射線量率測定結果  

モニタリ ングポスト（cps）  
測   定   年   月  サーベイメーター  

（nGy／h）   最 低 値  最 高 値  平 均 値   

平成 5年 4月   12．6   18．9   13．6   47   

5年 5月   12．9   19．5   14．0   

5年 6月   12．6   20．1   14．1   

5年 7月   12．6   18．3   13．6   53   

5年 8月   12．3   16．5   13．5   

5年 9月   12．3   17．4   13．5   

5年10月   13．2   17．4   13．5   57   

5年11月   12．6   22．5   13．7   

5年12月   12．6   16．5   13．3   

6年1月   12．6   22．5   13．9   

6年 2月   12．3   15．6   13．6   54   

6年 3月   12．6   19．5   13．9   

年  間  値   12．3   22．5   13．7   47・－60   

前年度までの過去3年間値   12．3   23．7   13．7   44・－59   
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Ⅴ－10 群馬県¢こおiナる放身寸青巨調査  

群馬県衛生環境研究所  

安村 説天  田子 博  

嶋田 好事  秋山 重大部  

1．柵 書  

平成5年度に群馬県が実施した科学技術庁委託環境放射能調査調査の結果について   

報告する。  

2．桝董のt事  

1）調査対象   

㊥ 定時降水の全β放射能   

㊥ 大気浮遊じん、降下物、土壌、陸水（上水）、精米、牛乳、野菜類（大根・ほう  

れん草）及び日常食のG e核種分析   

㊥ サーベイメータ及びモニタリングポストによる空間線量率  

2）測定方法  

試料の採取及び前処理は、「放射能測定調査委託実施計画書（平成5年度）」に基   

づいて行った。  

全β放射能及びγ線核種分析は、科学技術庁放射能測定法マニュアルに準じて行っ   

た。  

3） 測定装置   

① 全β放射能   

㊥ γ線核種分析   

㊥ 空間線量率  

GM自動測定装置（アロカ JDC－163）  

G e半導体核種分析装置（東芝 IGC1619S）  

モニタリングポスト（アロカ MAR－15）  

NaI（Tl）シンチレーションサーへ“イメータ（アロカ TCS－151）  

4）調査結果   

㊥ 全β放射能   

㊥ γ線核種分析   

㊥ 空間線量率  

定時降水中の全β放射能測定結果を（1）に示す。  

測定結果を（2）に示す。  

測定結果を（3）に示す。  

3．轄 糟   

各種環境試料中の放射能濃度ほ過去の調査結果とほぼ同程度で、とくに異常な値昼   

認められなかった。  
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（1） 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤に  

よる降下物  

採 取 年 月  降水量  放射能過度（Bq／史）  

月間降下量  月間降下量  

（mm）  （uBq／k阻2）  （M8q／kmセ）  

平成5年 4月   21．5   3  N．D   N．D   N．D  

5月   8l．5   6  N．D   N．D   N．D  

6月   205．5   14  N．D   2．1   22．7  1  

7月   267．0   12  N．D   N．D  H N・D！  M   

8月   175．0   13  N．D   N．D  N．D I   

9月   282．0   11   N．D   2．6   198．2  

10月   76．0   5  N．D   N．D   N．D  

11月   99．5   2  N．D   N．D   N．D 

1   

12月   16．0   2  N．D   N．D   N．D  

－  

平成6年 1月   25．5   5  N．D   N．D   N．D   l   

2月   37．5   4  N．D   N．D   N．D  

3月   57．・0   4  N．D   N．D   N．D  

年 間 億   1344．0   81   N．D   2．6   N．D 、・・198．2   一ヽ■■   

前年度までの過去3年間の値   17 2  N．D   4．6   N．D ■－96．8  、   

平成2年12月12日から測定を開始した  

N．D：検出されず（計数値がその計数誤差の3倍未満）  
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（2）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  前年度までの  

187cs  その他検出  

過去3年間の値  

試 科 名   採取場所  採取年月   体  された人工  単 位  

歎  放射性核種  

大気浮遊じん   前橋市  5．4へ・6．3  田  N．D   N．D   N．D   N．D  ■的／▲8   

降 下 物  前橋市  5．4、－6．3  四  N．D   0．19±   N．D   0．a〕  漉恥／k12   

0．〔R2  

陸  5．6  

前橋市  2  N．D   N．D   N．D   N．D  ■的／企   

水   5．12  

3．3±0．慾  2．2   陶／k邑乾土  

土  

218±23．2  122   3．5          口       225  H ≧ M  脇q／k■2  
3．1±0．38  2．0   2．2   的／k邑乾土  

墳   

訂2±45．4  277   貰B  船（レ／k■2   

精 米  前橋市  5．11   N．D  N．D   N．D  叫／短精米   

野  N．D  N．D   0．O18   

的／k8生  

菜   N．D  0．田7  0．α卯  

牛 乳  富士見村  5．8，6．Z  2  N．b   N．D   N．D   N．D  恥／鑓   

前橋市  0．ひ10±  

日常食  4  0．010   0．011  N．D   0．11  恥／人・日   

中之条町   

N．D：検出されず（計数値がその計数誤差の3倍未満）  
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（3） 空 間 放 射 線 皇 率 測 定 結 果  

モニタリングポスト （cps）  サーベイメータ  

測定年月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成5年 4月   9．9   12．8   10．4   5 4．3   

5月   9．5   15．7   10．4   5 6．5   

6月   9．g   17．7   10．6   6 2．5   

7月   9． 5   15．6   10．3   6 0．3   

8月   g．7   15．0   10．4   5 8．7   

9月   9. 7 23・0  10．6   6 2．1   

10月   9．8   13．7   10．6   5 9．2   

11月   9． 8   13．1   10．6   5 6．8   

12月  9. 9 13・1 lO・7  57．7   

平成6年 1月   10・05・6 10・7  6 0．4   

2月   g． 6   13．8   10． 4   60．1   

3月   9．9   14．8   10．5   6 3．7   

年間値   g二 5   2 3．0   10．5   5 4．3′、6 3．7   

前年度までの  

過去3年間の値   g．1   21．6   10．5   5 0．1一－6 0．0   

平成2年12月17日から測定を開始した  
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Ⅴ－11 埼 玉 県 に お け る 放 射 能 調 査  

埼玉県衛生研究所  

大沢 尚 三宅定明 茂木美砂子 中澤清明  

1 緒 言   

平成5年度に埼玉県で実施した科学技術庁委託放射能調査の結果について報告する。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

定時雨水、降下物、上水、土壌、農畜産物、淡水産生物、日常食及び空間線量。  

（2）測定方法  

試料の採取及び前処理は「平成5年度放射能測定委託実施計画書」に基づいて行っ   

た。測定方法は科学技術庁編「全べ一夕放射能測定法（1976）」、「ゲルマニウム半導   

体検出器によるガンマ線スペグトロメトリー（1991）」に基づいて実施した。  

（3）測定装置  

全ベータ放射能  

核種分析  

Gl計数装置：Aloka TDC－103，Aloka TI忙－105  

Ge検出器：EG＆G ORTEC GEK－15180－p  

波高分析器：SEIKO E＆G yC17800  

シンナLl－ショントヘ◆ィトタ：1loka TCS－121C  空間線量  

モこ州ングーホ○スト甘AR－15  

（4）調査結果  

イ 全ベータ放射能測定結果  

定時降水の全ベータ放射能測定結果を表1に示した。異常値は認められなかった。  

ロ 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

牛乳中の131Ⅰの分析結果を表2に示した。全検体が検出限界以下であった。  

ハ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果  

ゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果を表3に示した。降下物、土壌、  

茶、淡水産生物（にじます）及び日常食から1”C sが検出されたが、異常値はな  

かった。  

ニ空間放射線皇率の測定結果  

サーベイメータ及びモニタリングポストによる空間線量率の測定結果を表4に示  

した。前年同様の値で異常値はなかった。  

3 結語   

調査結果は前年度とほぼ同程度の値であり、特に異常値は認められなかった。  
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表1大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射蜘査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による月間降下物  

採取年月   降水主  （軸／1）  月間降下土  月間降下量  

（1軸／k12）  （1恥／h2）  

（1n） 検体数   鱒娘   最高値   

平成5年4月   
牛9 

・9   6   N．D   軋D   N．♪  

5月   L 72．8   7   N．D   2．6   17．3  

6月   

・；■   
札♪   軋D   N．p  

7月  
jβう一つ   

2掴．9  13   N．D   N．D   N．D  

8月   345．6   1Z   軋D N．争 N．p  

9月   1餌）．6   7   N・   N．D   N．D  

10月   153．3   8   軋D   札D   軋D  

11月   80．3   6   N．D   N．D   N．D  

12月   46．2 7   軋D   札D   札p  

平成6年1月   46．8   6   N．D   札D   N．D  

2月   66．4   5   軋D   N．D   N．D  

3月   91．8   4   N．D   N．D   N．D  

年間値 1引詑．5  92  N．D  2．6  札か－1笑二さ 

前年度までの遇去3年間の値  265  軋D  3．1   軋か－26．0  

表2 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採取場所   r江闇町  江細J▲＝  潅南町  江南¶  江席岬トー  相聞町∴  前年度までi去3年間の色   

採取年月日   5．5．7  5．7．23  5．乳 7  5．11．2  6．1．11  6．3．2   最低慮   輔慮   

放射能■度（恥／1）  N．D   N．D   札サ   N．D   札D   乱心   札D   N．D   
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表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

前年度まで  

検  】37Cs  過去3年間の値   その他の検出され  

試料名  採取場所  採取年月日   体  た人工放射性核種  単 位  
数                     最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん  m軸／m3   

降下物  浦和市   5．4～6．3  12  軋D  0．153   N．D  0・ M恥／km2   

上水 源 水  浦和市   5．6，5．12  2   N．D   N．D   N．D   N．D  
陸  

蛇口水  浦和市   5．6，5．12  2   N．D   N．D   N．D   N．D  皿軸／1  

水  淡 水  

14   14  恥／kg乾土  
土  0－5c皿  浦和市   5．7   

280   290   290  汁軸／km2  

N．D   1．7   1．7  恥／kg乾土  

壌  5－20cm  浦和市   5．7   
N．D   170   170  光軸／k皿2   

精  米    浦和市   5．12   N．D   N．D  N．D  恥／kg精米   

野  5．9   N．D   N．D   N．D  
恥／kg生  

菜  浦和市   5．9   N．D   N．D  N．D  

茶  所沢市他  5．6   田  0．44  0．50  0．39  0．71  恥／kg乾物   

牛  乳    浦和市   5．8，6．2  2   N．D   N．D   N．D  N．D  恥／1   

淡水産生物  熊谷市   5．11   0．20  0．18  0．18  恥／kg生   

日常食  浦和市他  5．6，．5．12  4  0．033  0．（裕7  0．033  0．086  恥／人・日   

海水  止恥／1   

海底土  軸／kg乾土   

海  
産  

生  
物  

軸／kg生  
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表4 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成5年 4月   11．3   17．3   11．9   54   

5月   11．3   22．8   11．8   54   

6月   11．1   19．0   11．9   54   

7月   11．0   16．2   11．7   54   

8月   11．1   16．5   11．6   52   

9月   11．1   14．0   11．8   54   

10月   11．3   14．0   11．9   56   

11月   11．4   13．8   12．1   53   

12月   11．4   15．8   12．2   54   

平成6年1月   11．3   16．5   12．2   49   

2月   10．6   15．0   11．9   53   

3月   11．4   19．9   12．0   55   

年  間  値   10．6   22．8   11．9   49・・一56   

前年度までの過去3年間の値   11．1   19．0   11．9   49～三強   
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Ⅴ－12 千葉県iこおiナる放射肯巨調査  

千葉県環境研究所   

井村正之  吉成晴彦  
水上雅義  

1．緒 言  

千葉県では、前年度にひき続き平成5年産科学技術庁委託の環境放射能水準調査を実施したの   
で、その結果について報告する。  

2．調査の概要   

（1）調査対象  

定時降水の全β放射能、大気浮遊じん・降下物・土壌・陸水（疎水、蛇口水）・精米・牛乳・   

野菜類（大根、ホウレン草）・日常食・海水・海底土及び海産生物（ゴマサバ）の核種分析、サ   
ーベイメータ及びモニタリングポストによる空間線量率の測定。   

（2）測定方法  

試料の採取及び前処理は、「平成5年度放射能測定調査委託実施計画書」に基づき行った。   
測定方法は科学技術庁編の各種放射能測定法シリーズに基づいて行った。   

（3）測定装置  

GM式全β自動測定装置： アロカ JDCT163型  a．全β放射能  

b．γ線核種分析  G e半導体検出器： ORTEC GEM－15180P  

波高分析装置    S EKO EG＆G MCA－7800型  

c．空間線量率  モニタリングポスト： アロカ MAR－15   

シンチレーション式サーベイメータ： アロカ TC S－151  

（4）調査結果  

a．全β放射能調査  定時降水中の全β放射能調査結果を表－1に示した。  

b．γ線核種分析調査 測定結果を表－2に示した。  

c．空間線量率調査   測定結果を表－3に示した。  

3．結 語  

平成5年度の千葉県における調査結果は、いずれの項目とも低レベルで全ベータ放射能、空間   
放射線量率について異常値は認められず、ガンマ線核種分析において、降下物・日常食・土壌・   
牛乳・海底土・海産生物から137c sがわずかに検出されたが、特に異常値は認められなかった。  
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表－1 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  
採  取  

降水量  月間降下量  

年  月  （MBq／血2）  

（mm）  

平成5年 4月   駄y63・0   Ⅳ．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   

5月   80．0   N．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   

6月   199．0   Ⅳ．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   

7月   343．2   Ⅳ．D   軋D   Ⅳ．D   

8月   2g9．2   Ⅳ．D   N．D   Ⅳ．D   

9月   150．4   Ⅳ．D   Ⅳ．D   N．D   

10月   146．2   Ⅳ．D   N．D   軋D   

11月   198．4   N．D   Ⅳ．D   N．D   

12月   81．0   Ⅳ．D   N．D   N．D   

平成6年 1月   64．8   N．D   Ⅳ．D   N．D   

2月   89．4   Ⅳ．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   

3月   188．2   Ⅳ．D   Ⅳ．D   N．D   

年   間  値   1882．8   100   Ⅳ．D   N．D   Ⅳ．D   

前年度までの過去3年間の値  244   N．D   2．3   N．D・－4．4   
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表－2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  検  その他の  

取  137cs  前年度まで  

試 料 名   採取場所  年  体  過去3年間の値  
月  核種   

数  

大気浮遊じん   市原市  H5．4－6．3  田  軋D   N．D   N．D   Ⅳ．D  mBq／m，   

降 下 物   市原市  H5．4－6．3  四  N．D  0．16   Ⅳ．D  0．09  MBq／km2   

陸  N．D   Ⅳ．D   軋D  

mBq／2  
水   蛇口水  市原市  H5．8．6．1  田  Ⅳ．D   Ⅳ．D   N．D   N．D  

1．3  1．6   2．7  Bq／kg乾土  

土  市原市  H5．9   
140  MBq／k¶2  

2．2  N．D   2．6  Bq／kg乾土  

壌   

440  Ⅳ．D  590  口                           MBq／km2   

精  米   千葉市  H5．10   N．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D  Bq／kg精米   

野  根  千葉市  15．12   N．D   N．D   Ⅳ．D   N．D  

】  Bq／kg生  

菜   N．D   N．D  Ⅳ・DLN・D  

牛  乳   八街市  H5．8，6．2  田  N．D  0．087   Ⅳ．D  0．087  Bq／虚 言   

市原市  H5．6．12  田  Ⅳ．D  0．034   N．D  0．077  
日 常 食  

千倉町■  H5．6．12  田  Ⅳ．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D  0．080  Bq／人・日   

海  水   市原市  H5．8   N．D  Ⅳ．D   mBq／9   

海 底 土   市原市  H5．8   5．0  4．0   4．4  Bq／kg乾土 

海産生物（コ・マサハ・）千倉町    H6．2   0．18  0．10  0．36  Bq／kg生   
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表－3 空間放射線圭率測定結果  

モニタリングポスト （cps）  サーベイメータ  

測  定  年  月  

最低値  最高値  平均値   （nGy／h）   

平成 5年 4 月   g．4   16．1   g．g   

5 月   9．3   13．g   g．8   

6 月   9．2   15．0   g．9   

7 月   8．9   14．5   g．5   

8 月   g．0   12．2   9．5   

9 月   9．2   13．1   g．8   

10 月   9．0   12．8   9．8   

11月   g．1   12．5   g．8   

12 月   9．1   16．0   9．9   

平成 6年 1月   9．1   16．3   g．9   

2 月   8．4   13．0   g．7   

3 月   9．3   16．1   9．9   

年  間  値   8．4   16．3   9．8   5い－65   

前年度までの過去3年間の値   9．1   19．6   g．9   5い－65   

－156－   



Ⅴ一13 東京都Iこ おiナ る 放射骨巨術 査  

東京都立衛生研究所   

坂本朋子 鈴木秀雄 土屋悦輝  

1．祐 吾  

平成5年度に実施した放射能調査について報告する。  

2．調査の概要  
（1） 謝査対象  

雨水、降下物、陸水、土壌、農畜産物、日常食、海産生物。  

（2） 測定方法  
科学技術庁描 放射能測定方法（1976年）によった。  

（3） 測定装置  

IGM計数装置  理研計番（株）MODEL R  ：
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シンチレーションサーへ‾イメータ  A L O K A T C S  

モ＝タリンク、ホ●スト  A L O K A MA R一  
核種分析装置  東芝N AIG S－1  

（4） 翻査結果  
各試料の全β放射能測定結果を表Ⅱ に示す。  

義 Ⅳ，Ⅴ に核種分析結果を示す。  
表 Ⅶ に空間放射線豊率測定結果を示す。  
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Ⅰ 全ベータ放射能調査結果  

前年度まで  

換  過去3年間の偲  

試 料 名   敢為  採取年月  体  単 位  

歎   最高値   最低債   最高値   

大気浮遊じん  mBq／m－   

降下物  MBq／Kポ   

陸  

蛇口水  Bq／2  

水   淡  

0 － 5 cm  Bq／g乾土  

土  MBq／Kポ  

登                                       5 －20 cm  Bq／g乾土  

MBq／Kポ   

精 米  l  Bq／g精米   

野  l  lBq／g生  
大 根                川  

菜  
l  

茶  Bq／g生   

牛  
l  l  l   

B。′2  

乳  

淡水産生物  Bq／g生   

日常食  

Bq／人・日  

海水  mBq／£   

海底土  Bq／g乾土   

海  

産  Bq／g生  

生  

物   
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Ⅱ 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取 （定時降水）     大型水盤による降下物  

採取  

降水量  放射能濃度（Bq／史）  月間降下量  月間降下量  

年月  （MBq／Kd）  （M8q／Kポ）  

（mm）                        測定欺  最低傾  最高値   

平成5年  4月   68   8  N．D   N．D   N．D  

5月   48   N．D   N．D   N．D  

6月   230   N．D   N．D   N．D  

7月   346   N．D   N．D   N．D  

8月   456   N．D   N．D   N．D  

9月   150   10  N．D   N．D   N．D  

10月   164   7  N．D   N．D   N．D  

11月   172   4  N．D   N．D   N．D  

12月   62   10  N．D   N．D   N．D  

平成6年  1月  、  5・7   7  N．D   N．D   N．D  

2月   90   5  N．D   N．D   M．D  

3月   6  N．D   N．D   N．D  

年 間 値   1953   94  N．D   N．D   N．D～N．D   ′ 、 ′   

前年度まで 3年間の偲  275  N．D   N．D   N．D～N．D   ′ 、 ■′   
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Ⅲ放射化学分析結束  

試 料 名    採取年月  検体数   80Sr  137cs  単 位  

最低値  最高値  去のイ  最低  最高値  去の¶   

降下物  5／4′〉6／3  12  ～  ～  MBq／Kd   

陸水（上 水）    5／6，5／12   ～  
～   Bq／2   

0－ 5cm   5／6   ′、′  

〈l′  Bq／g乾土  

土  ～  ～  托Bq／Kd  

童  ～  ～  Bq／g乾土  

～  ′ 、 ′  hBq／Kd   

穀無 精 米    5／10   
′ヽ′  

′■ヽ■l  Bq／g滞米   

野 菜  5／11   ′■ヽ■l  

′ヽ■l  Bq／g生   

茶  
～  ～  Bq／g生   

5／5，5／8  

牛 乳  5／12，6／2  
田  

′、′  
～   Bq／2   

5／8，6／2  

淡水産生物  
′、′  ～  Bq／g生   

日常食  5／6，5／12   ～  ～  Bq／人・日   

海水  
′■ヽ■′  

～   mBq／2   

海  
′■■■′  ～   

産  
′ヽ■l  

Bq／g生                    ～  

生  
′ヽ■l  ′ヽ■■  

物  
～  ′ 、 ′   

Ⅳ牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採取場所   八丈町  新宿区  八丈町  八丈町  新宿区  八丈町  前年度まで過去3年間の偲   

採取年月日   H55／2  8／19  8／20  11／19  H62／1  2／25   最低値   最高値   

射能濃度（Bq／£）  N．D．  N．D．   N．D．  N．D．  N．D．  N．D．   N．D．   N．D．   
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Ⅵ ウラン分析結果  

試料名   採取場所  採取年月日  ウラン濃度   過去の値   単位   

河 川 水  ′■■■′   
′ 、 ′   〟g／£   

海 水  
′■■′   ′、′   

土 壌  ′ 、 ′   ～   

河 底 土  ′ヽ■′   ′ 、 ′   mg／kg乾土  

海 底 土  ′、′   ～   

海産生物  ′ヽ■′   ′ヽノ   mg／kg生  

Ⅶ空間放射線圭率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ（nGy／h）  

測 定 年 月  最低値   最高偵 平均値   八丈島   宿区   

平成4年  4月   13．7 19．2 14．2   39．4   52．1   

5月   13．7i   23．2   14．7   33．9  45．5   

6月   13．6   18．0   14．3   38．5   50．2   

7月  13．5   17．5   14．0   40．4   72．4   

8月  13．5 18．7   14．0   34．8   50．3   

9月  13．6  15．7  14．1   33．5   51．9   

10月   13．7   16．3   14．3   30．1   70．0   
●  

11月   13．7   16．2  14．4   40．6   60．9   

12月   13．8   17．5   14．5   37．2   62．5   

平成5年   1月   13．7   18．2   14．5   34．1   54．2   

2月   12．8   17．0   14．2   40．9   57．7   

3月   13．8   19．3   14．3   33．6   47．4   

年 間 催   12．8   23．2   14．3  130．1 ～ 40．9  45．5 ′、′  72．4   

I年度までの過去3年間の催   12．3   1726   14．6  31．9 ～  55．8  45．0 ～  79．0   
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Ⅴ ゲルマニウム半導体検出掛こよる核種分析測定鍋査結束  

前年度まで  の他の  

検  137cs  過去3年間の偲    出され  

試 料 名   療場  採取年月  体  た人工放  

数            性核種   

大気浮遊じん  mBq／m－   

降下物  新宿区  H．5／04′－6／03  四  N．D   0．09  N．D   0．06  HBq／Kポ   

陸  N．D■  N．D   N．D  

蛇口水  葛飾区  5／06，5／12  国  N．D   N．D   N．D   N．D  mBq／£  

水   淡  

0～5cm  葛飾区  5／06   3．10  1．07  3．20  Bq／kg乾土  

土  225  72．7   232   ‖   MBq／Kd  

壌  

455 1．93  1．14  2．20弓  MBq／K汀…   

精 米  新宿区  5／10   N．D   N・D葦 N．D 

Bq／kg乾土  

Bq／kg精米   

野  新宿区  5／11   N．D   N．D N．D  Bq／Kg生  大 根      6      モ i 幸  
菜                        荘毒草  新宿区  5／11   N．D   N・D  弓 N・D！  l  

茶  ト  
⊆ 】  Bq／Kg乾物   

牛  八丈島  5／05，5／08  

5／12，6／02  4  N．D   Bq／史  

乳  新宿区  5／08，6／02  国  N．D   0．10   
淡水産生物  Bq／Kg生   

日常食  八丈島  5／06，5／12  国  0．04  0．05  0．04  0．10  Bq／人・日  

新宿区  5／06，5／12  国  0．04  0．09  0．02  0．06  

海水  mBq／£   

海底土  ‡  Bq／Kg乾土   

海  0．15   0．08io．17署  むろあじ  三宅島  5／09  6  ‖         u  
産  Bq／Kg生  

生  

物  
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Ⅴ－14 手中 奈 ノIl県iこ お 乙ナ る 放射肯巨 調 査  
19 9 3年度  

神奈川県衛生研究所  

小山包博 高城裕之 飯島育代 桑原千雅子  

1 緒言   

19 9 3年度に神奈川県内において行った放射能濃度，空間放射線量率およびウ   

ラン濃度の調査結果を報告する．  

2  調査の概要  

1） 調査対象  

定時降水，月間降下物，上水，日常食，牛乳，野菜，海水魚，海水，海底土等  

について放射能濃度，空間放射線量率測定及び河川水，河底土，海水，海底土，  

海産物（ワカメ），土壌についてウラ ン濃度の調査を行った．   

2） 測定方法  

全ベータ放射能測定並びに核種分析及び空間放射線量率測定は放射能調査委託  

計画書（平成5年度）に準じておこなった．  

ウラン分析は，河川水，海水はウランを水酸化アルミニウムで共沈捕集した．  

沈澱を希硝酸で溶解し，酢酸エチルで抽出後，アルカリ融解し，固体けい光光  

度法により定量した．土壌は1050Cで乾燥後0．297mmのふるいを通過したものを，  

河川底質，海底堆積物は0．297mmのふるいを通した後，凍結乾燥したものを試  

料と し，硝酸により抽出した．抽出溶液を河川水等と同様に分析した．   

3） 測定装置  

①全ベータ放射能：ニューク レアス製システム5000計数装置  

②核種分析  ：アップテック社製ゲルマニウム検出器をニュークリア・デー  

タ社製ND【66波高分析器に接続した．  

③空間放射線量率：アロカ製TCS－166エネルギー補償型及びTCS．121C型シンチレ  

ーショ ンサーベイメ ータ  

④ウラン分析   ：アロカ製FMT－3B型フリオリメータ   

4）調査結果  

①雨水（全ベータ）：全て定量限界以下であった．  

②牛乳中の131Ⅰ：全て定量限界以下であった．  

③核種分析（137cs）  

a）降下物：4月から7月中の4試料から検出され，最大値は0．11Bq／／krrfであった．  
b）土壌：0～5cm及び5～20cm層の濃度は25Bq／kg乾土及び18Bq／kg乾土であった．  

c）海底土：3．1Bq／kg乾土であった．  

d）食品：10試料中日常食4試料，魚（アジ）1試料から検出された．  

e）その他：全て不検出であった．  

④空間放射線量率：45～59nGy／hの範囲であった．  

⑤ウラン濃度：河川水は0．5～1．3／∠g′／1，海水は2．7～3．3／上g／1，土壌は0．4～1．7mg  

／kg乾土，河底土は0．7～2．2mg／kg乾土，海底土は1．2～1．6mg／kg  

乾土，海産物は0．02～0．04mg／kg生であった．  

3．結語  

本年度の降下物，日常食試料中の137cs濃度は数年来漸減傾向を示している．そ   

の他の試料は昨年度と同様のレベルであった．また4月6日に起きたトムスク 7の爆   

発事故による影響調査を行ったが，本県への影響は認められなかった．ウラン濃度   

については河川水，河底土，土壌等いずれも天然に存在するレベルであった．  
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Ⅰ 定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  
降水量  放射能濃度（Bq／1）  

年月  月間降下量  

（mm）  最低値   最高値   （MBq／km2）   （MBq／km2）  

1993年 4月  60．1   7   ND   ND   ND  

5月  72．9   5   
′′   ′′  

6月  182．9   10   〝   ′′   ′′  

7月  319．0   13   ′′   〝   ′／  

8月  426．2   10   ／′   
／′   ′′  

9月  167．4   10   ′／   
′′   ′′  

10月  154．1   8   ′′   ′′   ′′  

11月  228．1   5   ′′   ′′   ′′  

12月  75．9   8   ′′   ′′   ′／  

1994年 1月  53．7   6   ′′   〝   ′′  

2月  85．9   「‾ 〇   ′′   ′′   ′′  

3月  134．7   8   〝   ′′   ′′  

年 間 値   1960．9   95   ′′   ′′   ′′  

前年度までの過去3年間の値  ND   ND   ND  

Ⅲ 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  藤沢市  藤沢市   藤沢市  藤沢市  藤沢市  藤沢市  前年度まで過去3年間の値   

採 取 年 月 日  93．5．20  93．7．21  93．9．28  93．11．25  94．1．13  94．3．11  最低値   最高値   

放射能濃度（Bq／1）   ND   ND   ND   ND   ND   ND   m   ND   
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Ⅲ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析調査結果  

採  前年度まで過去  

137cs  3年間の値  その他の検出された  

試 料 名  採取場所   取  人工放射性核種   単 位  

月   

大気浮遊じん  横浜市   4～3  4  ND   ND   ND   ND  mBq／m3   

降 下 物  ′′   毎月  四  ND   0．11  ND   0．32  MBq／kⅦ2   

陸  津久井郡  6，12  国  ND  ND   ND   ND  
mBq／1  

水   蛇口水   横浜市   ND                 6，12  ND   ND   ND  

Bq／kg乾土  

土  ′′   

670  540 1300 MBq／kⅦ2  

壌   Bq／kg乾土  

5～20cm   ′′   

1900  1700  2500  MBq／kⅦ2   

精  米  ′′   ND   ND   0．051  Bq／kg精米   

野  ′′   ND  ND  

Bq／kg生  

菜   ′′   ND  ND  

牛  乳  横浜市   8，2  国  ND   ND   0．65  Bq／1   

平塚市   6，12    0．047  0．064   ND   0．12  

日 常 食  Bq／人・日  

横浜市   6，12    0．034  0．059  0．040  0．12  

海  水  横須賀市   ND  ND  mBq／1   

海 底 土  ′′   3．1  3．3   4．5  Bq／kg乾土   

海  0．24  0．24  0．31  Bq／kg生  
産  

生  
物   
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Ⅳ 空間放射線量率測定結果  

サーベイメータ（nGy／h）  

測定年月日  

横 浜 市   横 須 賀 市  箱 根 町   

1993年 4月   52   57   45   

5月   53   58   50   

6月   51   59   48   

7月   51   57   46   

8月   50   59   48   

9月   55   59   51   

10月   53   59   48   

11月   51   56   51   

12月   r「‾ 〇〇   56   48   

1994年 1月   57   59   47   

2月   53   56   45   

3月   54   56   52   

年  間  値   50～57   56～5 9   45～5 2   

前年度迄の過去3年間の値  45～57   51′－59  

Ⅴ ウラン分析結果  

試 料 名  採取場所   採取年月日   ウラン濃度   過去の値   単 位   

河 川 水  横須賀市  93ノノ′′8，94／′′ノ2   0．5 ～1．3  ＜0．1～1．8   

〃g／ノ′ノ1   

海  水   ／′   94／ノノ2   2．7 ～ 3．3  1．6 ～ 3．4   

土  壌   ′′   93／／9，94／／3   0．4 ～1．7  ＜0．1～1．5   

河 底 土   ′′   93／5，8，11，94／／′2   mg′化g乾土          0．7 ～ 2．2  0．2 ～ 3．2   

海 底 土   〝   94／′2   1．2 ～1．6  0．3 ～1．4   

海産生物   ′′   94／2   0．02～ 0．04  0．01～ 0．03  mg／′kg生   
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Ⅴ一15 新潟県iこお【ナる］葉上売放頁寸育巨調査  

新潟県衛姓公害研究所  

梅津 了、薬草 久尚、殿内 垂政、鈴木 斉、猪狩 善三郎  

山崎 興樹、米l月 利広、上村 挫  

1青   

前咋度に引き続き、平成5年度に実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査及び放射線監視交付金   

による原子力発電所周辺の環蟻放射線監視調査の概要を報告する。  

2 鞠査研究の概要  

（1）調査対象  

環境放射能水準調査は、降水、大気浮遊じん、降下物、陸水、土壌、楷米、野菜、隼乳、淡水産吐  

物、日常食、海水、海底」二、海産建物、空間線量率を対象とした。  

原子力発電所周辺の環境放射線監視調査は、空間椒塵率、積算鍵屋、大気浮遊じん、降下物、陸水、  

土壌、農産物、畜産物、溢水、海底二l二、海産物、指標址物を対象とした。  

（2）測 定方法  

試料の採取、前処乱調製及び測定は、科学技術庁編の各種放射能測定法シリーズ、「放射能測定  

調査委託実施計画書（平成5咋庇）」及び「仙崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査年度計画  

書（平成5年度）」に基づいて行った。  

（3）測定機器  

ア．全ベータ放射能  自動サンプルチェンジャー付きGM計数装置：アロカ社製JDC－163  

低パックブランドGM計数装置：アロカ祉製Lt3C－481  

イ．空間線量率  低線量率測定器：Df】M方式2′¢×2′NaI（Tl）シンチレーション倹出器  

モニタリングポスト：アロカ社製 MAR－1l，MAR－21  

シンチレーションサーベイメータ：アロカ社製 TCS－121C，TCS－166  

ウ．核種分析  ゲルマニウム半導体検出器：キャンベラ社製 Genie－γ γ繰解析システム  

低バックグランド液体シンチレーションカウンター：アロカ社製 LSC－LuⅢ  

低パックブランドGM計数装置：アロカ祉製LBC－481  

シリコン半導休検出器付き8kch波高分析装置：セイコーEG＆G社製MCA7800  

TLD素子：松下電器産業社製 UD－200S  エ．積算線量  

（4）調査結 果  
ア．全β放射能（表1、2）  

定時降水等について測定したが、各試料とも例年と同レベルだった。  

イ．空間線量率（表3、4）  

柏崎市等原子力発電所周辺地域及び新潟市において測定したが、各地点とも例年と同レベルだった。  

ウ．核種分析（表5、6）  

大気浮遊じん等について、ゲルマニウム半導体検出器により胤器分析し、海水等に－＝csを認めた。  

また、放射化学分析により…sr、3Il、 …◆24U 
puを認めた。これら検出された人工放射性核種は、  

いずれも例年と同レベルだった。  

エ．積算線量（表7）  

原子力発電所周辺地域及びその対僻地点において測定したが、各地点とも例年と同レベルだった。  

3 括  育   

平成5咋度の調査結果からは、一部の試料から過去の核実験等の影軌こよるものと判断される人工放  

射性核種が検J＿1はれたが、これらはいずれも極めて低い値であり、異常値は認められなかった。  
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火l瑠埴試料小の全ベータ放射能調査帖果（原子力発電所周辺監鶴粥査）  

放射能■度（含K）   前年度量で3年間の錯  
試 料 名  操放場所  採頗fF月  検体数  単  位  

最低値  ■ 高樋  ■低鐘  ■ ホ 鑓  

柏崎市・刈羽村  
l柑．3   12   封   lこIO   38   150   

水 河川水  拍崎市   
幽Il川J   

」ほ．8．12   
■叫／J  

2   100   110   8三I   150   

的埼市・刈羽村  
精 米   西l川町   115．10   3   22   37   25   33   8q／厄生   

lほ．4．7．10  
願 札  的崎市＝地点）   州8．1   8   40   50   40   49  8q／J   

松 薫  机崎il〃一地点）  川5．れ‖   100   110   錮   100   8q／k生   

iiit（引払）  
海 水   I水口州よ（Il丘）  H5．5．10   8   18   83   25   70   ■8q／J   

兼2  定時降水試料中の食べ一夕放射能調査紙果（瑠嶋放射能水準調査）  

放射能■度（叫／り  
採取年月  降水t  月間降下1  

（－）  （18q／山）  

H5年4月   T3．38  12   ■   5．02   52．3   

5月   188．94  10   ■   0．82   15．1   

8月   l一‖．73  ＊   0．丁4   30．6   

7月   l鋸．62  12   ＊   ＊   ■   

8月   180．39  13   ●   ■   ■   

9月   102．08  10   ＊   0．88   8．9   

10月   113．Tl  ‖   ■   0．90   25．0   

l1月   142．28  】0   ■   0．83   16．1   

12月   159．82  13   ＊   8．83   19．8   

l‖川三1月  243．46  17   ■   1．17   82．1   

2月   88．25   8   ●   0．55   d．9   

3月   67．7l   ■   2．了3   1臥9   

咋 閉 饉  182乱37  1相   ■   5．¢2   273．5  

前咋庇it●  

週去3年間  5・－19   ●  ■′－ 4．6  ＊ －100  

の仕   222．朗  

（注）■ほ検川下触脆未鏑  

袈3 屯線風車測定為による空間線上欄  
（椅子力発電所周辺監欄朋査）  

（埠佗：llGy／h）  

測定地点  平均錯  最高饉  ♯低錯   

柏崎市街局  12   85   2T   

荒 浜 局  30  110   26   

下蒔′J局  39  ＝‖   2l   

刈 羽 局  34   97   

鳥 山 局  38  108   

宮 川 局  38   92   2‘   

西111局  42   98   2三l   

－168－   



表4  空間放射♯1年測定措果（環境放射能水準調査）  

モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト（cp●）    サーベイ メ ー タ  
測定年月  

せ 低 饉  t 高 樋  平 均 せ   （暮IGy／h）   

115年4月   14．8   別．7   15．9   52   

5月   14．2   20．0   15．8   51   

6月   ld．3   22．3   15．7   50   

7月   14．2   23．4   】5．7   13   

8月   14．l   21．5   15．7   52   

9月   14．7   22．0   15．9   52   

10月   14．8   23．0   18．0   55   

lり】   15．0   27．0   16．1   58   

12月   14．6   26．5   16．5   58   

1】8年1月   11．3   2さ．8   15．4   5l   

2月   12．8   28．0   15．2   48   

3月   1Jl．5   川．0   15．1   53   

年 間 鉱   11．3   27．0   15．7   52   

前年度甘叩  
過去3年間  12．4   30．4  15．9 ～16．0   46～57   

の磋  

（注）1 測定場所は新潟ボ  
2 モニタリングポストはH6．3／5に■」は－11から11l－21に変更した。  

鶉5－1 放射化学分析結果（○●sr）（原子力発電所周辺監視網眉）  

試 料 名  採 鞭 場 所  採取一戸月  検体歓  最 低 値  最 高 錯  週去丑年の饉  単  位   

柏崎市・刈羽村  0．01三巨－   

精 米   西山月J   川5．10   3   0．010   0．015  0．010  8q／毎生   

大根（舶）  刈羽村（王地点）  H5．‖   2   0．080   0．090   0．078～0．22  8q／鴫生  

l柑．4．了．10  0．021－   

膜 孔  机輪巾  l16．1   0．022   0．025   8q／‘  

貝顆（†臣）  西l＝町   115．5   ■   ■   ■   8q／毎！義ミ   

海廠Jlミ物  0．075～   

（さン州ラ）   （量地点）  11L5∴川   0．097   0．1l  0．099  払q／厄兆   

＝1三）l ＊は検‖「下限億来鰻  
2 fl鶴Iよ、1t5からバイ拭からサザエに変更した。  

兼5－2放射化学分析結果（3Ⅰり（原子力発電所周辺監視網査）  

試 料 名   採 淑 場 所  採取年月  検体蝕  ♯ 低 錯  ■ 高 卓  過去3年の饉  単  位   

陸  約崎市・刈羽村  
上 水   西山町   H6．3   12   0．88   1．5   ■′・・－1．8   

8q／‘  

水  l15．8．12   2   仇87   l．3   ■～1．4   

蔚ii蠣（量鮎）  
海 水    l簾口〟よ（I鮎）  ”5．5．10   8   0．38   0．8王l  ■～1．9   8q／‘   

（往）＊は嶺山下郎鮨来臨  
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表5－3 放射化学分析結果（tiO◆l＝pu）（原子力発電所周辺監視網眉）  

試 料 名  採 腑 場 所  採椴年月  検体数  毅 低 値  最 高 値  過去3年の鉱  単  位   

浮遊 じん  刈羽村   I15．7，“6．l   2   ＊   ＊   ■   8q／d   

降 下 物  刈羽村   ＝5．7．購．1   2   ■   ＊   ■′・・・′0．0006  8q／月†   

海 底 土  よよ口付童（tl貞）  lt5．5．10   0∴‖   0．19   0．12 ′－0．25  8q／短乾  

（往）＊は検山下鋸他未縞   

衰8－1 ゲルマニウム半導体検仙器による採種分析制定調査結果（原子力発t所周辺監視網眉）  

前年度H過去  
検  ‖‖cs  3年間の鏑  

試 料 名   扶 助 場 所  採取年月   体  た人工放  
数  

大気浮遊払   拍崎市・刈羽村  毎月   24  ■   ＊   ■   ＊  8q／d   

降 下 物   柏崎市・刈羽村  毎月   24  ■   0．28   ■   0．34  8q／d   

陸  拍崎市・刈羽村  
上 水   西山町   “8．3   12  ■  0．0021  ＊  0．0033  

8q／J  
水  H5．8．12   2  ＊   ＊   ＊   ＊  

土  
壌   C■   6  1．5   3．3  82  Bq／厄乾   

柏崎市・刈羽村  
精 米    西11川J   Ⅵ5．10   3  ＊   0．081  ■  0．072  8q／短生   

大根（椒）   刈羽村（l地点）  打5．‖   2  ■   0．079  0．031  0．088  8q／毎生   

大根（耀）   XIJ羽村（王地点）  H5．‖   2  0．22  0．31  0．16  0．82  8q／短生   

キャベツ   刈羽村（王地点）  u5．11   2  0．053  0．14   ＊   0．15  8q／短生   

牛  H5．4．7．10  
乳  原 乳  拍崎市（王地点）   川6．l   8  ＊   0．15   ＊   0．47  Bq／g   

松 華   柏崎市（‖地点）  Ⅵ5．7．11   0．19  0．32  0．12  0．36  Bq／短生   

繭ii蠣（王鮎）  
海 水    lI【】付蓋（Il貞）  1t5．5．10   8  0．0020  0．0048  ■  0．0040  8q／J   

百iキl（量鮎）  
海底土    義l口付i（川ム）  H5．5．10   8  ■   ＊   ＊   ■  8q／k乾   

カレイ   析埼市   l15．5   0．094  0．094  0．072  0．12  8q／毎生  

マダイ  椚崎吊   川5．7   0．19  0．19  0．19  0．2ノl  
渥  

8q／k生  

ヒラメ  115．9  0．25  
産  

恥／k生  

サザエ   115．5   0．042   ■  8q／k生  

生  
ワかノ  析埼市   帖．5   ■   ■   ●   ■  8q／鴫生  

物  
テけ†  柏崎市   H5．6   0．18  0．18   ＊   ●  8q／短生  

lけワラ  ll口付鳶（！鮎）  H5．5．10   

12  ■   0．16   ■   ■  8q／毎生  

（注）1 ■は横川下脾畿未繍  
2 ＋ は檎山されなかったことを示す  
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表8－2 ゲルマニウム半導体検出器による抹積分折測定黄査結果（礪壌放射欄水攣蠣査）  

前年度打過去  
検  llTCs  3年間の鎮  

試 料 名   扶 取 場 所  採取年月   体  た人工放  

数  

大気浮遊仙   新漏市   毎月   ＊   ■   ■   ■  8q／d   

降 下 物   新鶴市   毎月   12  ＊   0．27   ＊   ◆  8q／d   

陸  It5．6．12   2  ＊   ＊   ＊   ●  

Bq／‘  

水   Iほ．11   ＊   ＊   ■   ■  

土  2（）   28  9．5   Is --- 8q／短乾  

0～5   】t5．7   

8■   1300  1300  830  1100  抽q／山  

9．1  9．1  7．2   25  8q／短乾  

穣  U5．7   
C暮l   2400  2400  180（〉  5600  l恥／山   

精 米   巷町・新潟市  〃5．1（〉   2  ＊   ＊   ■   ■  Bq／他生   

大根（椒）   新潟市   且5．1l   ＊   ＊   ＊   ■  8q／也生   

ホウレン草   新潟市   出5．6   ＊   ＊   ♯   ■  8q／短生   

年  lI5．5．8．1l  

原 乳  西川町  】16．2   ＊   ■   ■   0．41  8q／‘  

乳  l15．8，l16．2  2  事   ＊   ＊   0．18  

淡水産生物  
（フナ）   新潟市   I15．1l   0．15  0．15  0．14  0．18  8q／短生   

日常食   西川即・柏崎市  l15．6．12   0．035  0．080  ＊   0．12  Bq／也生   

海 水   新潟港沖   ”5．7   ＊   ＊   ＊   ■  Bq／‘   

海底土   新潟港沖   l15．7   3．0  3．0   ＊   9．9  8q／短乾   

海  カレイ  新潟市   打5．11   0．091  0．091  ＊  0．18  8q／k生   

産  

生  l】5．5   ■   ＊   ＊   ■  恥／短生  

物   

ワカメ  両津市   川5．5   ＊   ■   ＊   ■  8q／毎生  

（往）l ＊は倹川下糾せ未鏑  
2  ＋ は横山きれなかったことを示す   

鶉7 綿貫線丘（原子力発電所周辺監視錮査）  
く叩仙：■Gy／91t‾＝  

四半期  笥1  帯Il  帯壇  帝Ⅳ  年聞  測定地点  四半期  四半朋  四半期  四半朋  ▲」－1「  監視凋草地械  0．12  0．12  0．12  0．12  0．47  対腑地点  0．13  0．13  0．13  0．12  0．51   
（往）1 年間積算縮iの単位は、■Gr／365日  

2 鵬産地点数は、監視調香地域19か所、対照地点5か所  
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Ⅴ－16 富山県書こおをナる放身寸肯巨調査  

高山県環境科学センター  

出 口 修  

1．緒言  

前年度に引き続き、平成5年度に実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査結果につ   

いて報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、  

野菜（ダイコン、ホウレン草）、牛乳（生産地）、日常食（都市部、農村部）、  

空間線量率  

（2）測定方法  

試料の採取、前処理、調製及び測定は、科学技術庁編の各放射能測定法シリーズ及び  

『平成5年度放射能測定調査委託実施計画書』に準じて行った。  

（3）測定装置  

ア 全ベータ放射能  

GM計数装置：アロカ製 JDC－163  

イ 核種分析  

Ge半導体核種分析装置：検出器 EG＆G ORTEC GEM－20180  
波高分析器 セイコー EG＆G MCA7800  

ウ 空間線量率  

シンチレーシぎンサーベイメータ：アロカ製 TCS－131  

モニタリングポスト  ：アロカ製 MAR－11  

（4）調査結果  

表1に降水（定時降水）の全ベータ放射能の測定結果を示す。  

表2に環境試料の核種分析結果を示す。  

表3に空間線量率の測定結果を示す。  

3．結語  

いずれの試料についても、前年度とほぼ同様の結果であり、異常は認められなかった。  
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表－1  降水（定時降水）試料中の全ベータ放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  

採 取  

降水量  放射能濃度（Bq／l）  月間降下量  

年  月  （HBq／km2）  

（m血）  測定致   最低値   最高値   

平成 5 年 4月   80．4   9   N．D   2．6   24   

5月   196．2   7   N．D   N．D   N．D   

6月   189．6   15   N．D   N．D   N．D   

7月   295．6   10   N．D   N．D   N．D   

8月   337．9   14   N．D   N．D   N．D   

9月   235．4   10   N．D   N．D   N．D   

10月   131．1   8   N．D   3．9   4．7   

11月   162．1   10   N．D   N．D   N．D   

12月   252．1   14   N．D   N．D   N．D   

平成 6 年 1月   219．6   14   N．D   3．5   32   

2月   194．2   14   N．D   N．D   N．D   

3月   109．0   15   N．D   3．1   59．4   

年  間  値   2403．2   140   N．D   3．9   120．1   

前年度までの過去3年間の値   428   N．D   4．5   88．3一－122．6   
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表－2  ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  

取  137Cs  前年度まで  その他の検出  

試 料 名   採取場所    年  過去3年間の値    された人工  単 位  

月   放射性核種  

数                     最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん   小杉町  毎月   4  N．D  N．D  mBq／m3   

降 下 物   小杉町  毎月  12  N．D   0．29  N．D   0．23  MBq／km2   

陸水（蛇口水）   小杉町  5．6  N．D  mBq／ゼ   

5．12   

8．4   15   19  Bq／kg乾土  

土  

440   1100   1500  MBq／km2  

1．5   3．0  Bq／kg乾土  

壌   

180   280   490  MBq／km2   

精  米   小杉町  5．10  口  N．D  N．D  Bq／kg精米   

野  N．D   0．014  Bq／kg生  

5    N．D  N．D  0．065  Bq／kg生   

牛  乳   砺波市5．8   N．D   0．12   B。／ゼ ‖  

6．2  

都市部  小杉町  
日  富山市   

常  0．039  0．10  Bq／人・日  

食  
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義一3  空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測  定  年  月  

最低値  最高値  平均値   （nGy／h）   

平成 5 年  4月   16．0   22．0   17．3   63   

5月   16．0   23．5   17．3   62   

6月   16．0   24．5   17．5   60   

7月   16．0   26．5   17．3   64   

8月   16．0   24．0   17．4   64   

9月   16．0   23．0   】  

10月   16．0   26．5   17．3   64  

11月   16．0   27．5  
12月   15．5   27．5   18．0   62  

平成 6 年 1月   12．0   25．0   16．9   65   

2月   12．0   32．0   15．9   60   

3月   16．0   25．0   17．2   66   

年  間  値   12．0   32．0   17．2   60 一－ 66   

前年度までの過去3年間の値  12．0   35．0   17．3   57 ～ 64   
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Ⅴ－17 石ノIl県書こおをナる放貞寸台巨調査  

石川県保健環境センター  

内田賢吾、翫 幹夫、牛島 茂、橋本桂輔  

中谷 光、酒井通則、矢鋪満雄  

1．緒 言  

前年度に引き続き、平成5年度に実施した科学技術庁委託環境放射能水準調査結果について報   

告する。   

2．調査の概要   

（1）調査対象  

降水、降下物、陸水、土壌、日常食、農畜産物、水産生物、空間線量率   

（2）測定方法  

試料の調製および測定は、科学技術庁マニュアルに準じている。   

（3）測定装置  

全ベータ放射能  Aloka JDC－163  

核種分析  Ge半導体検出器：PGT製  
波高分析装置：東芝製Eシリーズシステム  

モニタリングポスト  NaI（Tl）シンチレーション式モニタリングポスト：アロカ製HAR－11  

サーベイメーター   N8Ⅰ（Tl）シンチレーシぎン式サーベイメーター：アロカ製TC5－161   

（4）調査結果  

定時降水試料中の全β放射能については、調査期間中の試料数は94回であり、放射能はす  

べての試料について検出限界未満である。   

牛乳中の131Ⅰについては、全試料（6検体）が検出限界未満である。   

Ge半導体検出器による核種分析結果については、137csが検出されたのは降下物、牛乳、大  
根、フクラギ、日常食、土壌であるが、例年と同レベルの膿度である。   

空間線量率は例年とほぼ同程度のレベルを示しており、異常は認められない。  

3．結 語  

各種試料から異常は観測されず、前年と同様のレベルである。  
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1定時降水試料申の全ベータ放射能測定調査結果  

×1  放 射 能 濃 度（Bq／1）  

採 取 年 月  降水量  月間降下量  

（mm）  （MBq／km2）  

測定数   最低値   最高値   

平成5年  4月   97．5   N．D  N．D   

5月   240．5   5   N．D  N．D   

6月   217．0   N．D  N．D   

7月   310．0   N．D  N．D   

8月   361．5   8   N．D  N．D   

9月   205．0   N．D  N．D   

10月   208．0   N．D  N．D   

11月   190．0   7   N．D  N．D   

12月   273．0   13   N．D  N．D   

平成6年 1月   324．0   9   N．D  N．D   

2月   175．0   8   N．D  N．D   

3月   121．5   6   N．D  N．D   

年 間 値   2723．0   94   N．D  N．D   

前年度までの過去3年間の値  N．D   5．5   N．D一－178  

刈）降下物採取期間の降水量。  

2 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採取場所   羽咋郡押水町  過去3年間の値   

採取年月 日  H5．5．12  H5．7．6  H5．9．1  H5．11．22  H6．1．6  H6．3．2  最低値  最高値   

放射能濃度（Bq／1）  N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D  
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3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137Cs  過去3年間の値   人工  

試料名  
採取場所   採取年月   体  単位  

数         核種         最低値  最高値  最低値  最高値   

降下物  金沢市太陽が丘  毎月  12  N．D  0．21   N．D  0．17  なし  HBq／km2   

陸  金沢市太陽が丘  H5．6  N．D  N．D  なし  Bq／1   

水   H5．12   

36．9  

H5．8   

†1770  

9．10  54．6  なし  Bq／kg乾土  

土 ！  

266  2000  なし  MBq／km2  
【  

岳壌  32．4  6．66  34．0  なし  Bq／kg乾土  
】   

】  5－20cm  金沢市末町   目5．8  
口  

t ‡  

991  4700  なし  MBq／km2   

精米  

【  

金沢市田上   H5．11 叩  巨N・D巨  
F野  

‖ 川 ⊆H5．10  1 0．07  
N・D     “ 1  ‖   なし  【Bq′′kg精米  

大 根  金沢市          N．D   【  なし  
ナ米 u                         ホウレン草  金沢市   H5．10  ll＼・シ ‖  ．D 岳  

1  

牛乳  羽咋郡押水町  H5．8  0．49 なし  
H6．2   

1  

金沢市及び  H5．6 ‖  

巨日常食  
‡H5・12 l  

石川那吉野谷村  0．03  
【   
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4 空間放射線測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

測 定 年 月 日  

最低値   最高値   平均値   （〟Sv／h）   

平成5年  4月   57   0．07   

5月   41   59   43   0．07   

6月   39   55   42   0．07   

7月   37   59   0．07   

8月   47   66   0．07   

9月   47   62   50   0．07   

10月   47   77   0．07   

11月   46   85   0．07   

12月   45   85   50   0．07   

平成6年 1月   73   45   0．07   

2月   31   84   0．07   

3月   46   64   48   0．07   

年  間  値   30   0．07  
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Ⅴ－18 福井県さこおiナる放射肯邑調査  

所
夫
 
究
昭
 
 

研
泉
 
 

生
 
 

衛
美
 
 

県
 
 

井
吉
 
 

福
 
 

●  

1．緒言   

前年に引き続き、福井県が平成5年度に実施した科学技術庁委託の「放射能測定調査」の結果について、その概   
要を報告する。   

2．調査の概要  

（1） 調査対象  

定時降水、降下物、浮遊じん、土壌、陸水、各種食品、空間線量率   
（2） 測定方法  

放射能調査委託実施計画書（平成5年度）によった。   

（3） 測定装置  
①全β放射能調査；アロカ TDL－501  
②核種分析調査；HP Ge検出器（相対効率 約30％）  
③空間線量率調査；サーベメータ   ：アロカ TCS－121C  

モニタリングポスト：アロカ MAR－11   

（4） 調査結果  
平成5年度の調査結果の概要は、以下のとおりである。なお、調査結果の詳細については別添の表を参  

考にされたい。  

①定時降水  

前年と同様に大気中での核実験はなく、測定した103試料のうち6試料から全β放射能が検出  

されたが、核種分析の結果、いずれからも人工放射性核種は検出されなかった。  

②牛乳中の131Ⅰ分析の結果  
前年と同様に大気中での核実験はなく、131Ⅰは検出されなかった。  

③核種分析調査  

（a）浮遊じん  

3ケ月ごとのコンポジット試料を測定したが、人工放射性核種は検出されなかった。  

（b）降下物  

降水（1ケ月間採取）を蒸発乾固した試料を測定したが、人工放射性核種は検出されなかった。  

（c）陸水  

陸水については、蛇口水と淡水（それぞれ1001）を蒸発乾固した試料を測定したが、淡水中  

に137c sがわずかに検出された。  

（d）土壌  

0～5cm及び5～20cmの2層から採取した試料について測定を行った結果、いずれも137cs  
がわずかに検出された。  

（e）食品  

食品については、精米、野菜（大根、ホウレン草）、牛乳、淡水産生物、日常食、海産生物等か  
ら137c sがわずかに検出された。  

④空間線量率  

空間線量率の調査結果は、モニタリングポスト及びサーベイメータとも従来と同程度であった。   

3．結語   
全β放射能及び空間線量率については従来と同程度であり、核種分析の結果も陸水、土壌、及び 食品の一部か   

ら137csがわずかに検出されたのみであった。  

＊現在；福井県勝山保健所  
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別添   

Ⅰ．定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  

放射能濃度（Bq／1）  

採取年月   降水量  月間降下量  

（m）  測定数   最低値   最高値   （MBq／km2）  

平成5年4月   130   7   N．D   N．D   N．D   

5年5月   140   7   N．D   N．D   N．D   

5年6月   218   10   N．D   N．D   N．D   

5年7月   365   7   N．D   3．5   17   

5年8月   248   10   N．D   3．0   84   

5年9月   294   9   N．D   4．4   96   

5年10月   95   6   N．D   N．D   N．D   

5年11月   245   8   N．D   N．D   N．D   

5年12月   262   11   N．D   2．1   40   

6年1月   265   8   N．D   N．D   N．D   

6年2月   165   
11  】 

N・D   3．2   23   

6年3月   106   9   N．D   N．D   N．D   

年 間 値  2，804  103   N．D   4．4   N．D～96   

前年度までの過去3年間の値   292   N．D   4．3   N．D一－11   

Ⅲ．牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採取場所   奥越  前年度までの  

高原牧場   過去3年間の値   

採取年月日  H5．5．13  5．6．15  5．7．19  5．8．9  5．9．13  5．10．12  最低値  最高値   

放射能濃度  N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   

（Bq／1）   
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Ⅲ．ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  前年度までの  

試 料 名  採取場所  採取年月   体  過去3年間の値  単  位  

数   人工放射性  

最低値  最高値  最低値  最高値   核種  

大気浮遊じん   衛研屋上  5．4～6．3  4  N．D   N．D   N．D   N．D  通q／m2   

降 下 物  5．4～6．3  12  N．D   N．D   N．D   N．D  MBq／km2   

陸  2  N．D   N．D   N．D   N．D  

通q／1  

水   1．8   2．4   4．1  

9．7   5．2   6．9  Bq／kg乾土  

陸  5．8   

500   230   320  MBq／km2  

4．5   1．4   2．4  Bq／kg乾土  

土   5．8   

510   130   510  MBq／km2   

精 米  福井市   5．10   N．D   N．D   N．D   N．D  Bq／kg精米   

野  三国町   5．11   N．D   N．D   N．D   N．D  

Bq／kg生  

菜   三国町   5．11   N．D   N．D   N．D   N．D  

牛 乳  福井、勝山市  5．5～6．2  6  N．D   0．046  N．D   0．11  Bq／1   

淡水産生物   三方町三方湖  5．12   0．19  0．19  0．28  Bq／kg生   

福井市   5．7，5．12  2  0．033  0．034  0．024  0．075  

日常食  Bq／人・日  

敦賀市   5．6，5．11  2  0．038  0．042  0．029  0．17  

海産生物  三国町   5．11   0．11  0．12  0．19  Bq／kg生   
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Ⅳ．空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト  （cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

最 低 値   最 高 値   平 均 値   （nGy／h）  

平成5年 4月   14．9   21．9   15．9   60   

5年 5月   15．0   20．5   16．2   61   

5年 6月   15．0   21．0   16．5   60   

5年 7月   15．0   25．0   16．5   65   

5年 8月   14．8   21．0   16．0   66   

5年 9月   14．7   19．0   15．8   64   

5年10月   15．2   24．0   16．6   6 5  

5年11月  15．2   28．0   16．1   59   

5年12月   14．3   32．8   16．0   59   

6年 1月   11．0   24．6   15．5   5 7   

6年 2月  12．0   30．0   15．3   64   

！  6年3月   17．0   58  

年間値   ll・0  32．8   16．2   57～66   

芦前年度までの過去3年間の  12・5 】  川  35．0   16．4   55～70   
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Ⅴ－19 山梨県乙こおらナる放身寸台巨調査  

山梨県衛生公害研究所   

小林規矩夫 戸嶋弥生  

飛田傾作  

1緒言  

平成5年度に山梨県で実施した科学技術庁委託の環境放射能調査結果について、その概要  

を搾告する。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  
降水、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大根、ホウレン草）、牛乳、  

日常食及び空間放射線量率  

（2）測定方法  
試料の採取、前処理及び測定は科学技術庁縞「全ベータ放射能測定法（1976）」  

「Ge半導体検出器を用いた機器分析法」及び同庁原子力安全局縞「放射能測定調  
査委託実施計画書（平成5年度）」により行った。  

（3）測定装置  
ア 全ベータ放射能  

GM計数装置：Aloka TDC－501型  
イ 核種分析  

Ge半導体核種分析装置：SEI！くO EG＆G  
ウ 空間線量率  

シシチレショl・サ，へ“イメータ：Alo ka TCS－131型  

モニタリングポスト：Alot（a MAR－11型  

（4）調査結果  
定時降水の全ベータ放射能の測定結果を蓑1に、Ge半導体核種分析装置による  

各種試料の分析結果を表2に、空間放射線量率の測定結果を表3に示した。  

3 結語  

いずれの調査項目においても昨年度とほぼ同レベルにあり、異常な値は認められなかった。  
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表1 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取（定 時採 取）  

降水量  

採取年月  放 射 能濃 度 （Bq／l）  月間降下量  

（mm）  

測定数   最低値   最高値   （MB（1／km2）  

平成 5年 4月   61．0   4   N．D   N．D   N．D   

5月   60．5   7   N．D   N．D   N．D   

6月   172．0   12  H  N・Dl  N．D   n  N．D   

269．5  

8月   140．0  

14  

t  j N・D  

7月  232．0   9 N・D  

（  lO月 115・5  9  N. DD N．D  ＋ 十・＋ M   
1▼1月   77．5   5  N．D  N．n   N．D   

12月   43．0   8  N.D.D ・D  N・D  

平成 6年1月   2G．0  4  i N.D N・D  ．  

6  N．D  N．D   
l  2月  45．0  5   N．D   N．D   N．D   

年 間 値   1．314．5   97   N．D   N．D～3．1  N．D～1G2   

前年度までの過去3年間の値  275   N．D   H．D   N．n   
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Ⅴ－20 長野県iこおiナる放射骨巨調査  

長野県衛生公害研究所  

小林恵子  赤岡 輝  

小山和志  水庫英書  

1．緒 言   

前年度に引続き、長野県において平成5年度に実施した科学技術庁委託による  

放射能謝査の結果について報告する。  

2．謝査の概要  

1）訴査対怨  

定時降水の全β放射能、大気浮遊じん・降下物・陸水（源水、蛇口水、  

淡水）・土壌・精米・野菜類（大根、ホウレン草）・牛乳・淡水産生物  

（ワカサギ）・日常食・海産生物（イワシ）の核種分析、サーベイメータ  

及びモニタリングポストによる空間放射線真率の測定。  

2）測定方法  

試料の調製と測定は科学技術庁縮「全ベータ放射能測定法（1976）」、  

「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法（1990）」、及び「放射  

能調査委託実施計画書（平成5年度）」により行った。  

3）測定装置  

GM計数装置： ALOKA JDC－163  

Ge半導体検出器：NAIGIGC－1619S  

シンチレーションサーベイメータ ：ALOKA TCS－166  

モニタリングポスト ：ALOKA MAR－15   

4）謝査結果  

定時降水の全β放射能の測定結果を表Ⅰに、鮎半導体検出器による核  

種分析結果を表Ⅲに、また空間放射線量率の測定結果を表Ⅲに示した。   

3．結 請  

平成5年度の長野県における調査結果は、環境試料申の放射能及び空間  

放射線羞率ともに平常時のレベルにあり異常値は踏められなかった。  

＿ 」   
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i 定時降水試料申の全β放射能謝査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採取  

障 月間降下量  

年月 （軌2）  

（， 測定数  最低値  最高値   

6   N．D   N．D   N．D   

N．D   N．D   

N．D   N．D   

N．D  

N．D   

N．D   

L N・D  

は 

N．D   N．D   N・D  

－－   

N．D   N．D   N．D   

卜11 H ト仙・－】 」12   

平成6年1月   

43・41   
27．3  6   N．D   N．D   N．D  

2月  41．2  田   N．D   2．8   10．0   

3月   27．4   〇   N．D   N．D   N．D   

年 間 僧   878．9   93   N．D   2．8   10．0   

前年度までの過去3年間の僧  305   N．D   8．7   N．D～109   
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Ⅱ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定訴査結束  

前年度まで  

過去3年間の億   その他の 検出され た人工放 射性核種  l単位  

試 料 名   l 採取場所 l  採取年月  

大気浮遊じん  長野市  5．4～6．3  4  N．D   N．D   N．D  N．D n  mBq／m3   

降下物  長野市  5．4～6．3  四  N．D  0．051   0．11 M  MBq／km2 ．   

N．D   N．D  
睦  

蛇口水  長野市  5．5，5．11  田  N．D   N．D   N．D   N．D  1mBq／1  

淡水  0．37   
水  上水 源 水   長野市  5．6，5．12  国  N．D   

N．D  

0～5cm  
i  土  」 E I                        諏訪湖  5．12  口 H  i N・D   N．D 17    H  阜4200  ； ‖ n  MBq／km2  
∃ ‖   十－  

壌  

5 ～ 20 cm  長野市  u  
円  

7・2 ・D  
l  

】  
】 410  N．D  

皿Bq／km2   

精米   穂高町  5．10   Ⅷ  

1 】  ぎBq′kg乾土             ー‥‾‾‾－‾‾－1  u  

野  佐久市  5．10   
‾‾‾‾ ‖‾「‾‾‾‖‾‾  

岳  

葉   佐久市  5．10   N．D  
N・D羞0・10 

牛乳  長野市  5．8，8．2   ＝N・D N・D   Bq／1   

淡水虔生物（朋陣「）  諏訪湖  5．12  0．068   川   M   0．032   u  n 0．16…   Bq／kg生   

農村部   真田町他    貞 5．6，5．12‘  国  0．027   H 0．070璽N．D ！   0．048  

海産生物（イワシ）  長野市  6．1   0．11  N・D0・13 
【  

Bq／kg生   都市部   長野市  5．6，5．11  国  0．030  0．033  N．D   
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Ⅲ 空間放射線豊率測定精巣  

「‾  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測定年月  

最低値   最高値  平均値  （nGy／h）   

平成  5年  4月   13．3   18．2   14．3   90   

5月   12．9  19．7   14．2   80   

6月   13．3   21．6   14．6   

7月   12．8   21．2   14．2   90   

8月   13．0   21．0   14．3   86   

9月   12．9   18．1   14．5   88   

13．7   19．7   14．5   84   

21．9   14．7   80   

19．7   14．8   80  10月          11月  13．5        12月  13．0            平成  6年 1月  13．1 ‖  20．0   14．7   80  

2月   

‖  

12．5   21．5   14．2   68   

3月   ■13．8   21．6   14．4   78   

年  間  値   12．5   21．9   14．5  68 ～90   

前年度までの過去3年間の億＊   12．4   26．7   14．5  57′〉89  

＊：モニタリングポストは平成4年3月から測定を開始。  
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Ⅴ－21岐阜県らこおいナる放射骨巨調査  

岐阜県保健環境研究所  

奥平 文雄  形見 武男  

1．緒言   

平成5年度に岐阜県において実施した、科学技術庁委託の環境放射能水準調査の結果に  

ついて報告する。  

2．調査の概要   

（1）調査対象  

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜  

（ダイコン、ホウレンソウ）、茶、牛乳（生産地）、日常食及び空間線量率。  

（2）測定方法  

試料の調整及び測定は、科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（昭和51年度）」  

「ゲルマニュム半導体検出器ガンマ線スペクトロメトリー（平成2年度改訂）」  

及び「平成4年度放射能測定調査委託実施計画書」に準じて行った。  

（3）測定装置  

1．全ベータ放射能  

低バックグラウンド自動測定装置：アロカ製 L B C－4 52型  

2．核種分析  

G e半導体核種分析装置：セイコーE G＆G製  

3．空間線量率  

シンチレーションサーベイメーター：アロカ製 TC S－151  

モニタリングポスト：アロカ製 MA R－15  

（4）調査結果  

表1に降水（定時降水）の全ベータ放射能の測定結果を示す。  

表2に環境試料の核種分析結果を示す。  

表3に空間線量率の測定結果を示す。  

3．結語  

いずれの試料についても、前年度と同様、異常は認められなかった。  
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義一1 降水（定時降水）試料中の全ベータ放射能測定結果  

採取年月   降水量  測定数  放射能濃度（Bq／L）   月間降下量  

（mm）  （HBq川m2）  

最低値   最高値   

平成5年 4月   19．7   3   N．D  

5月   16．5   N．D  

6月   204．7   9   N．D  

7月   90．0   6   N．D  

8月   197．5   9   N．D  

9月   236．8   8   N．D  

10月   8．7   N．D  

11月   37．7   4   N．D  

12月   26．4   5   N．D  

平成6年1月   7．1   N．D  

2月   43．7   7   N．D  

3月   47．0   3   N．D  

年間侶   935．8   57   N．D  

前年度までの過去3年間の値   161   1・1   11．1   23．3   

N．D：検出されず（計数値がその計数誤差の3倍未満）  

義一2 ゲルマニュム半導体検出器による核種分析測定結果  

13Tcs  

試料名   採取  採取年月  検体  単位  

場所  数  前年度まで  

過去3年間の値  

最低値  最高値    最低値最高値   

大気浮遊じん   岐阜市  毎月   6   N．D   N．D   N．D   N．D   mBq／m3   
降下物   岐阜市  毎月   12   N．D   N．D   

陸水（虎口水）  岐阜市  H．5 6，12   2   N．D   N．D   N．D  N．D   HBq／km2  
土壌0－5cm  11．4   11．4   9．6   14   Bq／kg乾土  

87．7   87．7   76   99   【Bq／km2  

5－20cm  9．7   9．7   8．0   9．4  Bq／kg乾土  

80．3   80．3   62．0   77．8  HBq／km2  

精米   岐阜市   N．D   N．D   N．D   N．D   Bq／kg生   

野菜（ターイコン）   岐阜市  H．511   N．D   N．D   N．D   N．D   Bq／kg生   

（ホウレンソウ）   岐阜市  H．511   N．D   N．D   N．D   N．D   Bq／kg生   

お茶   白川町  2   0．21   0．25   N．D   0．70  Bq／kg生   

池田町  

牛乳  笠松町  2  N．D  N．D  
‖ N・D！N・D  

Bq／L  
H．62  

日常食  岐阜市   2  0．03  0．05    】 0・023】0・053    Bq／人・日  
高山市  H．5 6，12   2   N．D   0．03   N・D 弓 0・059   Bq／人・日   

N．D ；検出されず（計数値がその計数誤差の3借未満）  
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義一3 空間線量率測定結果  

測定年月   モニタリングポスト（cps）  サーベイメーター  

最低値 最高値 平均値   （nGy／h）  

平成4年 4月  17．8  16，1   16．7   70   

5月  17．7  16．2  91   

6月  18．1   16．3  83   

7月  18．0  16．2  16．8           17．0            16．8   69   

8月  18．5  16．5  72   

9月  18．4  16．9  17．1  ≡             17  72   
10月  118．5   17．0   17   70   17．0  17．6 】   70   

11月  19．0   17．3   18．0 ⊇  91   

12月  19．6  17．3  18．1   76   10月  】18．5                                   平成5年1月  18．9  17．3  17．9   73   

2月  19．2  17．0  17．1   66   

3月  18．5  17．2  17．7   81   

年間値   18・5 16・8 15・9 66～91   
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Ⅴ－22 静岡県もこおむナる方丈貞寸肯巨調査  

静岡県環境放射線監視センター  

木野正彦、大石政利、息 明雄  
石渡達也、河合渉、吉田秀行、沖寿弘  

1緒 言  

静岡県では、昭和36年度より科学技術庁委託環境放射能水準調査を実施している。今回   
は、平成5年度に実施した調査結果の概要を報告する。   

2 調査の概要  

（1）調査の対象   

ア 放射能  ・全β放射能 （定時降水）  

・核種分析  （浮遊塵、降下物、陸水、土壌、農畜海産物及び日常食）   

イ 放射線量・空間放射線量率   

（2）測定方法   

放射能測定調査委託実施計画書（平成5年度）によった。   

（3）測定装置   

ア 全β放射能  ・GM式放射能測定装置   
イ 核種分析  ・Ge検出型波高分析装置   

り 空間放射線量率   ・NaI式モニタリングポスト（科学技術庁方式）  
・NaI式サーベイメータ  

（4）調査結果  

ア 全β放射能調査  
定時降水中の全β放射能調査結果は、表Ⅰに示すとおりすべて検出限界以下であり   

、過去3年間と同様であった。  

イ 核種分析  

牛乳中のⅠ－131の調査結果は、表Ⅱに示すとおりすべて検出限界以下であり、  
過去3年間と同様であった。  

その他の環境言耕トの調査結果は、表Ⅳに示すとおりである。Cs－137以外の核  
種は検出されなかった。茶葉の借は過去3年間に比べて若干低下した。静岡市の日常  
食の侶は過去3年間に比べて若干高いが、通常の変動範囲内と考える。その他の試料  
については、従来と同程度であった。  

り 空間放射線量率  
空間放射線量率の調査結果は、表－Ⅲに示すとおりである。モニタリングポストに  

よる線量率は年間を通じて大きな変動は無かった。サーベイメータによる線量率の値  
は従来と同程度であった。  

今年度の調査結果は、従来と同程度の値であり、異常は認められなかった。  
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表－Ⅰ大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降  水  の  定 時 採 水  大型水盤による降下物  

採  取  
降水量  

年  月  （M軸／I血2）   （惟q雄が）  

測定数   最イ封直   最高イ直   

平成 5年4月  121．5   7   N．D   N．D   N．D  

5月   45．0   N．D   軋D   N．D  

6月  359．5   12   N．D   N．D   N．D  

7月  356．5   12   N．D   N．D   N．D  

8月  150．0   N．D   N．D   N．D  

9月  375．0   8   N．D   N．D   軋D  

10月  187．0   7   N．D   N．D   N．D  

11月  263．5   N．D   N．D   N．D  

12月   78．0   7   Ⅳ．D   N．D   N．D  

平成 6年1月   48．5   3   N．D   N．D   N．D   

2月   以）．5   5   N．D   N．D   N．D  

3月  103．5   7   N．D   N．D   N．D  

年間借   2108．5   N．D   N．D   N．D  

前年度までの過去3年間の侶  N．D   N．D   N．D  

一196－   



表－Ⅱ 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採取場所   御殿場市  浜松市  御殿場市  浜松市  御殿場市  浜松市  御殿場市  浜松市   

採取年月日   5．4．14  5．4．14  5．7．6  5．7．6  5．10．12  5．10．12  6．1．12  6．1．12   

放射能濃度（恥／£）   N．D   N．D   Ⅳ．D   N．D   Ⅳ．D   N．D   軋D   軋D   

表－Ⅲ 空間放射線線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月  
最低値   最高値   平均値   （nGy几）   

平成 5年4月   11．8   16．0   12．7   59   

5月   11．5   17．0   12．5   61   

6月   11．7   16．8   12．7   73   

7月   11．1   19．8   12．4   60   

8月   11．3   21．4   12．4   62   

9月   11．4   14．4   12．6   65   

10月   11．7   15．7   ほ．6   75   

11月   11．5   14．9   12．7   70   

12月   11．8   16．0   12．7   63   

平成 6年1月   11．7   15．9   12．7   61   

2月   11．4   17．0   12．6   63   

3月   11．8   15．7   12．6   60   

年  間  借   11．1   21．4   12．6   59～75   

前年度までの過去3年間のイ直  11．2   29．3   12．7   56～′打   
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表－Ⅳ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  検  

取  1ヨ7Cs  前年度まで過去  

試 料 名   採取場所    年  体  3年間の値  
月  

1 “  

数  

大気浮遊じん   浜岡町  4回／年   4  N．D  N．D   N．D   N．D  蝋＋ゴ  

降下物  静岡市  毎月   12  Ⅳ．D  0．074  N．D  0．11  股l／血2   

上水源水  

陸  
蛇口水  静岡市  6，12   2  N．D  N．D   N．D  N．D  

水  
淡水  

15  i●l  
0－5〇m  御殿場市  8   

土  340  270  盟0  撤l／kn2  

壌  3．7  3．7  7．2  
5－2α：m  御殿場市  8   

580   1000  6            恥／kg乾土       田          嘲伽2   

精米  静岡市   12   N．D  N．D  0．0亜  町kg精米   

野  御殿場市  N．D  0．038  

浜松市   N．D  N．D   恥／kg生  

菜   N．D  0．17   0．29  

磐田市   5   0．044    0．α70  H  0．38  恥／kg乾物  
茶  

修善寺町  5   0．18i  0．5921．1   
牛乳  静岡市  8，2   2  N．D  N．D   N．D  N．D   的／史   

淡水産生物  馳／kg生   

静岡市  6，11   2  0．036  0．鳩4  0．037    0．075  恥／人・日   

日常食  
浜岡町  6，11   2  0．028  0．043  0．049  0．0払  

海水  咄／立   

海底土  恥／短乾土   

海産生物  

（あじ）  静岡市   0．17  0．15  0．22  

町也生  
】  

松葉  浜松市  4  N．D  【  
6，9，12  ト  

沼津市   3  4  N．D   
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Ⅴ－23 愛矢口県乙こおけ轟る放身寸台旨調査  

愛知県衛生研究所   

大沼章子  佐藤克彦  山田直樹  
青山 幹  富田伴一  河村典久  

緒言   

愛知県は科学技術庁の委託により、昭和35年度より核実．験等によるフォールアウト  

調査を実肺してきたが、日鋼U62年度より原子力発雷所等の周辺県として「環鳩放射能水  
準調査」を実旅することになった。ここでは平成5年度の放射能調査結果について報告す  
る。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

降水（定時採取）、降下物（大型水盤）、大気浮遊じん、上水、土壌、毀誉眉（精米）  
野菜、隼乳、日常食、細水、拍底土、拍産生物、空間放射線真率等、合計156件と1  
連続測定。なお、ロシア「トムスク7」核廃棄物処理工場爆発事放に係る緊急時測定と  

して大気浮遊じん7件（4月9日～4月16日）を測定した。   
〈2）測定方法  

試料の採取及び前処理は、「放射能測定調査委許実飾計画書」による科学技術庁の指  

示に従った。全β放射能測定は科学技術庁縞「全ベータ放射植測定法（1976））」  

放射化学分析は同締「放射性セシウム分析法〈1976）」、同繍「放射性ストロンチ  
ウム分析法（ユ983）」、核種分析は同縞「ゲルマニウム半導イ本検出器を用いた機器  

分析法（1979）」、固定式連続モニタによる空間放射線皇率の測定は同縞「連続モ  
ニタによる環境γ線測定法（1982）」に従った。  

（3）測定装置  

CM自動測定装置  ：ALOKA製TDC－501、SC－702、GMr2503B  
低バックグラウンド自動測定装帯：札OKA製LBC－472－Q  
ゲルマニウム半導体核種分析装置   C∧NRERRA製GC2520－7915－30、MC∧シリース’、35フ○ラス  
シンチレーションサーベイメーター：ALOKA製TCS－121C、TCS－166  
モニタリングポスト  ：ALOKA製MAR－15、HD－106  

（4）調査結果   

1）全β放射能  

測定結果を表Ⅰに示した。定時降水中の全β放射酵は90回の測定において検出さ  

れたのは1回のみで、年間降下量は29．O MBq／km2であった。  

2）放射化学分析  

測定結果を表Ⅲに示した。このうち降下物による9日sl、、137c sの年間降下量は  
共に0．10MBq／lくm2であった。  

3）ゲ．ルマニウム半導体検出器による核種分析  

測定締果を表ⅢⅠに示した。137csは4月の降下物、土鳩（0－5cm、5－20  
Cユn）、日常食（名古屋市、新城市等）、梅底土、締産生物（きす）に検出されたが  
、その他の人工放射性核種はいずれの試料にも検出されなかった。なお、緊急時測定  
を行った大気浮遊じんには人工放射性核種は検出きれなかった。   

4）空間放射線皇率  

名古屋市内の定点（北区辻町愛知衡朝）で測定した結果を表Ⅳに示した。シンチレ  
ーションサーベイメーターによる測定伸ば、共に合字悶絶塁で表されているがエネル  
ギー補償型の測定値の方がそうでないものより平均で1．37侶高い値を示した。  

ぎ3 結語   

ロシア「トムスク7」核廃棄物処理工場爆発事故に係る緊急時測定の結果も含めヾいず  

れの調査項引こおいても、特に異常は認められなかった。  
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表Ⅰ 定時降水試料中の全β放射腑調壬錆臭  

N．D － 33．3  前年度までの過去3年間の甘  

表Ⅲ 放射化学分析結果  

検
 
 
 
体
 
 

M8q／k■2  H．D ・－ 0．2T   

陸水 〈上水）  H．D － 2．7 1■8q／ク  

N．D ・－ 0．044  

過去のせは、前年よまでの過去3ケ年間の鐘．  
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衰Ⅲ ゲルマニウム半導体検出鬱による核積分折測定調査緒欄  

名古屋市  5．6，11  
日   常  食   

2j ＝63l o・23lH・D  
密接垂加来町  

5．6，11  

掲  水 量伊勢削、鈴谷沖！5・8   ヨ11N・D 重  量 H・D  

訂＋慮 土 t伊勢勘」、鈴谷沖‡5．8   ヨIl4．9 董  ！3．4  

■8q／i  

8q／kg乾土  

Bq／kさ生  

川
’
－
 
 

知多郡南知多町  
2
一
 
 

l
 
■
 
D
一
D
 
 
 

O
．
】
【
．
N
 
 

毒  す  1】  0  

知多耶南知多町  

知多郡聞知多町  

あ  き  り  

わ  か め  

‡l機体緻が1の試料についてはt低疇の■に測定曹‡己義．  
12 大あきりのデータも含む．  

表Ⅳ 空間放射線t串測定結果  

8  月  事 15．6 1 20．9  106．0 り  

111．9 り  

10  月  】5．T 119．0  11l，8 り  

11  月  109．5 り  

12  月  115．6  107．2 ●i  

8  年  1 月  112．3 ●1  

110．9 り  

110．9 り  

年  間  鱒  73．3 － 112．3  

25．0・－118．8・，  前年よまでの退去3年間のせ   76．0 －  gT．0  

＊1 平成3年2月からのデータ  
12 ▲LO仙 TCS・121Cせ用．  
‡3 1LO＝ TCS・166せ用．  
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Ⅴ－24 三重 県lこ おlナ る 放射骨巨 調査  

三重県衛生研究所  

尾邁 俊之 貫森 聴子 橋爪 清  

1  緒言   

三重県では，昭和63年度より科学技術庁の委託による環境放  

射能粛査を行なっている．今回は平成5年度に実施した調査につ  

いての概要を報告する．  

2L  調査の概要  

（1）網査対負   

性水の仝β放射能，大気浮遊じん，降下物，土壌，陸水（上水），  

牛乳，精米，野菜類（大根，ほうれん革），日常食及び茶の機種分  

析，サーベイメータ及びモニタリングポストによる空間線量串の  

測定．  

（2）測定方法   

試料採取，前処理，全β放射能，γ線核種分析及び空間線量率  

の測定は，科学技術庁編 r魔境試料採取法（S58）」，「仝ベータ放  

射能測定法（S51）」及び平成5年度放射能測定蠣査委託実施計青  

書に従った．  

（3）測定装琶  

G M計数装置；アロカG M自動測定装tT D C－511，S C－  

7 5 6 B  

G e半導体検出器：N AIG－EシリーズMC A，S L D－4  

N aIシンチレーショ ンサーベイメータ：アロカT C S－131  

モニタリングポスト：アロカMA R－11  

（4）綱査結果   

全β放射能測定結果は表lに，空間線量率の沸定結果は表Ⅱに，  

γ線核種分析結果は表Ⅷに示した．  

3  結喬   

木調査は6年度目になるが，前年度とほぼ同程度の値を示し，  

特に異常な債は認められなかった．  
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Ⅰ大型水】削こよる月間降下物試料及び定時性水試料中の全β放射能瀦査結果  

採取  降水の定時採取（定時降水）  大型批よる降下物 

降水量  放射能濃度（Bq／1）  月間降下量  月 

年月  （m）  測定数  最低値  最高値   （MBq／撼）   （。 

平成5年 4月   113   4   N．D   N．D   N．D   

5月   96   6   N．D   N．D   N．D  

6月   206   10   N．D   N．D   N．D   

7月   200   13   N．D   N．D   N．D   

8月   194   N．D   0．7   2．7  

9月   288   10   N．D   N．D   N．D  

10月   97   6   N．D   N．D   N・D  

11月   135   8   N．D   N．U   N．D   
1  

12月   36   7   N．D   N．D   N．D  

平成6年 1月   27   4   N．D   N．D   N．D   

2月   73   6   N．D   N．D   N．D  

3月   N．D   N．D   N．D  

年 間 卓   1517   さ9   N．D   0．7   2．7   

前年度まで過去3年間の値  284   N．D   0．9   8．8  

Ⅱ 空間放射線i率儲定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測定年月 
最低値   最高億   平均値   （nGy／h）  

平成 5年  4月   14．0   19．3  14．8   51．3   

5月   14．0   20．0   14．7   55．4   

6月   14．0   21．0   14．9   57．2   

7月   13．5   21．0   14．6   52．4   

8月   13．7   18．0   14．7   54．1   

9月   14．0   19．3   14．9   51．2   

10月   17．5   19．5   14．7   56．7   

11月   14．0   18．0   14．8  56．6   

12月   13．3   1る．5   14．g   51．6   

平成 6年  1月   14・0   20．5   14．7   52．6   

2月   13．5   20．0   14．7   53．0  

3月   13．7   18．0   14．6   52．7   

年  間  倭   13．3   21．0   14．8   51．2～57．2   

前年度まで過去3年間の億  12．9  23．7   彗 14．6  41．8～56．3   

－203－   



Ⅲ ゲルマニウム半導体検出翳による核種分析測定欝査結果  

採  前年度まで  その他の  

試料名  採取嶋所  取  1a7cs  過去8年間の慮    検出された  

年  人工放射  

月   最低せ   核種   

H5．4  
気浮遊じ   津市 桜橋  4   N．D   N．D   N．D  N．D  18q／ポ   

～H6．3  

H5．4  
降下物   津市 桜橋  N．D   0．17±0．03  N．D  0．20  糟軸／k汀f  

一－H6．3   

水原水  

H5．6  
蛇口  津市 桜橋  N．D   N．D   Ⅳ．D  N．D  ■8q／丘  

H5．12   

淡水  

2．69  N．D  1．48  Bq／転載土  
0－5q■  津市 巣町  H5．7  口  

149  N．D  M的／kld  

N．D  N．D  N．D  
5－20ql  津市 栄町  H5．7  口  

陶／短乾土  

N．D  N．D  N．D  M的／k汀ぎ   

精  米   松阪市   H5．9  N．D  N．D  N．D  的／k糟米  

大 根  多気耶明和町  H5．11  口   N．D  N．D  N．D  
8q／転生  

、ウレン  三重耶楠町  H5．11  口   N．D  N．D  N．D  

大台町  H5．5  
茶  0．12±0．04  0．28±0．04  N．D  0．38  恥／k乾   

t山市  H5．5   

H5．8  
牛乳   会郡大内山村  N．D   N．D   N．D  N．D  8q／且   

H6．2   

淡水産生物  Bq／厄生   

津市  H5．6  
日常食  打5．11  Ⅳ．D   0．084土0．008  N．D  0．113  8q／人・日   

尾＃市  H5．12   

海水  ■8q／企   

海底土  的／k乾土  

8q／k生  
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Ⅴ－25 滋 賀 県 んこ お らナ る 放 射 台巨 調 査  

滋賀県立衛生環境センター  

畑中 稔   勝見 紀子  

松井 由虞   藤田 敏江  

1．緒  言  

前年にひき続き、滋賀県が平成5年度実施した科学技術庁委託の環境放射能水準  

調査の結果について、その概要を報告する。   

2．調査の概要  

（1）調査対象  

定時降水、降下物、大気浮遊塵、陸水（上水・蛇口水）、農畜産物（精米、大  

根、ほうれん草、原乳）、日常食（都市部、農村部）、土壌、空間線量率を対象  

とした。  

（2）測定方法  

試料採取、前処理、全ベータ測定、核種分析および空間線量率の測定は、科学  

技術庁のマニュアルおよび平成5年反故射能測定調査委託実施計画書より行った。  

（3）測定装置  

GM計数装置（ALOKA製 JDC－163）  

Ge半導体核種分析装置（ORTEC GEM－15180－P，SEIXO7800）  

サーベイメータ（ALOXA製 TCS－151）  

モニタリングポスト（ÅLOKA製 MAR－15）  

（4）調査結果  

表－1に定時降水の全ベータ、表－2にゲルマニウム半導体検出器による核種  

分析測定調査結果を示した。表－3に大津市における空間放射線量率測定結果を  

示した。   

3，結 語  

全ベータ放射能、空間放射線量率については異常値は認められず、γ線核種  

分析において日常食および土壌から137csがわずかに検出されたが、特に異常  

値は認められなかった。  
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表－1大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  降水量  

放射能濃度（Bq／1）  月間降下量  月間降下量  

年月  （mm）  

測定数  最低値  最高値   （MBq／Ⅸm2）  （MBq／Ⅹm2）  

平成5年4月   111．0   ND   2．6   10．5  

5月   119．0   7 

6月   314．5   10   ND  

7月   288．6   12   ND   ND   

8月   478．1   ND   ND   ND  

9月   179．8   10   ND   ND   

10月   103．0   4   ND   

11月   131．0   9   ND   ND   ND  

12月   49．7   ND   ND  

平成6年1月   41．8   ND   ND  

2月   61．2   7   ND   ND   ND  

3月   42．8   ND   

年 間 値   1920．5   97   2．6   ND′・′10．5   ～   

前年度までの過去3年間の値  296   N【）   6．6   ND～106．9  
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表－2  ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  検  ＊  その他の検出  

取  137cs  前年度まで  

試 料 名    採取場所  年  体  過去3年間の値    された人工放  単 位  

月  

数            射能核種           最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊塵  大津市  H5．4  4   ND   ND   ND  mBq／m3   

一－H6．3  

降 下 物  大津市  H5．4  ND   ND   MBq／Ⅹm2   

′・′H6．3   

上水・源 水  

陸  

蛇口水   大津市  H5．6  2   ND   ND   ND  mBq／l  
H5．12  

水  

淡 水  

8．6  11．5  Bq／Kg争乞土  

土  

580  697  MBq几m2  

壌   12．7  Bq／Xg乾土  

5－20Cm   野洲町  H5．7   

ND  1656  MBq／Km2   

精  米  志賀町  H5．10   ND   ND   ND   ND  Bq／Xg精米   

野  根   安曇川町  H5．11   ND   

Bq／Ⅹg生  

菜   ND   ND  

牛  乳  日野町  H5．8  2   ND   ND   ND   ND  Bq／1   

H6．2  

都市部  大津市  H5．6  2   

H5．12  ND   0．05  0．05  0．08  日常食                      Bq／人・日  
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表－3  空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（CPS）  サーベイメーター  

測 定 年 月  日  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平 成 5 年 4 月   13．3   18．9   14．2   66．7   

5 月   13．3   17．1   13．9   62．5   

6 月   13．3   20．5   13．8   64．6   

7 月   13．1   19．6   13．9   70．5   

8 月   13．1   20▲．3   14．1   68．8   

9 月   13．3   16．8   14．2   64．3   

10 月   13．3   18．0   14．1   67．0   

11月   13．3   17．3   14．1   64．4   

12 月   13．4   20．6   14．3   63．7   

平成 6 年 1月   13．3   18．2   14．2   65．1   

2 月   12．4   19．0   14．1   70．4   

3 月   13．4   17．9   14．0   70．2   

年 間 値   12．4   20．5   14．1   62．5 ′・′ 70．4   

前年度までの過去3年間の値   11．2   26．9   14．0   58．1ノ・′ 72．4   
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Ⅴ－26 京都府における放射能調査  

京都府保健環境研究所   

藤波直人、都築英明   

渡追哲也、伊吹勝蔵  

1 緒言   

京都府では前年度に引き続き、科学技術庁委託による環境放射能水準調査及び放射線  

監視交付金による高浜発電所周辺の環境放射能調査を行ったので、その概要を報告す  

る。   

2 調査の概要  

（1）調査対象  

（ア）環境放射能水準調査   

空間線量寧、浮遊じん、降下物（定時採水及び月間雨水）、上水（源水及び蛇口水）、  

淡水、農畜水産物（茶、米、大根、ほうれん草、牛乳、ふな、さば）、土壌、日常食  

（イ）高浜発電所周辺の環境放射能調査   

空間線量率、積算線量、浮遊じん、降下物、陸水（源水及び河州水）、陸士、農畜産  

物（米、大根、ほうれん草、高菜、椎茸、小豆、栗、みかん、牛乳）、指標植物（松  

、よもぎ）、海産生物（めばる、さざえ、あじ、いか、なまこ、わかめ、ほんだわ  

ら）、海底沈積物、海水  

（2）測定方法   

試料の調製及び測定方法は、科学技術庁編『全ベータ放射能測定法』、『ゲルマニウ  

ム半導体検‖器を用いた機器分析法』、『トリチウム分析法』、『ストロンチウム分  

析法』等に準じた『京都府環境放射能測定法（改訂M）』によった。  

（3）測定装置   

測定機器は、表1のとおりである。  

（4）調査結果   

表1～Ⅴに調査鶴来を示す。  

（ア）環境放射能水準調査   

御寺採水を除く環境試料は、昭利63年度からゲルマニウム半導体検出器による核種  

分析調査を行っている。土壌、日常食、茶及びさばに137csが認められた。  

（イ）高浜発電所周辺の環境放射能調査   

従来の測定値と同程度の31I及び長半減期の137cs、90srを検出した。   

3 結語   

旧ソ連チェルノブイル原子力発電所事故以前のレベルに戻りつつあると思われる。  
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表1 測定機器  

モニタリンク○ホ○スト：DBM方式NaI（Tl）シンチレーション検出器  

空間線量率  
放射能水準調査：NaI（Tl）シンチレーションサーへ●イメータ   

空間積算線量   熱蛍光線量計 TLD素子（CaSOd：Tm）   

がンマ線放出核種  ケすルマニウム半導体検出器   

トリチウム   液体シンチレーション計数装置   

GM計数装置  
全へ○一夕放射能  

フ○ラスチックシンチトション検出器   
モニタリンク○ホ○スト  

全アルファ放射能  ZnS（Ag）シンチレーション検出器   

ストロンチウム  低ハ◆ヴクク◆ラウンド放射能測定装置   
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Ⅰ 定時採水試料Lいの全ベータ放射能調査縦果  

採取年月   降水封  放射能濃度（勒／IJ）  月間降下量  

血）l  （MBq／㍍）  

平成5年4月  114．0   7  N．D．   4．3   20．6   

5月  92．0   9  N．D．   2．9   7．4   

6月  311．5   13  N．D．   N．D．   N．D．   

7月  200．（）   10  N．D．   N．D．   N．D．   

8月  297．0   12  N．D．   N．D．   N．D．   

9月  115．5   10  N．D．   2．0   2．1   

10月   99．0   4  N．D．   N．D．   N．D．   

11月  1．3G．0   田  N．D．   N．D．   N．D．   

12月  38．0   田  N．D．   2．6   7．3   

平成6年1月  43．5   6  N．U．   N．D．   N．D．   

2月   56．0   8  N．D．   1．7   1．8   

3月  38．5   5  N．D．   N．1）．   N．D．   

年間倍   1541．．0   104  N．D．   4．3   N．D．～20．6   

過去3年間の佃  276  N．D．   3．1   N．D∴、18．0   

［ 放射化学分析結果  

試料名   部 位  採取地点  採取年月日  Sr－90濃度  過去  単 位   

3年間の催  

大 山  Ⅰ－Ⅰ5．5．26  840 ± 70  380～   mBq／kg・生  

よもぎ   葉  王I5．】0．19  1400 ± 57  2300  

吏 坂  rI5．05．25  750 ± 37  980・－   

115．1（）．19  930 ± 39   2400  

米   玄米   大山   H5．10．22   N．D．  

牛乳   原乳   多祢寺  I15．11．19  21±3．8  
ほんだわら  毛島沖  rI5．10．20  120 ± 31  

Ⅲ 牛乳中の1－131分析結果  

採取場所   京都苗  舞鶴市  過去3年間の値（Bq几）   

採取年月日  115，6．21  115．10．18  li5．6．17  115．11．19  最低値   最高値   

放射能濃度  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   
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Ⅳ ゲルマニウム半導体検出箸別こよる核種分析測定調査結果  

試 料 名    接収場所  採取年月  検倒  Cs・137  前年度まで過去3年間の俵   その他の検出■されズ  

敷 最低値   最高備   最低値   人工放射性核種   

大気洋逝じん    京都市  H5．4～l16．3  4   軋D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   〃Bq／nf  

無塵市  115．4～l16．3  24   N．D．   N．D．   N．D．   5．3±1．7   N．D．   

降下物  京都市  H5．4、Ⅷ6．3  匹   N．D．   N．軋   軋D．  0．069士0．021   N．D．   HBq／山  

舞鶴市  H5．4～lI6．3  1Z   N．D．  0．079士0．024   N．D．  0．060土0．017   N．D．   

上水 源 永   京郡市  H5．8，H6．1  2   N．D．   N．D．   N．D．   0．33土0．091   N．D．   m勒／L  

陛  舞鶴市  l15．5，ⅠⅠ5．11  2   N．D．   軋p．   軋p．   N．D．   N．D．  

地口水   京都市  I15．8，116．1  匹   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．  

永                                                                 河川水  舞桟市  】Ⅰ5．5．1Ⅰ5．11  白   N．D．   札D．   N．D．   N．D．   N．D．  

淡 一水  宇治市  H5．1Z   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

0・・・5cm   宮津苗  H5，7   11士0．56  1】．士0．56  38土0．76  60土0．R8   N．D．   恥／kg乾土  

土  390士20   390士20  1300±26  2鋭）0士38   N．n．   H】；q／㍍  

舞鶴市  H5．5   5  3．0士0．39  】70士1．6  3．6土0．36  250±1．7   軋D．   Rq／kg乾士  

綾部市  I15．5   140土1．2  140士1．20  48土0．77  110士1．2   N．p．  

壌  5一－20亡皿   宮津市  H5．7   18土0．66  18士0．66  7．0士0．49  9．8±0．49   N．D．  

3500士130  3500 土130  1600士110  2700士130   N．D．   蝿q／扉   

棉 米  京都市  l15．11   N．D．   N．D．   N．乱   N．D．   N．D．   叫ルg精米   

玄 米  舞鶴市  li5．10   5   軋D．   0．71±0．041   N．D．   0．24±0．028   軋p．  

綾部市  l巧．10   N．D．   N．D．   軋D．  N．D．  

大枚（牧）   京都市  H5．10   N．D．   N．D．   N．D．  0．068土0．007   軋口．   Bq／短生  

野  （根）   舞鶴市  l15．12   N．D．   N．D．   N．D．  0．019土0．003   N．D．  

（兼）   舞積市  lI5，12   3   N．D．  0．045士0．011   N．p．  0．0朗土0．016   N．口．  

莱  N．D．   N．D．   N．D．   軋D．   N．D．  

舞耀市  H5．11   3   N．D．   N．U．   N．D．  0．069土0．O18   N．D．  

高 菜  舞鶴市  H5．4   3   N．D．   N．D．   N．D．  0．068土0．012   N．仇   

みかん  舞鶴市  tI5．1Z   N．D．   N．D．   N．D．  0．OZ9 士0．004   N．D．   

生椎茸  舞餞市  116．4   6－4土0．044  6．4 ±0．044  N．D．  

紋訪市  I16．4   4．3 土0．031  4．3 士0．03】  N．D．   

ノト豆  舞鶴市  H5．11   N．D，   N．1）．  N．D．   

栗  舞鶴市  】†5．10   N．D．   N．D．  N．D．   

ょもぎ  舞鶴市  H5．5，l侍．】0  8   N．¶．   0．25±0．028  0．094 ±0．028  0．37土0．020   軋D，  

抜群市  115．5，H5．】0  2  0，25士0．029  0．4a±0．028  0．23士0．023  0．40±0．026   N．U．   

松 兼  舞権市  l15．9   0．048士0．014  0．95±0．024  0．096士0．013  1．5±0．028   N．D．  

綾部市  I15．10   0．12土0．02Z  0．12±0．022  0．25土0．016  1．9士0．030   N．D．   

茶  宇清市  l15．6   N．D．   N．D．   N．D．   N．p．   N．D．   8q／kg乾物  

加悦町  H5．6   0．63士0．0朗  0．63±0，0鋸  0．46±0．079  0．71土0．076   N．D．   

牛 乳  京都市  l15．5，l15．10  2   軋D．   N．n．   N．D．   軋D．   N．D．   叫几  

舞鶴市  lI5．6，t15．11  2   N．D．   N．D．   N．仇   N．D．   N．D．   

汲水連坐物（カ）    宇治市  n5．12   N．D．   N．D．   N．D．  0．087士0．024   N．D．   恥／短生   

廿常食  京都市  H5．6，且5．12   2   軋D．  0．047士0．0077  0．033土0．005  0．091士0．（旧9   N．D．   8q／人・臼  

舞鶴市  I15．6，】15．1Z  2  0．05土0．α）8  0．054 士0．0110  0．024 土0．0（光  0．075±0．008   N．D．   

海 水  舞鶴沖  t15．8，t帽．2  2  2．6士0．71  2．7士0．52  2．4±0．60  3．5士0．53   軋D．   亜q／L   

海底土  舞相中  H5．8，l16．2  6  2．5土0．35  3．5±0．20  2．0±0，56  3．5土0．37   軋仇   8q／短乾土   

さ ば   京都市  lI5．11   ロ  0．17士0．011  0．17士0，011  0．15士0．012  0．23±0．016   N．D．   恥／k生  

海  舞鶴沖  l15．4   3   軋D．   0．18土0．028  0．14士0．OZ6  0．30土0．020   N．D．  

あじ   舞鶴沖  ⅠⅠ5．10   0．10土0．025  0．10土0．025  N．D．  

産  舞轄沖  II5．12   0．054士0．011  0．054士0．011  N．D．  

さざえ   無塵沖  lt5．6   3   N．D．  0．09Z士0．022   N．D．  0．08t 士0．015   N．D．  

生  舞鶴沖  H5．4   3   軋D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．  

わかめ   舞鶴沖  H5．4   3   N．p．  0．093±0．030   N．D．   軋D．   N．D．  

物  N．D．   0，16士0．041   軋D．   0．20±0．〔＝   軋D．   
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V 空間放射線量率測定結果  

測定場所  モニタリングポスト（nGy／h）  サーヘ●イメータ  

舞鶴市大山  舞鶴市吉坂  舞鶴市倉梯  綾部市  

測定年月  最低値  最高値  平均値  最低値  最高値  平均値  最低値  最高値  平均値  （nGy／h）   

平成5年4月   29   53   32   32   51   35   41   60   43   87   

5月   29   61   32   32   52   35   41   62   43   86   

6月   29   591 33  33   66   36   41   69   44   87   

7月   29   67   31   32   61   35   40   62   43   91   

8月   29   58   32   33   73   36   40   75   43   93   

9月   29   56   32   33   60   36   40   64   43   86   

10月   29   56   32   33   61   36   40   65   43   103   

11月   29   74   32   33   79   36   41   72   43   109   

12月   27   79   33   32  111   39   41   99   46   ＝2   

平成6年1月   24   68   32   24  106   35   33   82   44   108   

2月   24   63   30   25   69   33   34   84   44   90   

3月   28   66   30   33   71   36   41   57   44   103   

年 間 値   24   79   32   24  111   36   33   99   44   96   

過去3年間の値   23   91   32   26   95   36   37  104   44   87   
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Ⅴ－27 大阪府むこおらナる放射台巨調査  

大阪府立公衆衛生研究所  

渡辺 功  肥塚 利江  

田村 幸子  

1．緒言  

大阪府では、昭和85年度より科学技術庁の委託により放射能調査を実施してい  

る。今回は、平成5年度に実施した調査結果について報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象   

・全ベータ放射能   

・核種分析   

降水（定時）   

大気浮遊じん、降下物、上水（原水・蛇口水）、土壌、精米  
野菜（タマネギ・ダイコン・ホウレンソウ・キャベツ）、牛乳  

（原乳・市販乳）、日常食、海水、海底土、海産生物（サバ）  

・空間線量率  モニタリングポスト（1地点）、シンチレーションサーベ イ  

メータ（5地点）  

（2）測定方法  

平成5年度放射能測定調査委託実施計画書に準じて行った。  

（3）測定装置  

・全ベータ放射能  

・核種分析   

・空間線量率  

低バックグラウンド放射能自動測定装置（アロカ製LBC－   

472－Q型）   

ゲルマニウム半導体検出器（東芝製IGC－1619S型）   

モニタリングポスト（アロカ製MAR－11型）   

シンチレーションサーベイメータ（アロカ製TC S－151   

型）  

定時降水の測定結果（6時間値）を表Ⅰに示す。  

100例中13例検出したが異常値は認められなかった。   

環境及び食品試料中の＝1Ⅰ、1さ7c s及び40Kの測定結果を  

表Ⅲに示す。上水（原水及び蛇口水）試料の一部に、昨年度と  

同様、微量の151Ⅰが検出された（ND～0．6血Bq／l）。  

その他の試料に異常値は認められなかった。  

（4）調査結果  

・全ベータ放射能  

・核種分析  

・空間線量率  モニタリングポスト及びシンテレーシぎンサーベイメータに  

よる結果を表Ⅲに示す。昨年度と同程度の値であった。  

結 語   

平成5年度の大阪府における放射能調査結果は、昨年度と同様、平常値であり、   

人工放射性物質の新たな環境への放出は無いことが確認された  

昨年度に続き今年度も上水試料の一部に微量の151Ⅰを検出したが、飲料水の摂   

取制限に関する指標の約1／105 のレベルであり、府民への健康影響はない。  
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表 Ⅰ 定時降水中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  

採取  

降水量  放射能濃度（Bq／1）  月間  

年月  降下量  

l血≠）  測定数   最低値   最高値   （HBq／kn2）  

平成5年4月   5   ND   0．7   4．8   

同  5月   101   ND   ND   ND   

同  6月   276   10   ND   0．4   26．8   

同  7月   381   12   ND   0．4   6．7   

同  8月   181   14   ND   ND   

同  9月   177   ND   0．3   6．2   

同 10月   156   5   ND   0．7   3．0   

同 11月   109   9   ND   0．4   2．6   

同 12月   53   9   ND   0．6   0．7   

平成6年1月   47   4   ND   0．4   1．0   

同  2月   57   7   0．4   0．9   

同  3月   40   6   0．7   0．9   

年 間 値   1659   100   ND   0．7   ND 一－26．8   

前年度までの過去3年間の値  265   ND   3．0   ND 一－15．0   

ー215－   



表 Ⅲ ゲルマニュウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  15Tcs  

平成5年度  前年度まで  その他の  

試 料 名   採取場所  採取年月   体  過去3年間の値      検出された  単位  

人工放射性核種  

歎                       最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん  大阪市  5．4′－6．3  12  四   ND   ND  h的／m5   

降下物  大阪市  5．4～・6．3  12  ND   ND   ND   0．肪6  HBq／km2   

陸  ND   ND   ND  1さ1Ⅰ：目口－0．6   

水   大阪市  5．6，5．12  2  ⅣD   M）   ⅣD   抽出  
蛇口水  

守口市  5．4～6．2  4  ND   ND   ND   ND  1511：ND～0．4   

5．2  3．9   8，7  戚q／kg乾土  

土  

180  糾0   280  HBq／k九2  

3．9  2．2   3．5  戚q／kg乾土  

壌   

尉0  400   680  椎q／kh2   

精米  大阪市  5．11   ND  ND   0．076  Bq／kg精米   

大 根   大阪市  5．11   ND  ND   0．058  

野  Bq／kg生  

ホウレン草  大阪市  5．11   ND  ND   ND  

菜  ND  ND   HD  

Bq／kg生  

キャベツ  熊取町  6．2   ND  ND  

牛  骨卿l他  5．5一－6．1  口  田   ND   

8q／l  

乳   大阪市  5．8，8．1   2  ND   ND   ND   0．16  

泉大津市他  5．6，5．12  2  0．022  0．023  馳／人・日  

日常食  

大阪市  5．6，5．12  2  HD   0．046  HD   0．旧9  8q／人・日   

海水  大阪港  5．8   ND  ND   ND  ■馳／1   

海底土  大阪港  5．8   4．8  4．9   7．8  Bq／kg乾土   

海  大阪市  5．11   0．11  0．17  0．22  
産  

生  Bq／kg生  
物   
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表 Ⅲ  空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（CPS）  サーベイメータ（nGy／h）  

測 定 年 月  

最低値  最高値  平均値  当所中庭  大阪城公園 熊取町8地点   

平成5年 4月   12．6   19．4   13．9   87．5  61．3   

同  5月   12．6   17．0   13．9   92．0  66．9   

同  6月   12．9   19．5   14．0   91．3  61．9   

同  7月   12．7   19．1   18．8   99．7  67．3  49．9一－69．6   

同  8月   12．9   17．8   13．9   95．9  62．1   

同  9月   12．9   17．0   14．2   95．2  64．4   

同 10月   13．1   16．5   14．3   93．7  68．6   

同 11月   13．0   16．8   14．2   104．2  64．0   

同 12月   13．2   18．5   14．5   92．2  66．0   

平成6年1月   13．1   18．6   14．6   93．7  65．0  52．6′・・′68．3   

同  2月   13．2   17．1   14．5   97．7  87．9   

同  3月   13．3   17．6   14．5   92．9  62．2   

年 間 値   12．6   19．5   14．2  87．5一－104．2 61．3一－68．6  49．9～69．6   

前年度までの  

過去3年間の値  12．5   22．6   13．9  83．4一－106  59．2一－69．8  50．8一－71．6   
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Ⅴ－28 兵庫県lこお【ナる放貞寸肯巨言周査  

兵庫県立衛生研究所  

穣村公郎 金澤良昭 寺西清  

1．緒言  

前年にひき続き，平成5年度に兵庫県が実施した科学技術庁委託による放射能   

測定調査結果について報告する．  

2．調査の概要   

（1）調査対象  

定時採取した降水，大型水盤による降下物，大気浮遊塵，上水（蛇口水）  

土壌，日常食，牛乳（生産地）．野菜（生産地），米（生産地，消費地）  

海産生物（いかなご．生産地）．空間線量率  

（2）調査方法  

試料の前処理，全ベータ放射能測定および核種分析は，主として科学技  

術庁のマニュアルに従って行った．  

（3）測定機器  

アE］力 L B C452およぴL B C472  

日木原子力事業 高純度ゲルマニウム半導体γ緑波高分析装置  

アロカMAR－15  

アロカT C S－166  

（4）調査結果  

表1に示すように，定時採取による降水の全ベータ放射能はすペて検出限  

界以下であった．ゲルマニウム半導体γ緑波高分析装置を用いた137csの  

測定値を表2に示す．13了Csは土壌，海産生物．日常食で検出されたが平  

成4年度と比べて差は認められなかった．また表に示さないが全ての試料  

について 40K は前年度と比較して特に変化は認められなかった．その他  

131t など他の人工放射性核種は認められなかった．空間線量率について  

過去3年間は、測定方法が1mm鉛遮蔽板方式とエネルギー補償型サーベイ  

メータによる方法が混在するが大きな変化はなかった．一方モ＝タリング  

ポストによる測定値は過去3年より低くなったが、これは先年に報告した  

ように，隣接地に軽量コンクリート製2階建ての建物ができたために先年  

6月から建物の遮蔽により低くなったと考えられる．  

3．結語  

平成5年度の兵庫県における放射能調査の結果前年と大きな変化はなく異  

常値は認められなかった．  
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表1定時採取による降水の全ベータ放射能（神戸市）  

鞘   ；：1l二   

語義瀞乳憲諾水’最高値  
月間降下量（HBq／km2）   

1993．04   71．0   N．D．  H．D．  
1g93．05   7g．6   N．D．  H．D．  
1g93．06   210．0   N．D．  H．D．  
1g93．07   34g．3   N．D．  H．D．  
1g93．08   216．了   N．D．  H．D．  
19g3．09   141．3   N．D．  H．D．  
1gg3．10   83．4   N．D．  H．D．  
1g93．11   115．8   N．D．  H．D．  
1993．12   46．8   N．D．  H．D．  
1g94．01   37．0   H．D．  N．D．  
19g4．02   ヰ1．2   ‖．D．  N．D．  
19g4．03   26．7   H．D．  N．D．  

表2 ゲルマニウム半導休検出器による核種分析測定調査結果  

試料名  採取場所採取年月   その他検出  

悶 数  最遠遥S最高値鼎裏芸漂   された人エ 放射性核種   

N．D． N．D． N．D  H．D．  m8q川3  

mBq／H3  
悶  N．D． H．D． N．D O．072  HBq／km2  
凶   H．D． H．D． N．D． N．D．  

1  45 
mBq／l  

壷芸藁≡：藁雲脚董  

N．D． N．D． N．D  N．D．  

45 20 35  
1．20．gl．6  

Bq／kg乾土 G8q／km2  

1．2 11 土壌5－20cm加西市93．08   1  11 4．317．2  
1．0 1．00．41．2  

8q／kg章乞土 G8／km2  

1  

q  

1  

1  

1   

；‥  

N．D． N．D． N．D  H．D  
巨ヨ膵  
Bq／kg生   

N．D．  
u   24  53   

Bq／t  
31   67  

喜慧…物漸脚章  国   
N．D． N．D H．D  

mBq／人日  

1   58  58  72  98  m8q／kg生   

表3．  空間放射線i率測定結果（神戸市）  

測定年月   モニタリングポスト（cp＄）   サーベイメータ（【Gy／h）  

最低値  最高値  平均値   エ初手“－補正型  

1g93．04   15．3   18．8  15．9   93．   
1gg3．05   15．2  19．3  15．8   97．   
1g93．06   15．3   1了．9  16．0   97．   
19g3．07   15．1  22．0  15．8   9g．   
1gg3．08   15．0   19．9  15．9   g7．   
1g93．Og   15．1   18．3  16，0   g5．   
1gg3．10   15．3   18．3  15．9   g7．   
1gg3．11   15．3   18．1  15．9   102．   
1gg3．12   15．4  20．2  16．0   101．   
1gg4．01   15．2  20．8  16．0   102．   
1994．02   15．3   19．4  16．0   112．   

朋 那  朋   
g8．   

1gg4．03         年間  93－112   
14．9  24，5   92－184   
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Ⅴ－29 奈良県iこお古ナる放射骨巨調査  

奈良県衛生研究所  

岡田 作，中山 義博  

1．緒  

前年度に引続き、奈良県において平成5年度に実施した科学技術庁委託による環境  

放射能水準調査の結果を報告する。  

2．訴査の概要  

（1）調査対象  

定時降水の全β放射能。大気浮遊じん，降下物，土壌，陸水，牛乳，精米，野菜類   

日常食及び茶の核種分析。空間放射線豊率  

（2）測定方法  

試料の前処理，全β放射能測定，核種分析及び線量率測定は、科学技術庁の「放射   

能測定調査委託実施計画書」「全β放射能測定法」「Ge半導体検出器を用いた横幕   

分析方法」等に従って実施した。  

（3）封建♯置  

全β放射能 全βGM自動測定装置（アロカJDC163型）  

γ核種分析 Ge半導体核種分析装置（東芝NAIGIGC1619S型）  

空間線量率 NaI（Tl）シンチレーションサーベイメータ（アロカTCS－151型）  

モニタリングポスト（アロカ MAR・15型）   

（4）訴査結果  

定時降水の全β放射能を蓑1に示す。異常僧は舐められなかった。  

γ核種分析による137cs分析結果を表2に示す。土壌，日常食で   

137csが検出された。  

空間放射線圭串は表3に示す。異常僧は舐められなかった。  

3．結  詩   

いずれの謝査項目においても前年度とほぼ同程度の値を示し、特に異常な侶は経  

められなかった。  
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表1   紳IJ押春水訳料小の余／～放射龍鍋査紺黒  

8 月   25G．1   

9 月   25（5．0   

10 月   143．1   

11月   14Z．3   

12 月   62．4   

平成 6年 1月   64．5   

2 月   5G．8   

3 月   7（；．1   

年   間   憎  1931．2   
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表2 ゲルマニウム三I！導作検川手馴こよる核碓分析測紀綱査紺粟  

試 料 名  採取場所  採取昨月   

大気浮遊じん   l奈良市  5．4～G．3   

降下物  

陸水（蛇口水）  奈良市  5．【㍉12   

土  檀原市   5．7  

窮   

5－20cm   5．7   

精米  植原挿   5．10   

野  根  檀原了抒   5．12  

菜   5．1（）   

茶  奈良市   5．5   

牛撃  ヨ  大宇陀町  l  5．8，6．2  
口
 
 

叫
 
 

－
．
．
■
1
．
．
■
∴
 
 

檀原市‡5．G，11 事 2  

nq／人・「I   

五憧市  5．G，11  
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表3   空間放射線真率測定紹灘  

最高値  田  21．6  田  21．G  
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Ⅴ－30 和歌山県‘こおIナる放射能討苛査  

和歌山県衛生公害研究センター  

勝山 健  内田 膵三  

1．挿 言  

前年度に引き続き、平成5年度科学技術庁委託による放射能測定結果について報告する。  

2．調 査 の 概 要  

（1）調査対象  

降水（全β測定）、大気浮遊塵、降下物、蛇口水、日常食、土壌、各種食品（牛乳、白菜、  

大根、鯵、米）の核種分析、及び空間線量率測定を行った。  

（2〉測定方法  

試料の調整及び測定方法は、昭和58年科学技術庁編「環境試料採取法」、昭和51年改  

訂「全β放射能測定法」、平成5年「Ge半導体検出器によるガンマー線スベクトロメト  

リー」に従った。  

く3）測定装置  

Ge半導体検出器（米国キャンベラ社製 PLUS－35シリーズ型）  

低バックグランド全β放射能測定装置（アロカ社製 LBC－452U型）  

γ線シンチレーションサーベイメータ（アロカ社製 TCS－131型）  

モニタリングポスト（アロカ社製 MAR－11型）  

（4）調査結果  

表1に定時降水試料中の全β放射能測定結果を示した。その結果、定時降水の全β放射能  

湘定借は前年度と同様でN．Dであった。また表2に環境試料中の核種分析について、ゲ  

ルマニウム半導体検出器により測定した結果、土壌、野菜、日常食、降下物で■37csが  

検出されたが、平成3年度の全国平均値「福嶋活人ら、第34回環境放射能調査研究成果  

論文抄録集（平成3年度）p3g－p42」と比較すると、日常食、降下物は同程度で、土壌  

は、平均値より下まわった。空間線量率測定結果については、表3に示したが、32．1－  

49．2nGy∧rであり前年度と同程度であった。  

3．結 語  

今年度の調査結果は全て異常値は検出されなかった。  
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表1 定時降水試料中の全β放射能測定結果  

降水の定時採取（定時降水） 

j  

採取年月  降水量  放射能濾度（Bq／£）  降下量  

（mm）   

測定数   最低値  （MBq／kT正）         引 最高値  

平成5年4月   62・6 2   ND   ND   ND   

5   92．2   3   ND   ND   ND   

6   299．6   6   ND   ND   ND   

7   159．7   5   ND   ND   ND   

8   146．5   5   ND   ND I ND 
】  

9   235．0   9 9 ND ト和  / ND 

10   9．0   1 iND  
I 

ND 
H 【ND  

さ  

11   ■  ●  ●  ■  l  ■  

1   

12   53．0   4  D  ND   ND  

平成6年1月   25．5  2  

l   

弓ND  ND  
j ND 

2   40．0   
！ 

4  
I 

ND  ND  yD  
l  

3   89. 5 5 ND ND D   

平均年間値   ND  ND  
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表2  ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果  

セシウム137  その他の  

試料名  採取場所  採取年月  検体数   （－〇7cs）  検出され  

た人工放  

射性核種   

大気浮遊塵   和歌山市  3ケ月毎   4   ND   ND  mBq／£   

降  下  物  〝   毎 月   12   ND   0．02  MBq／kIガ   

陸水（蛇口水）   新宮市  938，94 2   2   ND   ND  mBq／£   

土  ／／   1993 5   1  5．3  Bq／kg乾土  

壌   ′′   1993 5   1  ND  Bq／kg乾土   

精  米  ／′   199311   1  ND  Bq／kg生   

野  根   ／′   199311   1  0．04  

Bq／kg生  

菜   菜   ／／   199311   ND  

牛乳（市販乳）  ／／   93 8，9311   2   N∵D   ND  Bq／£   

和歌山市  2  

ND  
日  常  食  Bq／人・日   

北山村   2  0．14   

魚頬 （アジ）  新宮市  199311   ND  Bq／kg生   

茶  勝浦町  1993 5   1   0．78  Bq／kg生   
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表3  空間放射線 量宰測定結果  

測定年 月  モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

1  

最低値i最高値   （nGy／hr）   
1  

平成 5年 4月  12．O L18．5   14．4   

】  皇 44・0  

5   13．1   19．0  14．5   39．8   

6   13．0   14．6   38．7   

7   43．6   12．5  19．5∃14．2  i  
8   12．6   18. 3 14. 333 47．0   

9   13．5  18．5  14．5  44．8  

r  

10  13．1‡17．5  i   14．5   49．2   

11   13．1   / 16.9 
l 川   

14．3   41．4   

12   13．1  茎18．0  
【14・2   

32．1   

平成 6年1月   13．0   19．5  
妻   

47．4   

2   

l  

12．9   l18．2  4・1   48．0   
l   

3   13．0   23．0∈14．3   46．4   

年  間  値   12．0～23．0  32．1～49．2   
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Ⅴ－31．島刃文県石こお古ナる放射肯巨調査  

鳥取県衛生研究所  

山田裕平 坂田裕子 栗村幸子  

洞崎和徳 佐藤 白  

1 緒言  

鳥取県において平成5年度に実施した、科学技術庁委託による環境放射能   
水準調査結果について報告する。   

L 2 調査の概要  

（1）調査対象  

定時降水、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野  
菜（大根・ホウレン草）、牛乳、日常食、海水魚（さば）及び空間線量  
率  

（2）測定方法  

科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（昭和51年）」、「ゲルマニ  
ウム半導体検出器ガンマ線スぺクトロメトリー（平成2年）」及び「平  
成5年度放射能測定調査委託実施計画書」に基づいて行った。  

（3）測定装置  

全ベータ放射能測定－－－－GM計数装置（ALOKA TDC－103）  
核種分析－－－－－－－－－－－－－－ G e半導体検出器（ORTEC GEMr15180－P）  

空間線量率測定－－－－－－－サーベイメータ（ALOKA TCS－151）  

モニタリングポスト（ALO【A MAR－21）  

（4）調査結果   

ア 定時降水の全β放射能調査結果は表1に示すとおり、検出数は20回  
と例年なみであり、冬季に多く検出される傾向も例年どおりであった。   

イ 牛乳中の131Ⅰの調査結果は表2に示すとおり、全て検出限界以下で  

あり、過去3年間と同様であった。   

ウ Ge半導体検出器による核種分析結果は表3に示すとおりで、降下物  
土壌、牛乳、日常食及びさばから137c sが検出されたが、前年度と同  
レベルであった。   

エ 空間線量率測定結果は表4に示すとおりで、例年とほぼ同程度の値で  

あり、異常値は認められなかった。   

語
 
 
 

結
 
 

3
 
 
 

鳥取県における放射能調査結果は、平成5年度も過去の調査結果と同程度  
の値であり、特に異常値は認められなかった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  

放射能濃度（釣棚  月間降下量  

採 取  

降 水 量  
（雌q／′km2）  

測定数  最低値  最高値  

平成5年 4月   97．5   9   ND   3．9   41．0   

5月   79．0   
7   

ND  ND   

6月   16 7. 66 10   ND   ND H   ND  

7月290．5  
j 

10   ND   ND  ND   

8月   211・812  ND  ND  ND   

9月  192．1∃  9  ND   ND   ND   

10月  63．4∃  4  ND  27．6   
】  

11月   147．0 10  ND l．8  13．5   

12月   223・7  13  YD  3．1  83．7   

平成6年 1月  173．0  13  HD  2．9   48．4  

125．0   ND   3．6   80．7  

115．3   13   ND   87．7   

年 間 値  1885．9  121  ND   3．6  ND′～87．7   

前年度までの過去3年間の値  357   nTD 4・6  ND～229   

表2 牛乳中の131Ⅰ調査結果  

採 取 場 所   米  子  市  前年度まで過去3年間の値   

採 取 年 月 日  H5．6．28  H5．7．5  H5．9．13  H5．10．2512．20  最高値   

放射能濃度（Bq／／1）   ND   ND   ND   ND   ND   ND  ND  ND   
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表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

n ト 肌   137cs  

前年度  その他の  

過去3   

試  料  名   採取場所  人工放射性  

核種   

大気浮遊じん   島附   H5．4～H6．3   ND  ND   ND   ND  再Bq／m3   

降下物  鳥取市  H5．4～H6．3  ND   0．128   Np u   0．230  MBq／km2   
毒  

陸上畑。水上島附  ‖  ND  ND  Ⅶ  ND  mBq／／1  

水 
H  

】  r  

弓   
≒2．07  恥／鹿乾土  

0－5cm  岩美郡国府町  口   n  
ND  252  舶qノ／km2  

ND   2・80  

5－20cm岩美郡国府町 u  口    ND                   「  

ND  ND   583  MBq／km2   

精米  鳥取市  H5．12   ND  ND  ND  Bq／転生   

野』大根   岩美郡国府町    H5．12  1  ND  ND  ND  

菜弓ホウレン草 倉吉市  H5・11  
u     口   ‖   

ND   O．061   0．182  

牛乳  米子市  H5．8  Bq／′1  

H6．1   
国  Ⅶ  

0．042  ND  

u  

鳥取市  0．052  0．056 ND  O．111   

′也■  H5．6／H5．11  国  向   

岩美郡福部村      H5．6／H5．11   0．034  O．046  

海  境港市  H6．1   0．198  0．146 0．180  
産  

生  

物  
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表4 空間放射線量率測定結果  
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Ⅴ－32 島根県iこま∋iナ る放射青巨調査  

島根県衛生公害研究所  

藤井幸一、寺井邦雄、江角周一、吉岡勝広  

生田美抄夫、五明田孝  

1．緒 言  

平成5年度に島根県が実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査結果及び原子力   

発電所周辺の環境放射能調査結果の概要を報督する。  

2．調査の方法  

（1）調査対象  

ア．科学技術庁委託衆突放射能水準調査  

定時降水、降下物、上水、土壌、精米、野菜、牛乳、日常食、海水魚、空間線量率  

イ．原子力発電所周辺環境放射能調査  

空間積算線量、空間線量率、浮遊塵、降下物、陸水（水道原水、蛇口水、池水、河  

川水）、海水、植物（松葉）、農畜産物（精米、大根、ほうれん革、キャベツ、茶、  

牛乳、やぎ乳）、海産生物（かさご、なまこ、さざえ、むらさきいがい、あらめ、  

わかめ、ほんだわら類、岩のり）、陸士、海底土  

（2）測定方法  

測定は、「平成5年度放射能測定調査委託実施計画書」、「平成5年鹿島根原子力発   

電所周辺環境放射能等測定計画」及び科学技術庁縮各種放射能測定法シリーズに準じて   

行った。  

（3）測定装置  

測  定  区  分  使  用  機  器   

全 β 放 射 能  低バックグラウンド2冗ガスフロー計数装置   

核  90s r  

種  3H  低バックグラウンド液体シンチレーション計数装置  

分  そ の 他  Ge検出器付き4000チャンネル波高分析装置   

析  

空  線  モニタリング  ♯原発監視：DBM回路付き 3”4）球形Nal：Tl検出器   

間  委託調査：l”¢×1”Nal：Tl検出器  

線  

圭   積 算 線 量  熱ルミネッセンス線量計  

＊：末次、大声は、2”×2”¢Nat：Tl検出器  

（4）調査結果   

ア．全β放射能  

定時降水の全β放射能の測定結果は、前年度と比較して濃度・降下土ともほぼ同程  

度であった。   

イ．核種分析  

核種分析の結果、ほとんどの環境試料から核実験によるものと思われる137c sが  

検出された。また、一部の試料については90s r及びトリチウムの分析も行ったが、  

一般環境中の濃度レベルであった。131Ⅰはいずれの牛乳からも検出されなかった。   

ウ．空間放射線  

年間積算線量は、県下で 0．474～0．994 mGyであり、平均は 0．649mG yであっ  

た。モニタリングポスト及びサーベイメータによる線量率の測定結果も合わせて前年  

度と同程度であった。   

3．結 語  

平成5年度の島根県下の環境放射能調査結果において、核種分析からは以前の核実  

験の影響が見受けられたが、全体としては前年度と同程度のレベルであり、特異な傾  

向は罷められなかった。  
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丁．定時降水試料中の全β放射能調査結果  

採  取  降 水 の 定 時 採 取（定時降水）  

降水量  放 射 能 濃 度（8q／り  月間降下量  

年  月  （mm）                     （MBq／昆）    測 定 数  最 低 値  最 高 値   

平 成 5 年  4 月   51．9   1．82   17．H   

5 月   144．2   0．46   12．58   

6 月   320．3   0．52   2．62   

7 月   410．3   1．68   17．17   

8 月   255．6   1さ．05   50．29   

9 月   225．0   

10 月   56．3   0．49   2．74   

11月   159．0   1．40   2．10   

12 月   172．5   1．53   52．07   

平 成 6 年 1月   154．8   1．33   81．90   

2 月   177．7   1．13   95．17   

3 月   112．9   2．05   41．る7   

年  間  値   2240．5   157  18．05   一 一－ 95．17   

前年度 ま で の過 去 3 年間の値  442  3．10   一 一－ 97．92   

ー：検出下限値未満を表す。  

Ⅱ．放射化学分析結果  

90sr  
試  料  名   採 取 年 月  検 体 数  単  位  

降   下   物   ’93．4－’94．3  0．10   一 ～0．20   Bq／ポ・30日   

土 壌  0一－5c皿   ’93．7   114   256   116 一－244   Bq／ポ   

植物（松葉）  ’93．9，10   0．57   9．22   0．53 ～17．6   

穀類（精米）  ’93．10   0．02  0．02   Bqハg・生  

野   菜   類  ’93．12   0．04   0．32   0．03・〉0．49   

茶  ’93．5   2．22  0．67 ～0．84   

海  水  ’93．4   2．3   3．1   1．3 ～3．5   mBq／L   

かさご   ’93．5   

さざえ（筋肉）  ’93．4，7，10  巴  

海産  一 ・－0．05  Bqハg・生  

む ら さ き い が い  ’93．7   0．03  

生物  0．04   ー ～0．05  

あ  ら  め  ’93．6，10   0．10   － ～0．10  

－：検出下限値未満を表す。  

Ⅲ．トリチウム分析結果  

トリチウム  
試  料  名  採 取 年 月  検 体 数  単   位  

最 低 値  最 高 値  過 去 の 値   

月  間 降 水  ’93．ト’94．3  田   0．37   1．06   0．23 －1．08   

河   川   水  ’93．6－’94．3  0．56   0．97   0．43 －1．19   

表 層 海 水  ’93．4，10  四   0．09   0．39   0．09 ｛・6．66   Bq／L  

池  水  ’93．6，12   0．63   0．79   0．78 －1．16   

水 道 源 水  ’93．6，12   0．65   0．86   0．33 －l．28   

水 道 管 末 水  ’93．9，川   0．68   0．71   0．58 － 0．88   
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Ⅳ．ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

＊  採取  137c s  前年度までの過去  

試 料 名  採取場所  体  3年間の値  された人工  単  位  

年月   

大 気 浮 遊 塵    松江市1  

鹿島町2   0．009  mBq／ポ   

降  下  物    松江市1   ロ  0．118  0．149  Bq／d   

陸  0．52  

蛇口水   松江市1  

浜田市1   0．19  上 水 原 水   松江市 2  ’93．6，12  ロ    0．52  mBq／k  

水  淡 水   鹿島町1  ’93，6  口  0．80  

0－  5cm  鹿島町3  Bq／短・描土  

土  三瓶町1  ’93．7  ロ   

壌  鹿島町1  8q／厄・l乾土  

三瓶町1   

精  米  松江市1  

鹿島町1   0．06  0．10  Bq／短・精米   

大  根（根）   鹿島町2  

野  三瓶町1   0．36  0．69  

ほ う れ ん 草   鹿島町 2  ’93．12  ロ  0．03  0．04  0．13  
6    0．04  

菜  0，36  

小  松  菜   三瓶町1  ’93．6  ロ   2．36  2．85  

茶  鹿島町1  ’93．5  口   0．07  0．06   0．13  Bq／k・生  

鹿島町2  

松  葉  松江市1  

（2年葉）  三瓶山1  0．73  6．87  

隠岐1   

牛  乳  斐川町1  

鹿島町l   0．14  0．12  Bq／L   

や  ぎ  乳  大東町1  ’93．4，5  巴  0．18  0．24  

日．常  食  松江市1  

li、摘町1   0．14  8q／人日   

海  水  原発沖3  

原発放水口2   3．99   2．80   4．73  mBq／L   

海  底  土  原発沖 4  ’93．4，10  ロ  2．04  2．44  Bq／短・捕土   

か  さ  ご  原発沿岸1  

浜田市1  ’93．5    0．13  0．25   0．13   0．22  

海  0．11  

さざえ（筋肉）  原発沿岸1  ’93．4  0．06  

／J（内臓）   0．10  

産  原発沿岸2  

0．06  

隠岐1   ノ94．2  ロ    0．04            ロ   ロ    0．10          むらさきいがい   美保関町1   ’93．7，8  ロ    0．06          岩  の  リ  原発沿岸1  ’94 Bq／短・生  

生  0．03  

わ  か  め  原発沿岸 2  ’93．4  田  0．08  

あ   ら  め  原発沿岸2  

物  隠 岐1   0．18  0．18  

＊：数字は地点数を表す。  －：検出下限値未満を表す。  
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Ⅴ．牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所   
斐川町  斐川町  斐川町  斐川町  斐川町  斐川町   鹿  島 町  前年度までの過  

坂 田  坂 田  坂 田  坂 田  坂 田  坂 田   北 講 武  去3年間の債   

採 取 年 月 日  ’93．5．26  ’93．7．7  ’93．8．20  ’93．11．18  ’93．12．15  ’94．2．25  ’93．4．8ノ94．1．28  最低値  最高値   

放射能濃度（Bq／L）  

－：検出下限値未満を表す。  

Ⅵ．空間放射線豊率測定結果  

a．水準調査  

モニ タリ ングポスト（cps）  
測  定  年  月  

サーベイメータ  

最 低 値  最 高 値  平 均 値   （nGy／h）  

平成5年  4月   10．9   16．7   12．3   63．3   

5月   11．2   16．4   12．3   69．7   

6月   11．0   18．1   12．4   64．2   

7月   11．1   21．9   12．3   65．2   

8月   11．1   17．5   12．3   70．4   

9月   11．3   18．3   12．5   65．6   

10月   11．5   17．8   12．6   73．3   

11月   11．4   23．5   12．6   63．4   

12月   11．4   23．1   12．9   70．9   

平成6年  1月   11．4   23．2   12，8   73．1   

2月   10．8   26．2   12．9   8l．1   

3月   10．9   17．8   12．4   80．2   

年  間  値   10．8   26．2   12．5   63．3・－ 81．1   

前年度までの過去3年間の催   10．8   28．5   12．5   59．9・－ 73．8   

b・原発監視モニタリングポスト  単位：nGy／h  

地  点   最 低 値   最 高 値   平 均 値   

酉 浜 佐 陀   39．0   107．5   52．8   

御  津   37．8   81．7   41．2   

古  浦   36．6   7＄．1   39．5   

片  句   40．9   83．3   44．5   

北  講   武   32．4   81．5   37．0   

佐 陀 本 郷   25．1   81．0   2＄．8   

末  次   31．1   68．1   36．4   

大  声   34．2   90．8   37．9   

Ⅶ・空間放射線積算線量  単位：mGy／90日  mGy／365日  

地  域  地点数  区  分  第1四半期  第2四半期  第3四半期  第4四半期  年 間 線 量   

平 均 値  0．159   0．160   0．160   0．162   0．649  

県下全域  田                  最 低 値  0．114   0．116   0．113   0．117   0．474  

最 高 値  0．228   0．246   0．256   0．240   0．994   
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Ⅴ－33 岡山＿県8こおiナる放身寸育巨調査  

岡山県環境保健センター  

杉山広和 清水光郎 道東憲秀  

片岡敏夫 柚木英二 森 忠繁  

1．緒  言   

前年度に引き続き岡山県において平成5年度に実施した、科学技術庁委託環境放射能水準   

調査の結果について報告する。   

2．調査の概要  

（1）調査対象  

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（上水）、土壌、精米、野菜類（大根   

ホウレン草）、牛乳、日常食、海産生物（海水魚）等の放射能測定、空間放射線量率測定  

及び河川水中のウラン測定の調査を行った。   

（2）測定方法  

食べ一夕放射能測定、131Ⅰ測定、空間放射線量率測定及び核種分析榔走は、科学技術   

庁椀「放射能測定調査委託実施計画書」（平成5年度）、「全ベータ放射能測定法」（昭   

和51年度）、「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー（平成2年   

度）に従った。ウラン分析は科学技術庁編「ウラン分析法」（昭和57年度）に基づいて行  

った。   

（3）測定装置  

全ベータ放射能測定：GMカウンター（アロカ製 TDC－511・GM－5004型）  

空間放射線量率測定：シンチレーションサーベイメータ（アロカ製 TCS－166型）  

モニタリングポスト（アロカ製MAR－15型）  

核種分析測定：ゲルマニウム半導体検出器（キャンベラ製 GC－1520型）  

ウラン測定：分光吸光光度計（島津製 UV－2100型）   

（4）謝定結果  

（イ） 全ベータ放射能調査結果を表Ⅰに示す。定時降水は全て検出下限値未満で異常値は  
認められなかった。  

（ロ） 牛乳中の131Ⅰ分析結果を義ⅠⅠに示す。全試料とも検出下限値未満であった。  

（ハ） ゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果を表Ⅲに示す。大気浮遊塵1試料に  

ついては、13「Csが僅かに検出されたが、その他の大気浮遊塵、陸水く上水）、  

土壌、精米、野菜（大根、ホウレン草）、牛乳からは13「Cs等の人工放射性核種  

はいずれも検出されなかった。また、降下物、日常食、海産生物からは1さ「Csが  

僅かに検出された。これらの値は、全国の潮定借（弟34回頭填放射能調査研究成  

果論文抄録集）と比べてほぼ同レベルの値であった。  

（ニ） ウラン分析結果を表Ⅳに示す。動燃人形峠事業所周辺及び吉井川流域の河川水中ウ  

ラン濃度は、全地点とも検出下限値未満であり従来同様低い値であった。  

（ホ） 空間放射線量率測定結果を表Vに示す。モニタリングポストによる線量率は、前年  

度の測定値と比べて同レベルの値であった。サーベイメータによる線量率測定は、  

今回からエネルギー補償型による直読法を用いたためか、従来よりも高めの結果で  

あった。  

3．結   

岡山県における放射能調査結果は、過去の調査結果と同様低いレベルで異常値は認められ  

なかった。  
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（Ⅰ）定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採 取   降水量  放射能濃度（Bq／1）  月間降下量  

最高値  （服軋／血三） 年  月  （mm） 検体数  最低値   

7  N．D  N．D   N．D  …  平成5年 4 月  鮎．7  

5 月  63．4  8    N．D  N．D  N．D  

6 月  337．2    12  N．D  N．D  N．D  

7 月  416．0  13  N．D  N．D  N．D  

8 月   178．7    12  N．D  N．D  N．D  

9 月 ．205．1  14  N．D  

10月  69．9  7  ド．D  N．D  

＼．D  11月  99．1  8  トi．D  

12月  45．2  8  N．D  N．D  N．D  

平成6年 1月  20．5  4  べ．D  N．D  ㍉．D  

2 月   68．5  9  1．D  N．D  N．D  

3 月  54．7  6  ＼．D  ト．D  ＼．D  

年 間 値   1644．0  iO8  ＼．D  N．D 一－ト．D  

前年度㌘の過去  3年の値  290  N．D  N．D ～ N．D  

※計数値が計数誤差の3倍を下回るものについては「1．D」とした。  

＝Ⅰ）牛乳中の⊥31Ⅰ分析結果  

採 取 場 所 旭町旭町  旭町・旭町 こ 旭町  旭町 前年度ま押通去3年間珂直  

H6．3，16  最低値最高値   
1．D  ＼．D  ペ．D  

H6，11．22 H6．1．14  採 取 年 月 日H5．5．3】H5．7．30H5．9．22  

放射能濾度（  Bq／1）く ＼．D   ＼．D  h；．D  べ．D  N．D  

※計数値か計数誤差の3倍を下回るものについては「＼．D」とした。  

ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  こ‥て－・   

検  前年度までの  その他の  

体 1さ「Cs  過去3年間の値1検出された  

→人工放射性 単 位  試 料 名 採取場所1採取年月 数  

最低値 最高値・最低値 最高値 核種  l ‾ ‾l‾▼▼‾▼‾ l‘▼l‾ ‾ ‾ u‾1－‾▼‾’l■’■’■■ ‾‾  →▼l‾▼▼▼▼l －▼1   l    l ‾l  

＼．D検  出されず  岡山市 H5．4～H6．3  4 ＼．D  O．013  N．D  

降 下 物 岡山市 三日5．4～H6．3：12 1．D 0．11  ト．D O．064検出されず憫qノ／Kmニ  
＝                       －     ：              一－ニ    ー     ト     －－－  二    一一      一一，           T    －   － 

陸水  

土  

H．D横出されず Bq／l  蛇口水岡山市1H5．6，H5．12 2  N．D  ＼．D  N．D  

Bむg乾三  

0－5cm 旭 町H5．7  検出されずンMBq／Km三  ＼．D  l．D  

Bq／g乾土  

5－20cm 旭 町 H5．7  検出されず MBq／Kmこ  1  ト．D  

検出されず Bq一／g献  精  米  瀬戸町：H5．12  1  N．D  

検出されず   野 大 根  岡山市 H5．11  Bq／g笠  l  ＼．n  

検出されず  

N．D検出されず  

旦⊥壬生旦 一皿－＿＿  1  ＼．D  

牛  乳  岡山市 H5．8，H6．2   2  ぺ．D  Bq．／1  N．D  N．D  

0．075 横出されず  

0．119 検出されす  

日 常 食 岡山市 H5．6，H5．11 2 0．040  Bq八・≡  0，077  ＼．D  

原村 H5．6，H5．11  2  0．02ご1  0．064  0．043  

海産生物牛窓町  穐出されす  H5．11  1  0．20  0．18  BqJ／g；   

※計数値が計数誤差の3倍を下回るものについては「1．D」とした。  
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（Ⅳ）ウラン分析結果  

試 料 名 j 採取場所．採取年月日ウラン濾度‘過去の値  単位  

H5．5．27  

河 川 水吉井川水系  く 2  く 2  ．g／1  

H5．12．14  

※ 過去の値は前年度までの過去3年間の値  

（V）空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト  サーベイメータ ニ  

測 定 年 月  

最低値   最高値  平均値  （nGy／h）  

平 成 5 年  4 日   18．4  29．1  19．4  

5 月   18．1  22．g  

6 月   17．4  27．3  

7 月   17．0  26．9  

8 月   17．5  Z6．1  18．6  90  

9 月   17．4  28．6  18．8  90  

10月   17．6  22．0  19．1  85  

11月   18．0  25．7  19．2  86  

12日   18．4  25．8  19．3  87  

1月   17．4  23．2  18．9  

2 月   15．5    26．2  

3 月   17．8  24．0  18．6  87  

年  間 値  17．0  29．1   18．9  62～74  

新年度までの過去3年間の修 17．1   28．9  19．1  62～74  
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Ⅴ－34 ぷニ．払摩蕗をこ凍言さナ・壱5放射骨巨謝意  

広島塊保健環境センター  
櫓下誠彦 倍嘉正男  
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ユ．緒 宮   
中成5年度に実施した科学技術庁委託による「環境放射能水準調査」の封建   

結果の概要を報督する．  
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又，ゲルマニウム  
空間放射線豊率を  

結 楯   

平成5年度に行った総ての謝査項日について申常時のレベルにあり，特に  

異常な憾は歓猷されなかった．  

こi．   
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義1 鐘崎降水試料申の全β放射能調査結果  

降水量  放射能議度（Bq／且）  
採取年月  

月間降下量  

（nm）       （HBq／k九2）    封建数  最低値  最高値   

平成5年 4月   81．2   ND   ND   ND   

5月．  154．2   ND   ND   ND   

6月  380．2   ND   ND   ND   

7月  707．2   ND   ND   ND   

8月  275．6   ND   ND   ND   

9月  203．2   9   ND   ND   ND   

10月   99．9   ND   ND   ND   

11月  151．4   ND   ND   ND   

12月   49．5   6   ND   ND   ND   

平成6年 1月   36．9   ND   Nt）   ND   

2月   98．2   8   ND   ND   ND   

3月   88．1   8   ND   ND   ND   

年 間 値   2285．6   93   ND   ND   ND   

前年度までの過去3年間の億  

表2 空間放射線豊率測定鰯牒  

モこ拘ンケ’’ホ●スト（nGy／h）  サーヘ’●ィトタ  

（nGy／h）   最低偶  最高値  平均値   

平成5年 4月   46   80   49   158   

5月   48   62   49   171   

6月   47   88   50   189   

7月   42   67   46   181   

8月   42   67   45   130   

9月   43   48   122   

10月   43   44   132   

11月   42   46   148   

12月   42   60   45   145   

平成6年 1月   42   85   45   138   

2月   40   82   45   113   

3月   43   57   45   183   

年 間 億   40   88   46   113－171   

過去3年間の償   46   81   50   120－185   
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義3 ゲルマニウム半導体検出舅削こよる核種分析漸定結果   

t      過去3年間の億          その他検出t  

試料名  された人エ  
l  

u  ‖ l  

NDl  ND   u l H  鵬q／m3  

位！  

大気浮遊塵   広島市  毎月  ND  
l  

陣下物       広島市  毎月  四  ND   糟Bq／km2 1   

l陸  

】 i  

水   ND   ND  lND  ！軌′且 

l  

ND   11．56   u lBq／kg乾土  

土  u l 口 ‖      u   2．32  u            ！ND  ！86・8  暮115 M  1 ‖  川 Bq／km21  

‖  ‖      u 110．5  u l   Bq／kg乾土 

薫   

肌 ‡   1350  1750  2000  
l  

l  

けBq／km2l  

精   米    M    広島市   n  12月   H  6 M    ND  ◆ ND  ND  Bq／kg生  

‖ l  ND  NDl    NDl  

‖ 野 菜                 u  
u     …Bq／kg生   

l  

牛  

乳   抑レン草   広島市   H  2月  皿  M  NDl  ‖  ND  NDl  ‖       消費地   広島市  5，2月  田   u ND    ND   u ND】       生産地   高宮町  5－2月  四  ND t  ‖  NDl  ‖  冊l  ‖  NDl  M  
暮淡水鼻生物    庄康市  12月   6      0・136     0．0335  0．138   l t lBq／kg生l  

三次市  8，1月  2  ND  0．OZ96  o．0235  o．0672   l  
l日常食  

t  

広島市  8，2月          lO・0877  l H   Bq／人日l 1l ll  

海  
卓 生  

カキ   
血  lND  ND  

l          l  
物  
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Ⅴ－35 山仁コ県書こおiナる放射台巨調査  

山口県衛生公書研究センター  
松尾 博美，上利 洋，宗藤 智次  

1．諸 言  

平成5年度に実施した、科学技術庁委託「環境放射能水準調査」の調査結果について   
その概要を報告する。   

2．調査の概要   

（1）調査対象  

① 全β放射能測定試料  
定時降水   

②137c s， l＝Ⅰ及び 40K等の核種分析  

大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大根，ホウレン草）  
牛乳（市乳）、日常食、海水、海底土及び海産生物（メバル）。  

③ 空間γ線々量率調査  
シンチレイションサーベイメータ及びモニタリングポスト。   

（2）測定方法。  

① 全β放射能測定  
科学技術庁編「全β放射能測定法」（昭和51年）及び放射能測定調査委託実施  

計画書（平成5年度）に準じて行なった。  
②137c s， ＝1Ⅰ及び 40K等の核種分析  

科学技術庁編「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法」（昭和54年）  
及び放射能測定調査委託実施計画書（平成5年度）に準じて行なった。  

③ 空間γ線々量率調査  
放射能測定調査委託実施計画書（平成5年度）に準じて行なった。  

（3）測定装置   

① 低バックグラウンド放射能自動測定装置   

② Ge半導体検出器   
③ モニタリングポスト   

④ シンチレーションサーベイメータ  
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2
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（4）調査結果  

定時降水試料中の全β放射能調査結果、空間放射線皇率測定結果及び、ゲルマニ  

ウム半導体検出器による核種分析の結果をそれぞれ表1，2，3に示す。   

3．結語  

この調査期間中においては、大気圏内核実験等もなく調査したいずれの試料も平常値   

であり低レベルで推移している。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  

採取  

降水量  放射能濃度（恥／1）  

年月  月間降下量  

（皿）  測定数   最低値   最高値   （l馳／kげ）  

平成 5年4月   95．5   ND   1．3   2．5   

5月   195．5   ND   0．56   2．8   

6月  424．5   ND   0．67   

7月   695．5   ND   0．62   

8月   467．5  ND   0．58   2．3   

9月   224．5   NI）   ND   ND   

10月   133．5  ‖ u   ND   0．42   0．60   

11月   202．5   ND   0．33   

12月   51．5   ND   2．6   

平成 6年1月   78．0   ND   0．56   6．2   

2月   88．0   1．6   6．1   

3月   81．0   0．74   1．6   17   

【  
年間値   2772．5   ト 47   ND   6．1   

前年度までの過去3年間の借  161  ND  16（乱2年12月）   ND～100（H．4年4月）   
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表2 空間放射線量率測定結果  

モニタリ ングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

測定年月 

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成 5年 4月   

5月   

6月   134   

7月   

8月   

9月   

10月   94   

11月   88   

12月   

平成 6年 1月   117   

2月   113   

3月   104   

年 間 値   94   104～140   

前年度までの過去3年間の借   90～102（H．2年7月）   

注：モニタリングポスト平成5年度更新  
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表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  検  前年度まで  

試料名  採取  取  体  137cs  過去3年間の値   その他の検出され  

場所  年  数  た人工放射性核種  単 位  

月  最低値  最高値  最低値  最高値   

H．5．4  

大気浮遊じん   山口市   ～H．6．3  ロ  ＊   ＊   ＊   ＊  m軸／m3   

H．5．4  0．085  

降下物  山口市   ～H．6．3  四  ＊   0．030  ＊   （H．3．2）  l恥／knヂ   

陸  

水  蛇口水   宇部市  H．5．7，12  2  ＊   ＊   ＊   ＊  H  u  m恥／1   

3．5   2．1   8．1  軸／短乾土  

土  萩 市  H．5．10   

四  u l   
l恥／km，  

壌   

‖  4．3   5．7   6．1   恥／短乾土  

5－20cm   萩 市  H．5．10  

1465  1a74  1軸／knf   

精  米  山口市  H．5．11   ＊  ＊   0．096  軸／鹿精米   

野  油谷町  H．5．12   1 - ＊   ＊   ＊  

軸／鹿生  

菜   ＊   ＊  0．029  ホウレン草  油谷町    口  

牛  乳  山口市  軋5．8，H6．2  田  ＊   ＊   ＊   ＊  恥／1生   

山口市  軋5．6，12  田  0．045  0．045  0．057  0．22  

恥／人・日  

日 常食                       阿知須町  1．5．6，12  田  0．069  0．105  0．046  0．16  
海  水  阿知須町  H．5．9   ＊   ＊   ＊  軸／1   

海底土  阿知須町  H．5．9   4．7   ＊   4．2  恥／短乾土   

海産生物（メハ■ル）   山口市  H．6．2   0．12  ∃0・13  0．14  恥／短生   

注：＊印はND  
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Ⅴ－36 徳島県iこおさナる放射骨巨竜周査  

徳島県保健環境センター  

今親 亘、北村寿朗  

1．雑 書  

平成5年度に徳島県が実施した科学技術庁委託額境放射能水準調査結果について  

報告する。   

2． 調査の概要   

（1）調査対象  

定時降水の全ベータ放射能測定、大気浮遊じん・降下物・陸水（蛇口水）・土  

壌・滞米・野菜・牛乳・日常食の核種分析を行うとともに、サーベイメータ、モ  

モニタリングポストにより空間放射線豊率を測定した。   

（2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は、「平成5年度放射能測定調査委託計画書」、  

科学技術庁縮ー環境試料採取法（昭和58年）」、同庁縮「ゲルマニウム半導  

体検出幕によるガンマ線スペクトロメトリー（平成2年改訂）」、同庁縮「全  

ベータ放射能測定法（昭和54年改訂）」により実施した。   

（3）測定装置  

全へ’’－タ線部走装置（アロカ製JDC－163）   

Ge半導体核種分析装置（NAIG製IGC1619S）   

NaI（T塵）シン≠トションサーヾ、ィトタ（ア拍襲TCR－151）   

モニ州ンク“が朴（アロ柏里MAR－15）  

イ． 全ベータ線の計測   

ロ． γ線核種分析   

ハ． 空間放射線室率  

2．調査結果  

表Ⅰに定時降水の全ベータ放射能測定結果虻示す。  

表Ⅱに陸水・土壌・日常食・精米・野菜等のγ核種分析結果を示す。  

義Ⅲにサーベイメータ及びモニタリングポストによる空間線量屡の測定結束を示す。  

3． 結 詩  

平成5年虔における徳島県の環境放射能レベルについて、異常は舐められなかった。  
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義Ⅰ定時降水申の全ベータ放射能訴査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採  取  

降水量 j 放射能濃度（Bq／月）  月間降下量  

年  月  

（mm）！測定数   最低億…最高値；（MBq／Ⅹポ）            ，  

平成5年 4月  

D
 
 

N
い
 
 

D
 
 

N
 
 

5月  122．0  

6月   255．5 19・N．D j N．D N．D  i  

274．5 二 11  N．D  N．D  N．D ‡  

N．D  N．D N．D  

10月  

11月  

12月  

平成6年 1月  24．5 5  

2月  59．0  3   N．D ㌔ N．D j N．D  

3月    39．5  4  N．D N．D N．D  

年  間  億  1850．3 84  N．D  N．D  N．D  

前年度までの3年間の億   255  N．D N．D  N．D  
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義m 全問放射線童率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 走 年 月 日  

最低個   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成5年 4月   14．4   18．8   15．2   62．9   

5月   14．5   19．0   15．1   71．6   

6月   14．5   21．2   15．3   72．3   

7月   14．3   22．5   15．2   67．5   

8月   14．3   18．2   15．2   67．2   

9月   14．4   19．0   15．3   85．0   

10月   14．4   18．8   15．2   63．0   

11月   14．4   17．9   15．2   64．0   

12月   14．5   1g．2   15．2   67．3   

平成6年 1月   14．5   18．6   15．3   63．2   

2月   14．4   20．4   15．3   60．3   

3月   14．5   17．6   15．2   甲・9   

年  間  値   14．3   22．5   15．2   59．9～72．3   

昨年度までの過  14．2   21．1   15．2   50．0′－ 85．2   

去3年間の偵  
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Ⅴ－37 香Jll県もこおiナる尭k身寸台巨調査  

香Jl惧環境研究センター   

橋本 魁身弓  冠野 頑男  田村 章  

1．緒 言  

科学技術庁委託による平成5年度環境放射臓別定胡蜂結果の概要について報告する。  

2．調査の概要   

（1）調査文様  

定時降水の全ベータ放射能・大気浮遊じん・降下物・陸水（蛇口水）・土壌・精米・野菜（大根・   

ホウレン草）・牛乳・日常食・海産生物（カレイ）の核種分析及び空間放射線圭率について、調査を   
行ったものである。   

（2）測定方法  

試料の前処理及び測定は、「放射能測定調査委託実施計画書」「全ベータ放射能測定法（昭和51   
年改訂版）」「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スぺクトロメいJ（平成2年改言丁版）」に   

より行った。   

（3）測定装置  

1）全ベータ放射能  

2）核種分析  

3）空間放射線豊率  

アロカ製JDCl63  
オルテ、ソクGEM－15180  
アロカTCS－131（シンチレーションサーベイメーター）  
アロカMAR－11（モニタリングポスト）  

（4）調査結果  

1）定時降水の全ベータ放射能は、表1のとおりである。  
2）各種試料の核種分析は、表2のとおりである。  
3）空間放射線圭率ほ、表3のとおりである。   

3．結 語  

いずれの調査項目も、他県の過去の報告値と同程度であった。  
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蓑1大型水盤による月間降下物試料及び走時降水試料中の全β放射能納査鰯凛  

降水の定時採掘（走時降水）  大型水盤による陣下物  

採 取 年 月  降水皇  放射能濃度（Bq／史）  月間降下量  月間降下主  
（MBq／klZ）  （【Bq／k12）  

（mm）  測定数   最低個   最高値   

平成5年  4月   47．5   N．D   N．D  

5月   65．5   8   N．D   N．D  

6月  258．0   N．D   Ⅳ．D  

7月  285．0   N．D   N．p  

8月  148．0   N．D   N．D  

9月  170．5   M．D   N．D  

10月   71．5   5   N．D   N．D  

11月   68．5   7   N．D   1．3   13  

12月   35．5   9   N．D   M．D  

平成6年 1月   13．0   3   N．D   N．D  

2月   41．5   N．D   N．D  

3月   21．5   N．D   N．D  

年 間 価   12Z4．0   94   N．D   1．3  ー ′〉13  

前年度までの過去3年間の偶  282   N．D   9．2  ー ～68  
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表2 ダルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  前年度まで過去  

試 料 名  採取場所  採取年月   体  13TCs  8年間の値  その他の検出され  

数  た人工放射性核種  単位  

最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん    高松市  4半期毎  4  N．D   N．D   N．D   N．D  再駒ル3   

降 下 物  高松市   毎月   田  N．D   N．D   N．D  0．肪7  M駒八川2   

上水 源水  
陸  

H．5．6．18  

蛇口水   高松市   H．5．12．7  2   N．D   N．D   N．D   N．D  
水  

m朗／2  

淡水  

19   24  帥ルg乾土  
土  

780   430   690  「1蜘爪印2  

1．2   1．1   1．8  的ルg乾土  

壌   

120   140  M8qルm2   

精 米  津田町  H．5．10．21  口  N．D   N．D   N．D  駒ルg清光   

野  高松市  ‖．5．10．19  口  0．025  N．D   N．D  
陶ルg生  

菜   N．D   N．D   N．D  

茶  朗ルg乾物   

H．5．8．3  

牛 乳  高瀬町   H．6．2．9  田   N．D   N．D   N．D   N．D  駒／史   

淡水産生物  駒ルg生   

H．5．6．13  

日 常 食    高松市等   ＝．5．12．12  4   N．D  0．037  N．D   0．15  的／人・日   

海  水  内的／史   

頼 底 土  帥ルg乾土   

海  庵治町  ＝．5．11．19  口  0．0！方  0．14  0．14  
産  

生 物 】  

軸ルg生  
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表3 空間放射線圭率測定結果  

モニタリングポスト（鵬y∧又も確砂    サーベイメータ  

測  定  年  月  

最低値   最高値   平均値   （鵬yルり   

平 成 5 年 4月   15．0   20．6   16．3   73   

5月   14．8   20．l   16．2   72   

6月   14．7   23．0   16．3   74   

7月   14．8   22．9   16．2   73   

8月   15．1   22．3   16．3   T5   

9月   14．8   19．4   16．4   70   

10月   15．2   20．3   16．4   73   

11月   14．4   19．8   16．3   Tl   

12月   15．2   20．8   16．3   72   

平 成 6 年 1月   15．3   20．6   16．3   76   

2月   15．0   20．5   16．3   71   

3月   15．1   19．0   16．1   T7   

年  間  値   14．4  23．0   16．3   70一－77   

前年度までの過去3年間の値   14．3   25．8   16．2   57～76   
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Ⅴ一38 愛媛県‘こおiナる放男寸育巨言呵査  

愛媛県環境保全センター  

三谷美嶺堆・山本 英夫・篠崎 由紀  

篠原 広充・安永 章二・渡連 郁雄   

1 緒言   

平成5年度に、愛媛県が主として西宇和郡伊方町及び松山市において実施した原子力発電所周辺   

環境放射線等調査と、科学技術庁委託の環境放射能水準調査の結果について報告する。   

2 調査の概要   

（1）調査対象  

大気浮遊じん、降下物、陸水、土壌、農産食品、植物、牛乳、日常食、海水、海底土、海産  

生物、空間放射線量率、積算線量   

（2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は、科学技術庁の放射能測定法マニュアルと「放射能調査委託  

計画書（平成5年度）」に準じて行った。   

（3）測定装置  

ア 全ベータ放射能  低バックグラウンド放射能自動測定装置：アロカ LBC－471  

イ 核種分析  高純度Ge半導体検出器：PGT IGC－3019S  

低バックグラウンド液体シンチレーションカウンタ：アロカLSC－LBⅢ  

り 空間放射線量率  NaI（T更）シンチレーション検出器：アロカND－471V、アロカMAR－15  

加圧型電離箱検出器：アロカ MAR－R 53  

NaI（T2）シンチレーションサーベイメータ：アロカTCS－121C  

エ 積算線量  TLD：ナショナル UDT200S   

（4）調査結果  

ア 環境試料の全ベータ放射能  

環境試料の全ベータ放射能調査結果は表1に、降下物の全ベータ放射能調査結果は表2に  

示すとおりであり、過去3年間の値と同レベルである。  

イ 環境試料の核種分析  

gO srの放射化学分析結果は表3に示すとおり、過去3年間の値と同レベルである。  

131Ⅰの分析結果は表4に示すとおりであり、全試料とも検出されていない。また、3Hの  

分析結果についても表5に示すとおり同レベルである。  

Ge半導体検出器を用いた核種分析結果は表6のとおりであり、フォールアウト核種は  

137csが微量検出されている。  

り 空間線量  
モニタリングステーション、モニタリングポスト及びサーベイメータによる空間放射線量  

率測定結果は、表7のとおりである。また、モニタリングポイント（31地点）における積算  

線量測定結果は表8に示すとおりであり、いずれも過去3年間の値と同レベルである。   

3 結語   

平成5年度の環境放射線等のレベルは、過去3年間の調査結果と比較して同レベルであり、異常   

は認められなかった。なお、一部の試料から検出された人工放射性核種は、過去における核爆発実   

験等の影響と考えられる。  
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表 1 全べ一夕放射能貞査慈雇  

検  l攣lまでl壬3年l0l  
試  科  名   採取場所  採 取 年 月   体  

数   
単 位  

脾l伽随l  5／l．7．10，8／1   l   19   19   10   鋸   
大気浮遊じん  

一 山 音  5／4．7．10，¢／1   l   82   288   51   210   
鵬q／J  

仰臥職畑   月1回   12   8   22   2   18   
降  下  物  

l 山 手   12   5   22   
I仏q／kJ月  

月1固  8   80   

陸 水  河 川 水  拇棚  5／4．7．10，8／1   l   ND   28   HD   28   ■馳／l   

土 壌  0■－180■  ≡▲！；  5／l．7．10，¢／1   12  180   830   180   890   8q／k此   

仙（可食傷）  I方Il  5／11   10   27   42   80   47   
農産  

射場（ま貞）  す方Il  5／11   10   2‡I   85   8き   85  
食品  

8q／kd  

野  菜  一 方 l  5／12，6／l   9  110   210   鋪   210   

せ  竿  一 方 l  6／8   
59  80   88   

物   
8q／k！生  

葉  伊 方 l  8／6．8．11，8／2   8   58   110   8l   110   

海  水   一方l千‡  5／5．7．9．11   l   －D   2さ   ⅣD   15   18q／l   

海  底  土   l方l†l  5／5．7．9．1l．12   8  220   810   180   600   8q／k曲   

魚類（可綿）  一方刷l鰊  5／l．8．8．10，¢／2  8   92   120   80   180   
海  
産  55   77   57   81  
生  

8   

馳／kg生  

物  鋸   87   25   88  

海 業 類  抑l甜柑  5／l．8．10，8／2   8  210   120   180   508   

注） 未知試料の放射能 N土△Nにおいて、欄≦8△1のとき NDと表示した。海水の測定軌ま、11Kを除いている。  

表2 大型水盤による月間降下物試料中の全β放射能蠣査結果  

伊方町九町越公園  毯  山  市  
採 取 年 月  

降水土 1  ＝鵜’ 
（）  、 

5年 4月   118．5   l   90．0   9   

5   98．0   8  115．5   5   

8   800．0   12  さ88．5   22   

7   伯8．0   18  181．0   1T   

8   112．0   12  202．5   

8   389．5   10  223．5   7   

10   77．0   8   88．5   T   

8さ．8   100．0   

12   11．5   18   ¢1．5   18   

8年 1   84．6   17   80．5   10   

2   84．5   7   88．0   

8   丁7．5   22   61．5   1l   

年  間  旦  2115．5  き ■一之2  柑11．0  8 一－ 22   

抽で咄8朋  2 一－48  8 ■－ 88   

注） 降水iの年間底は、12ヵ月分の合計値である。  
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表 8 放射化学分析結果  

検  ＝sr  青年よまでl去8年R¢i  
試 料 名  採取場所  採取年月  体  単 位  

数                最 低 値  最 高 店  最 低 値  最 高 値   

≡ リ．≡  5／4．10   2   0．089   0．11   ND   0．074   

降  下  物  18q／k■l月  

換 山 市  5／l．10   2   ”D   0．078   ND   

陸 水  河 川 水  l封‖川  5／10   0．98  0・鱒   1．2  ■Bq／且   

土 壌  0一－15e■  捕軌瑚l  5／7   3   0．98   5．2   0．62   5．6  Bq／kg数土   

農産貴呈  野  菜  す 方 町  6／1   0．84  0．18   0．51  Bq／kg生   

海  水  す方町事讐  5／5．7．9．11   4   1．7   8．8   3．5  1Bq／且   

海  底  土   す方町平幕  5／5．7．9．11．12  8   ND   0．55   ND   0．47  8q／kg乾土   

海  ND  ND  

産  ND  ND   0．0さ8  

Bq／kg生  

生  ND  ND  

物   2   HD   0．80   ND   0．18   

注）未知試料の放射能 N士△Nにおいて、Hく8△Ⅳのとき NDと表示した。  

表 41，1Ⅰ分析括果  

試  料  名    採取場所  採取年月  鮒l  l11Ⅰ¢綻総量  粛年丘まで鮎＄年帥鐘  単 位   

抽ん（職‡）   す 方 町  5／11   8   ND   ND   
農産  

抽ん（銀）   す 方 町  5／11   3   ND   ND  
食品  

野  菜   す 方 町  5／12，6／1  9   ND   ND   
8q／k書生  

毯  薫   す 方 町  5／8   ND   ND  
植 物  

杉  糞   I 方 町  6作．8．1l．8／2  4   ND   ND   

‡ま生l  縫‡  全体  l珊別封  5／4   ND   ND   

注）未知試料の放射能 N士△Nにおいて、N＜3△Nのとき 〃Dと表示した。  

表 5IH分析結果  

IH濃度  糾食まモ主ょ粥帥鐘  
試料名   採取場所  採 取 年 月  検体数  単 位  

I珊珊暮盆l   月1回   12   ND   1．0   ”D   1．＄   

陸  
l 由 布   月1回   12   0．82   ND   1．0  

水   8q／且  

紺は  l珊畑捌  5／4．7．10，6／l   4   ND   1．2   ND   1．7   

海  水   附町雫！  5／5．7．9．11   4   

注）未知試料の放射能 N士△Nにおいて、N＜3△Hのとき NDと表示した。  
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表 6  ゲルマエウム半導体検出器による核種分析謝定調査枯果  

検  1ITcs  ト机トト＝＝＝＝l¢i   モIlO  
試  科  名   採取場所  採 取 年 月   体  l出きゎた  

数          足よ推甜   

l珊畑i公一  5／4，7．10，8／1  l   HD   0．007き   N D  机   

大気浮遊じ ん  18q／暮l  

l 山 布  5／4，7，10，8／1  4   N D  N D  机   

I珊畑闇   月1固   12   ND   0．O19   ND  0．11   机   

降  下  物  船q／k■霊月  

l 山 串   月1回   12   ND   0．049   ND   0．11   机   

塵  N D  N D  飢   
■如／且  

水   2   N D  N D  軋   

土  l．6   87．8   l．T   50．2   机   
8q／kgl土  

壌   2  柑   28   2．8   舶   軋   

穀、類（精米）   l 山 市  5／10   N D  N D  飢  8q／kgl‡   

農  10   ND   0．018   ㈹   0．078   lし   

産  ND   0．022   ND   0．11l   与し  
8q／kg生  

食  I 方 町  5／12，6／1   9   HD   0．021   ⅣD   0．0さ8   軋  

野  菜  
亡I ¢ロ   

l山市l  6／2   2   N D  ND   0．028   電し   

植  葉  l 方 噌  5／8   0．05l  0．0＄7   0．18l   机   
8q／k書生  

物   葉  I 方 呵  5／5．8．1l，6／2  8   ND   0．045   ND   0．09l   もし   

牛  乳   l 山 車  5／8．6／2   4   N D  N D  もし  Bq／且   

l 血 市  5／8．11   2   0．018   0．02l   0．025   0．080   竜し   

日  常  食  8q／人・8  

I 方 町  5／6．11   2   0．018   0．022   0．016   0．027   軋   

海  水   l方町事‡  5／5．7．9．11   l   2．4   2．9   2．2   l．5   机  18q／且   

海  底  土   I方呵事‡  5／5．7．9．11，12  8   0．57   2．8   0．69   2．6   机  8q／kgl土   

I珊畑l檜  5／4．8．8．10，6／2  8   0．10   0．28   0．0もさ   0．28   もし   

海  
l由布 躊  5／8   0．12  0．18   0．22   軋  

産  
魚類（可l淋）  す珊畑蜘  5／4．8．8．10，6／2  8   ND   0．18   ND   0．21   恥／k書生  

生  
無脊椎動物  す珊肌l柵  5／4．8．10，8／2  8   ND   0．18   HD   0．081   tし  

物   
海 ま 類  l珊肌鰊  5／l．8．10，8／2  8   0．051   0．11   ND   0．18   机   

注） 未知試料の放射能 N士△Nにおいて、N＜3△Nのとき HDと表示した。  
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表 7 空間放射線呈率制定括果  

モニタリンク●ステーション  tニクツンク● ＊●】ト  †－ヽ● ィメータ  

測定地点  
す方岨用鯛  す珊細  伊珊肌  8山市む  換 山 市  伊方帽7鮎   

測定器  N8Ⅰ（Tl）シンルーシヨン    加圧璽tl‡  加圧妻電l」  H8Ⅰ（Tl）シンチいション    N81（Tl）シンルーシヨン  

（nGy／h）  （nGy／h）  （nGy／h）  （cps）  （nGy／h）   

区  分  最低  最高  平均  最低  最高  平均  最低  最高  平均  最低  最高  平均  

5年 4月  柑  ＄7  15  47  61  49  49  70  51  19  23  ‘20   78  34一－78   
5   13  ‡5  14  17  65  49  49  70  51  19  23  20   78  83一－70   
6   12  64  18  47  81  50  49  89  53  19  26  20   82  83一－7l   
7   12  51  15  47  70  50  49  81  52  19  27  20   79  35一－73   
8   12  29  14  47  58  49  49  88  51  19  28  20   79  ＄2一－78   

9   12  51  15  17  68  49  49  81  52  19  24  20   81  ＄4一－74   

10   18  35  14  47  70  49  49  74  51  20  28  20   78  ＄5・－70   

12  ＄0  14  47  59  48  49  82  51  19  24  20   81  ＄4一－73   

12   12  37  14  47  68  49  49  72  51  19  24  20   80  35一－80   
6年 1月  12  45  14  47  88  49  49  77  51  19  24  20   77  ＄3一－73   

2   12  ＄2  1l  46  64  49  49  87  52  19  24  20   80  さ3一－72   

8   12  37  14  48  58  48  49  70  51  19  28  20   88  84一－69   

年 間‘値  12  64  14  46  81  49  49  89  51  19  27  2（】  77一－8き  32一－80   

餌鋸増加胡明  12  79  16  糾  78  18  46  89  51  19  28  20  75一－95  83・－80   

注）ヒ州ンク●書■スト（換山市）Eついて縫、平鮎年朝粥粧モ実上していろ。  

表 8 積算線量測定結果 （TLD）  
（単位：〟Gy／91日）  

謝 定 地 点  第1四半期  第2四半期  第8四半期  第4四半期  i年度まで遇去8年Fの菖   

伊方町等801貞  83一－147   80一－145   86一－147   88一－147   80一－143   

松山市 1一 点   208   197   218   19（】   185一－215   
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Ⅴ．－39 高知県iこおlナる放射能調査  

高知県衛生研究所  

福井節子 間崎睦 竹林生夫  

1 緒 言  

平成5年度に、高知県が実施した科学技術庁委託による「環境放射能水準調  

査」の結果について、その棍要を報告する。  

2 訪査の棍要  

（1）調査対象  

降水，降下物，陸水（蛇口水），土壌，精米，野菜（大根，ほうれん草）  
牛乳（原乳，市乳），日常食，海産生物（かつお），空間放射線量率（モ  

ニタリングポスト，サーベイメータ）  

測定方法   

試料の踪取、調製および測定は「放射能測定調査委託実施計画書（科学技  

術庁平成5年度）」、科学技術庁縮「全ベータ放射能測定法（1978）」およ  

び「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー（平成2  

年改訂）」に準じて行った。  

（3）測定装置  
G九1計数管  

計数装置  

シンチレーショントヘ’、ィトタ  

モニタリンク、’ホノスト  

Ge半導体検出器  

アロカ（抹）GM－2503B  

アロカ（株）TDC－104型  

日本無線医理学研究所 TCS・121C型  

アロカ（抹）TIAR－21型  

（株）東芝ICCIC19S型  

（4）訝査結果   

も降水試料中の全β放射能調査結束をⅠに示した。   

②ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果をⅢに示した。  

、豊空間放射線呈率測定結果をmに示した。  

3
 
 

結 語   

いずれの調査項目においても、前年度とほぼ同程度の値を示し、特に異常は  

認められなかった。  

」＿＿ ＿＿＿＿．＿＿＿  
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Ⅰ 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果   

降水の 定時採取（定時降水） 岳 大型水盤による降下物  
採  取   

年  月   

中城 5年 4月  

放射能濃度（B q／1）  月間降下量  月 間 降 下 量  水  呈
 
 烏福音‾㈱拍B   

「 ■▲‾‾▼‾‾‾  
（最山） ＝則定数  

F           ‾  

291  〇  

q／k汀！）  （MBq／k一正）  

P;D 1 ND 
J  

140   】   8  ND ND I  ND  

6月ト   624   1 13  ND  r ND  嘉  ND  

7月  730  141 ND  
一…‾‾‾‾‾‾ 丁‾‾‾→一‾丁‾‾‾‾「‾‾‾‾蠣＋‾‾■て‾  

8月． 188  L lO ，1D  ND i  lD   

320  15 1 XD j 
－・一り・一・       r・  

ND  F;D 

】  10月 弓   201  7  f ND  

ト  11月i  362   i  9 1 ND  ND I  ND  

■  12月 j  42  1  6    トD  l ND ，  ND  

成 6年1月 ぎ   80  

2月 ぎ  88  

6 .1D 
●   

5  ＼D  

平
 
 

‘ ND ∫  ⅣD  

し＿＿＿竺＿⊥＿！サ」  
■   159   ・  6  ＼D  ND  ND  

年  間  値 幸 3，225   ilO4 】 ND F トD I  ND  

前年度まで過去3年閲の値  ．3．3  ND ～7．Ol   
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Ⅲ 空間放射線羞率測定結果  

測  定  年  
】   モニタリングポスト（nGy／h）    サーベイメータ   ．最低値  最高値  平均値  （nGy／h） 
平成5年 37．9；24．5  4646 

・◆－－・－・－・－－－ 

38・3i24・9  45   

8月   22．2   46・1篭 25・9  48   

7月  122．5i54．    26．2   44   

－  8月  享 22．7  36．  25．0   4さ   

‡22・8 ぎ 42二    26．0   1   9月  47 ＿＿」  
47   

26．2  
ll月   22．7  36・1； 26・1  48   

・   12月   23．2   38．9  ■  26．0   42   

b j平成6年1月   23．1i39．3 j 25．7  48   

2月  寧 23．O F 35．5   47  

…              25．3  46   
＿」   

年  間  偵  22．2 】 49．0＋ 弓  25．6  42 ～ 48  

前年度まで過去3年間の値  43 ～ 50  

※モニ州ンク“ホ‘スト機種変更（H5．4～）  
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Ⅴ－40福岡県における放射能調査  

福岡県保健環境研究所  

楢崎幸範・新谷俊二・横井利彦・木本行雄  

1．緒 言   

平成5年度に福岡県が実施した科学技術庁委託業務「環境放射能水準訴査」の結果につい   

て報告する。   

2．調査の概要  

1）調査対象   

ア 全ベータ放射能   

イ 空間放射線圭率  

：降水（定時降水）122件  
：NaI（T且）シンチレーション式モニタリングポスト（当所屋上に設置）   

による常時測定及びNaI（T且）シンチレーション式サーベイメータに  

よる毎月1回の定地点（福岡市早良区脇山）測定  

：月間降下物（大型水盤）12件，陸水（源水2件，蛇口水2件），  

土壌（地表－5cml件，5－20cml件）， 精米（消費地1件，  

生産地1件）， 野菜（大根1件，ホウレン草1件）， 牛乳  

（原乳4件，消費乳2件）， 日常食（都市部2件，漁村部2  

件），海水1件，海底土1件，海産生物（鯛）1件の合計35件  

ウ 核種分析  

2）測定方法   

試料の採取，前処理及び測定は「平成5年度放射能測定調査委託実施計画書」及び科学   

技術庁編の各放射能測定法シリーズに準じて行った。  

3）測定装置   

ア 全ベータ放射能   

イ 空間放射線皇率  

り 核種分析   

4）調査結果   

ア 全ベータ放射能  

：G M計数装置（アロカ製TDC－601）  

：NaI（T且）シンチレーション式モニタリングポスト（アロカ製HAR－15）  

NaI（T且）シンチレーション式サーベイメータ （アロカ製TCS－121）  

：ゲルマニウム半導体核種分析装置（東芝製 EシT）－ズ，IGC1619S型）  

定時降水の全ベータ放射能測定結果を表1に示す。定時降水の渕  

定回数は122回でこのうち109回はND（検出されず）であった。  

検出された放射能濃度の最高値は13．6Bq／且であった。   

イ 空間放射線圭率：測定結果を表2に示す。モニタリングポスト，サーベイメータの  

測定結果は、ともに過去3年間の値と同程度であった。   

り 核種分析   ：分析結果を表3に示す。137csが降下物，土壌，日常食，海底土  

及び海産生物（綱）から検出されたが，その他の人工放射性核種は  

いずれの試料からも検出されなかった。   

3．結 語  

いずれの調査項目においても，特に異常値は認められなかった。  
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表1 定時降水試料中の全ベータ放射能調査椿果  

降水の定時採取 （定時降水）  
パ ■l▼  

降水t  放射能濃度 （Bq／且）  月間降下土  
年  月  

（ll）  測 定 数  最 低 値  最 高 値   （H8q／k■2）  

5年  4月   1j7，8   ⅣD   】3．＄   4．3   

5月   115．0   ND   

8月   293．6   ND   ND   ND   

7月   351．2   ND   

8月   464．4   ND   ND   ¶D   

9月   222．8   ND   

10月   97．4   HD   ガD   

11月   180．4   ND   2．4   11．0   

12月   ＄4．0   粥D   7．2   26．1   

8年   1月   81．T   ND   8．2   13．9   

2月   94．4   ND   5．2   41．l   

3月   6】．さ   州D   4．7   】0．6   

年  間  他   2134．5   122   13．6   ¶D～41．l   

前年度までの過去 3年間の備  ND   10．4   ND－135．5   

I川：検出しない く計数値がその計数誤差の 3倍を下回るもの）  

表 2 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測  定  年  月  

土 佐 正  ．   二． i  平 均 値   （nGy／b）  

平成 5年  4 月．   13．5   18．2   14．4   

5 月   13．4   18．3   ＝．3   

8 月   13．2   24．】   ‖．3   

7 月   13．2   21．2   】4．0   

8 月   13．3   19．6   ‖．0   

9 月   13．き   lT．4   I4．1   悶   

10 月   13．5   18．3   14．4   悶   

11 月   13．8   18．5   】4．4   

12 月   13．7   2さ．2   トL4   

平成 6年   1 月   13．5   20．8   14．5   70   

2 月   13．¢   18．7   14．4   

3 月   13．7   17．g   】4．3   

年  間  債   13．2   24．l   ‖．3   88～75   

前年よまでの過去 3年間の償   13－0   27．8   14．5   56．3～82．6   

－264－   



表 3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137cs  前年度まで  その他の検出さ  

試 料 名  採取場所  採取年月  過去3年間の値    れた人工放射性  

赦  核種   

（平成）  最低値  最高値  最低値  最高値   

降 下 物  太宰府市  5．4－8．3    ¶D   0．051   0．11   なし   岨q／k血2   

隆  ⅣD   ND   なし   

■8q／且  

水   蛇口水  福岡市  5．6．5．12  田  ND   ⅣD   ND   ND   なし   

4．0   4．0   5．2   なし   軸／kg乾土  

土  0－5cl  福卜岡市  5．7   

なし   鷺Bq／km2  

ND   ¶D   ND   3．l   なし   Bq／kg乾土  

壌  5－20cl  福岡市  5．7   

ⅣD   †D   なし   ㈹q／k血2   

精  米  春日市  0．050   なし   Bq／kg精米   

筑紫野市   

野  根  志免町  ．5．1l  口  ⅣD   0．022   なし   

Bq／kg生  

菜   VD   ND   なし   

牛  乳   夜須町  ¶D   ¶D   0．068   なし   Bq／亀   

筑紫野市   

日 常 食  福岡市  0．013  0．050  0．016  0．11   なし   Bq／人・日   

太宰府市   

海  水  北九州市  5．7   l  ND   ND   ND   肺   なし   ■8q／l   

海 底 土  北九州市  5．7   l  1．9   l．9   1．3   3．3   なし   如／kg電土   

海産生物（■）   福岡市  5．7   0．22   0．22   0．2l   0．23   なし   如／kg生   

ND：検出しない（計数値がその計数誤差の3倍を下回るもの）  
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Ⅴ－41 佐賀県にお【ナる放身寸烏琶書用査  

佐賀県環境センター  

川原田 優  吉田  政敏  

石橋  博  岩崎 ゆかり  

1緒 言  

平成5年度に佐賀県が実施した、科学技術庁委託による「平成5年度環境放射能水準調査」の概要を   

報告する。  

なお、佐賀県では上記の委託調査のほかに、原子力発電所周辺の環境放射能朋査を実施しているか、   

その調査結果については、平成6年7月に公表した「玄海原子力発電所の違転状況及び周辺環境放射能   

調査結果（年報）」に記載している。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

平成4年度と同株に、空間放射繚及び環境試料中の放射能について調査を行った。  

空間放射縛は佐賀市の1ケ所で、連続測定及び毎月1回のサーベイメータによる測定を行った。  

環境試料中の放射能については、ゲルマニウム半導体検出器を用いた核種分析を実施した。  

調査対象試料数は、降水103の全β放射能測定、降下物12，大気浮遊じん 4，上水 2，土壌   

2，よ産物 2．精米1，牛乳 2，日常食 4，水産生物1試料の核種分析と牛乳 6試料中のヨウ   

素一131を測定した。  

（2）測定方法  

空間放射線測定及び環境試料中の放射能測定は、科学技術庁編の各種放射能測定法シリーズ及ひ   

「放射能測定調査委託実施計画書（平成5年度）」に基づいて行った。  

（3）測定装置  

全β放射能 ………－  Alo k a ：L B C451低バックグランド放射能測定装  

接種分析 －－－－…－－・ 東 芝  ；P GT G e検出器、Eシリーズ4096ch MC A  

牛乳中の＝1l－－－…・  BIC RON：3”×4′’N aI（T£）検出器、Eシリーズ1024crlトlし：A  

空間放射線 ”  Alo k a ：1‘′ ×1′′ NaI（T＆）モニ？［）ンケLホ○スト、TCS－121Cサーへ イ／－9   

（4）調査結果  

調査結果は次表のとおり。  

lIに定時降水試料中の全β放射能調査結果を示す。  
Ⅳ に牛乳中のl＝Ⅰの分析結果を示す。  

V に各種環境試料中の核種分析測定粥査結果を示す。  

Ⅵ に空間放射線の計数率連続測定及び繚i率の測定結果を示す。   

3 結 婚  

平成5年度の調査では、定時降水中の全β放射能、甥墳試料中の核種分析及び空間放射線の測定結   

果は、前年度までの調査結果と同程度のレベルであI）、異常は認められなかった。  

また、環境試料中の核種分析で検出されている1＝Csは、過去の核実験等の影響によるものと思わ   

れるが、その嬢度は極めて低凛度であり特に問題となるものではない。  
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Ⅰ 全へ一夕放射能調査結果  

分析対象試料なし  

II 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

採取  

降水i  放射能漉度 （Bq／£）    月間降下i  月間降‾F崖  

年月   （HBq／knf）  （M8q／kポ）  

（mm）  測定数   最低値   最高値   

平成5年4月   195．1  11   11  
‾ l   

‾‾‾‾‾十   

5月  

l  

1．0  48  

6月i395．6   1．0   110  

6  u lN．D l  
7月E356・8  

≠‘‾   

9月  9  

“＿＿一＿－．・▲・．■  

王  

口  5  5．7  ‖   u 1．3             7 3  
68．0  】N．D  

5  
12月  

平成 6年1月l41．9  N∴D  【140・7   

＋棚  
2月 主  

64・4  9  28  

3月！53．0  7   9  17  

年 間 値】2258・8  1．03   N．D   11   5・ト280  

前年度までの過去3年間の億   78 ← 101  N．Dl19 6．ト25。   
l  

（注）N．D・・・定i限界未済を示す。   ・ ・測定せず。  

ITI放射化学分析結果  

分析対象試料なし  

Ⅳ 牛乳中の1ゴ1Ⅰ分析結果  

≡▼  真  ・」  前年度まで過去3年間の値  

H．5年  ‾‾‾■   6／16  「8／17「1。′51   12／14  冊子 最低値  最高値   

放射能確度（Bq／′£）  u N・Dい・n   lN・D  lN．D  l N・D旨N・D   N．n  0．3 2水   

（注）N．D・・定量限界未満を示す  ＊・・Ge測定ではN．Dであった。  
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V ゲニマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

l  

】  
検  

I  

年   体 数  
157Cs  

試 料 名  ！採取場所  

l   

月l  M  事  童   前年度まで  l     単 位          過去3年間の値   その他の検出               された人工放      u   最低値  最高値  

5．4  
大気浮遊じん  佐賀市  

一ヽ■ 6．3   
N．D  N．D  N．D  N．′D   なし   札8q／■二   

佐貴市   降下物  

上水 蛇口水  佐貫市  5．6 5．12  N．D  5．4 6．3  四 ‖ H  N．D  N．D  N．D   l 0．11  ／′  H8q／k■ヱ d8qノ’£          此     u N・DiNご・D†′′   
斗   

‾椚▲‾  u 】  ′／  Bq／kg乾土  

5．7   70  口            u   【Bq′／km⊥      3．0 ⊆1．3【4．1             】  i34 210l／／   
土lO‾5  佐賀市  

3・8 

佐賀市  
一十■ 竜5・7il         12・63・8 】 ●■‾‾－‾‾‥‾‾‥－1…‾‘一‖‥‖－‥ 580 L3TO；480     ト：・… l  Bq／kg乾土 MBq／kmこ  ＿．＿＿l－＿＿ 十  

和米  ≡佐賀市   ′／   Bq／kg精米   

野ぎ大根  弓佐錮  ！5・11！1  N．D  ′′   

5 

Bq′／kg生   l L  N．D  N．D  

牛乳   N．D  
／／   Bq／2   

－‾‾‾ 】 ‾“一－‾－岬 

日舶  
「 u   …佐賀郡■   を…：1… L2   N．D  N．D    N．D        －‾■‾‾【‾’‾‾‾…‘‾－‘1‾▲“‾■－▼‾r▼  ′′  

周辺  ‾■■‾‾ 霊芸雷   ；5・6皇4 15・11→   0．019iO．055  J   。．。21．1。   l   n u   
1 

0．063  0●0950●14  
j 

′′  Bq／kg生   

「示●㌫－‘嶋‾‾‾■  

≡！ l  

物l 【  】 l  1  

（注）N．D・・・定量限界東浦を示す。  

Ⅵ ウラン分析結果  

分析対象試料なし  
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Ⅵ 空間放射線i率測定結果  

モニタリングポスト （cps）  サーベイメ ーター  

測  定  年  月  

最 低 値  最高値 ∃ 平均値  （nGy／h）   

平成 5年  4 月   12．1   13．3   94  

5 月  11．7   13．2   80  

6 日  事 17．2  u         18．6             11．7  2 4．2       13．4  80   
7 月  12．0【22．1  88  

8 月   ユ2．0  

1    13．3  
88  

9 月  11．9  80  

10 月   17．6 1 13．3           17．3     13．3  82  

11月   12・2l17・0 曽13・4  66  

12 月   12. 111 j    n       17・8 1 13・4    82   

平成 6年  1 月   12．1   20．4  7 6   】13．5  
2 月   12．2  12．2  「‾‾‾’‾‾㍍‾：‘て‾‾   13．5   70  

3 月  17．2   13．3   72  

年  間  値   11．7   2 4．2   13．4 H   66  、  94   

前年度までの過去3年間の値  u 11．0124．8   ‖    13．6 ‖   5 8  、  7 9   
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Ⅴ－42長崎県における放射能調査  

長崎県衛生公害研究所  

吉村賢一郎 荒木昌彦 宮本真秀  

1．諸 言   
科学技術庁の委託業務として、平成5年度に長崎県で実施した環境放射能水準調査結果について、   

その概要を報告する。  

2．調査の概要  
（1）調査対象  

①全β放射能萌査・・  

②γ線核種分析訴査  

－－一定時降水  

…大気浮遊塵、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大根、ほう  
れん草、牛乳（原乳・市販牛乳）、日常食及び海産生物（あさり、甘鯛、  
わかめ）  

－‥モニタリングポスト、シンチレーションサーベイメータ  ⑧空間放射線量率・  

（2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定方法は「放射能測定調査委託実施計画書（科学技術庁、平成5年   
度）」及び科学技術庁編の各種放射能測定シリーズにもとづいて実施した。  

（3）測定装置   

①全β放射能調査  

・GM計数装置  アロカ製GM自動測定装置JDC－163   
②γ線核種分析調査   

・ゲルマニウム半導体検出器‥＝＝・東芝製ゲルマニウム半導体核種分析装置IGC－1619S   

③空間放射線量率調査  
・モニタリングポスト・……アロカ製舶R－15  

（長崎県衛生公害研究所屋上＜地上14m＞にて常時測定）  

・シンチレーションサーベイメータ・－－－”・アロカ製γ－SURVEY METER TCS－166  

（エネルギー補償型）   

（4）調査結果   

①定時降水中の全β放射能調査結果を、表1に示した。平成5年度は定時降水100件について調  
査したが、月降下量はND～6．3鵬q／撼であり、過去の調査結果と同程度であった。   

②牛乳（生産地の原乳）中の1＝Ⅰの調査結果を、表2に示した。平成5年度も2か月毎に6回  
調査したが、いずれも1＝Ⅰは検出されなかった。また、過去3年間についても検出されてい  
ない。   

⑧ゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果を、表3に示した。平成5年度は環境及び食品  
試料32件について調査したが、天然核種については大気浮遊塵・降下物の環境試料で7Beが  
検出されたはか、はとんどの環境及び食品試料から40Kが検出された。  

人工核種については、土壌（小浜町裏仙）、日常食及びアマダイから1∂7Csが検出された  
が、過去の調査結果と同程度の濃度レベルであった。なお、その他の人工核種は検出されなか  
った。   

④空間放射線量率の測定結果を、表4に示した。平成5年度のモニタリングポストの測定結果は   
11．6～20．2cps（平均12．4cps）、シンチレーションサーベイメータの結果は46～52nGy／h程  
度であり、いずれの調査項目も過去の調査結果と同程度のレベルであった。  

語   3．結  

平成5年度に長崎県で実施した環境及び食品試料中の放射能調査結果は、過去3か年の結果と同程  
度の濃度レベルであり、特に異常値は認められなかった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果（平成5年度）  

降水の定時採取 （定時降水）  大型水盤による降下物  

降水量  放 射 能 濃 度（Bq／ゼ）    月間降下量  

（皿） 測定数  （MBq／撼）   （MBq／撼）  

226．6   6   ND   ND   ND  

130．0  8   ND   0．49   5．1  

524．2  13   ND   ND  

466．3   ND   ND   ND  

採 取 年 月  l   487．3   ND   ND   ND  

9月   248．6   10   ND   ND   ND  

10月   7   69．6  ND   o．44 H   2．7  

1呵162・9  7 ND  0．49   6．3   
． 

ND   ND   

ND   ND   ND  】 】   
8   ND  ND  ND  

5  ND  ND   ND  12月  76．1  7  100 ND  0．49   ND～6．3   

ND   3．00   ND～20．4   
， 

】   

※大型水盤による降下物は、全β放射能については測定していない。  
（ゲルマニウム半導体検出器によるγ線測定のみ）  

表 2 牛乳中の131Ⅰの分析結果（平成5年度）  

前年度までの過  

採 取 場 所   諌早市  諌早市   

採 取 年月日   H5．5．10  H5．7．27  H5・9・6  H5．11．15  H6．1．11  H6．3．7  最低値  最大値   

放射能濃度（Bq／ゼ）   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND  

（注1）牛乳の取扱区分は、生産地（原乳）であること。  
（注2）放射能濃度は、ゲルマニウム半導体検出器によるγ農スペクトロメータで測定した。  
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表 3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果（平成5年度）  

前年度まで  
137Cs  の過去3年  

試料名   採取場所  採取年月   間の値  単 位  

l  

た人工放射性核種  

最低  最高   最低  最高   

大気浮遊じん  5年4月  4  ND  ND   ND  ND   検出せず   ⅢBq／ポ   

～6年3月   

降 下 物    長崎市   5年4月 12  N【）  ND  
～6年3月  

1  

上水源水  
陸  

鵬q／撼  l  

蛇口水   長崎市   5年6月  2  ND  ND   ND   u mBq／β！  

水  及び12月  

－l  

ND  検出せず   淡水                l  

l  

59  76  121 
0～5切l   小浜町  

口  

土  （婁仙）   1，800  2400  2500  】  t  M   

5年7月 
壌  9  16  56．3  

5～208山   小浜町  
検出せず  

（雲仙）  1，100  1800   l l  

精  米    長崎市   6年1月  口   ND  ND  検出せず   岳B。／短精米   
野  6年1月   ND  ND   

Bq／短生l  
菜   6年1月   ND  ND  l検出せず  

茶  Bq／短乾物   

牛 乳  5年8月及  Bq／ゼ   

（江1）  び6年2月   
1  l  

淡水産生物  Bq／短生   

長崎市   5年6月  
日 常 食  

松浦市  

海  水  及び11月  2  四   ND  ND  ND  ！検出せず  u Bq／人・日  L         2 M  ND   0．07  ND  ND  検出せず            ！           H  鵬q／ゼ   
海 底 土  Bq／短乾土   

海  小長井町  5年5月   ND  ND  ND   検出せず   

アマダイ  長崎市   5年11月   0．17  ND  0．24  検出せず  
生  

Bq／短生  

物  
産  

（注1）牛乳の取扱区分は、消費地（市販牛乳）であること。  
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表 4 空間放射線量率測定結果（平成5年度）  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月  備  考  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成5年 4月   11．7   17．4   12．4   50  

5月   11．7   17．5   12．4   48  

6月   11．6   26．0   12．6   52  

7月   11．6   20．2   12．5   46  

8月   11．6   17．1   12．3  49  

9月   11．7   16．0   12．4   48  

10月   11．9   16．0   12．5   51  

11月   11．9   16．6   12．5   48  

12月   11．8   16．6   12．4   49  

平成6年1月   11．7   18．4   12．5   4g   

2月   11．7   16．3   12．4   49  

3月   11．8   15．5   12．3   50  

年 間 億   11．6   20．2   12．4   46′－52  

前年度までの過  
去3年間の値   11．6   24．7   12．4   47～63  
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Ⅴ－43 熊 本 県 に お け る 放 射 能 萌 査  

熊本県術生公幸研究所  

野田 茂   塘岡 積  

木庭亮一   植木 肇  

今村 修  

1．緒 言  

前年度に引き続き、平成5年度に実施した科学技術庁委   

託の環境放射能水準調査結果について報告する。   

2．調査の概要  

1） 嗣査対象  

熊本県における降水、大気浮遊じん、降下物、上水（蛇   

口水）、土壌、米、野菜（大根及びホウレン草）、茶、牛   

乳、日常食及び空間放射線t率  

2） 測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は科学技術庁編の各種放射   

能測定法シリーズ及び「放射能測定調査委託実施計画書   

（平成5年度）」に基づいて行った。  

3） 測定装置   

ア 全ベータ放射能  

O M式β線測定装置：アロカ JDC－163   

イ ガンマ線核種分析  

O e半導体検出器 ：EGiG ORTEC GEH－15180P  
波高分析装置  ：セイコー・イージーアンドジー  

MCA7800   

ウ 空間放射線王事  

モニタリ ングポスト：アロカ HAR－15  

シンチレーショ ン式  

サーベイ メータ  アロカ  TCS－151  

4） 粥査結果  

定時降水試料中の全β放射能調査結果を表1に、ゲルマ   

ニウム半導体検出器による核種分析結果を表2に、及び空   

間放射線土率測定結果を表8に示した。   

3．結 語  

平成5年度の熊本県における粥査結果は、環境試料中  

の放射能及び空間放射線t率ともに前年度と同程度のレ  

ベル内にあり、特に異常値は認められなっかった。  
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表1大型水盤による月間降下物試料及び定時降水拭料中の全β放射能萌査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  
搾取  

鱒水上  放射能濃度（軸／史）  月間降下1  
年月  （MBq／kmi）   （M8q／k㌦）  

（mm）  測定数  最低値  最高値   

平成5年 4月   135．8   6   N．D   N．D   N．D  

5月   146．5   N．D   N．D   軋D  

6月   799．3   N．D   N．D   N．D  

7月   504．7   N．D   N．D   N．D  

8月   481．0   N．D   N．D   N．D  

9月   362．9   N．D   N．D   札D  

10月   65．4   N．D   N．D   N．D  

11月   77．1   N．D   N．D   N．D  

12月   70．7   7   N．D   N．D   軋D  

平成6年1月   41．0   N．D   N．D   N．D  

2月   63．6   ユニバーサルスケラー故障の  

ため欠測  

3月   45．3   

年 間 催   2793．3  N．D   N．D   N．D   ～   

前年度までの過去3年間の借   団   N．D   4．4   N．D～40   ～   

（注）調査開始：平成元年10月  
N．D   ：検出されず・（測定値が計数誤差の3倍未満）  
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表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定礪査臆果  

採  検  

取  ！”cs  前年度まで  

試料名  採取場所    年  体  過去3年間中値  
月  

数  

大気浮遊じん   熊本市  5年4月 ～6年3月  4  N．D  N．D   N．D   N．D  れBqルさ   

降下物   熊本市  5年4月 －6年3月  12  札D  N．D   N．D   0．36  MBq／加2   

上水源 水  

陸 水  
m恥／史  

淡 水  

72  73  87  陶／kg乾土  
0～5cm  西原村  5年7月  口  

土  2100   1500   2000  H恥／kmi  

壊  恥／kg乾土  
5′・■20cn  西原村  5年7月  口  

640   MBq／km虫  

精  米  合志町  5年9月  口  N．D   N．D   N．D  恥／kg精米   

野  合志町  5年6月  口  N．D   N．D   N．D  
Bq／kg生  

薫   N．D   N．D   N．D  

茶   御船町 上村  5年5月 5年5月  2  N．D  N．D   N．D   0．65  馳／短乾物  

牛  乳  合志町  5年さ月 6年2月  2  N．D  N．D   N．D   N．D  Bq／史   

淡水産生物  馳／kg生   

日 常 食  熊本市 阿蘇町  5年6月 5年12月  4  0．025  0．11  0．028  0．14  Bq／人・日   

海  水  mBq／史   

海 底 土  軸／kg乾土   

海  

産  
Bq／kg生   

生  

物  

（注）調査開始：平成元年10月  

N．D  ：検出されず（測定値が計数誤差の3倍未満）  
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表3 空間放射線玉串測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測  定  年  月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成5年 4月   11．7   17．1   12．6   44   

5月   11．7   18．1   12．5   

6月   11．5   19．6   12．7   

7月   11．5   19．6   12．6   38   

8月   11．5   15．5   12．4   37   

9月   11．5   16．5   12．6   

10月   11．7   15．8   12．8   40   

11月   11．8   14．7   12．8   45   

12月   11．7   17．2   12．8   42   

平成6年 1月   11．6   17．3   12．9   46   

2月   11．7   17．0   12．7   46   

3月   11．7   15．1   12．6   46   

年 間 借   11．5   19．6   12．7   37～46   

前年度までの過去3年間の借  11．4   21．1   12．7   37～45   

（注）調査開始：平成元年10月  
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Ⅴ－44 大分県における放射能調査  

大分県衛生環境研究センター   

岡本盛義  藤野卓見  

池辺滑士  

1 緒言   

大分県において平成5年度に実施した科学技術庁委託による環境放射能  

湘定調査結果について報告する。   

2調査の概要  

1） 調査対象  

降水（定時）・大気浮遊じん・降下物・陸水（上水蛇口水）・土壌・米   

（精米）・野菜（ホウレンソウ、大根〉・牛乳（原乳〉・日常食の各種  

試料及び空間線量率湘定（モニタリンクーホ○スト：1地点、シンチレーシぎンサーへ●ィメータ：1  

地点）   

＼   

2） 測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は「放射能洲定調査委託実施計画書（平成  

5年度）」及び各放射能測定法（科学技術庁 編）に準じて実施した。  

3） 洲走装置  

①食べ一夕放射能  アロカ製 GM自動測定装置 JD C－163  

②r線核種分析  キャンベラ製 MCAシリーズ35プラス  

③空間放射線量率  アロカ製 NaI（Tl）シンチトシヲンサーへ一イメータ TCS－131  

アロカ製 モニタリングポスト 打AR蠣11  

4） 網査結果  

①全ベータ放射能 定時降水の湘定結果を表1に示す。93回測定を  

行い、80回はN．Dで、検出された放射能濾度の  

最高値は79．0（HBq／km2）であった。  

②r繚核種分析  分析結果を表2、表3に示す。測定試料数は29  

検体で、137c sが土壌、日常食から検出されたが、  

過去3年間の値と同程度であった。  

③空間放射線主宰 測定結果を表4に示す。  

3 結語  

平成5年度に大分県で実施した放射能湘定結果は、従来と同程度であり  

特に異常値は経められなかった。  
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［表3】ゲルマニウム半導体検出器による核種分析湘定調査結果  

採  前年度まで  その他の  

試 料 名  取  137cs    過去3年間の債    検出された  単 位  

所  人工放射性  

月  核種  

大気浮遊じん   大分市  毎月  4  N．D  N．D  mBq／m3   

降下物  大分雨  毎月  12  N．D  N．D   0．32  打Bq／細2   

N．D  N．D  陸水（蛇口水）   大分市  ．6 ．1  2  血Bq／超   

8  82   Bq／kg乾土  

1300  1400   1600  土  

27  8q／kg乾土  

1300  600   940  壌   0～5eⅦ  任町  ．8 ．8  口 口  N．D  N．D  8q／kg精米   

N．D  N．D  Bq／kg生  

N．D  N．D  

0．19  野 菜  大 根  佐市  ．12  6              ホウレン草  佐市  ．12  口           牛  乳   久住町  †笥 ．2  2  
精  米  

8q／£   

日 常 食  Bq／人・日  N．D  N．D             大分市  ．6 ．11  2  N．D  0．058  N．D  0．22  
（備考〉N．D ：計数値が計数誤差の3倍未満   

［表4】空間放射線豊率湘定結果  

洲 定 年 月   
モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成5年 4月   122 22  14  70   

5月  13  18  14  6 6   

6月   13   2 4   15  70   

7月   12   2 0  14  6 9   

8月   20  14   6 6   

9月   12  21  13   65   

10月   13   19   14   6 6   

11月   ≠   
12   18   14   67   

12   13   19   14   6 6   

平成6年 1月   13   18   14   6 9   

2月   12   2 0   14   6 9   

3月   13   19   14   0   

年  間  債   12   2 4   14   6 5～70   

前年度までの逢去3年間の債  10   4   14   65～74   
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Ⅴ－45 宮崎県にお け る 放射能調査  

宮崎県衛生環境研究所  

平田 泰久、野崎 祐司、前田 武  

1．緒 言   

前年度に引き続き、平成5年4月から平成6年3月までに科学技術庁の委託により実施した宮崎県   

における環境放射能水準調査について、調査結果の概要を報告する。  

2．調査の概要  

1）調査対象  

宮崎県内における降水、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大根及び  

ホウレン草）、茶、牛乳、日常食、及び空間放射線皇率   

2）測定方法  

試料の調製、及び測定は、科学技術庁編「放射能測定調査委託実施計画書（平成5年度）」、全   

ベータ放射能測定法（昭和51年改訂版）」、「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法   

（平成2年改訂版）」により行った。   

3）卸定装置  

全ベータ放射能：  GM式β線測定装置  

（アロカ製 JDC－163）  

ガンマ線核種分析：  Ge半導体核種分析装置  

（SEIKO EG＆G製 MODEL7800）  
空間放射線量率 ：  モニタリングポスト  

（アロカ製 MAR－11）  

シンチレーションサーベイメータ  

（アロカ製 TCS－151）   

4）調査結果  

表Ⅰに降水中の全β放射能調査結果を示す。全β放射能漉度は前年度までの過去3年間の値と比  

較して、特に異常は認められなかった。  

表Ⅱにγ線核種分析結果を示す。人工放射惟核種としてはl＝csが降下物、土壌、野菜（大根）   

茶、牛乳、及び日常食から検出されたが、その量は前年度までの過去3年間の値とほぼ同程度であ  

った。その他の人工放射性核種は検出されなかった。  

表Ⅲにモニタリングポスト、及びサーベイメータによる空間放射線皇率調査結果を示す。いずれ  

も前年度までの過去3年間の値とほぼ同程度であった。  

3．結 裔   

平成5年度の宮崎県における環境放射能の調査結果は、いずれもこれまでの調査結果と同程度であ   

り、異常は認められなかった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

採  取  降水量  
降 水 の 定 時 採 取（定 時 降 水）  

年  月  
放射能濃度（Bq／Ⅰ）  

（mm）  

月間降下量  

最 低 値  最 高 値   （MBqハm2）  

平成5年 4月   N．D   軋D   軋D   

5月   軋D   1．4   9．0   

6月   軋D   1．3   2．2   

7月   軋D   l．4  2．7   

8月   軋D  5．4  7．8   

9月   四   軋D   軋D   軋D   

10月   軋D   Ⅳ．D   軋D   

11月   N．D   N．D   軋D   

12月   軋D   3．7   3．0   

平成6年 1月   軋D   2．5   5．1   

2月   N．D   札D   

3月   軋D   4．7   11．5   

年 間 値   3694   軋D  N．D～5．4   軋♪～11．5   

前年度までの過去3年間の億  軋D  軋D～3．5   軋D～134．8   

（N．D：検出されず）  

表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  
1＝cs  霊宝尊貴齢値   その他検出   

試 料 名   採取場所  採取年月   体  された人工  

数          放射性核種   

大気浮遊塵   宮崎市  5．4 ～ 8．3  口  軋D   軋D   軋D   軋p  mBq／n8   

降 下 物  〝   5．4 ～ 6．3    軋D  0．076  軋D  0．さ4  y8qハm2   

陸   蛇口水   〝   
水  

5．8，5．12  田  軋D   軋D   軋D   N．D  mBq／1   

土  5．7   
7．1  8．0   Bq／kg乾土  

l  

uBqハm2  

壌   〝   〝   
5．3  7．9   Bqハg乾土  

8日  1600  23川  J机／lm2   

精 米  〝   5．9   札p  軋D   軋p  Bq／lgI兼   

野  5．11   D．053  N．D  0．052  
Bqハg生  

菜   〝   〝   1   札D  0．8T5  0．38  

茶  
川南町  

5．5   
都城市  

8q／lg軌   

牛 乳  田  8．9  1．2  ＋二＋与与  3．8          高原町  5．8，6．2  田  ド．D  0．092  軋D  0．23   8q／Ⅰ  

日 常 食   宮崎市 高原町  5．8，5．12  口  0．086  0．18  8．042  ㍉川  Bq／人・日   

（N．D：検出されず）  
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表3 空間放射線量率測定結果  

モニタルク●ホ■スト （cps）  サーヘ●イメータ  

測 定 年 月  
最低値  最高値  平均値   （nG†／b）   

平成5年 4月   10．4   15．4   11．5   

5月   10．き   16．0   11．5   

6月   10．0   18．3   11．5   

7月   10．2   21，8   11．7   

8月   18．3   15．7   11．4   

9月   10．3   19．ひ   11．6   

10月   10．4   16，3   11．6   

11月   10．1   16．3   11．5   

12月   18．2   14．3   11．4   

平成6年 1月   10．3   16．8   11．5   

2月   10．3  19．8  11．5   

3月   10．2ぎ15．2  1l．4   

年  間  値   10．0   21．8   1l．5  ‖ ～ 53   

前年度までの過去3年間の値   10．0   20，5   11．634～H   
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Ⅴ－46 鹿児島県書こお古ナる放射肯巨調査  

鹿児島県環境センター  

今村 和彦，四反田昭二  
藤崎 学， 岩田 治郎  

1．緒 言  

平成5年虔に鹿児島県が実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査結果に  
ついて報告する。  

なお，本県では上記委託調査のほかに，川内原子力発電所周辺の環境放射線監  
視調査を実施しているが，その調査結果については「川内原子力発電所周辺環境  
放射線調査結果報告書」で矧こ報告している。   

2．調査の概要   

1）調査対象  

降水（定時降水）の全べ一夕放射能，降下物，陸水（蛇口水），土壌，精米，  
野菜（大根，ホウレン草），茶，牛乳，日常食，海水魚の核種分析及び空間放射  
線量率   

2）測定方法  

試料の採取，前処理，調整及び測定は，科学技術庁編の各種放射能測定法シリ  
ーズ及び「放射能測定調査委託実施計画書（平成5年度）」に基づいて行った。   

3）測定装置  

ア 全ベータ放射能調査  

GM計数装置：アロカ・GM－5004  

イ 核種分析調査  ＼  

Ge半導体検出器：EG＆G ORTEC・GMX30200－S  
波高分析装置：NAIG・E－552A  

ウ 空間放射線量率調査  

1M ¢×1”LNaI（Tl）シンチレーション検出器：アロカ・MAR－11  
1”¢×1”LNaI（Tl）シンチレーション式サーベイメータ：アロカ  

TC S－166   

4）調査結果  

定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果を表－1に示す。また，空間放射線  
圭率調査結果を表一2に示す。いずれも，これまでの調査結果と同程度のレベル  
であり，異常は認められなかった。  

核種分析調査結果を表一3に示す。核種分析調査については，昭和63年度から  
実施してきているが，これまでの川内原子力発電所周辺環境放射線調査結果及び  
環境放射能水準調査結果と比較して特に異常は認められなかった。   

3．結 語  
平成5年度の調査結果は，空間放射線豊，環境試料の放射能とも，これまでの  

調査結果と比較して同程度のレベルであり，異常は認められなかった。  
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（表－1） 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採  取  

降水圭  （Bq／1）  月間降下圭  

年  月  （mm）  （船山kmi）  

測定数  最低値  最高値   

平成5年4月  136．5   ⅣD   ⅣD   ND   

5月  160．0   ND   ⅣD   ND   

6月  743．5   ND   ⅣD   ND   

7月  820．0   ND   ⅣD   ND   

8月  786．5   ND   ⅣD   ⅣD   

9月  368．0   ⅣD   2．4   g2．0   

10月   55．5   ⅣD   ⅣD   ND   

11月   66．5   ⅣD   ⅣD   ⅣD   

12月  102．5   ⅣD   ND   ⅣD   

平成6年1月   88．5   ⅣD   ND   ND   

2月  110．0   ⅣD   ⅣD   ⅣD   

3月  101．0   ⅣD   ND   ND   

年 間 値   3538．5   ND   2．4   ND・－ 92．0   

前年度までの過去3年間の値   289   ⅣD   13．3   ND・－ 247．1   

（測定場所：鹿児島市）  

－285－   



（表－2） 空間放射線圭率測定結果  

モニタリングポスト（CpS）    サーベイメータ  

測 定 年 月  
最低値  最高値   平均値  （nGy／h）   

平成5年 4月   11．0   17．5   12．2   

5月   11．1   19．2   12．0   門   

6月   10／8   17．7   12．1   

7月   10．9   21．8   12．1   

8月   10．9   17．与   11．8   

9月   11．0   17．8   11．9   

10月   11．2   14．8   11．9   

11月 11．2   14．4   12．0   

12月   11．2   14．6   11．9   

平成6年1月   11．0   15．5   12．0   

2月   11．1   16．0   11．9   

3月   11．2   14．9   11．8   

年  間  値   10．8   21．8   12．0   65・－ 78   

前年までの過去3年間の値   10．0   25．6   11．7   46．0－56．1●   

（注） ＊は、TCS－121Cによる値を示す。  （測定場所：鹿児島市）  
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（表－3） ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

‾…‾‾‾1  

検  前年度まで  その他の  －  

試 料 名   採取場所  採月文年月   体  1＝cs  過去3年間の値    検出され  

数  た人工放  

射性核種   

降 下 物   鹿児島市  5／4～6／3  四  ND   ND   NU   0．1  

陸水 蛇口水   鹿児島市   5／6．12   2 ND ND   ND   ND  

0．65  0．65  0．91  1．29  

土  l脇机m2  

45   45  47．5   

壌   1．9   1．9   ND   1．4  B′kg乾土  

ト20cm  開聞町   
1  

ⅣD   岨扉km3   

精米  鹿児島市   5／12   0．10  0．10   ND   0．23  Bq／kg精米   

野  5／11   ⅣD   ⅣD   ND   0．02  

Bq／kg生  

菜   6／3   1 ND ⅣD   0．071  0．50  

知覧町   5／6   1．6   1．6   1．57  2．91  Bq／kg乾物  

茶  

宮之城町   5／6   0．71  0．71  0．64  1．23  Bq／kg乾物   

牛  ND   ⅣD   0．062  Bq／1  

乳   5／8，6／3   2 ND ND   ⅣD   0．105  Bq／1   

大口市   5／6，11   0．034  0．040  0．029  0．081  Bq／人・日  

日常食  

川内市   5／6，11   0．039  0．041  ND   0．071  Bq／人・日   

海水  加世田市   5／7   1 ND ⅣD   ⅣD   ⅣD  mBq／1   

海底土  加世田市 5／7   1．4   1．4   ⅣD   ND  B〟kg乾土   

海産生物きびなご   阿久根市   5／12   0．15  0．15  0．168  0．232  Bq／kg生   
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Ⅴ－47 沖 縄 県iこ おIナ る 放 射 骨巨 調 査  

沖縄県公害衛生研究所  

金城義勝、宮城良一  

岸田光史、洲鎌久人  

1．緒言  
前年度に引き続き科学技術庁の垂託を受け、平成5年虔に沖縄県が   

実施した環境放射能調査の結果の概要を報告する0   

2．調査の概要  

（1）綱査対象  

降水、降下物、陸水、よ畜産物、日常食、土壌、海水、海底土、  
海産生物および空間線暮串の測定を行った。  

試料の採取地点、測定値は表Ⅰ～Ⅳに示す○  
（2）謝定方法  

試料の採取、前処理および測定法は「平成5年虔放射能調査委託  
計画暮」、「全ベータ放射能謝定法」、「ゲルマニウム半導体検出  
器を用いた機器分析法」に基づいた。  
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a．降水、降下物の全ベータ放射能の粥査結果を表Ⅰに示す。  
今年度の降水は124 試料中 4 試料に1．29～8．67 Bq／1の範  

囲で全ベータ放射能が検出されたが、大型水盤による降下物の  

機器分析結果から自然放射能による変動と推察された。  

また、大型水盤による降下物の年度間降下積井1は 88・1HBq／km2  
で、前年度と同様自然放射能の変動推移である。  

b．牛乳中の131Ⅰの測定緒果を表ⅠⅠに示す。  
131Ⅰ は短半減期核種であり検出されなかった。  

e．ゲルマニウム半導体検出器による137Cs の謝定結果を表Ⅲに  

示す。  
環境試料中の137C5 濃度は前年度とほぼ同レベルの推移で、  

特に異常な値はみられない。  

d．空間放射線t率の測定結果を表Ⅳに示す。  
モニタリ ングポストによる計数串は 8．2 ～16．5 eps、サーベ  

イメータによる線上串は 59．4 ～ 66．5 nGy／h の範囲で、空間放  
射線t革も前年度とほぼ同レベルの推移である。   

3．結語  
今年度の降水、降下物の全ベータ放射能濃度及び空間線上率は前   

年度と同レベルの推移で、変動の要因は自然放射能の寄与によるもの   
と推察された。また、環境試料中の137Cs 濃度も前年度と同レベル   
の推移で、特に異常値はみられない。  
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（Ⅰ）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  降水t  
放射能濃度（Bq／L）  月間降下土  月間降下t  

年月  ！：11  

用馳／血2）  （馳〟加2）  

平成5年 4月  ぬ竜1．0   10   N．D．   6．89   4．32   19．2   

10   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   
5月  遵彗：豆  

6月  127．5  10   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   
／■基いつ  

月   0   12  N．D．   1．29   3．54   N．D．   
ノ  

8月   57．0  7   N．D．   N．D．   N．D．   5．44   
ー 

9月   71．5   N．D．   N．D   Ⅳ．D．   9．5T   

10月  128．5   10   N．D．   Ⅳ．D．   N．D．   N．D．   

11月  118．0   14   Ⅳ．D．   N．D．   N．D．   Ⅳ．D．   

12月   17．0   10   Ⅳ．D．   8．67   6．16   1．35   

平成6年1月   96．0   N．D．   2．6g   5．07   29．1   

2月  120．0   N．か．   牒．D． Ⅳ．D．   23．4   

3   76．0   12   N．D．   封．D．   Ⅳ．D．   Ⅳ．D．   

年 間 値   1121．0   124   Nニp．   8．67   N．D．一－6．16   Ⅳ．D．～2g．1   

前年度までの過去3年間値   318   N．D．   16．7   N．D．～78．4   N．D．～254   

＊ 降水は大里村、大型水盤による降下物は与亦l劇寸で採取している。  

川）牛乳の131Ⅰ分析結果  

採 取 ♯ 所  与那城村  前年度まで過去3年間の債   

採取年月 日  H5．09  最 低 値  t高■ 億   

放射能濃度（恥／L   N．D．  N．D．   N．D．   
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（Ⅲ）ゲルマニウム半専任検出器による核種分析測定前査結果  

検  
137Cs  

前年度まで  

採取  
卓の他の検出された  

試 料 名  採取場所  過去3年の値  単 位  
年月  人工放射性核種  

数                    最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん  m軸／m3   

降 下 物  与那城村  4‥3  四  N．D．  N．D   N．D．  0．078  M軸／血2   

上水 源 水  読 谷 村  6，12  田  N．D．  N．D．  N．D．  N．D．  
陸  

蛇口水  那覇 市  6，12  田  N．D．  N．D．  N．D．  N．D．  
水  

m馳／L  

淡 水  

7．44  5．88  8．44  馳／短乾土  

土  7   

461   354   托馳／血2  

4．55  3．39  4．74  馳／鹿乾土  

壌   
712   874  忙恥／加2   

精  米   与那城村  四   0．010  N．D．  0．011  馳／短精米   

野  N．D．  N．D．  N．D．  

菜   N．D．  N．D．  N．D．  
馳／短生  

茶  馳／鹿乾物   

牛  乳   与那城村   N．D．  N．D．  N．D．  N．D．  馳几   

淡水産生物  馳／鹿生   

日 常 食   那覇市・他  6，1   ロ  0．033  0．053  N．D．  0．108  馳／人・日   

海  水   県内6地点  8，9，2  四  1．69  3．62  1．56  4．12  m馳／L   

海 底 土   県内6地点  8，9，2  田  N．D．  3．77  N．D．  3．47  軸／噛乾土   

海  0．165  0．120  0．253  

産  

生  
恥／短生  

物   
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モニタリングポスト（CPS）    サーベイメータ  
測 定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成 5年  4月   8．6   14．1   9．4   60．6   

5月   8．6   15．1   9．3  

6月   8．5   16．5   9．1   62．4   

7月   8．5   11．0   9．3   66．5   

8月   8．2   9．9   9．1   62．0   

9月   8．3   10．3   9．1   84．8   

10月   8．6   11．8   9．3   63．9   

11月   8．7   11．9   9．4   63．7   

12月   9．0   12．4   9．8   63．5   

平成 6年   1月   8．7   14．3   9．6   59．7   

2月   8．8   15．2   9．6   59．9   

3月   8．7   13．4   8．7   59．4   

年   間   値   8．2   16．5   9．4   59．4～66．5   

前年度までの過去3年間の値   6．3   20．4   9．0   52．6～64．3   
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